
日本建築協会発行

建築と社会
第72巻

不二出版



復刻にあたって

原本の誌名は次のように変造している。

『関西建築協会斜f;誌J (大正6年9月-7年12月)

『日本，建築協会雑誌J (大IE8{F-1月-8年12月)

『建築と社会J (大正 9年1}j以降)

表紙を若干縮小して収鈷した場合がある。また、版本が断

裁されているため、不完全なものがある。

断裁による不完全な文字は刻lみl立したものがある。

表紙の刷色は一色に統ー したため阪本とは~iなる 。

11絵はカラーのHも全て!-，I.¥一色で印刷した。

「会総」の通点には乱れがあるが、原本のままとした。

作集ごとの「総11鈷」は、発見できたものに限1).，¥点、Ii集

の第一与の'lijに収鈷した。

品五表紙は、 『節-1t!:ll- ~J に限り収録した 。

目次の発行日は、奥付に記されたものを採用した。

，1刷、f広??の一行15)えび後十f広;りは収録しなかった。r]J;.行比lI'u
「広fi日次」および rfltJ，隙広??一覧J (復刻に際し新たにキIl

み、付け加えた)を参!!日して的きたい。

また、広;';-t ( には ~9\ (1の以が付けられているため、本復

刻版の広f'j-j(のj(は-1'tしていない。

本復刻版は11本主主築協会内r必のJJ;i本をf叫IJした。

(不二出版)
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:G嶋容
日英米特許四O個・費用新案整録六O個併用

式野武防災捲~~・戸
〔特許大野式シャッター〕

主要製品

大野式シャッター

大野式ループルシャッター

大野式融金付自動閉鎖戸

大野式工場周軸承

大野式蒋子入軸箆・戸車

各種防火扉・銅製 建具 類

癒用特殊機械類設計製作

一ー一一一一ーc::::-<eト~唾ー一一一一一

東京市大森区新井宿七丁目

株式曾枇不二製作所提携

号室大野製作所

東京市芝直三田四園町二番地・電話三田川園芸:

取付出5畳員E吉所・大限市此花区上繭島中二・.Ili編島(4必至八八



曾 告

合勢幹事令主催による六刀第二間以後の見事下記の通り開
催仕候

第二吉田家特別見阜
市地に於りる珍らしγ"，'j建築として叉大阪が舜ハピセ'哀ij!l:松に1'1紺深き吉岡家ぞ ，'i建築に
趣味3パ{せられるヰj，ιの特別見弓:問HH致候
時 六月十六日 (日)-'1:後ト二時三十分集介
集会所 77 同 家 ï li内同 I民新町~ti白二ノ七(泊栴五軒茶時)
見筆時間 '1二後十二時三十分 二時絡j'
申込及締切 参加l人口問ーH円以内にml日以せられ似川折返し1t後l立がぎにて御rp込ー「ーさ

れl剖11.し光子i(lIlriじよ 1)締切111似

・:t方の替糸:に支Fffむき肘'1"1:'，¥を打介せ?こるものにつき 集イf~ì(; に終了時は íil'~
村?にl/tVJ行('1:似ー

時
集合所
見愚先
申込及締切

第三 吹田操車場及アサヒビール見撃
六月二十二日 (土)午後一時集令 (時1・日不論〉

ゲHJil吹間際プラットホ ーム
(イ)吹田野操"'1工場 ;及操市費i'，~ (ロ)アサヒピーlL-吹田工場
iU反はが主にで 1¥月十八11迄に御ql込のこと、刊し;lilJ限あり橡定人1:)に述
し?こる時は却Jr j'liIjにでも'!t:.7ff1II(iにより締切qlすべく候

第四報国丸見翠
六月三十五日 (火) 'r-後一時より 三附まで随立兄与J

策泌 i-UO;*壁
:tJr控除j月行 制 |崎 lL ( .{1~五(!噸)
iU反はがZにて六月二十 .8までに御rll込の乙と 、 in.し:とL1にi主し?こる
日'jtHW11前にでも締切中11応

報図丸神戸港見畢の件
・ "，，-: 見~~は七月 ' 1' 旬市1110 に於て問11Hの7象 1むなりしもた川地先前になり ?こる?こめ ーた阪を，， =ドーとし
て問1/11(1:似iえではiltl!l)寸 )jl両i合uの便宜つ1=め特に1111110にに於て も日J:.tするこ左 に交沙J衣;2.
'i'件桜川同地にて凡県有jqの向{まド，iel二上り御rl1込下され度似
時 七月十ー日より十六日 までの川のーー11(イ;1司決定)
所 未定(不日決定)

申 込 i~Hiはがきにて折返しのこと UI1込 1T には円時及場所を決定~~~通知す〉
三 但し希ぜ若者少量tの時:士大阪見般に('，'f相、 プ:寸， 4 〈 i こっき ~jP ;;~み飽き l ーされ皮Jt節:土
返信にで主'11付申卜f決
。何同船11'"7 リカ航路に就くものだるう:J I~ I)íl に 大遣に-tt.i~ し三る後七月十一 \1 紳
戸に入iをする Lのに候

。お断リ 代人の君事J;nと集合、時間遅刻l
。お願ひ 合員r.t[¥;I.IT!とゑ加申込後なるへく鉄席なきこと

手守口f存相lにーj存御協力ゐ 1)~:きこと

時

所
見 星雲
申込及締切

七月見畢先は七月脱令誌に件;1汁上依rrn1:ql見落しな三様!顕 |てf[元
大日本冷讃株式禽社、日本製樺舎社工場、 松下電器工場の議定

nfl {:II 1 j q:. 6 )J 批判111L人円

合勢幹')i:k_: 松
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(1凶;fu15 1f-7 J] 1 日護行 ・ f1l築と I~I 合 ・ 表紙)

本務lま500部だけ特に増刷し;希望者に配布
する苓になって居ります故なくならない内
に至急御申込下さい9
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関係潟異及び園面ω;数葉

肯定債 (本践に|浪q)80銭
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閑民の居itf，*jLlo改善に劃する全面的問題は、事鑓下国策のあらゆる!百と角度より検討さ

れねばならない。云ふまでもな く、 生産力繍充に動員さるべき あらゆる資源中、 人的資源、

は最もi'l霊にしてEつ最も:m要なものなのである。

臥l力設民の)，基礎であり 、岡家前躍のiJt，[i支をなす人的資源の健全なる確保は、人間生前の

容器としての(1，宅と共環境改告に侠つより外はない。

然るに、 牧入に劃す る 家'fi:の主IJ合は、常に牧入の少い者程多い属性~Ht'負婚してゐる。

人|羽生前としての最小限(13'毛への要求左彼等の牧入)，基本としに生活1S:D大部分なる許容住

居先の興へる府{主t条件とのIl'o!には非'市なる隔りがある。即ち我間勤労昨今級への住宅問題は

人山生存11最小限の要求と粧iff生前の興へる許容íJ'居限度 主の差が甚1~'し〈大であるところ

から/1'，鼓して居ることを深<，認識せねばならぬ。

長期建設の新段附へ到底すべき岡土計主への最後的介訴と IJ今I床は砂〈と も岡家人口に闘

する趨勢とその鑓化に到して行ふべきは勿論であらう。此の新しい'h!i勢の粛し?こ動向を進

展さす賛質的)]は質主吐より見?こる人口の多寡によって定まる。而も人口の質と量の水準

を高め、現質に芭而して居る;ltillIの新秩序への安定力fこる我同人口の健全なる地進の源泉

こそは我等の安住所fこる家庭であらねばならぬ。而して健全なる家庭は健康住宅に侠つこ

主は申すまでもない。

然るに我同人口の居住僚jq:の質的は殊に都市に於ては、健全なる家庭金想像するにはあ

まbに泊符生前である。畢党するに我閑都市住宅問題は、人間生前を営み得ない斯〈の如

き府1l:1傑j'I:と云」、事にあ1;-;汗する。 Tごが然しZ15誌が粛し?こ{i'出問題は前述の一般的佐宅問題

色分間I~ してþ'，~;.:J:針策をリ昨今べきは勿論であ る t 捌l も 、 時局は既に長期建設の新段階に這入

つに。放に何日までJ九:1111r J.lg~.~:劃策J lこ依イfし居られないものがある。

之を要するに{l='古川!凶作たの根本はし寸、までもなし都市計設によ る疎開策を構じ同時

に個々の i 七'ちに到し保安、 ir~i生、 経怖とそして防空上の僚fLloをよL備することである。市し

て之等小11互に矛j訂する要求の別手11'，l}iぞぽ何廃に求めるか?之れ即ち住宅問題が我々に輿へ

?こ今日の課題ではなから うか。

1 v. 



事 愛 下 の

国家組力鞍と住宅梯底問題

近代的の岡家総力戦には、必す'1t宅m，底問題カ;
伴ふ ものであると云五、事は、:/1走近では最中、我力:

閣の諸相:nの?it識となってゐ る。誌のは扮|大戦勃
設以前には 1，，1(1家総 力戦と云』、言葉も 1!\~かつ 7こし、

叉近代I般には、 {-I:宅問題が必ずる附随するものであ

る、 と云」、YJ主もう':¥1られてゐなかっ?こ。

それ故に、 M次世十|大戦-1iJ'に11:宅!日J!呂と Aへば、工
業都市の労務庁U:'tの改在、都市食ltli7!心不良住

宅改良等、立として質の問包であっfこ。併しはiJ十|

大鞍により 各問の経験しに、岡家主守、ブ)I出，1こ{'j三、住

宅問題とは、各Fl!:J):n!1.rl1による(-1":宅の州民であ り
質の事なとは成る程度ー去って居られない程差;uつ

に、 ::ftの問題である。各障の1'~. l ll e (ま何か。 それ

は住宅供給のi出向な減少と 、;lJ要の佳しいI曾加で

ある。

先つ'、最初に住宅供給の減少について述べると

近代鞍に於ては努力及び資材を取げて、職手のui

接目的の矯に川ひるので、li出Ji'1監絞'1'は労力及び
資材の不足により、住宅を供給する::Fが非常に間
~[とな る。殊に 、 貸家に闘しては 、 一方に於て主主

築費がlt，%\)す るに も拘ら今、 他方に於てjg;物 I~~政

策によって家賃を:jJIl;!Ii]される需.に、 J宋γ/._I-，の，..F，f.'1j

{f来し、民1mに於て貸家主?新築するものが帰と什
無となる。ヨチくに生|τ'む需要の榊)JI1について述べると

閥宗総力戦では戦下の主重大なれ'm{fflliふftlこ、問
カの及ぶ限りの工場生産力の蹴プt:ヵ;1jなはれる。
共放に工場地41?には多数必傍X'が虫fi集し、此等の
工場地帯を'1'心、として労労，i1"(-I，'ちの移しい日IJ要が

起る。然るに前述D如く仕'むf!l:・4合は梓しく減少す
る1)で、新しくiJl:治される (1二'"i:;t;U'fiど令部乙の工

場地方に振向けられる。.!;h賞後に述べる如 〈、 大
戦中英聞に於て lヶ年11日に5000戸Jf.皮の住宅しか
新築されなかっ?こと する ならば、工場地方の日r;要

をi萌すにけでも不足であっ?こであらうし、且つ工

場地方以外では住宅は全然新築されなかっ?こであ

らうと想像される。
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之に加ーへて戦後にな ると之とは叉異な る住宅の

;AJ要が激増する。それは/l'，征軍人の復員 と結舶の

激耳れこよる 、 wむ ~ ，!.::要の :~:1Z~な J官)JI1で あ る。之は

勿論壬同(1'.)であう、且つ工場地方以外で年々異的

しTこ新しい717要し戦時'1]に差控八られてゐfこ総

ゆる需要とが、一時に縫って現れて来る。この鴛

に参戦判長|に於ては大¥'1場経了後f象j凶せざる11.::むの

大将I~底力 4起つ?こ。 即 ち 、欧百十|大日山首時の岡家統l ブJ

1'1技にw五、性七Ii司週(ま、以 |て述べ?こが1<職時Jjqこ於
げ る{主宅コみ合のllt しい不jjl1lj和が、 戦後に於て f~~t定

し?こもので、イ 1 :' ヒの必I~同l主戦時 '1 ' よりも戦後の方

がIlt:しかっ?このであ る 。 十1: :主持I~I弐は戦時中よbも

戦後の方が挫しいと云』、事は、阪|家総ブ]鞍lこ作』、

イー1:宅問題のー犬十.'Ji肢としてiJw，;;7(ー'自立lこ認められる

慌になっ?こ。

1，'，)岡家総力戦lこ {'Iè~、今 1 つの{上主問題は 、 家賃

の 1 1賠責であ る 。 之 ( 1前述の (1::七 ~ri給の不調和によ

り、必然的に起る34でとは又、一般的の物倒腕i!i-
に事IJ戟されて、l'ii1予の江主Hとんに続々組幹となっ
て1j < 0 Jll事がlj'投手遂行」てに必要な低物悦政策に

反する事は云ふまでもないので、大戦首時のは洲

;刑判lこ於ては皆法iP:により家賃の恥'j，'.[{fff]J;!ilJして
ゐる。

こ〉で問題とな るのは、気己貸の:jJIl;!il]は必然1'J'.)に

W-'七、ドj¥こ貸家の供給を減少せしめる事であ る。
μ11も、五ミ貨の.jJIl:!iIJは(1::む供給政策と矛同する。新
し、宋{すが低 J."する程lこ多数の{vtを1JI:車合する事

力:川'>j(るならばlir]!越はないのであるが、戦時'1'は
刊に資材の不足によれそれが宜ー行不可能であ る

事はよミふまでも責任し、。そ れ放に、1"'，(1袋線ブ)litH'に於
り る (I:'とr:\J組の~~I 策:立、こ の 111矛爪しにHペ:{)!主計

とるi~l1の~JIl:Ii IJ と の2本立で行なはなければな らぬ。

ノミri~'l~!;昨の参 \'1出 l市岡は、イ i"d!I、給のf必要性に |制

する』認識を献言、l'i出時rllは-.先立1'1'-)の住宅(!I、給伝子ff

と行な:ます" ~(11腕抗争のHrJ;!il J の みを7行ひ、 戦後1s!

Wlしなかっ?こイ1" との極端な付I~底に篤いて、 十1:宅の

大供給?'-j':ill{f附立し?こ と云ふのが貸出の様である



住宅及び居住形式は、我が闘が欧米諸問 と最も

異なるものの lつである。共に も払Jらす事活勃鼓

後 3ヶ年Ii¥lの経過を見るに、住宅3E7給の不可避I'I'-J

の不調和、イ1.:''8刻f:、家賃の附i!i-等、全て陥iJ+I諸隊|

の大戦11;時に経験し?こ事佐、等し く経験してゐる

如く、 感ぜられる。3とよーに我が問のt.'r9i，事'hiiとして

は渦i1H*世以後口:速に医業界のよJi.工業化が行なは
れてゐ1:彪lこ、 今二火事誌が:幼設し、:i=li:ねて生産)J

~;見充を似行しに1~に 、 IW;i"j'j I) l(: il反産業地帯にう'f- f1í!"i" 

の蛸集移し し 丁度先1&1の産業革命首時の1m::S加

を?呈す る に壬つに。こ の平行~I丙 !HこよりうI]l労 x.が

心身を抗:し、L三M1i決v)j主成 1-.に1豆大なる;μ智会以

ぼすべき Il~位 、 既に各方1百の人々により Jil命げられ

てゐ る~であ る から 、 こ〉には反榎{fill:fげ る が長

期的の間交線、)J戦と{I:'己l : ~ :m といよ、事は、我々の

深〈考慮せねばならぬ7]i.である。

2 散洲大戦宮湾に於ける英国の住宅

新築獄死

同夜組、 )J戦 l こ n~、 flo';:.J?I¥J反問題の}J;(I~j(立、以上

越べ7こ!m< イ lõ' じ需給ぬ イ~，J，'，j平11であ る 、併しょを!日

じi:11めると 、結局、11:'と{Jl:給J)激減とムj、事がi比

大のIJj(怯|である。故にこ〉で児l必lを例にとり 、1，吹

洲大li1li首fI与の英閣に於ては、イ1:'との供給が如何に

激減してゐfこかと云」、事を数字的に概:出して比る

事とする。

先つ'、大戦前後のイ七七&J阿lf℃を???ん'U.s物J)

締、戸数及びその増力1l)1I~況を }よる と J〈 の刈l くであ

る。
，:t 1 

菜園に於Iずる建物線戸S段、増加戸重量及び空屋率

1f'_;く 建物官ír十ヶ ~lq)1 1の古ír トケ ~I ~tf\j の 2ー 1差せi
線、戸l!lX Ji't加l建物戸鍛戸数%冷川 'Y;

，.1:i; 戸庁~;戸 % 
19011，，， 770 (:.61 

191111二 865 95 12.3 5.75 

19よ151' 914 ~ 9 う.7 3. 18 

!!ilち、 1 90 1 ~三乃五 1 9 1 1{I三の10ヶ年lilllこは、.lfl}JII 

戸数が%前戸で、その j怜)JlI奈が12ノtー セント加

であつにものが、 大戦全合Ù':J(の 10 ヶ~F.I l\ 1には 、

1曾'ill戸数はが)'1と分の49iiC戸となり、増)JII奈はノド分

以下の6ぺ{セン ト材 となってゐ る。ょを以てよL

れば、大i肢を 5ヶ年として考へでも控物のJ曾力11し

7このは)(¥i没以外の 5ヶ年であって、大戦"1にはfR
物!ま全然l{'t加しなかっTこ，¥1・1Eとなる。現に1918年

言主l アイルランドを除く以ド総て同じa

の休戦直後の 1ヶ年聞に新築 され?こ建物は、後に

示す如 く僅かに9700戸であれ その中の住宅は55

00戸である。

この供給の減少は、直ちに出屋率にも彩組iし、

1921年に[主主屋率が3・18パーセン トの低;率にな
ってゐ る。之は~H 、 付落を含めての全図的の割

合であるから、都市に於ては之よ りも遁に低率で

あっ?こと想像される。現に、同年のスコツト ラン

ドケ除い仁、 イングラ ンド及びψエルズのみの宗

足率lま2・73パーセントである。
この{性七士宅tむiの大初捌抑11底に驚いf仁こ英l凶必政府は l円91円9年7

J'月二'Jにイ作1七てツ';:;ち;1似)1，:*吋:*
金をを~~唄|円qへる 等等;、 総ゆ る手段を構じて住宅の新築を

糊J疑しTこ。そのF.Sに1921年頃よ b次第tこ住宅の新

築を見る様になっ?こ。この首時に於げる住宅の新

築欣況は次の如くである。

戦後の茶園!二百?げる建物及び住宅新築扶羽

fドヰ;
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1920-30~1三の l. 927.168 1.641.355 85.2 
-1ヶ年11-1刊のf「;九

備考 年次!士毎年 10月111よりi111ニ9月30¥:lに至る l

ケイド!前

この l ヲ20~ドル 烹30年 iJ)10ヶ年Ii¥Jの新築建物総数

1 93 高 jつの ' 1' には2、 3 実IJ 位火災及びJlx.~没等による

斑失建物の干，rLj:合の伐に新築されにものが合まれて
ゐ る であらうカ ; fP~ りにその托1主 )) 戸数を除いても

1 9 11 年)~ :t I 92 I {1三の挫物の純l曾であ る 。

49高j寸とよじべづるならば潟くべき差iAーのある事が

認められる 。 此~J;: (主戦後に於て 、 イ 1:'七mポ7が如何

に主15んに行lまれにか、 と云ょ、:;Ji~ を?示すと同時に、

大戦直後のj1:'ーと嫌が、如何に叫 しかっ?こかと 去」、

3 VI 



毎年新築される住宅の推定機敏
tlI( 

人口の自然増加に伴ふもの 125.000 

*災、潮災 ，暴風雨被害の補給 60.000 

焼失住宅の補給 20.000 

取設住宅の補給 45.000 

ぷ口弘、 言十 250.000 

以上の如〈 我が図・に於て 1ヶ年間に新築さ れる

住宅の棟数は 250.000棟と推定されるが、荷台記の

数字中暴風雨被害の数字は、昭和9年の閥西の大

風水害の影響を受けて、幾分増加して居b、叉J臥

段住宅に閲しては正椛な統計を紋〈 のであるから

次の如く 考へる事が正鵠を得てゐると思」、、即ち

我が園に於て、閤民を極端なj品統;伏態に陥らしめ

ぬ鴛には、最小限度と して、 1棟26:1+の住宅を、

毎年200.000棟つ)':;.新築する必要があ ると云五、事

である。之を戸数に換算すると約240.000戸とな

れ又住宅戸数の新築建物総数中に占め る '，~IJ合を

8害IJとするならば、毎年新築される建物純政は約

300.000戸となる。

これら数字は義に述べ?こ英閣の性'ち新築教と 見

合せて大韓正しいと考へられる。

4 事盤下の住宅掛底獄;兄

今次事鑓勃護以来、住宅の新築は漸次減少し、

前述の如き、年々 200.000棟の住宅は到底建築さ

れてゐないと思はれるが、る図的に見?こ、事鑓後

の性宅の新築状況、新規需要数、現在の不足数等

は、遺憾乍ら正時に知り得る材料がなし、。?こ Y主

要都市に付ては新築住宅とささ屋王手の減少傾向とを

9:11る事力;/1'，来る。

以下住宅難の避しい東京市、大阪市及び抗出市

に於げ る、 H百平1111年以降の主屋戸数及ぴ新築11=:宅

練数を列摩すると、次の如くである。

東京市

年次 人 口 1lt幣盟主空屋戸数新築(t宅{波数

昭和II&p
人 5‘|0l上{併戸 j<j( 

6.085.800 1.236.500 42.093 32.116 

同包 Wf三 6.274.000 1.275.800 34.163 28.907 

同 13&p 6.457.600 1.313.400 19.002 25.283 

同 14il三 6.581.100 ¥.339.100 10.060 21.05t 

大阪市

&p 説、 人 口 111:伶放空屋戸数新築lセ宅十点盟主
人 ↑11:キIPι

18.9戸86 17.49b9k 昭和11年 3.101. 900 653.900 

同 12年 3.213.000 677.800 18.678 18.914 

同 13年 3.314.400 700.100 14.275 17.810 

同 14年 3.394.200 715.う00 8.092 14.260 

VI4  

機諸賀 市

年攻: )¥ 口 世帯数 空屋戸数 新築住宅続t~孜
人 L 1佐平静 戸

3.66bR 4 日百可羽 I I ~p 719.700 156.2.0J 10.703 

同 12年 736.800 161. 000 9.086 3.818 

同 131，ド 764.50.) 166.00Q 6.340 2.789 

同 141，[' 869.4GO 18'1.300 2.965 2.136 

以上の統計で明かな如 く之等の 3市に於ては事

ぜー以来、人口、 世帯数は五年るしく増加してゐるに

も拘ら今、住宅の新築数は反って年々減少しつ〉

ある 、 その結果杢屋数も :j，ヒU~に減少してゐる。 1f，J

lま、川崎市、 尼ケ11断行、乃、倉市等の股i娠産業地帯

'1'でも持務者の言11集の躍しい都市では前記の大都

市以上に位宅が191¥底してゐる慌儀である。

か〉るj伏態の開放置して置 〈事は労務者の臨位

の低下及び能率の減少によれ生産力鎖充計主の

賛仰を困難ならしめるのみなら争、地代家賃の暴

騰によ1)-般同氏の生活を脅し、長期戦の遂行に

重大な影響会及(ます必ひ1f!liしとしない。故に)早生

行に於ては之が釘策として、最も緊要Jと認めらる

る、う7的.x'1七宅の供給に重駄を泣き先づこれが解
決策を立案し?こ。

5 政府の労務者住宅供給計霊

日目不1112年 7月、今次事もさが勃設すると共に、厚

生併に於ては、 労務手千住宅供給の必要を認め、昭

和 1 3 fF度の枇令事業資金中より 4rX8 f-i~蝕岡を、股

賑産業地帯の市町村及び!司1司令に融資し、之に よ

り共同日合19ヶ月Ij'(定日 5.036人〉及び公位住宅

1.022戸の週揺Eを援助し?こ。 然るに、事官、の長期
化にイ'1'.ひ、民r:nに於げる建築資材の拡得も次第に
囚刻[，となって来Tこので、一層保木(1'.)で且つ大規模

の到策の必要が陥感される肢になっ?こ。其と 同時

にイiモil}i~)~に於て昭和 1 4年度以降 3 ヶ年1i\]J)労務動

L1計苫が決定されにのでH乍年6月之に封!座する鹿

の、労務-/1'1主'七iJI_:，y:合3ヶ年計よ立を1'7-生千?に於て樹

立し?こ。

;_Ij_:に統し、て同 3ヶ年計主の前一期計;iEとして世

相七百3関戸(1戸'，'41)の平均建周三131';1")共同軍合
200ヶ所(1ケ所の平均延坪600坪、.牧平手人H200人)

:r股賑産業地帯の16)侍腕に建設する事となり、Il乍

年8月 l 日開係1)寺!院に泊II来し fこ。此今~1;のう?所持住宅

qi、共同f百合は原則として令ilU:、工場に建設せし

める事と し一世帯住'包は令祉、工場と共に公共凶器

公盆法人等にも建設せしめる事と しに。



事を示してゐる。結論主して、前記の数字から達

観し得ることは、1920年乃至1930年lこ於て、約 l

千寓戸の建物を有してゐTこ英図では、 毎年19高戸

の建物を新築し、その8害IJ5分l二世る16関戸は位宅

であつに し 云よ、事である。英国を一例としてと

っ?このは共建物持、教が比較的に日本のそれに近〈

綿、ゆる貼から、今後の日本の位'-8供給計査に示唆

を興へる事が多いからである。

勿論、石浩や煉1[迭の位'とを主と する英1i]X;1と、

木造住'琶を主とす る 日本とでは、 極々 の~m主があ

るが、H本の1:1二'むの方が存命が短か く、且つ火災

風水害等で喪失する割合も多いであらうから、現

在 1 400~.l!;戸の建物を有する我が闘では、平年 tこ於

て右の~閣の数字よ りも 相官;多数の住宅の新築を

必要 主するであら うと云ふ事は存易に想像される

事である。

5 我が園に於ける新築住宅敷

盟、我が聞に於てI:i:年{l:'とが何戸、或は何掠

f立新築されてゐるのであらうか。この事に闘しで

は、米?ご正俄な統計がないが、オ干隈の出~から推定

すると、昭和10年頃には、平均延上|ユ26J;fのf七七が

臼年20高乃至25高棟位新築(J合築を含む、以内息

て同じ)されてゐ?こも のと考へられる。

以下少しその根銭を述べると、尚工官寸民統μ十

謀潤の「姑築統計月報」に依れば、最近都市に於

て新築される住宅の、 l棟'T[;1)の千均延Fド(ま、20

坪強である。島村に於てはこの平均延坪は、都市

よりも相官多いと想像されるが、未1::正確な統計ー
がない。

こ〉で問題となるのは、戸数と株数との|斜係で

ある。戸とは l普通|止帯〈同居批判?を除<)が通

常生析する建物であって、tミ1・Jに於りる別棟の納
屋、物む等は椋数には這入るけれども、戸数には

数へられない、之に反して都市に於げる長屋、 ア

パート等[ま l掠'1'に致Ji又は10数戸の戸がある。

故に品川では棟数の方が戸数よりも多 く、都市で

は戸数の方が煉数よ りも遥かに多い。fl'Fく|三4)'1東

京市に於て、市内6区中の2.301棟につき訓有し?こ

結果によると、戸数割線数の;削除は138針100であ

っ7こ。 これを全閥的に云ふならば大箱120到100

(100劃83，3)1立で あると思ふ。 ダくに、我が闘に於

て毎年新築される住宅椋数l立、 2つに区別して考

へること カ; /1~来る 。 l つは人口の自然増力11に仲ひ .

新築 されるも のであ れ他は水災、 ~JJ災、 暴風雨

火災JjX盟等のj;i;喪失する住宅を補給する需tこ、新

築されるものである。

先つ守¥1の、人口の自然冷カ11に仲ひ新築 される

住宅椋放を算IJ~ す る 震に 、 各閣勢調査年次に於り

る、Î]地の人口、 1M停数及び戸数、並にそれ等の
各国~qliJ不正年次nnに於げ る夫々のj合加l数を示せば

グ〈の女日〈である。

各国勢調査年次に於ける内地の人口、世帯手

重量及び戸重量
位 l

人 口 |佐 平静 盟主 戸 E孜

人 !日:幣 戸
大正 9{I~ うう.963.033 11.2Z0.849 10833.475 

大正14'.(三 59.736.822 11. 999.609 11. 493.244 

昭和 5年 64.450.003 12.703.278 12.547.703 

H24事官iO'.f' 69.254.148 13.50U61} 1:3.499.483 

昭和 13 ~1二〈推定)72 .222 .ïOO~推定) 14.083.990 13.833.157 
〈昭如 12年〉

註 l 大iö~省主統'，;;年報:!tによ る

各国勢調査年次簡に於ける人口、世帯手重量及

び戸重量のーケ年卒士号増加重t

人口 [lJ;.冷車k 戸数
人 IIt伶 戸

白大正 9 イ1ニ至同 14 ~三 755.000 156.000 132.000 

自大正141p至昭和5年 943.000 141.000 211.000 

自昭和5/'{ユ至同 14年 961.000 160.000 190.000 

傑考 百位四I合五入

この昭幸n5"1=-より 10年に至る11.11の|ヶ年平均の世

帯.LiUn数である、 16高世帯から、同居世帯及び戸

数と株主主との差を控除して、 lヶ年千均7)住宅哨

力 11椋数を:J;~C I1'，すると、約 125.000:tWとなる。叉同
様に、 1ヶ年平均の増加l戸数である19寓戸から、

イ七七以外の迎物及び戸数と棟激との道を控除する

しこれ又、約125，000棟となる。故に昭和10年

頃に於:1る、人口の自然精力111こ1'1な、性'ちの新築は

lヶ年品1.)125.000f京と}止る ことカ;/1'，氷る。

他方、北，;jJ込|統計年館等よ b、7k災、i例災、暴風
j:Fi火災及びJ陥没によ れ年々喪失するU'むを計算

すると、 IIlj和10"手頃に於て、 これ又約125.000棟

と推定される。而して、これ等も亦新築により布11

給されてゐるものと想像されるから、そのI何者の

合計である、 25悶!束力i1;j:年新築される{l:'f:i教とし

て一躍推定される。今その内認を示せば次の如〈

である。
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制度要綱」が、厚生省告示第95披と して〉とめられ

7こ。 問要綱中に主[i;べられてゐる本有lif'jt:!iIJ皮の内存
は次の如くである。

「政}f正ハ迫}f;JlI孫、J¥大都市Jtノ他))IJニシiiムル所
ニ依 リ政府ノ 承認ヲ受ケタル公共|週間カ、附和14

~.f-1立以降 2 í;ìli年度1111 ニ 於 テ:tfI~lr}産業、 生産)]術

1tji-hr::産業及Jtノドf.J帯産業ニ従事スルシ?}芳f'iノ

1.11 I '~ヒヲ建設シ 、 よニ |王i リ損火ヲ'乏ケタル場合

::!.tノ主主投党総制ノ 2分ノ lヲ限l主トシ純制1，500

1広間ヲ限リjυJnJ..:額ノ2分パニ!:II'';::;スル令':¥1'1
ヲ千111給ス fレノ契約ヲ締結ス Jしつトヲ件ル -[-ノ

トス」

斯くの虫fI< ~ょに全般I'I"J で(iJ!lfiL、けれとも干Ilif'iY;h1J

!支の[I，IJ定を見Tこのである。

(/.}これよりうじ、 知一期百 i-E!E も;~，介j{illiM_;- して ~dこ

が34秘下の{七七PU姐は愈ん そ の厄大'1' 1 ・ ~ -}JII へ、 そ

れCI ， ;J 時に 11'1 :年 1 0刀 20 日地!t次nr~~ ;j， 11 令が}j血行さ

れて 1 七'じ 1~f;J f系プ打紛が移し〈哨)JII し 1:の で、{l:' 81J I.:

給と j也代初ミ11の ~fIJ ;jjIJ~ 首 l而の II I' I " J と し、f，'.ì柄米の

11二，i:.:!"xl J:i'~のMú l[ ~ t 11 (1'.]として、fl'F作12)J23日に

)l;:~l三特ilfl: 什応に11"じ却が新設され1こ。

昭和15年度の住宅供給計童

昨年J!Iの千t宅新築Hk況を全l五II'I"Jに大相すると、
年初に於ては未1~資材のストツ ク も鵡分あ 9 fl，'ち

も相 ~U; に新築されてゐ?こが、年」ぶくE砂山L以:辺4に王つて7資t材

の5佐庄f件写引T鄭朔蹴H仕f~力が;95刻妹殊*米k、;礼ぷ‘1氾にこ lb法{広Lし 〈し、 f官3にi民凶己ω1:川i日川iリlに於:コ7る新2封i従矧主H主
，む史蚊k幻lはまヲ升!

よりう労?打f傍万 Jパ~'1れ机1:';:記jの不足 b さる司功pなよ J);司らi此l比止近にj盃iつ

ては一一.北品般立刻f↑一 |主忙f♂f宅t包iのイ不〈足ちかなり，\~，í!~'ギとな って米?こ。

r.~j工作行})J統計説。J.'，jの「建築統計ハ 、(iU によれ

ば、全附22KI¥市に於て、昭和13年比J!Iには lケ)J 
，注l

-'1"均約6.400 械のイ|二宅の新築、 Ji'ì ^~~、改築及び!多

仰の認可があっ?こが:11止近数ケ)J '以i;gJ1f( i :)，くの ~n< 

制者なjhlR少をりIミしてゐる。

6 

1M蝦名

鮮馬賊

茨城県系

塙宝綜

千紫綬

* J;~ }付
榊奈川勝

愛 知! 限

二:: ill 阪

京 割¥I付

火 IW，帰f

兵庫県長

国是為撚

1I1 口以3

愛 媛 漁

lid 岡県長

5.5: ':'l 

~!. 6-~5 

3.927 

3.043 

jJi築 Ii_ζ:Jtt楽¥+IJfJ: V) ~~'~ 

H召.fiIl4:ド10月

日1 11 )1 

1，;1 (2)] 
昭狗15午 l丹

，:l， 1 吹~f及び砂仰のtH政li 、

l制でゐる。

さて、現.(1:;全閥的にイ、足してゐる11:'むの総数(ま

正雌には7'119件ないが、相官多数に卜.つてゐるl長
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様であり 、之に年々の新規需要数も )JIIって行〈の

であるから今にして相首故の住宅を匙設しないな

らば;符 ~<:ー府佐しい住宅難を招?!<i す る ~~H (.~í切らか

である。

此故に1lF{和15年度の性'凶JI/(:行，;1世と しては、話

一期計52よりも迭に超大なも のを必要kするのみ

なら子、労務(f.住宅以外のものも本IW;蚊の供給も

必要と認められる。

，と等必要なるイ I=:屯の賀t1'~M;f~~ し、 ょを白|際に

建設せしめる事法資材とうりjの初idAiに不えしてゐ

る現下の JU~勢に於ては、 W! ;~ に Il，l~m~な事ではある

が現下のイ住宅難侮るべからさeるH)d阜であるから、

高品ftを排し IJ~米る 7ごけ多数の1 1 :' 1; ~f 1JI、給してH:ml
職の遂行を悶滑ならしめfこいと考八るさえ郊である

7 地代家賃統制令

地代家賃統lli1J令、は既に一先立的に1{1(くJ:IIられてゐ

る如〈昨年10月18日に公布され、 l'iJjJ 20円より 地

行されに、同家綿、勤μ法にJ品、?こ粕令である。

この地代家賃の.jnJ;j日jが]"¥';11¥1の11:'とijb申(うを;且守す

る事に付いては、既にj&べ?こj長であるが、i改!家主官、

力戦遂行 Hこ純白必要でーあるj起の低物fw:政策を堅

持するnには之叉止むをq'Jc'I>'る方策である。
それ故に険加|大戦の参戦j皆同は、イ七℃供給は相

官蔑しろにしTこにも拘ら子、地代家賃の抑;jilJには

力を注いでゐる。

英岡を?丙ーぴ例にとって比ると |つ15~判 2)J 13口に

「家賃及びほ首貸付手IJ子引卜".i1，IJ限法」と去五、ii畑寺

の臨時的の法律をjjilJ定し、 !Ji:til:lの1.J附Ji:i山市;!?の

前日である、 19 1 4~8)13日を基ilf~ として、後rnえ

ぴ~tの iliiのものをn小j けにしてゐる。

ょが休戦後1919年4)12日に一-l主改正され、ょ1iに
改正、蛸充されて、 1920年7)1211に子時の法fI!切と

して公イli されJ~の後数次の改Æ~づ::~~て今 日に主っ

てゐる。

ス硝i畠&び j，JllI1i~ P-ITにあっても HHd二、米11のffJl

制をしてゐる。これ等の例を考へてち 、1"¥(1家主自))戦

'1'に地代家賃の.jJP;jiIJをすることの必要なのはl引1'1

である。 7こ':)1止が同lの地I¥:米n統;J，IJ令で一千存川:w
となる事は11日平1113年8)i4日をJPW.!:して、 --il!に
釘付け し?こnに、各加の凸凹を~ ~I::. じ fこ~Fである。

それ故に個々の場合としては/1付近知泊の同砲の

ものに比較して公平を猷〈憾みなしとしない。.よ

(;t--時I)I;J})N!':%!:指世主してはリ:むを'得ない事であ

るが、 ばとに到しでは岱然、主主Jピ431延長家賃のi)(:).Iごと

ぷ」、!;Jf.が花へられる。 此"，]J.は1111欽(，"Jに考へると誠

に結械な事であるが、n.純(1句に渇へfこ1括合には、
Hととは一般的の!??jjlJl等と異なれ建築技、建築年

月日、 保存J!Ju兄、殺J山IIki}L等総てma々に述ひ、真
にT差前))IJである1:tに、以:キ;なftf味でj直正照準'i1'i

{千千台〉とめる2F(.:l:，1L:rご11-:1矧!である。

j析 し 泊五f'~if¥!i' ~~貨の;)と〉とは、，IU.:jもl唱~~な事で

あるけれ)1，:今後のJill代次11続出!I令の万1';)がI"d'引の

必正であり 、火山こj也IEj;;'iilf}}))] Ji'，) "こ1;可く べきで

あると云・ふ Ir~は、よ:ひ1'J.ると，Iよ'，..s、。 "/~I::.行fに於て

も、Jli:型~Î( こ 11M して‘ま 11 下!慎重に Mfラi[: I\'でめる。

8 住宅問題の将来

我が凶|の1 1=:'1; 1 問題の賄-S!<iを~ ';、よ 1);主;WJする事:は
逃亡困却Iiである。

従来、我が問に於て全l去11'1句の{附1¥'七民主?経験し

7このは 、 大正 9 年以降rl~抗日十!大 ìï!肝炎の灯・長誌に影響

されて起つにものTごけであるが、よも現I生の初1¥底・

1えひ~IJr'~後 i象1U1 せらるるイ 1:' と r;1 1ーによヒすれば遥かに

料微なものと~へられる。 1'ìに今 luJ J)_，切II:.':J'C唆に

1T..s、、イ]:'と111l収l/¥jrQ]t;t:tlt1J'問に於てぷfご且って粧
品金しに:rJ'Cのなし、手白浜刻なものでありょのF耳ジとには
1:'.1.'己取って全力を)l，fす必要がある。

qfL ~<i(主 、 この 1"~I.Lぐの生日の本憾であるべ上'と|問題

に釘して、 1¥・i己)1，:に除 1)lこ1HfJ7M心に過ぎにのでは

あるまいかの 11(:々は現 Fの11:'t: 1.~&:立 、今後半fI首j別

川能椛するものと'む!日して、このi1:・じ判1¥氏の現i立
をJ.I~f!此とし、 1そカ ;1此|の似イ';(1りな11:::'七政策の凶立を

計らねば、ならぬ。

日11ち、 ;ltの川閣にItMしでも、質の川也に|釧しで

も、凶.LI!;ll::.i円のJI土も必!必なる則iに;j[lJし、凶此の艦

f，i:のI，'，J1:と川町))J)充貸金 ~ I' ~、民族の生日力を

川悦ならしめて、 I，'~I ))金持?辺;せしめねばならぬ。

，~- .J) t:&に(土、凶J¥.':;) f.';' f J:lこ I~討するt1d i':ゆ制定、

イ!:'との';q:庁、:'!:'刊， t!)(;'子ヤ'(~I I I' I'.j とする機I ;h]乃設

山A35r汚'ヲ;rすろ必'裂がゐると)5へる。

*J瓦 ö ，.. /ぅi't 'I;'~t Q-'， :j 民'1:'
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住宅問題は時代によ bて共立義内容を異にする

のを認めぎるを得ないのは欧米の男持者連も共著書

等に於て指摘して居るのである。そして是は臥米

の地も我邦も些し?こる遼ゐはない様である。

或る時は住宅の内容tこはいって共設備や構造/1;

不完全であり又不衛生である事を問題の主要黙と

して之を研究し其の改主方策を練るも のも ある叉

ある時は{主宅の不足そのものが問題となり只管新

建築の普及を論議する事になっ?こものもある叉或

る時は借家借地の僚1LI:等よ り{1::宅問題を記しに事

もある。何れにしても住宅問題は都市問題として

現れ都市構成の分1'i'に於て最も主要なる部商を有

するのは何れの時代を見ても等しいのである。

我邦に於て民iこ住宅問題らしい此問題の出現し

にのは何んと云ふても :tg-:;7(欧州大戦首H寺に起り

其後の好景気に遭遇して設現し fこ{I:~不足の問題

を取り 上げるのが至首であると思ふ。

首時一般の好景気から所所.百訓i「円川'1引J[庶伐昨L民E階級の人ノ々?カが;一

戸をを?構』ふ、る引.仙|

の家屋にて一家一世号帯幣1特?をを?村tむ』、るに至らすして簡単
な生活を他人のーー宝又は二寝程度に待遇し?こもの

殊に闘凶に於ては俗に云五、二附借りのものが小さ

いなからに一戸{t>Hljふるに壬つfこfこめ忽もにして

11:宅の不足{t>;tJf;、るに至つにのである。

その結果住宅に到する要望は明)111し従って建築

資が上騰して結局借家刻U:なつにのである。
大阪の性宅問題も亦よれにi卑れないので首時借

家雛の結果市は自ら進んで{!:'ちを~築して其の粧

替に迄におっfこのである。勿/11命公共国間が白巳の

力で大都市の性宅問題をf符iAせんとするブJ(まない

が市は~l'Q例を示して rfr:民が作'むに到する MM心{t>

t:jめる事しその規範的のも のを賢現してLl:ll'，¥の

f企業に指引を!}lI~ふるのは極めてイf芯義のことであ

り亦屑し易主事項である。 ){:Iこ於てiliは後邸主J.i;る

が如き住宅経告を欣てし?このである、 jヰ等十1:宅の

経営が果して1'1=.宅問題の解決に如何なる程度の役

筈IJを崩し叉役立つにかは側定し難いことであるが
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少くとも無きに仮つにであらう。

惑に一言しにさは111の不良住宅改良計主流るも

のである。同じ〈世界大戦後の者~\rli改良の一分野

として従氷の不良住宅改良がイ長田lせられ首時の大

都合にmn金五、?こ極端なる符集生活の解欣を計笠し
Tこのである。大阪i打に於ても主としてlli内の南区

〈今の天王寺浪辿医)にあっfこ過省住居地帯?数ケ所

を選定して相官永き櫨絹的事業として主主行しにの

である。此結果不完全にして限~Eなる裏長屋は二

三附のコンクリ 戸ト詰!よりのアパートに改造されに

ものの桁住宅fこる事は今以て免れ難いので生活上

の向上は都市の防火等には相等改善が加lへられ?こ

りれども伯l々の市民の生活向上には知何なる程度

の効果があっfこか之れ亦容易に視Jstし得ない有機

である、果して此計主は初期の介に.ll.二まり爾ぅk本

Z十世を全iliの如j訴残怯部分に腕行するの熱立がな

い様である。惟」、に市民の都市生祈の向上主都市

(e'J施設の防l係lま極めて複維微妙であって単純なる

形而下の施設を以て生活内容に入るか如きは査し

至刻1;の問題であると認識せら る〉のである。十1:宅

問題に防lする則~l) t.'j¥こ此感を深ふするものである

WUi\j:tl1の阪~Htは誰しも之を認めるものであ

るが殊に我邦の都市民の現欣を以て巧ふる場合愈

ん観維である。私は都市の現j伏より脱税して住宅

問題の民;立誌を考案して見ゃうと思ふ。

耕地と宅地

F止をj江純なる民業時代の生前日b:1:に遡って見る
と)~~~地Tこる一部:足早の一家屋l ま:Jt職場?よる耕地を

持つL}~+る。勿論自作f二ると他1'1=1こるとを諭する

必要はない、t'i;li(は其生爪の資料{t>得べき:lijl:J:也を

彼等のIIJ1;ーの爪動舞去と して;Jtの使徒改 i与を~1Ê li~\l

するのである。彼等は自然の不正JI'b又は不使ある

}~地に到し万.に利害の一致し?こるものを考慮し所

前初地位工~1.を行五、 lこ至るのである。既に主/1 地主?整

IIUしてJl職場の能率を肖め?こる;場合制i立の産業経
f去を整八日欠で彼等は白2誌のH:~七~考ほするであら

i、 、{J1し~~誌は性宅には最も附心部きものと見ら



る〉が其lま彼等が長に話;をふんで出て星を頂いて

かへるでふ昔乍らの生活状態に近事日夕をj去り其

の住宅にある時間は極めて短時間であり安息休11民

の場所に過ぎないので其住宅に闘する感良1の何i部

なるのも;11;然である。之等法民生活と 月!tれ!V"rfH'J出i
令生前宥を見る時吾人lま甚しき程度の差異を殻見

せF るを得ないのである。~Jj~開係に於て彼等の

職場とし?こる耕地に封比し榔です人の職場iは如何、

古来の商買に之を見れぽ生前の;場所は等しく耐

賢=職場である。時IIml盟念に於て従来円本の前家
は全<1rr~統:1mであっfこ、 乍俳品目前j占法の費不fj以

来愈jfrj~5:の事業も軌道に入つに職場と生前の介~!Í'

は必然的に明慨にらぎるを得ない状態になっ?こ。

カH之今日強制買施を見るにヨミつ?こ青年事佼の組

織に依b主主々 l践場主従業L1の生活は分離せられ朽
慣は刻々に改新されて行〈のである。而も現に法

人組織になって居る多くの令祉、工場を見れば職

場と生前の本協とは全〈分離されて居るのである

農事閥係に於て彼等が其職場?こる耕地を整理.し?こ

るが知〈都台地に於ける職Wi1こる市何地は陀んな
る意味の改良工事が替まれ十には術まぬ'IIlt勢にな

って来るのt:.'。その最も大なる具現が従来の都市

改良一都市計:m事業に外ならないのである。市か

も市街地改良の行程順序を考案するのは極めて妙

味ある研究である。

動的施設と静的施設

人間祉併の組織の J-，から jE後注過程~~.切るに彼

の原始祉合は哲〈措き近代の粧if'fn止併に入りて動

力の鐙謹は凡ての祉作の機構を鎚更せしめにので

ある。;!t始めに人力に依イ子し?このが批ゴJ~和JJIJ す

るに至って一大進歩を見せ更に・近|止の;s.;λ力、電
気力を肱川するに至って岱*の組織機構がー認し

Tこ事は今夏言を要せぬ。

欧米各岡にては既に Fb~ ブ)(馬)))ょ b 球以力 tこ依

る動力を充分に利)IJ して人川市 1: 千?の動的分~!í-の設

展iこwして米?このである。彼等の都i!iの設iliiJlj&
も是等の動力時代に夫々の lf，法拐をある程度改.L'~し

て来?こ、同片道路とか橋治とかの交j邑i没rthJせ:もそ
の機構に岱てはめ又公jf，iil"Js築物等の普及もあ る
程度迄賀行せられて来?こ、よれぞ年の臓器の設j主し

に結果として白然i磁場 と分郎i し?こ 1~1iW'Jの組設叫に

住宅等にも ~M心が多く従って此勾 の事項に附究者

t&が付IHまれて居?このである。然るに我函に於ては

長lこ言』、動力の鑓濯は俗lこ言』、一足飛である即ち

我が!iIi合的進化の過程を見れば人力を動力としfこ

琵慣にEk力時代の極めて扶少なるものと蒸気力に

よる謎化に重ねて屯・気による最新設出iの動力施設

が車な b合ひっ〉経梢祉千?を}JII辿度時に動かして

来?このである。換言すれば日本の祉合的進化は人

)J時代よ bー恥に して電気動力時代に飛躍し今日

先進閣の一部改控時代を凌{なして，:;j!.iliの電気時代

に突入して居るのである。 ~t 1J ;nめ欧米各闘が~\~t

力や蒸気力』寺代の飴俗を以て府iみ舟み米つ?こ静的

施ー設即ち1eむの ~11 引!日題 lこは%1.むを初IU、 iii も合理つ

?こものと認め得べき多分の1.th!j'があっ?このである

我邦都市の設jEの急:激なる離沙は1・Lて其動熊機

能lこ現はれて居るのである詳言すれば都市の多〈

の設備は職場?こる部市一市江ifj:l~の共同施設に淡頭

され~~牛商の静的地設は省みられす'して致 10年来

i!!1れ?こる行程を辿つ?このに過ぎないのでゐる。

欧米都市が蒸気動力時代にl師if"JJj(fj設を顧みに徐

俗を持?二十に台:人は今電気時代の職場の改良と共

に住宅問題ぞ同時に叉一時に考!6:せねばならね欣
lL~に陥って居るのである。而かもそれは胃頭に描

げTこ内容の多岐なる各種の住宅問題のどれもに相

官;する事項に辿過して居る諜である。勿論吾人が

弦lこ云ふのは都市而かも大都市の政設につきて考

案するのである事を忘れてはならないのである。

YI に動的、 li予íf'~の地設を?異なる [(1度より細れば

よ ~~11:1:\Iと夜 1: \1とに分日 IJ する事がII \~(様、岩人は

今円迄-，!}:IBドJ白設に波羽し?このでめ る。夜IL¥lの地設

と玉;、のはillil谷の~~味であるが職場を速かつに意

味に於て一般11:'1三公悶似柴勾:リクリエーシヨンに

封する泊設を民刻に見なげれば事らぬ必要に辿ら

れにのである。此%:I~I床に於ける仙'じ In]題が語人の

fliJに民間され1こもの と組るべきでゐらう。

大阪を中心として

大阪ï[iがiIH: (:r~Ji:lミとして rl らイ 1:' とを建設しにの

は 11札氾の~n <大k8q"以~(の司王でJt:総戸数は 1 .600

除!寸にも出して)，'}る。x.此11古に年!!ii~による所イi擁

修憾のrfJ-;;j']分譲flソヒ450飴戸がある、 』足l!l仁こノイ小jト、{性七宅
住?設北山!成記の?仁こめ斗土.士地也千合?祉イ住主'1:包j千合?吋i踊il1主じL屯む組合に3其C札辿ト

設資金をを?士貸モ{.

i起主Z支ど l川I~ し?仁こる金，存御M制ん初M仙J'内'í日lは立 320~高劫高←悶でで，;t其tJ戸2 盟政文』は立 1.300戸に

出して居るのである。乍併大都市大限が住宅改良

として局i行しにものと しては之は俄bにも貧弱で
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あり叉何等一定の方針門恨の下に地設されにもの

でない事法誰しも認める事である。即ず全戸数日

高戸を?算する大阪市lこ於て世日こ 3.000程の住宅を

建設しにと てよれがむ:宅政策の成果如何を干l'する

材料ともな り得ないであらふ。 IJI今人はよを取なる

見本に過ぎないとするのはうがろ王1;?である。
長人亦此言に志憾ながら j，;]:巴:せきaるを件ないの

である。然ら ば今後の11:七政策に ~IIf"JとのIIIJ凶カ;

起るのであら う。

余は大l涯に於げる此開の川凶~大都 2 介して研

究すべ主でゐると忠」、。

( 1 ) 1\'心、地の1 10 ' と 、 ( 2 ) f，iiJ凶，\i\-~'I~j\-J山の I 1 七に

主Jする考ほにやトならないのである。先づ (1)1¥'心

地即ち岱市同地lこ付て考!i¥.i:するに立;市何地のブロ
ック(I相岱の大さ であb従って何路からの奥行き

はータJ九浦町(1γえ〈同の配世としてはほね深過ぎ るの

である 。 415米大阪のブロック l人jに依げ iJiU誌やiJ"~

託 b の廊路のあ石 r~i以である。爾 ~(~I\市計 It~l時路

等によりてブロックのt:it&とも殺介縮少されTこと

到tも1.'，J!ffi!1fの深j品ぎるのは--;.]立の !I}~tL~でゐる。:よ

等のプロックカ';悉くんj}l奇:ill~さとなり而かも保光、

通風に差点へなき程度に改r.之さる〉のは控し存ElJ

であるまい。きれば現在の1j1 fíむ;)j 火地区~除いて

多〈の医域に於ては住宅主プロックとのMhJ係につ

き専門的の研究がなくてはならぬのであら う。訟

は是等の Mf究が民に;~1自匹地域の rt~(~~一世主-1i:

宅の生i\1iとー致し ?こ設 ，\ \.~ ~J.l 立せねばならぬもの

主考八る。換言すれは、大|波のilil¥':JHに於げる11:'む

と併業所との開係をj仁木質的なる tH;~è )I(l.合して

最ーも合.f11¥(1りなる生f月日iょに泊臨し?こイ1"むの配タIJに

よ b 従1j(の プロック ~~l'.かして平IJ il J する 1W!\(l i.jの

研究を必要と認めili口ら，とれに'おるか或は公i，;tle'j

の闇臨例八ば控築協令の~Il ~がよを J以J及ふべきを

;fui守 しにし、のである。えも大1\反!t'~~11 íJ改良の阪，:~iJ~

JIJ.!.の~i] ~ 1倣!えし?こる改j辻本t1司iとして望まし〈故

後には組めーは事な11'，~七栄を現すであらうが土n!好

きは特例〈な地駄にのみ行はる〉大Ilt: ~'~ Cあって市

内の陥r~i に泊ー JIJ tま 11'，娘役るのである。設~ih灸ü l /，"j三

も 口 nキ \t"~ し荒iJ;C たる J)j[町を íiiW '， し 1 U~を迫}/c4-

るのは(余りにもJf1f，↑111である。XlIまプロック旬にtJl

[j7) ~よるプランを樹立し地主組合と五t築キ11合とを i5~Q

附助成して漸進的に改良を期せしむる政指叫す

べきであると思」、。 ~J.主の 不良地l長改良事業を建
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築物を以て整理しfこる方法と区制整理とを通話tこ

折衷してブロックの建築改良を以て市内住宅問題

を改;止するを千尋せしめ?こL、ものと考へるのである

次に (2)の新市域の住宅につきでは現に市が設計

せられ?こる医剖整理地域に於て住宅地区の魁築に

つき児に一歩二を進めにる指埠ーをおし得べきを希望

するのでゐる。 即ちイlニ宅尚交の建築内容に入 り 2

|終処の地匹。 3pt.'f迎の地区。或は別立家の地区を

指定してプロック'1iIJ-街路網を設うとするlこ至らん

:)"11.である。 [，:v，:;¥tl]，t叡'11の際相詰なる線地帯を設計し
よれが換rl!.lに到しては何等かの!f!i'tfli~認めて可然

〈相首長期に iJ.J;る rm f'i't~も %1.白:して昨今化のH七地

を準備するのは立搾困難ではあるま い。

但し如斯き は今日既に大阪市内に於ては随分困

難なる事業なりと忠意せらる〉もまにそれが可能

のr~Î' も あるであ らう。殊に将来大阪市に編入せら

る〉にfる様相i町村、郊外地医、必は近時土地合

~tyヵ :沼、感 (I"jに設計して土地の投機熱を昂蹄せし

むる が~n ~地域に lH しては今日:i1:守:の配慮が必要

ではなから う が尤も 此聞の指ゅは ï liの椛~R:の及i、

加1:'，':¥外であるなら之は府、勝、白ら進んで之が設

計に'，:'.r;1)府~(に備ふる底あれば給付j:である。要寸

るに今後のi1二'と 1 1\1凶は土地の政策と分出f~ しては結

局佑.C!、なるは1:辿築に過ぎぬであらう。 1-1:宅政策
とごとI山政策とIM;:;!11]盤底!と此37;・の綜合研究一施設

により完成せらる〉ものとよLるのである。

此意味に於て私lまジエームス・フォード教授の 「紐脊

の住宅問題Jの中に述べTニー節を引用するζ と与する。
「住宅の地方分散、街1分移車車運動、郊外に於けるl校入の

異なる人々 の矯めの燭立家屋の建築などは住宅協舎や銀

行信託舎祉などと協力する新らしい組合組織によリて行

!まるべきである。家屋の所有権はそれを持ち耐えるもの

に契へることが必要である。而して其隔地lまク憐保閥係

統合シの原則に基いて案I!i!!さるべきであるJと。

)'fしJ(入 力;今回大阪を中必とす る11:'と(1:):越を民

愈IJ に -r~f究せす米るべき 復興時代迄f"J'!{h'(倒的の政
慌を;j'(てせす・して現状のま〉にHfi修しにならば結

同(士将司~~'~続不況、 危険、 制まるアパー ト のJ作成

に悩まさる〉事¥t"党情せねばなるま い。法に於て

!lI に完令なるァベートメント ()I~I ， ;li1.;'記入フ ラッ

ト咋の州'JEが進められ (1)のrIi内に快適なるも の

が〉'心/y.，するを作るならば仕合せである。 1)1.1戸、j升
i，riアノ:ート lまJtの生前政式に於て刊に我々 日本人
の .'ι惣、 H't初、趣味等より之 KH)~、 普遍(1句の研究

の史あるを認めるのでゐ':50 よ停に就いてはWi界

の斯人に熟肱検討を前五、て此秘伝終る司王とする。

肯筆者は大，;!.(f，ilrfil"，合常慈恵4



住 宅 論 の

( ・〉

1î"'t政策又 lよ {"I:'ご己論が近破防3る ì11:羽r~な内容を払

って対立fこす ~ t .:l:. t干しく円立つ?こItfi向とぶつて差文あ
るまいo -0-JfI1.l'I'.)な設計と賀質的な材料と j出'rsなn
料で (1 :' i; ~11!; 恰するとえよ、~方ti{tf;米 までnはれ

てゐfこ比校(1'').，.(叫卜なイ1，'む論乃主til-t'i:;政策であっ

fこ。之れが今ri'では数段の進歩ーを遂げて桜利1:な内

容と共にr:O;Jし、Jrj!旬、ぞ持つ校になっ?こ 3 此の1ぜl向を

pi- 々 は (1:屯1治の，ú l:令(I'~'I生 t~ としてま互に )1)(， ~ 上げて

iJEじて比?こし、と思ょ、。

一つ])液体jとして見ても11二'ち11日!岨はJ犬して然か
く 前Î'れなものでほ 1n~~ 、 。 r去、、竪 '1ょで{也氏(1りな米

(fi企て〉ゃれはて庄しいのfごらう」とえよ、汚方では

Jたして解決のつかぬ11日!国であっ?こ。(lIjr吹ならば米

fij 也!\，: ";I!; t こ，;恥、てゐ~ð~1rU ~の川!越がめるタト l二、Ii \l
j以や次行lj へやえß当'~;j:JA切だ l こ :~tt ~、てのオ千|二ながら腿

n_，f; '1句な ，it火力;あ ~ .\lI に !if.tj!]:J也lW ち:l tのNi{i:する土

地t;'itこ1郎、ての)5(虹も詐されねばならぬ。職場と
(1 二'む とのMt.J係も 'l~; f~熟lむされねばならぬ。げ耐耐ij して

市に 自担矧H:，窃畠 ' 1い1 の刻鰍k噛(は立討k:~純F芯':~itμj怖伴州'1;性J企主の M規{)定iι:の{川11ほ5削リで dゐb る。

)，仰EソJ

のカがq従佐4己品カか怠らの.↑tl'tf仔例4列リでゐる。 j止さざFの)jIJj;:X:tま労ひ杭
1rやiて1:の)，~qr\に従ってそれ1It1自ーとしてはみ1二次的な

よl'!ftに附されやすい。 此の駄に就いては日IJの;茂，77

に述べ?こ。 (1間隙地帯と美の利用」社禽事業研究

昭ね15年 1 月掠参照)つまり二つのJi J注J也が ~ .íHt:

してゐて J t:の j立界に いっ'れの)j J j1i:にも j必さなし、 í:.j~

分地が泌されるお;な弘合に、此の1i \IE京地引・カ~ JI~~'~. l こ

tでがれ'1';J1:IJ(，，):のより少いものに 1・I~JI J されfl~jなのであ

る。 uit表、絞りヰi'I'-j:f:IJiut心少いものとして物位場小

公閥、 出:~~1 ヵ;，泣けられ 7こり litl'~加になっ 1: ~す

る。 1I .'iには感伎の政J也などにも平IJ IIJ される~Jfがあ

る。よればそ't主眼佼公l込l 込!tl~~'!j の水質からぶへば

iはも rt~kつに方法とぷlまねばならぬが、 j'μlミ主力、 !ìil;

'j;11 とかじ到する，;r !t~がi霊前性間続J) f.t めに ~DJH.さ

れる H泌J){YIJである。佐官川!直に於いても 、 ~:\~~tr:;f

上の交 ! t'U:誌がw ヒ ~}Q:J:I[(の選搾は勿 l倫、 Jtの H立，\1

祉 合 的 バ戸土
-
n
rLgι 
格

奥井復太郎

や材料。取拾に ?7;ってn ん本?j~の芯:五:を忘失せし

めるプFなきをi.!t(しJ'i!I'い。
fJi'かし今日の!Iーとi仏ま児に大きな[IU:呂を台んで

ゐる。それは!狩lこ述べIこ，jil:合(1':1'1'[:怖に掘る問題で

あって、悲では111，1々のwむ住宅告が川也となら ない
で、オ5向り多1;)れ少かれ集介(1'.)な(I:'i::;ill築がfln:週
になるのである。 jCHt11q的なWljtまー集;現地のi1:笥j

Bl勾fであるが、 それ相までー ・集l胡地 ~I]ß.羽しない

でも (1:.'七nu:起にのぼる {I:'i::;主主築は11(民主の椋に:;l"f-I二
集:'ì ( I ~)であるのを??土地とするから誌に ~ l:の前 1:併(I~)

'1;1: ~íl又は jiil:什性の II n :mが世;然1>.1，(まれて~~る 。 殊に
New Communityの;t訂ーともなれば、11¥1:呂は{I:'七r:rJ

!白から者¥¥TlnLJ.'.'に移って来る a 新しく改行されTこ
W. HegemannのCityPlanning， HouStngのa郊1三t在'fA
CrapコhicRev引iewof Civic Art ~ぞ~ ~はL る t止七のN巴wC。
，九m町nml山un札巾it川tyの;泣立:訂¥.;運主E引bに〕就;比叱いての1山!1史少如:リr引jγ川i山i

プ市Iiカが;川4米七る。誌ではw七1i:J阻から都市計ぷlこ移つ
仁左去よ、よりは者¥1rli ~ ¥ ，11:から (1:'むIln:w八 jfuんfごと
云ょ、);が Hegemannの}打!のぷを汲八七ものとし

ては泊切なぷ現であるかも知lれない。 ?iEし者¥¥-rln¥
;!i:のm-:t:.のJJはfl¥'，想的7ょう長;i'f.:，i幻|としていとill慎
むも合め?こものにあると去五、事力q i'，'~~るかも j、11れ

なL、から。

)l: ~.:i、有 \\市 ;j{'i!tは、か〉る?目黒肋、ら見でごっの
~t(i 向合示してゐる。一つは大きなイモ胞を立計し三一i
，1::1ごてる-y，'I¥T!i~ ¥. ，11:で、 も一つは前lこ主j];べ仁小さい

Communit y の設計、 百十。 12である。首ü-Kは蚊 (lfl1~の

ゾ-:i;¥¥ rli}) r，¥1 d日|;iEにJ七J)u[-j出iJ) r， f，![V) ~~卜ぶを 比11'，す
し、後パ l 土 !;11)j'~の 小出\i !iや士IH:.j に J t:の貨政 íJT{l点在?

持つ。 (I'{i・かに !~i!'! ï~i'~; 九 1 ~ た人 1 1 集l剖を!怠;:r\1 せんと

する部11j I ~ 1. I!::!.:t放政の小部T!iv)~i\ ，1日こ児らぎるを

件ない甘である。ボボi!iぞみればII'Jir!'k5701在方

1: f， -jII:外乃大:V，'¥ldit'U、づれも之れ合 ドら十、山j)ji

化油機I~Mlこよって rl' 心 よりー .n!; \i \1に及ぶh'j1)j!l ~ ~ ~ 

の K\\rli閤としrJ'心と I";Lt~íï と の \i \l ( こ n '，:; ;;f.i~ ij，[する 人

Iltム!位十市に及八でゐる。かうし!こI'I大な(1・イが

に刊してf!?医する都di，¥1 ，1::ヵ:、ゴ事ひ.Jl:刀計百 ハrJ1
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心を 「動きJ(mobility)に世かさ'るを得ないのは

首然である。

反之、三高乃至十世;のq-l小都市にあって見れば

「勤き」はあっても共れ程、HJItでも急:激でも無

い。特に「勤き」の，こ勺及、 多 lil~町'iI.註して持世す

る部分は決して大き くは1rrf;い。共のl百も'tも特別の
場合引l余〈以外は50方粁前後である。本邦行Ili!iに

就し、て見れば人口20~10寓の都市25市11-!50方粁未

満のものは 68%、人口105高の都-f!i59-di"-lでは85

%、人 口 5蔦以下の有~lï l i46十六 ï!i"1では80%の許IJ

合ぞ示してゐる。

(II{:{示1114年推計人口による。.J11l杭「過大都iU，f!首の検

討」三111接合雑誌、昭和15年4)]抗参J!(i.)か〉る中、

小都市の計涯に「動き」と「距肉!Uとが共れ程亜

要の]:lJ{週にならぬのは官;然である。従って問題は

前に述べ仁枝に New Communityとしての設計、

つまりー集園地的なi此令性の設計に韮貼が世かれ

るのも世然である。

此の里占を?追放して行〈と、大都市iict:合はql心的

組成の無い祉合、 11-1、小都市は中心的組成を持つ

枇ヂ?と云i、区別が判然とするかも知れない。大都

市は精JliJI1の沙漠と云ょ、文感的な表現に適合する現
象fごと思へ右かも ~:11れない。勿論、さうしに大都

市にも中心はある。所211怖心地がそれである。大

都市のあらゆる交通流は此の rl-I心を口がりで集~Il

し叉逆に共虞から放射してゐて、正しく"-1心とは

なってゐる。 111:かし、此の交通流から見?こrll心w克

は地が航路の"1心t::e_云ょ、のに等しい11心と去五、
よりは集介黙と去五、概念に近いo 7fuは舶に来って

ゐる人々の先づ円指す口 1~1J也には泣ひ無い。1Jf二か

し、港lま共の奥地に封する入口に過ぎない。人々

は此の入口を通b抜けて共の奥に求めるJ也を持つ

のである。;r~し交通流からのみ抑て云ふならば、

大都市の交通"1心となる都心地も、此の;立味の地
即ち集合結であるに過ぎない。

成程、都心地には色々な"1心的施設やお11怖があ
る。 rll 央 1~.股lやビジネス ・ セングーや '1 1 火・昨jl，i訓示

娯楽{均等があって、是等の駄では)，'~な存地1;\互の在

住:tfの何等かの欲求の"1心となってゐる。 'fJj:かし
多〈評論家は、大同市のか、る ':11心を機械的な

中心とは、見ても有機型的なql，むとは仰ないもまであ

る。大都市枇併は多分に機械的機成?ごと栴せられ

る耐を持ってゐるが、共の13:味で"1心(11組成に紋

VI 12 

げてゐるとぷ」、事が安富と思はれる。

~'P:-Kïは日 IJの機併に於いて、 か 〉る大都市枇千?を

「おilの枇千'l'Jと名づけに。 つまb前述しに「交通」

現象に亜駄を世いて見れば、大都市祉併は正し〈

I *;j~の ñfl:千'l' J である 。 nj七 、 大都市制:令が、 kJÁの 13日

係に:.1i: ~Yi {e世き 、 交通と距雌とに耳1 き佐世〈と 云

つでも、 3じれは i!liJJき」の闘係が大都市に劃して

托命的な，f(要.む42を持っと云ょ、事を芯:味する丈り

であって 、 大都市の全t~ilが悉 < ， k~~ とその _j-.の「到l

ラJtごとぷ」、のでは無し、。大都市には此の糾仁結

ばれに幾多の地区、地域がある。若し此の紘をノk

f?:*に腎ふるならば、幾多のJ也師、地主主はそれぞれ

jみと !."-，j~てる 'Jiーが川米る。 ，'，文に大者\Iï !-iは一つの群

，1，'，) (1'-J.H'¥;h文のilil:千'I'tごと考へ?こ。(.JII:杭「大都市枇併

の群j川内村i吠if道路の改良』昭和15年4月批参}!(1.)
大都市の生j円現絞には紘一-7)'(路のil))J (I'~現欽に劃

してよ也臥一一JJbの抑的現象もある諜である。

何i'iÍヒ認に芭接~~J係も無さそうな大都市I止令の 11\~

題を持ち/1'，しにかと去へば、大都市に到する都市

計主と小:/iili! i (i"Jな都市計;!主とが、がとして分跳し且

つ樹立してゐるもので1!\~~ 、事を主張し度し、からで

ある。日pち以内にぷへば、所前小者nliliW-Jな設計及

び計・512lま、大都市を構成する諸々の向、 即ち地区

地域に安'u;するものにと考へ得るからである。此

の群J:3的椛成3((ま村部的集成と云よ、概念を作り上

げTこのは米阿部市祉令製の業千百であって、従来、

思一的にしか考へられてゐなかっTこ大都市を、良

〈分析51界記IJの村果、設に複合(1"Jfi，¥;成の事貨を児/['，

しにのである。引とす'Jtとの前面的現象がそれであ

る。従って前に述べ?こ都市計-412論Jてのこ傾向は、

此の抑制から;よればーつの大都市の柿市計百1:"-1に

合まれてゐると云五、事力;1-1'，来るのである。共慮で

大都市，lit千?の ;n' :~nにあっても 、 一つの New Comm 

unity の立 ~ I の乎法が共の催è_ !J入れられ得る誌と

なるのである。此の罪~Îで 11二七r:¥] ~呂の íj[t千'I'(I"J' I主怖が

大K¥¥iliの場介にも前而に浮ぴIJ'，て米るのである。

勿命、--1>>岡地の{七'主投;十と抜で云」、 Commu

-nt tyの，;文 ~ I やJlk匹、 地域のそれが全部同 - - è_云」、

zn:に11'，米ない。通例、 一集岡地の11ニ'む設計は一地

区(1り;江:¥¥ーでゐって、共のXJJ泳で一つの Commun¥ty

の設計よりも小さい、ヱとは'>-l\-I\~Ì'的;主計にタトなら

ぬ。従って Communityとしては、か〉る部分的

設計の若干を集成して11'，米 iてつに全開的設討を持



?こねばならぬ。併かし雨宥に共通する駄がを然無

しと は云へなし、。若し無いと云ょ、ならば、集園地

的佐宅建設の意義は失はれて了」、。査し特に集園

地的位ニ宅設計と栴するm以は、単に集国l![l大量と
云」、意味で、大企生産の粧例的手IJ錠を犯ふもので

は無〈、 住宅地;設計ぞ集固化する lこよって、共の

枇合的効果を犯つにものlこタトならぬから 3 放に

Communityの糊念が持つ足J:合性を、 一集園地設計

も亦、持ち且っその顕彰に努めよう tする目fJ'に集
闇化設計のJJ:~主力;イfする。若し雨平千の区別を云五、

ならば古fr:X'のCommunity1こ釘して後ポーを Neighbor
-hoodとfiqする31が/1'， ぅkるかも釘lれない。 Neigh-
borhoodsの介成が一つの Communityとなる事云ふ

までもない。兎に角、か〉る註I床で Neighborhood

や Communityの観念が再設見され、今日の都市

計主力:大都市小都市の如何に拘らすも、よれらを共

の内存にJ収入れに事は充分に注目せらる可き ftjj向

である。都市計主力河-1:宅問題に特化すると云ょ、命

題は悲に於いて共の水質的な閥i断念示してゐる 3

( 2) 

謀って問題を住宅、現代人の居住閥係の方師か

ら眺めてみよう。人間が IttuJ 1こめには色々の
依件が必要でゐる。治安、快油、所得等への刷!む

がゐる。一方、治安は既い意味の快適性のものと

し、他方の所得は 2つにl岐れる。共の 1は所得獲

得の方法によるもの、共の 2は所得制の多少であ

る。人 11\1が 111:む」に官つては、先づ~~ 1に所得

獲得の考慮が先行する 3 他に所得獲得の;全力2聞け

てゐない限り、人は所得獲得の機併のある所に住

む。 11佐賀|際の地域的には住居地は職場と必十しも

同一地)!.l}iであるを，~g_lさぬ場合もある。例八ぽr>，'ij人

lこしても或る:x.はJf，議場と住宅を共にし、他の7i'は

之れを分織する。一般に農民、小資的j人或る開の

職人工匠等に於いてはり:宅と職場との分~Jflが判然

とせき'るを通例とする。反之、勤労生川材、労務

者A自111主将の一部にあっては職場と仙'むとのIIJH'(li

なる分離がある。前才'ftま屡々 iiit令粧怖感J-_でi(;'I'
ffi附級と云はれるもの、後半千は新~IIjililWi級と有qせ
らるものを合んでゐて、誌に生前月号及び生日様式

に於ける新都のAJ!!行をも示してゐる。

所得J~1 'Jの機作jÆ:供が在住地を j必とするとして

共の職場主賓|際住宅地との閥係 (ill近距離)を決

定する契機は何かと云八ぽ、悲に所百i'Ji-I:~む立地ith

の因子を検討す る必要に迫られて来る。 tl~~îS立地

論の因子は前述の所得獲得の機令提Ob--職場と
居住快泊との雨7i-でゐる。市して雨者@吸引力度

に影響するものはj所得額の多泉大小である。所得

額の大小は生前-欲求lこ於いて選探性の大小を昔、味

する。所得額が大であれば.大である程選俸の範囲

は大となる。斯〈して食1(胞は最少の選探性の地

域として表現される。反之、郊外の531))1 ¥;風H宅は
最も選搾性の盟かな地域となる。~~鹿には単に 日

光、空気、MI師、風長等に於いて選搾性がある許

りで無〈交通機闘に就いての選舟l生(例んば勾外
電車と同家川自動11:0商品配給機関に就いての選
符WI:(地元小~:.:p，~j と大都市の Ij l央小~5:尚 rJ:i街、百

11: J，ii)が有効IYJになってゐる。 i'ilcに所得額の大小
笠いては費質所得(生活内容〉の多寡型伶が他の

諸{削'1"を1ft'町足すれば職場と住宅との分離、距肉!t:の

大小を測定する手段となる。

i'iICに住宅は木来の性質としては常に職場に合致

すると云ょ、よりも、寧ろ住宅本来の抑想、を追及す

べきものと云ょ、事力;11 ¥来る。住宅本来の理想、とは
前述せる快油性である。快適性は次の4つtこ共の

表現を持つ。~\ 1 が治安及び枇令的安易感の問題

である。治安、即ち生命財産に~fする危険感を除

去する事が(1::宅の先決要件であるは云ふ迄もな

い。 ñ'i !:合的安易!~とは自己の生百17桜王になり 1:!ll想な

りが};1，]悶の生前の共れに封して成IJしい陪擦を生せ'

しめない事から生する日常生許可上の安易感叉は自

他の融合感である。附近が自己の生前相と著しく

隔ってゐる場介は、共のいれづれが日〈いづれが

低きによらす、常にポ干の~Esiú!容を呉つに生前者

に[1iJ八るものである。平日来の住宅地に丘激な工場

琵民をよよて、土地の人々が若干の威子fを感するが

如き例は乏し〈ない。此の意味に於いて安易l惑は

iょとしてそ守:開硯する31が11'，米ない。知2(ま生前利便
の川閣である。生前利便は、 交通、 来~~f.所、 私育、

tl)~然、体去、 m生労:の諸方l訂に於いで共の1=1:セ地

〈!?が提供する午1](更を指す。郊外八引込んで了っ

て日物に不使口、 ;"!;OIi¥1lこ令はぬ主宰のJat婦は多 〈

の人んから聞かされる所である。従って流動的な

人に油勤め官にとっては交通機酬の便利である

事、日川必;JJILl或ひは共の他計千の l噌一好品等の

入手が容易なる211水道J.L斯竜jtt等配給の有無、撃

校~~の他数育機闘に不自 11 1 のない事、 娯楽休賓の
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地訴が子泣かに冶二る~}、院出i!~j !-I之の }j(Ji設カ;{ま -";9三

lIn'iしてゐる事等は居 f-I:決定に\~子;ってIF1t1な ~J.むす

べき埋Jiであ・6瞥療の設備が恐〈て2:の場合に閑却

し?これ子女が就事年齢に還し油??;な感佼が古¥f，い

放に移怖を飴1主な くされfこりする例も亦決して乏

しくない。

"U~ 3 tま制-交性であるつ人1:¥1の本性ヵ;，jii:交的であ

る、ないと云ふ人性論を別にして、快き隣人を持

つ事は生(，liを封建しくする、誌でーぶり、i11l:交性とは'，'11

Uこ笠J人 (1 '0な「っきゐひJ のみを~0":I1..K寸るものでな
い。l快i15とか1y.11のmtft(ま凡るnT門前1に11(1りがある

にしても、ポしH央方的や訓引がが入で寂翠であっ

?ことしにも、愉快11未式決して大とならない。 'l;寄り

場や公i~ij、前 !ι街とか~H:~1いつ'れも或る程度の雑

踏を必要とする。之れ-Hiの枇交Hでゐる。 j皮程
山1mのfH:n也に隠位する者もあらう。 1)i:かし共れは
良事隣人公遂に;Jくめ得なかっ?こKの高山県である。
内然の風 'Jtや天然の l務長を人 11\ 肉II~れて楽しむ事{ま

11-¥羽毛る。 fii'かし杢然人1:日の居ない、人辿皆無の内

然は一時の11火ぴを喚起しでも、人r:日として永<{-t: 

むには寧ろ荒涼の感を起きしu'るであら う。放に

人間め生i析は本性的に枇交(I"Jであると云へる。従

ってイヂ宅地の挟定に世 l)Qき隣人を持つ事、つま

り枇交性l主主要なー閲心Z1Hこる可きである。省I¥4 
には狭荘ーの1，l1l_.jミの快;~'I士 とも云五、可きもので 日光

本気、舵、然、 I!'ï\~師、風景、辺時匂の;状況が絃で問

題になる。 f止令;の諸要素のl人j成るものは門然(I"J規

定によると共に、耐1:台的思築(1"Jk.li.Jtに{火る部分も

決して少くない o~.í: ìQの度は大間rï 然的であるが

W{光辺風は地形地勢に影響1:受げるが、同時にド付

近地の控訴~!iJ~司に依つでも多大の影惣を受ける 、

喧騒悶!fJtの差の如きは枇令(I"J規定によるものであ

り、風景の如きも白然i'I"Jj，..ll山の外にffil:令I'I"J人10(I"J 

q更が州首千fjJ である。 1~f首z f'l: l こ 云ふならば、{1: 

宅の I;. r泊地としては!!日光、 i邑風、 蛇~~にIj l 分な〈

閑i切にしτ風景の美しし iLL'1'rの整備せる ーJ:J也に
越すものは無いa

){̂."([:の 4::\Yi~ ー閉して{I:'白血限定に i探してのりと

油性のJ必jf;とする。必然J)ものはジとして会1¥1¥が同

じ方I，'Jに|司って|窃河川では無い，相 'r'.(こ反妓(1りで
あり f与る耳れま化々にして :'q~1狩人力;!li'JJ もすると11'，\

さい隣人に締じ易すいに似てゐる。従ってj止勾:の

諸{氏{'ドの均整がj股も望ましい$になる。さうヱミi、

VI 14 

ものとして此の快;rmttが{i:宅地の限定に際してJ犬

山(1"]1こるべきであらうが、既に述べTこ様に居住者

IVI'の仙の考肢が之れを持分、大なり 小なりに歪

1111せしめる。一方では職場との遠近、距離の閥係

があり他方には月i件煩多本の問題が快j~'I"lによる

決定をポリ11 せしむる if~要な閃子となる。出家は出

場に近〈なければならす¥納!芸家核小!f'e{-I・宅に

保有する~、要がある。前j人が閑11予を望んでは前j貨

がI1'，')，Eない。労働11はI!'/"i販制bなくとも工場/;付近

に居を.1，1，¥へざるを1'Jない。

事賞、不良{Iτ'む問lij自'eRn百に提起しない迄も現

，(EI~J1る多〈の(1:'とは荷台たß し?こ版な快，油性からは述

〈 陥つ?こ!lUI~の下に 11: ると云五、 事力; 11'，米る。 )!~t

光、辿)!s.U.兎に角、 /YJ師、風景、ili路、玖育、保

安、 す"然 1[/:令 l 'I"J ， ~:ljγ5ーについての快油性な云んす

る7j~~土手ろn搾に過ぎるものとして、扮 JFせられ

るかも会11れない，mーかし人川文化の向トーは、IIjt'r'{:i.
に「生きる」丈ηの jif):越では 1!!~ぃ。:通風、 J宗光、

乾燥等は "W'，Yl に ~I:. き る Lにも必要であらう。 lJj:か

し、 ~J:.i1i文化の向 |てが必要.，~.c去よ、ならば、げ')，トー
の悦に滑うて行'.tば、??;然見守;のり~j[W'l'd:が/i¥li越に

なる百r~ でゐる。従っていごと;泣計、'ltlこ集間的{I :

:む立;十に世つては、){等快ilii'i'tを十二分に考慮に

入れて然かる T，j'きである。 ì.l，: や、 {I:主;立 ~I カ ;ï{i. に

fII，l々の人1:¥llこ灯油なwむを1J':.すると去』、丈けの 11
(I"Jに 11: まらないで、 :)l: J長に成る NI:合i'I"J~3J .!lHヲ狙つM

てゐる以.1-.(立、 f，'，J b 

耐利枇1:(0併?村刊(1的1内印川"J'刊'.wナ刊作'1;性1;生七十怖行 (件ill耐刺I[引[礼i子仔l(的lい内4句j安号易，!感盛&、 f各千H[市の利使、雨刷枇|上:公交:'1刊l門性サ怯: 
句句‘ウ)を1示下q嘆!1'1脱liJ況j兄』しな:コ1ればならぬ， ;111万?生j円卜'_..11止も

必鳴とせらる'>ijil:令 ['1切11+1/、協]}.\jのTr'é取げる 1.?~

めにはiifi:(1.!:.J:. i ，日に泊'jl;:;なる物(I"J)，~成'é Wへねばな

らぬと云λ、思111 炉、今日の1)i\可J ， i十;!?:、 íl・~i::政策の設

1i~ をがJする.y~苅なのである。

( 3 ) 

i 1・'し11iL引111:(1 (I"J'I主怖とは、I!jUjilこ-.(_1' じヵ q~(!)

・1"1:
1

['[卜.色々 の方IJ'IIから凡て，!lI:合的に/lM係があると

ぶふ 0: 11•ょを持?寸ものでないの 1[1， 1 々の人々に{II，I 日 IJ(I"J

lニJlli}J.l.i'J'.J'.:i 1，'むを1J刊行するとぷふのでは'111併(!'-)'I'I，

係全I!jつに{I:'と 1治とはぷへなし、。 1ι~/Jjr1i・庁の1i=
'ヒ Ji(:Çt(i 、 利子r J!~W(I"Jであっ 7こり 、 ;111: 令:ojj::VI句で

ゐる鳥liに於L、て成ひはjlll・千1il'.Jtごとえよ、かも 5:11れな

い。 flr-かし必に去五、，ji1:令「向性'¥れと云ふのは、住宅

えlJ-IのT法を]')，って、日正るI]fI:令的'.:効果を五位げよ



う、必るIIH万刊りなIi.fH也の解決を号|らうとする里山に

府、かるのである 3 然からばI-Iτ宅設計の手法によっ

て解決せらる 干'fきilU:令的Ii¥j組とは何か 3

;11I:令生前の物 l判長iJ;~裂がJ基底~主要'Î~lする ÿ(1l1貼に

なって、{[:.宅設計一宮;然集凶(1句である司き位宅設

計の乎法に依って狙五、枇合白人j効.!.l~とは集閤 Illty}tl

の確保及び11}組織と云五、liiJ也である。人¥:¥1栄:みの

形態には、勿論、 各出場に就いて一民家 と云」、

Einzel-Hof Xは Opencountry (1りな形態もある。 (ji:か

しよ止等のイ{:(I~(立多い lこっげ少し 、 につり | 部分的現

象で他方には策的的変格形態がある。むしろ後手f

の方が人川居住の形態として本'~d1りなものにと五ー

って差ぷあるまい。そこで人¥:¥1の町11:附係は'1:;:;に

地域的に.!)Xる一定の集合日程となる 、つまり集国'1'1ー

を帯びて米る。よれをilil:令事では Neighborhoodと

JI千人ピ。 日冷:(1'.](こ云へば向ょ、トIq:I'141燐が近隣;111:令

のj官wとなってゐる。近隣ijil:向性は現代、妹に大
出市lこ於し、ては pfi ど;tJJjij; も 1!\~ <. /j'jll>Xして了つ?こと

沼へるのが汗泊であるが、:よれば ilìl:令íl'~組織的機

能としては消滅し?こにね 1述ないが心1'1\'(1旬、 tNi1111 1 ~t'.・1

'In:台(1りなものとしては向ほ成作してゐるとえって

芯文ない。見に{fJ、近隣 HI接してj川 1，してゐる場

介に(:t'，1::;然、 J ~ JJ計二 J也H(I'~な ilHifl カ;*じて米る。

M";:I'1 Block jliJ.ili、伐に SocialBlock IliI万;;;r(I'01ニLjk;fliと

併せられるものは色々な僚1'¥・を?綜f干して lつの集
1w:1、 |つの 1":界を作ってゐる、 。liI:作(1';J街厚1¥とは
持辿プυ ツクとmせられるものが凶え止を道路に，!tlj
され?こー-;血刈を指すに反してー-114怖を挑んで凶作!Ij

のfd-I:!Ht'-‘括してヰ1fftとし fこr，mである。 IIU:ヂ7
s-i.¥i1f.Jには此の方法を以って正 しいとする。(¥lJとな

れば、作辿のjliJ.iriでは返illll;にluIしfこtJ[(I:-Xはii.: 

々職業的にも身分F1'Jにも).(辿 bの作(1，パーと川似で

ない場合を示すから。)

此のJ也峻IliI:(;;rの集Iw!t立、地域Ijit千?の'"、故小の
現象で、よれ台地域的ilil:千円ミ|事lの"i[('1.H¥;成とする
引が II'，~(る。 i lll j"内」の削念は正さによれ lこ"主計;

するものである。此のilil:併が今IItこ於いてはやi朱

イj して1Mこ l市川 1:千;;r íl'~機tì~ {f-JtU( しにJjれま 日 Ji;~5、 11 118

する泊りである。fJi:かし、此の集地!(ま県して(¥I}サ:

*"械を.j:.!)・1こないとムーって荘ぶないであらうか。

IHil竹千?の I'HU織が|町出jになって:tJ1; I'iボからも

G.ill'llのおも仰や共同氏:/1'， し匂ーの141 イ?に於L 、て~，!(る*I!

t設を村-ってゐ?こ。叫に M~jI川旬にあってはI1lj内lii-]il'

ひも決してmi '，'r1.では 1\\~かつ fこ，しカ'し今 [1 (まとう

かとえふと、 J也11，1(集団lカ;111j"1付令iJ'.JにIIら組織.，'cc 
る事は今日までの問、{会b多いと は;ぷへ1，j:L、ヵ:、

さうしにilil:令集l舗のイバ1:する事によって自然的にー

色々の組織が生み川されてゐる。Jlづ弟 1I二治安

の貼で云へば詐従:汽なり mt:(iJ~í':J..は派/I'，!!リiがあ

る。 JJI に郵便局もあるし、 感校ーがあり 、 j;l~行があ

りïli場がある。 L火ひは閉~:J..(主将fllmーがあって 、 外

部 とのJA給公つけるでゐらう。 (γ度中jやI1lj:が外

部との辿，絡を鎖illによる場介、その村やUtj"に院が

ゐるの と川じである。)か〉る 組t訟はいつ'れも ー・
地域の集同'liI:令の必要に!在へるものであって、そ

のIjil:併口 らが|コ_i:(I '~に 組織づけではゐないが、 兎
に f(J、地域illl:令 íl'~な組織て司ゐる。必にï-ìíj.íflに述べ

?こ肢に地域集!i!，¥!にとって治安、平IJfl(!.Ijil:うど.快泊

の41r長('1ーが(¥lJ等かのM式で整Jぶされてゐる平にな

ってゐる。

j丘米のI1lj内向辺助がJJiに地域!.lミW!の的極(I"J組織

化、 tiE!li}Jil"Ji円引を?促進せんとするJWにiI艇を山い

てゐるのは:~河工である。ドレイヰ!?11佐に JJ'd:&イ三(-1:(こ~ ~

のもlI制的機能伝授押せしめんとし、 9~，に )1止 il1:は物

-tt J'li~~;;~(二日比る役:;~iJ を~i t (:tんとしてゐる。 U(:かしU、
卜'.iliべ?こ r~í によって、 か〉る I也J点1111子1/);i)としていIj"

l竹内flHII織ili!li'JJによって改めて組織を持つに主iJつ

にものでなし既にそれ口胞としては(他動的で

はある が)組織を持ってゐ仁三Jf'!'Jlfはlリjかにせられ

1:であらう。組織の性質に於げる 21uI、日flも公FI'.J

*U~;':k と 11\1'I'~組織，!と守ごは J七 l こ;Î:ll~訟であり/ドら 、公íl'~

織の);Ii'li(例へはilil支所、区役所与)のみが注11

されて、私的組織の方IUI(例八ば銀行 .i!i拐、感伎

でどill!機刷等)が等I~~il視されてゐるのは誠に不足、識

とぷはさ'るを件ない。(拙稿「都市経済論」第3編

参照.慶躍義塾大皐経湾軍講座、慶膳出版社程行)

F 

J地山域のl川Jl品1tいl~; rJ;り吹j文「力がJ〆;必必.然に以_1ての阪な形態及び組織を取

って来るならば、 '~;然、 jと匂;の形態及び組織!Ì{~ぴ

に ~J::.爪の悶滑なる遂行を7刊Eならしむる事STj Lの

11棋にJI:x.1;入れて然る -"J きである。 fflJ八ばJI~近伐

に隣組の:TJH:-云ょ、。隣組の1m念及び組織が質現I'I'-J

になる nめには 、 jl上 11il'f.~U円 K'の形態(1句it築(1" J11削' 1 ー

が!I，.(:tる必45がゐる。 i以bにー司i件近し、l以同c1); :J!il1l f 

Mってゐ?このではl:r~桁'i-連絡を ~V~ <.。此の;立!床で

Jl占近の集園(1:二むの設計|凶lをはると nf1 i-1; Culs-dc 
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-sacsしつ技法を!日ひてゐるものを比交げるが.よれ

なぞも隣組の組織に刷勝して玉三八ば比〈兆のrW.J
に泌ょ、形態?ごと不・へる。

I "j時に集I~I住宅地の設計有力:氏〈地域WI舗の組

織性を注立してゐる製tIも宕過しではならぬ。例へ

ば皐校、運動場、プール.遊間、クラブ¥市場、持j

) ， ~i向、 浴場、共同洗濯所、托兄拐、 ~)j 火防災、~

，~ft所等の設世を '"心的にし且つ外1~11 との交通~絡
の貼を充分考に入れてゐるzy，:等はよ也t~j此千?の集国

組札守正しく制14してゐる詑1(.でゐる。

勿論、占，等の諸占ui設がー践にJ也11<;集|主.¥)'iilu:に必
要Tごとは考八られない。例八ばïli役所、 IM~役I灯の

如l き公令~の如きは小墜絞や5.~ ~Jili些 1\\1 な ぞ に比し

ては、大きな地域刑:千?にとっての}iu1誌である。 ili

!t~尚) ， i，;q勾勾も持の性質又は等放のJm(IIjによ っては

iJ止小単位に附泌すべき ものでな〈て、'1'川t知事Hこ
附jるすべき性質のも のであ らう 。 )~ J i\遊 I~il の如き

はよれこそ此小の地域集闘にとって必要なもので

弁l'{llfth:に附凪すべき刊:'{l{のものでゐ らう。 1'<<.に

!と守:の組織はJ也1}t同iJ:令の集国1¥こ);!lし、て (1)単位集
圏 (2)中位集圏 (3)上位集圏の三践に然かるi'f< 
配介せらる可きものであらう。

j止~;;:(1 の 4英国の主!日史 ;\-1 ' 1;字、 手干T:1í( の 組織の r(i.位性

(即ち単位:集l墓li'tりか、lリ小|ド:、 -'上|卜川--1此}占ι〉k;集l弘生必剖釧11引lい川i'山1'1'-下iドい'.切‘
の問l組凶に)就比いてはF陀屯ん J沿t力が;ゐ らう 。 必ではjと~Fの

弁論lこ乍を?進め JW， ~ 、の で日 IJの機令に説 ~ 1こいと，U

」ふ、。，喫要オ寸.るに{い1:こ屯ヒ政立築LIヒ二の指与メ山iと:によつて十怯じ:宅=七と設計

lにこ -J袋長り l川|ハi す号牢:fï f介~(はヱ岱然集凶的{位J主宅七設計?にこらさぎ，る 3を? 

i得与なしい、、。 然からば rL抗|七iむ」 と ヱ云三~lよ、生古吊r百;の 1基左オ本=事項

3を~)辿必じて!枇li同仕百辻i:I:千令?生f市円をを?引?ゲ汁l快|

:立lI口;主E討4義主力が;1机1:'ち設計の内に合まれて然かる司きであ
る。必に11ニ宅11:命の枇令的性絡が什:在する。
勿論、 イ1:'t;ill築の集図的設計lこよって、 f目jl芋に

立派な~H:台生i丹が即時H!.現するとは考へ られ?こな

い。fJiかし反釘の例には乏し〈ない。小望書佼や小
公ì~ Zえ LH~ìil遊間が交i!Í!の激甚な幹線道路 tこ芭耐

して ゐ る事はタ\~いか。寸'， 1位や~llliîd:の境 1^1をトラッ

ク や餓辺屯111がiX.走する事は 1!\~いか。住宅地内が

;必抜交油断lこなって、人々はI"Jを/1'，1こ|餌1:¥1から交
辿災怖に i時々恐々なる :rl~賀ーは責任L 、か。 !Ì'HJ占術力叫・L

過ぎ?こ~パスの抜走し?こりす る 事(i1!\~~ 、か。徒ら

に IIj'i .!'肢でIW-;符営失ってゐる事は1!\~い か。 IItT骨組織

がJ I-"IH :併rl'~ ) 1 '地域íl'~1.よ件'Z不便を経験しな いであ

らうか。

かく反笠J例を恕げて来れば恐らく枚患に11以ある
まC、。 従って共の反而lこは性宅設計の枇令的性絡

が充分に拾討され会主主される事によって人IlIlの枇
令生前が一段と合理的にな b 快~になる迫力2開か

れる翌日である。 Xそれでこそ、建築が人生のilK7tii

差Hrciの柴将を字〈るに他するものである。立に{I:
宅設計は ~I::.t円設計ーであ b 同時に耐1:令設計である。

υl仰1.115年4)J"jC日〉

台、正ι"，l:t:f!!.: J.~幌大づ5級官時r;.~部弘l{

訪伊の片岡曾長より曾員諸君へ/

来 5月19日営協奮受付電報:一一

1-JL " 制労!~ 'Ii-rナポリ 」へ /77イタ

5月9日嘗協奮受付短信:一一-

li'， ~ノ|出ハ色々ト御向日 l佐ヲ tfiハ

シ!~ ，iilニ :l'/.lヘ マセメ

去ル 二 ー1-fl作地へ :な・ョリ二十四

" シ ン ガボー ;1 ニ 入地シマシタ

lili] !ζ 

(令長の涜~~:}) 
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(ー・〉

住宅は私生前の容桜として説明されて居るが、

生活そのものは非沿に複維で多角的のものである

から .住宅建築に釘する要求も非常に多l臥こ立る。

地;長があれば屋棋をやH せよ、骨組を三角にiliれ
としづ、のが耐2J設計の合言葉とな b叉うじ頃のl祁岡

のや うに大火事にであへば王1:ニLとモルタ Jレとが堂

々時局に登場する。 そして無用の閉口をむIJする事

を奨めてゐるかに見える。一方問民{1:'との研究:x.

i主は開放的な話誌をi1tれ、屋艇をl以<)武泊しをよく
して、 瓦v;( しさ気fSTiltれと~~ Î~ってゐる。 コく経if'f(1り

な¥[怒ーからは防J必印lを{必ひ換以口を設けてjl¥1111¥日の

iillJ試を|踊るべきこと を叫んでゐる。さ らに事縫こ

のか?こIllII./J、住'己の品L設よむl回しては、イIIJよりも生
活最汁、限のがl怖を維持しなければならんことを，， 11日

八てゐるがlきもある。すべてよ等の巧へ方は相F

に訓手11 し件るも のではあらうけれど、 れ1~の IU~ ら

れ?こJI..盟問題に'出i面しては事責あちら立てればこ

ちらが立?こぬ事態に也ひ込まれるのである。それ

で今日の場合此も必要なのは、名防護Jiの米tf附紘
に就いて綜合的なはよ也から11止もよい計;li:の内耳存在?

ンJ;す乙とであらねばならぬと氾五、。

そのごt¥O;f1，が!係Ilf主につとめてゐ7こltir現状は七分
の強み」と い』、 ;百をきいに。 r(!jÍl~ 、 ??主E として今

もなほ忘れないでゐる。これを~ill築面 1:千?に修しl'!If

え?こ場合fこ'>Y{Lに問手?卜ー必はt主計上トーから革新が仏l
者11'1ごといふ ~0:i1A~tごげでなく 「現JU，(ま合JlIlである。

し?こがって終待に謹b件ぬ」 といi、立l床のi(j何事し

にい。ノ子n~.hjにはる{I:'とは、大韓素人の ~ I苫に成

るものと比!故してよく、同梁や大工は?こ -';1[1主人(1り

な技術に協力してゐるに過ぎないであらう。五ß~企ー

技術庁iliかがtill する~~(~i:i::は、相'日何にあふれてゐ
るであらうがJJr心、の粍J卦 xは一向この間の似~~X:に

託会従しないらしい 3 それでFムラトひとい似Il~1 1 :'七ゼ

はあるが、さて定ま つTニキ!U~の以外でよi.> ill築トー

の審議に移し?こ場ー合とれ1: 1r)~ ;S;奈川まとまるか

ま7こ儒ってゐるかは疑問と77はな くてはなるまい

三長
1=1 題

同
司

J:
 

H
r
s
 

-ーら4
ヲ明
d矛ζ司圃 厚 介凶

要するによさ住'ちと いふもの〉答案一能ifU:仲つ

に答案ーがIJ\ ~七 トーってJ，i}ないと見るべきであ b 、

建築のlH目が改まらぬのはやはりそれにげの理山
があると 見るべきではないか。

(二)

ill築の研究は ー!:~や機械のNf\ I"J と呉って材料の

選搾、 *w込!iのこf.夫X全慌の古i-il主にわ7こって夫々多
方而な合nl'f'.J"i'I:がつかまらなくてはならなし、。大
ぷ災以来、L火lまこ陣地方のilti皮があ り、 .!J記は附i!.q
ブ5" lmの風7J\~与があり 、 成 lま刻々として北陸に富宇j­

がありと いっ?ごイj慌でー絶えや災害の仔j点に眼へつ

けられて?j(/こ。 それで'ill築技術外に防災研究の熱
が勃興し?こ1Liは陸ばしい限1)tごりれど、場合によ

ると砧築指導 ト.i12'討に必〈求められる懸念がない

か念公ふるのである。ぷより p)j災問題はwむとし
ても jli:姿なー1I'lj--c.'ある事は疑ないのであるが、そ

の ι1 1 心、訪日置は (IIJ としても我々の~h円に於ける部境

訓整のおの1・佐築として、之を?見ることであらうと
}J:!，;、。ょが;f1，のlli築制である。防災問問のーIl'JIと

して防父宅のIjfがJ以 kげられ、 閑"命を I~主起してm る

が、11:'七位築に於げる本;.，合性?f~~ってまでこれを

i:'Jkする乙と(.;tlれしむべZであらう。 w主私もliiiil
ら-t.;í)j";:~ fv'f究といった忠IUIにl織を子併す・る事になっ

Tこが、 iめl.TUな花火を?-t~・11 '，して{ 1-:' むの全開性~~f ま

せる沼へ方については切に啓:成ぞ;七、らぬつもりで

ゐる，人Hn誰として防災のおに家をつ くるも のは
ない。その望むところは彼の愛する老幼をして、

健やかな殻IL~ ~とげ天命を全 うせしむるにか〉っ

てゐるであらう。

-1":[，の ~~~j断がiÍ午されるならば、イ 1: ' じ(i，fll風間欣J(.'J

のものが砂〈とも現丘に泊してゐると思よ、。 1fて

1，1，(ま昔日T打の11:'己を論じて、今日の11'とはま?ごま?ご

ぬ多〈を民十jのイ!こ'とに墜ばなくてはならぬ事をの

べ?こことがある。ノ\大日1\市のイr抗する地方に [~Mす

る限 b 又~þ<も 1 1 1 ノj 、 (1) 11:'Uこ附する限1)1t'じ(iN

恨の外出金選ぶべきこと、 J.Lそ南而すべきこと 、

市北二(I1iJの本:ぞ有すべきこと 、T泊三|じ方面を郎く fHl
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1/(すべきこと、九i般にブとうトのふくらみ ~;kめるこ

と芹をのべfこ。今11もま?ごJ附ネーな J;II'li に ~Jいて JA

IJイ1:'じに yj(JL;、してゐるのである。此j起では!年びこ

の川也をj以り あげる.1-1¥.はよを避けるが、今Flもし

新らし〈新奇な材料、柿i丘、 ¥iljJ以などを:}Ii;吹ぜん

とするなれば、投9くとも火の二三のJ1'1I!t.:げはだ

分!作14としfこし、与Lがするのである。 1つはニ171をのみL

象に釘寸る一千{持lU切手のことも合めて_，~i，j k!Îj作

川の千{然、性能であ95<..2つはtit附了・のプιその他

以象要素に到する一散it紫外線、換以 }Jとし、つfこ

こと-(4.')1J虻l何である。 fnJれも '，'jめかしい川岨で

あり 、ーイ(j¥l!jd及lまれに:tHは!lf]し、てゐるが、 まにプビ
分得心し得るJU;jEにはなってゐなし、。とはぷIII!則l'

'むとしては大切な貼に陥れてゐると:141ふのでJLJIー

江主んU~.HlJ\íI"Jの抑制が欲しい。コく 3 つは1m)武山村4

i;!i として斜材や金物や~XLì : l:必 f.1!_川の|以外である

よは今日法況として必¥;[，IJまでされてゐるのである

が、-'1-'米と二附米のイ1:'とを?主J象とし7こ場合_/¥ミ分
は-'1玉栄であ るーギリ ギ リのl起とれfごけの叫んが!要

るのか、必jドH髄(1りに毅へるところが欲しいと泡l

i、のである。仰の11"じがi'，li.つべらな紛述をつかっ

て蛾々法腕に従つに+1 な品íi 会してゐる現)\)~につい

ては、Nob1ょJ:与としても良川に必々とい」、|以外を
l切符しなくてはならぬ。

cー)
4l¥築のL攻gtこー./件以bになるのはfnJとしても組

主主の桜川でありえその早川 ~l'tllJ する住築肢体Iの

逃沙である。 ill築の行政もコくJ;'W舎かつぐもので

はあら うカ;fIJI氏多〈をj明nすることはJI¥f;J11¥であら
う。 n本の布¥Iilif，，'ちの防火(I"Ji.;投述をみても 、そ
の))日動力は技術設iiJJ にあっ 7こと~へられる。その

|は民正の投i珂であb、2(ま喰米の夜明でめ b、51...

3(ま煉lLi1l、3攻防コンクリートillのq'H::人であつに。

その岐術が¥"1(¥1込の絞りヰにil'!fじし1'}るとき必す3Tjk

な江主沙をひき起す。日IJに大向ふよりの掛け仰を叫

しないらしし、。?こ Y民衆の)JJ.えばぬ窃介にはfnJと

しても究現が凶雌であること、i'1アiU.'ff ¥:11 1に殻{Ij

されに防火のililJ令をみれば側めて|昨かである。

./1\1"(:;;-の1 1"宅は今~)j火!}~ &liì と し、 ょ、 UU!@こ'出;1 t'J i し て

ゐる。之は普<ill~ilj[:千?の望むところではあるが.

51...1司IkJ:にできるなればープ般市民ののぞなところで

もあるであらう o 1.えって新らしいイ|τ宅、'J'jし、11:宅

にこのことが附滑に立行できるか否かは、ーにか

VI 18 

〉って、 !ITに輝かしい伎俳i~蛇 fJI、し得るか、 否か

にイfすと :L'もはれる。 II¥H火木材と いふものを 世に

沿っ1こことは、その完全不完全の問題は兎も角と

して、↑4に今 n の技や)jtj~彩るものであら うとお・ も

よ、。?二九それ以外においては悲しい哉、技術の

貧1*1を似訴してゐる。全土に しても、モル タルに

しても コくがrdfな材料lこしても立川的にみて進歩-を

ノjミすものが紛いし、叉構造法、施行法におーいても

新:1".犬として誇るものが乏しい。iiiyjはば技術が時

代にi!l1・jし、てゐない感じもあるのである。優れ?こ

j支術、t，'j'に阪れ?こill築材料をむIJ案寸ることが、1'1

千の議"命にち従ってH年代金引 きづることができ ょ

うこ とを:，ifl(j!必する。

(山)

今 n 工場名~Iï ljの一部では、下山人をむいてゐな

い11:宅11;'ifiどない有肢と問 <0 11:宅Ur]組は全く隊|

此のモラルの¥1U:週にまでせり1-.ってきにといふ話

も聞く。この)¥)げ岳では、何よ りも作山試を建てる

のが先決で、内森のことなどかまってゐられない

~:H~i も令 く IÎ ，j!必できるのである。然るに11:宅とい

ふものは、i1よるときは川に合せでも 、出来てみる

とノh、!l¥1の滋轡を及ぼすことを巧へれば、何とか

して抗jlflのii1をみつけねばならぬ識である。それ

で~lU::;の肱!絡を *11:持するにめには、家主として 一 ‘

待無駄にみ八るのは一公ra~~}j災方|自{のことに凪す る

そこで抗 lのIiW包は防災 トj乙安な阻む支をよほどWJ
1ヰJに)jへる貼である。脳i:tuE川の事についてl坊に

- " ' -Î し Iこ が、 !ITに ;IJ~ <べからぎる こと?ごりを辿っ

て行 く 以持が必要とおもふ。 i:(~2 は防災卜.の施設

が n 凶の )';:~UI句な施設と 一致する 、 11 \ *る限 9 -' 

殺さする右前jにおいてその方法をみつりることで

ある。つまり金全かけに Yけ次11に断って〈る方

向に仰i設することを，ιすのである。肋ー火、inH誌の
ii1!J方(立、従って先づ材料の選Jとにおいて、 づたに

+111~i1tの市II Il'-;j\ に|制して 、 よほと EI'，;;:;の快;血と いふこ

と 、 千人、修仰の不要といi、司~;fe I抗って行かな〈

ては、どんなにラッパを吹いても武行できないo

Mげは資材、 M;.uの時代のとりっこをする肢なも

のはうfめて挫ける 必要があるのである。それで岱

lujのUr]:岨として:1:の化E裂をしっかb打ちにて〉、

この:rl\~IÐ~の lfiJJ;[に大II J に依イがする方向に進む こと

は望ましいとおもよ、。イ1:宅に木材やセメントを佼

ふのは勿設ないといふ話をよく 聞く 。之は一寸間



くと如何にも建築いぢめの宵哀の慌に抑くけれど

1)[:かしi也の方l内[で使ひ1たねるId'!物でよいi1-:'ちがで
きるなれば、 之こそえl';~~波術のdj りといふべきで

ある。議論は兎も i(jえII築肢体:iがこの)i・I(IIに向よ、べ
;:.~\は夜、は必至と考八る。又引 4 に 1JJ))そむIiする

工法について何か改良の依地があり はせぬか会組

ふ。せめて木工法についてにけでも、機械コて刊を

とり入れる必要がありはしないか。什ながらの!1: 

事を絞りてゐるのは往築ピけではないか。紡織jj

l白[の護法などをみるとイ1-:宅建築の工作などは全 く

はづかしい限りである。規栴生産といつに事例に

もI，!日聯して工作の機械化にI14み込んで行かな くて
はなるまい。J!li ういよJ也jjíの皮術カネ，'iJ~ì! l il : 'セ改

良を成し遂げ作るに '->1つのmーであらう。 i1:官改
良案の多くは民衆にとってイi;)¥ffすぎて1tijできな
いといふのが1'l'll!jであら う。i比後に防災川凶の う

ち火-:Jj，については、市上自と附本にHiってrl(1句 ~i主
するとし、」、迫力効る。前に糾~ i起してのべ?こiili~

11'宅としてその全開刊二を完ふするにめにはこの方

向にilliむのヵ:一帯よ L、liV:でd，る。 この事と忘れす
にイ 1:宅改.Q!lU ~宣伝 ー -).!iつí':> 片づけて行き ?こい

(終り)。 肯l(ff ，;t:;~:y完投E市 ・ ~)j?f jfl究所長

家賃より観たる不動産債格構成の二法則

1. ~{賃の刊:質

2，不動産伯絡の)，~;;j吋-/t\成

3，土地低俗の分裂

4，建物1凶作の分裂

5，借地階的怖と借家操作1怖のHl/，:移行の法WI
6 ，家i賃雪の防原{ ~ri抑m1vW1リIJi彼k

1 家貫の性質

家賃{ま家の賃借料である。このことは(nSら奴1111

の生じないところである。しかしながら弘司Eの米

の賃借料であるが放にー1:地と1nUtM係であるといふ

ことにはならなし、。山j もみ社主はら~çの1引，'H"! であっ

てj也代はこl'J也のltf制:.'ドCあるなどとfii'i'，'j[にがfまさ

れるものではな~，，なるほどJ也代金資本'ドすれは・

ー1:地似怖が年比し得るであらうが、家賃金資本化

し?こからといって述物1~'(怖が/1'，るわけのものでは

ない家賃を資本化して件られるものがあるとすれ

ばそれは「米」の似絡であらう。この「次」の{r(特tl

決して建物1民絡ではない。乙の「米」の("J1:るやが
)'(1こ!ll]Mである。
「次」はj江なる辿築物としての往物ではない。そ

れはまに権利金を合めにところの砧物でもなし、。

ニ1 :地問的のms火、 土地{t{持切~.~低をも内包し?こと

ころの建物である。， iひ換へればこの「次」といふ

のは土地建物ー腫物としての建物である。従って

家賃は京なる建物のi引ff料ではなく 、土地 ・辿物

キナ 版予

ー -~豊物のII借料であると Ä!まねばならなし 、。土地・

他物ー-;m物の他に不動Fをなるものが考へられない

のであるから次貨はイ之助存在の全閥的{削1[[に針する

賃借料であって Jたして不到底の('，~:Jl' (i/J1MII'((こまJす
る15'併料ではない。それ故にニ1:地 ・建物一腿物と

しての「次」即ち不動産は如何なる似格桃成含なす

ものであるか、このことが大なる問題になるので

ある。 イ之助r;tの{伐材千州成が明瞭にされなげれば家

Hの内符はノk久にiiJ)l!まれないであらう。
2、不動産慣絡の基本構成

不動産の{'l~絡は ' 1 )U!!t(-t作とえJl物 !I~怖との合，~1'1'/'{ 

怖である。それ以 1-，のものでもなければそれ以下

のものもなし、。「家」としての不動産は土地と辿物

との合成物以外の{りものでもないのであるから、

' 1)也の !I~絡が決定され辿物のW'(絡が決定されるな

らば・不則廃刊'(怖は I~ I ら Jたるのであるの今、，(Aみに

2 声、~; ~~10投じて : 1)l[1.を日ひ~Rめ 、 その .:1)也のjて l こ

|阿川|を投じてえt物を建て1ことし?こらその土地・
辿物・純物としての イ~i!ifJ f，nr(1作は 3 高山|である。

3 ïJ'~n ll カ ;JJ;[ J1iJである 。そのH引にのその ijìl : 千?に於L 、

て#泊のlHl'i誌で l'J山'5:'!iilf.ひ特泊の相場で持泊の辿

物を辿てfこJU合には、そのイ之助ial凶作は3前回lで
あることは汗辿のことであってそれ以外に不動原

の !'l~佑:iJJ;(J!iJとして認められない 3 従って「家」と

しての不同町:の !f(怖は土地!t~ 1脊とえII物!1~怖との合
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，¥-1"1:民絡である。しかしながら この場合に於ける「土

地」と「建物JIこ沌J}:しなりればならぬ。土地は飽

くま で土地であb建物は飽 くまで建物である こと

は事買であ る がIH~入する場合のこと地にはmI々 なる

l 三 ~:地」があ れ， 建築し て しま っ ?こ建物に も 杭々 な

る「建物」がある。fY1Jへば旦JGる土地を1111;はん とする

場合にその土地が車にJ!t'主と 1活し合ってl!llt入伯絡

を決められるもと地主の他に借地人のこと をヨラー八

なければ慣絡がij;とめられないものとがある。つま

りその土地が辺地で-ある場合もあれば貸地である

場介もあり、 11Iに建物付二I:J也であれば借家人のこ

とをも巧へなければ 1 J.. 鴇!，1'.j 1i 土J削~~怖が決められ

ない場-fTもある。このことは「上j也」ばか りでな〈

往物:こJi弘 、ても柿〉なる「往!f71)Jがあるのであって

{ylJへば建築'{tlIJl!n建物ftii各である場介もあれば、
建築1~"Jtごげで前まされない場介もある。詳しく

云へ(:[1苅速の2~~高間の土地に l 高闘の建物を建て

?こ後に建物?ごけ貞るとし?こら 、 その往物!ま建築'l~

JlJプラス借地数i貨僚となることがある。即ち If1，; 

IQI以上のものになるのである。なぜなら仕え!!;物に

けを~ J li(蛾して~'~るのでなければ、え!!;物を 'Ü るには

必十借地問の設 'Jl~が1'1';、 からである。その111-J也|棋

が借地拠不IJ令技生地:!?に於い て (H:'i~附 1口 !!I'î_ ~千J す

るから 、 辿物1口十件は建築11(川プラス 11~J 也WH山各と

ならざるを件ない。此肢に '，'lLに 1:地と以つでも柿

々なる ー1:地があり 、車にill物と云つでもN(々な る
辿物がある。間々なるこ[:J也カ4あり間々なる住物が

あるといふことは H~:' j:也燃が説k され?こり i日米柑!ヵ :

設ぷ5れ?こりして、 [:地やill物が'i'{Uiる・[:地、 111

なるえ11物でjfhiまされな〈な るからである。

しかし土地や建物h明日 (<îJに鑓 J I:~ され!m Hに多叫

になっても |つのイ之助事前十九は取なる ー[:泊(災地)

と mなるえ!!;物Cill築物)の介~l' f~'i+作であることには

鑓 bなし、。即ち不動産問符の11よも巾純なるJl止もjえ

~，:的なる桃・'ï)(;(ま ー[:J也{凶作と辿物 f~~ 怖から成 9 .:îLつ

のである。 このや うな土1也11'(絡、このやうなill!j'l/J

1 '1'(絡は 、 主主形されに土地11~j悔や位物1~~怖と iJtl ， iJ さ

れるtJ~れカ:あるから)，材':1'1"j 4'(純 JI:~fm に方~ i) る 1:地

とえ11物を他の形態に於げる ニ[ :地と必物から IM，~別す

る必要が~i".-t.るのである。)，H~ i' l'.j 'ît~ K:'~ J I ヲ JL~.に於け

る土地fiIf仔{fl)i J血 1~'(十件 、 ill物 f~1怖を:'~築i~'(怖とす

るがí!liJ.:iJであらう。従ってイ;illか~r. fC[1各はJ，Jl J也1~，(十件

と~笑 f'1'{俗との介 ~ii-作{絡である。
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「家」と しての不動産伯絡はこれ以 卜.のものでは

なくこれ以下のものでもなし、。借地階似体と又ひ

借家h'AW1僚と云ふも要するに民地似怖と迎築似体

との合計1凶作内に於げる 内部的な分裂似怖に過ぎ

ない。では児地似怖とill築似十件主の介3十似体 とし

ての不動産似十件は如何に分裂しarl{"Hこ統ー-される

であら うか。

5、土地慣格の分裂

前に述べfこ如<2寓闘を投じて或る土地(民地〉

を求め、その土地のJ-.に|寓闘を投じて迎物(建

築物〉ぞ建て?こと し?こら、その更地.tn築物一障と
しての不動産似絡は3~毎回lである。しかし挫物を

建てに後に、恨に建物fごげを他人に安るとしにら

その迎~物は最底 l 寓闘の1'1'{絡を以て他人 に f~ らな

ければならぬ。

そして建物を貞ると同時に建物の氏主と)'i:=i:と

のn日に併地慨を設定しなりればならぬ。悲し借地
慌を設えごしなげればその述物の買主は買っ?こ恕物

を「家」として1~JiJ I+\?j~ないからである。?ごから fA

j也慌の設:どが控物のみの:t!?買には不可~f)(の僚1' 1τで

あるといふことが1\'， ?j~る。

ぷひ p~へれは ill物の'i'~j;立 I~M係には111，' J 也 I!'M主主 力 ;1; 

rQ'jl1:!JI'.j に陥 1'1、する のであ る。 ill物') Ø i~τì: d.Ú i:で

あると I "JII 年に i也 ì: と な り、必物の'fIち ì :ciJ~ iとl'iJ

叫にlI'j-1也人とならねばならぬ防l係にむかれてゐる

ところがllf地Ifliの設定がri'¥lこJ也I¥::の契約Tごりで出
まされる ものとは限らない。;.t，，:し地代の契約七け

で附まされるならば氏n l持l係の他に li~J 也 1 ，\M l系カ:執

り込まれでもイ、動産のf民俗柿成には(PJらの;;以得力;

ない 。 不動産lよ依然記地i~'l十件〆ラス 01~おlt'{怖の机

l記にJI:まるのである。けれども併地|恨の投与tが地

代契約にけでは附まされすiif地際平IJ金を~する場

介には不動首長のWif制I~ 戒は、主J.i Jll!. 1~'(栴プラス 01築

H'(十件の仰い1内に於いてではあるが大なる鋭化石<>，乏

けるのであ る。l!1lもflf地f世話IJ金{egJ_iしない忠司令lこ

於むてはbJ.iJ也!主性質 1-.11:地に縫ってもその貸地1tI

併は依然J.1IJ也lt1絡であって1f(十件J二(;1(，ずらの鎚化も

ない。しかしiJI地|守山j金を習する弘介にはJ.1IJ也(1

tそ地になると j~にその削除挑jえに縫化が生じて災

地It1怖は民地f~'(怖(底地似絡)と借地陣{凶作に分裂

するのである。 l!Pち完全なる二1:J:il!，削除つまり史り山

if({与はf，l'iJU!悦利金のIfx.引をf契機として、!J.!地1f(絡

{主主J.i地lfI十件で、な〈なり、地主腕応部分としての貸



j也1凶作e.ílitlli人蹄属1~1ì分としての借地\Wf!rI怖に分

裂する。この分裂しに1JT地際似格は借地入所有の
佐築ít~怖と介控され、 控物月)j-イIJ)-に師局する全開

としてここに建物ít~絡なる 概念7);新しく生じて似

る。 liliの例に依って戊ilfJすれば史地it1怖2ï'.k~阿プ

ラス建築問符 l 高間イi'~1-3高田!の不動産は、H¥:j也

出平IJ金:ft'5千問主すれば、貸地位'l+n-1高50001日|プ
ラス借地十樹氏栴 5千阿プアス控築ítH科|高官~I ;ト計

3 商関lの不動産 となる。 その うち貸地!~1絡 15 ， 000

IAIは地主に腕属するものであ b借地!削n俗 5，000
附プラス建築出絡 i高山|介~ ，- 1， 5000 ~11 (主、必物の

民主?こる借地人に腕随する。ここで一 世;地主 lこ ~il'i

1るする1V也償絡1i笥5千聞は汚r;リトに泣き、借地人
に附属する借地椛似栴5 千 ~11 プラス !ill築償給 1 高

間合計1;高5千闘の行方について、.liflちそれはたII物

í~t怖の行方であ るが、こ の建物ít~絡が如何になり

行くかについて考八てみよ う。

流、借地権償絡の本質についてはI沼手111511'-2 Jl銃
「都市問題JFií-;r&;の制約 f 土地償旅現役の71~質

的確定」霊長照コ

4、建物債格の分裂

2問問でーI:J也を日ひ|前侃|で姐*1を!illて?こと乙
ろの不動産ーは既にl人のJVfiiJ]手 r~~ を肉11 れJI凶;とfi'j

j也人との2人のf斤千j形態に分れ?こ。乙の4417下j，UjJ也

人に腕j泌するものはf:{i.なる l隣l只lの必築物ではな

く、住築物と借地憾との介計1i却下聞の控拘であ

る。乙のl詳"5千Jnlの!ill物は、 ill物のni:である日
j也人が rlLユ円身で他物守化 !Ij してゐる !I 'dはその~

物間十件は分裂全米すことはないが、えII物の民主で

ある1，"iJ也人がfI!i地人であるとH時に'ボオ:1こるJllii，'，;

~)rl干めれば、 l 寓5千百1 1 の控物m絡は}l~に分裂する

可能1'1・{t>イfつ。云-ひ換へれIf'1片地人がr'I己のfll物

をiですときに始めてilf米l'r1¥，設定:ft'契機と して起物

íti怖は分裂の可能性を~I::.す'るに壬る。そしてその

可能性カ>lt現されるには{!?次陣利金の11)(引を前i.j:Jl:
とする。 f片家することが車に家賃契約でir'fまされ

や借家¥11¥利金を要するならば、ill物I災特lま1そる{W'(
怖と1'";*際的絡に分裂する。ムーひ換八れi:fil'i次filf

12I〉とを契機 とし て完全なる ill物 It1絡に '~{ Lに阿泌

する貸家í~~怖と 11'j米人と Ûll!}必する {lf米 \Wf !t1 怖 l二分

裂するのである。完全なる王11物iYH各は、g物が必
物でなくなり貸家と なる ことによって枇平必物似

体としての円己を維持することが/1'，-sj<:なくなるの

である。それは日ijに述べ仁川也がJ:-'t:LiJ!，に鑓る場イ?

と全 〈同じこと である。えII物が1t~{に縫っても f!?

米側利金の取引がなければ貸家jft絡は依然建物凶

絡の'h](;に止まるのである。 しかし{lf家することカ;

iRにぷ11契約Tごりでは附まされ守、その他lこ借家
制({:Ij金:ft'-'&_iすると すればB¥物似体はみ〈主に腕風す

る 1'f;i~11H各と 1Pf家人に腕泌する flf家椛似絡に分裂
する。 1，，1Jん rIliii掲の1寓5千IHIの控物i民栴は、借家

椛平IJ金を5千闘とすれば、|高岡の貸家問機と5千

l刊の借家 I'~fl凶怖に分裂するのであ る。市してこの

分裂しfこるilf次博問絡は借米人に師風するもので

あるが故に、借家人に蹄j過する他の償特と合間し

て、借家人に脱届する全開としてF脂l'li樺利金」な
るものが現はれて くるのである。借家人に蹄Jf.iす

る他の間怖いま、借家人が自己の北川を以て拐し

?こるili作に討するili作1民持、」えその遺作に払:接な

る I~M1系をバ'-j す る老;~I Iì *'f と特殊'卦来:馳慣;格であらう

消し借家地H~絡を無形造作障と削るならば、借家

人の施しTこるilif'f，.i千j・形ilifi:陥とな る。 ili作植を

}{i'i <無杉山作陣と千iJ彩ii!;作tmとを fj!:せ?こるものと
すれば、ii!作憾の他に (11勾ミ 人に腕)るする分~!í'は ~W，l

，';としての併;!I~構でめる。老;r:ilìtflli ;t多ぺl三のイ，~' Jl j に

よる lン特設~I~.!'i'~な時去の問 r'i でーあり 、オ:1妹J卦~'Wh

lま tH~の :li1j品('J に よる先.i i!'1りな.;~:.;たのお:，l 占である。

附r1iは("JK 1.も '苫之:による総牧徒にその放民主?現

lよすも のであるが、老7;l iì :iflJi~力隊i米を illi じて、

1.'fý~:'r;~ ~正~(ij也:il](;の ;j，IWJ{t> iWじて -f.J立骨来より 14別

さるべき牧 (，iì: ' 14 !:をイJ 寸 るのであるよー '~J立位、来よ b
恒川さるべき牧主絞給是伝'1性l

それらカが:官m{な る !岱皆来』梢陥H位i で な〈なり l必!)必J記G(は立完返三t命制制11山Iì~;悲料;，'斗'f川とし

て.!!X如lは主M1J午tωジ昧米皆:ヨfJ}棋fi佐耐j主訂i討1t凶H栴作と して~:'椛;氾E臼甘祈附L司引f刊It凶'{f仙ILI山L( をを?千訂i1す匂 る司事I 

になるのである。 そしてF符絞1主~i尚許内州f刊iは似f以州今111航11'山1'1~を?千冶j 寸る則限~9 え遂三
-

t向制仙iI市|日}料L必£如lは立刊妹J佐卦JぷJ止}村植f陸'li!似'}.'灯'(J，怖作附』柑地H位:カが2悦ふ芸tり}村柑雌//佐j自H似t'抗'(凶i将絡千と して干引i
H杉手i辿~主1噂(刊作f午:1附陥百杭削i討i似氏十甘係i谷千と 1共巳に無I1予ili fí :間W'(+ItC借次雄悦絡)
に介算され、ここにfA-米人に仏li)必する全櫨が}W訂i

iU/i利金!としてその全貌を現はにするのである。
しかしながら仏家人に師泌する全躍が不動産似

絡を柿成するものであるとし、ふことは11'，米ない。

併ぷも引J!三ilifi:も「米」に統政なるIbM係を訂するも

のではあるが「次」そのものを柿成するものではな

い。米11によってj.(ij:oされる「次」とは}JIJ仰のもの
である。何;;.:~も千îJ!予i1 fí: も iif家人に蹄l込するもの

ではあるが、J1!j也・建築物一日告としての不動産を
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村:戒するものでは決してない。骨業も有j陪ilif乍も
不動売に附 IJJ1されるものではあるが、不動1烹lr(絡

をH¥戒するものであるといよ、ことは I "， ~えない。従

って jili 家人に 0'11 11:泌する月i'~l'ltrlif:IJ金の うち不動産lf(

怖の時成要素となるものは責任j隊出向 ，~îlij貨物即ち fJ1・

後~WH~(栴のみでのる。然らば不動渡の全開lt~ )，千?の

.H，\~ .'ïX;は何うなるか、 ま?こイ之助夜jt'(1各1'1，\成主~*・のfhl\

凪陥!係は何うなるであらうか。これまでーの，&liJiし

Tこ iill lJであるが、 今、不動産lt~怖の純分裂j品位ぞ

契約してその分裂過程に秘め られてゐる内f市法j[lJ

~探ねることにしよ う。

5、借地主債格と借家擢債格の相互移行の法則

不動産{民俗は郊 I:;J(には併地1艇の設Aifに依って

却2.j，くにはflf気付点:の設定に依って分裂し。従って

不動房長特は全然分裂しない場合と、 借地限設定に

よって分裂する場合主、 借家機官むとによって分裂

する場イ?と都合3つの弘介がある。

1， ぅ}' - ~しな いな?合

lEJ血償給+ill築{賞係
不動産f削陥=

(地 1-:付IIt'¥) 

2， 伶Jefrli設定により分裂し1:る場介

I.HiT.i訓告 J 借地riJi償係十注築(}ij品
不動産倒*if=一 一一+一一一一一一一一一uむ凶IIJ記) (借地人制服J

}. lU;I(f副校定により分裂し1:る場合

;'f~動産償給=-F且盟主} +旦室盟企+借家減償協
l j血h針路)(借地人~;~ J喝 I (í借.~{人向脳〕

今、こ の 3 つの場介がH寺1: \1 を~ 1n~硯して l司ー不動

産に宝Jして同時に行はれ?ことすれば次の如〈なる

或はこれを、本11¥1金無叫して同一不動産が児なる

;場所に於いてそれぞれ 3つの場合を1T現しにもの

と1fffしでもよい。

不動産債格の穂分裂過程表 不動産償給

地主防腐のな場 第 1:次分裂 借地人附属のな場 m;z*分裂 借家人銘銘の I'L~弘司

(土地債総) 1.ill:4勿債総J

/f't j也償給一一一一t宅地償協一一一-i:tJ血債総
/ 1 うOOO~U 15000阿 15000阿

誕地償柊/
1.0000悶¥

¥ 刷協償4者¥
号000町、 n米償協

10000悶

"-... T"--tin'!i!rt絡
4うOOOU'U

/〉述物償給
.../ 1う000同

建築償純一一一一建築償衿/
10000閃 10000肉

然るにイiの分裂11M係に於いてii-::0:すべきことは

3 前日11の同ー が!Iì!J~に針寸る次11がそれぞれ分裂

段i併に於いて同一でなければならぬといふことで

ある。即ち何らの l~'(絡分裂が行はれない場介に於

いても 、 或はね(~ I ~j，く介裂の場介に於し、ても 、 見!に

ま?こ日2~j(分裂の場介に於いても、その「次 jの不IJ

Jlllî'{fJl'(が同じであるが故に ~m' もま fこ IliJ -でなけ

ればならぬといふことである。米11ヵ;lliJじである
といふことである。次nーが同じであるといふこと
は、3前回lの11'(怖叫成1;:.如何でみらうとも、五lY
(i3前Uilに到して成る同ー-の不全長じにものであ

るといふことである。あるいj ‘の弓.i~呆じにもの

であるといふこ とは似絡内科に分裂が行(まれなが

らもなほ一応の法JlIJ刊:があるといふことである。

ではその法flJH'l;は何てーあるか0 ・1:地・ 位物-.泊と

しての不動産t1児地と建築物との合加であるが故
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11L・米トtF.l'従紘一一一-m~'ぷtiii債総
号000:ru 5000同

に 、 不動，;を!ï'i*t1J1U也m怖と ill築1~，(怖の{~，~i 1 -1ti - ~千?

であって、 ぷ i l は辺地 fï~+í'千に J也 í( llJ率をー点じ?こる

ものとi!l後lj'(併に家賃に午IJ"fを-J長じ?こるものとの

ぷ/1でなければならぬ。従ってお(~ I次分裂に於:tる

家賃(ま 1ct J也jï~怖に J也 f (.f:IJ不在7 恭じ「こるものと l ，lIj'J也

椛 lï'(怖に J也 1 (1:1片ミ::t'-~ミじ 1こるものと J.fz びill築 11C{1千?

に米s'利併を長じ1:るも のとの総高J1でなければな

らな L 、 。 引て・3くう，l'~~に ，於いても IliJ じことカマれよれ

なければ米111'iJ-.の!);(JlIJが似てないのであるから

泊二次分裂に於:tる米11t1、士貸't J地也削l行似î'氏t+怖f作千に J地l山~f代tυ干利|リj ヰ本1 

ををナ七4長=じ?七こる ものと1't五米çl臼ï'()，怖持に五米ö1刊5窄名を佐~-~点=じ!に:る

ものと/及えぴII

とのt拙i自忠包a、似制'iで(VあPわ〉る と一ム‘:tはまJねJ(ば支な ら dぬ立。 1日仙lr什iff米十h村附州~\I引似'/(れi!凶は!ト陥‘併作に

}米5反{司n午利リ 予玲卒+炉.~~を7 つ?呆~恭!長主ぜ -4計、に j地也削i代に平和利1リJi本1 じな:けf れは

のJ)川J心以i戸u川[1川1リJ/Jカが:仇似;てないとい五ふ、こと{は立、{Jf次村lijf(1併は他
物111怖から分裂しにものではあるけれどもえn築lr(



怖から分裂しに ものでないといよ、殺1r'であ る。111

末 、 - 1)也111 治主起築jril各はそのftl'lNIる ~jM 係に於し 、 て .

l!P 1) i 1'，' J也人八1)Url'i J:A¥といふl候不IJ'ド1:に於いて己むな

〈住物!t'i+f千としての統ケ徐lょな くされてゐるが
その自然が1'1'1:滑に於いてはーf:地と 位築物とは会〈

才J， :?<~l l存れないものがある。 ill築物( .:Ull築のl1.ÿよ

れ15々刻々門己の生命を減損して~ j <力三I:J:也の ~t.

命はよに反してー 'If~\は イ~~きである。この秒ry:fIj !_i'内生

命の仮本的旧注を~ )。是正記にして ー I二地 と怨楽物はj依史

的に利 介(I I'Jに粍it~fj~îfll'[附を興されて行く。 従って

位築j):'l係法ー;投に処築材料の脆立、或!立正n築;j，-IJ映

による閑刻iヵ:作はない限 l)t主建築の時よ り時々剥

々 その純情i立 lil'I ~ 崎町して行く のが普通の こ とで

ある。そ(L故に建築悩怖には地代利率と全く性質

の異なる家賃利率一即ち似1政治却を合む家賃利率
が~ r11 される こ と に なる。若し家賃利率を泊 flJts 

tlるものがill築{民俗であるとすれ貸家悦絡の11:謹
は位築山絡でなければならない。ここに於い貸家

j'C{怖と住築i口怖のl司'f{'l'I:，i立に借家賠l民絡と借地機

i託協のI，'-J賀1'1'が論fまされにわけである。ぷひ換八
il ば建物(以怖を {iJ~介として建築1口椛の貸家似1i千へ

の移行、，ì(~に借地 \:rlî j~î +各の{昔米憐i凶作へのJ多行の
法WJがともか〈も指摘されにわけである。

6、家賃の原型復蹄の;玄則

槻て以.Uこ於L、て'CL'fl1二の次賃の立味:針作シとさ
れTこのである。それは I，~ _のイ~iliJJ ~[lこ主J しては、

作111凪 IhMj系によって ~n("fにが動向jl"{怖の内部分裂が

1 Iはれようとも I ， '-J ・の米11カ ;í.;.~1:.れな:U川まなら

与い。そして家賃とはlliJ也.:ill築物 -mとしての
i 米」の平IJ川m ru\l こ l-ti.ril: 寸る 11i片手?であって 、 r~語、u

のj'~-ß分 :I '-rf: IJ 川 1は fÚl こ1-t !'ll: する 1!i6~qであってはな
らない。しかしながらかういふ米11は;II!_，命 卜ーの、

ム~ ( .:U-f!附くあるべきるid!であってJJl.f[Jr:m~ として

の家賃は「めるべき米1!Jのilむ|羽内のものである。

めるべき米iまとめる米Hと一致するのは?こに、
併士山限I~î併も供三ミ1世[f~Üí千も渡益:しない千十九自のニf:地

に於いてのみである。乙の己とを逆にぷへばある

べき次11 とある ~\n と _ .J&しなし、ヵ:故[こ {lf米 tfffifi

絡が琵生するのであるとぶひ件るであらう。それ

ヵ ; ~ì'~ j'1句 l こ ' 1 ・ IJ然と現はれるのは泊二次分裂(他物jri

怖)に於i1るあるべきる¥11とある誕百との11i);注ひ

である。 日il ちあるべき家賃はf.iíjに述べ?こ~L1く 4ド血

f~î怖に J也 I \:利率伝来じ7こるものと貸家1ft絡に米貨

f:IJネ=:e乗 じ?こるもの と及び{Jf家慌j('(絡に地代平IJ容
をうl主じ1=るものとの純存(jであるが、この場合に於
げる「ある米11Jはliij":?í の介~i\ーであって 、 {Jf三{N/i

Iti十件にJl1lft利至釈をヨRじ?こるものは、次貨には本lJill
ないが(f~ {i ・米1;(に iAii ぎ な いも のであるこ の家貨の

!な注ひは第一・:)(分裂(上地似栴)の場介に於いても

I，，:Jじことがふ-ひ作る。即もあるべき米貨は:1-_t担{11

4併に地代不IJ擦を点じ?こるも のと1I1.J山梢fri絡に地代

利率を乗じTこるものと及び建築似怖に家賃平1]1容を

乗じ?こる ものとの鰍制であるが、しかしlt際「家J
{e貸さうとすれば家賃{立家賃相場に より 借家櫛(民

俗lま借家悌付l場(家賃相場がめれば借家付加HI場も

あ る 宮:ピ) に よって Jため られるこ と に な b 、 H~ {I:

地ft1こ る í.' ~JI~ttffl凶作l主計(el企をra介として一躍淋
ど1:家賃7こる借家憾i民俗に神化してし ま」、。 そして

家賃は貸地f):1+各に地代乎IJ率を采じ?こ るも のと主主築

似怖に家賃干IJ率を采じfこるものとの合計額に終jc
くのである。 円己の土地と尚己のill物を建て、{li

地慌の設之を~*'::1"'してu1に この「返りを貸す場介に

は、その土地悦怖に合まれ?こる借地機lf{栴lまuIlこ
借次樺{民俗となって地主?こる家:じから借家人に貨

却されるのである。 このことは借地|樹氏格と借家

情[武裕の同質性を端的に物語るもの にi也ならな

い。しかしそれはともか 〈として我々は却_...:j¥くう子

裂に於いても泊二次分裂に於いても「ある家賃」

t.:t¥誤作家賃であるが放にr+¥'1'I:'1生も脱皮にa己越する
といふ事立を認めねばならなし、oI![Jも 「ある次11J
tiifHI:地ftCjt'j.J也怖jf{怖)及Wf{l:家賃(借家tffliri)'存)

を忌避して、fJT地ffli{f{怖も供与iH制民俗も殻生しな

い巾純なる家賃の}J;(1¥リにi草川せんと するのであ

るの家賃のjJX型とはー1)也jf{絡に地代利率を乗じ?こ

るものとお!築ltl怖に家賃午IJキミーを乗じ7こるものと 佳
築I民怖に家賃利率を?呆じ?こるものとの合計三ひ換

八れば地f t と主主築家賃との介~ \'1こ る家賃の設261純

柿成形態を氾:1米する。家賃の最単純排成形態はま

に不動産の有)[手(II'J所有財]係を示すものであ る。
この家ー賃のJj;¥~，~iU・Q.，i';・の法!l1Jは郁二の法則で- ある

お1・の法ll1Jは勿命前に述べfこと ころの借地悌似絡

とflT米陣Hi1存との1'11/，:修行の法WJである。こ の二
つの法fl1Jを心に止めて般いて不動産出絡の娘、分裂

過粍去をいま一度御~~に なられん こ とをお願ひす
る。そして私のこの小さい労作に封して待1I批判下

されんこtを'T(ねておー11明ひする43〈引である。
安耳〈苫~IJ: *:rZ市~辺町ji!!硲!~勤務
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住 居 生

主客 6-
同

先づ用ありて;Jf:b之に従ふか、先づ形ありて汀j之

に従よ、か、これによって利感主義的建築か、嬰術

至上主義的建築かにl技れる。 JJJ必美也と云」、あり

用必蹴也と云よ、あれ とは云へ汀lにして美なるも

のと用にして鵬なるもの主[;(f:す。不月1必roo也と云
」、あり不用こそ美の官条件也t云i、あれとは云へ

不!日にして醜なるものと、不用にして立美なるも

の貫在す。現代建築に我は用にして芙なるものを

求む。主客合ーの世界に生る〉月j形一致を求め

ん。

不易流行

詩型はせをの何は今日向ほ符ばる、而してそれ

は今日の翠術に非す・して元鍬の恐術である。子規

の何は明治の句として今日に不易である。今日の

小lは草間男でな〈ては駄円である。刷る我11:宅史

上の名作もiJF不易であるが今日の新鮮さはない。

美的本質のイミ易は時代の衣を以て生き作る。統-

は時を粧て;忽ち矛!行を生じ次の新鮮なる統ーをね-

つ。性居生産も又f'易流行のお:;QJ(lJに従はさ'るを作

ない。

強 力な

産 寸 論

l
 
I
 
!
 

守I-H 

現代古典

現代古典建築は一切の服飾t誇純とを山ひ孫し

?こる純化行!?楚の良普芙ー閣である。 こ〉では高度

の刊壊と経仰とに並行する前在向肱の:むのイn'l;が
íir~イ{せなければならない。そこ に は任:なる i.LHf'lg，

の;li1J術lがあり、エキセン トリ シティへの餓柵が続

らされてある。現代建築家はドリツオ{ダ{を練

腔誼得する代りに現代11i ょ.U~~ デンサンするの要が

ある。この程得の後に自111創造に向ふ)1国序を大道

とする。

生産工業

フラスコの1.1'に/-1'，予kる少荒の石炭液化の仕事は

時い。しかし今は克に姥円前立方米の液化生時二1・

JEの問屈が!liJ題である。よき{住居ーを安〈大Itにど
しどしさI::.pをするヰIが.'J:T-tである。者11J1i1J:m問題は

それである。それには作居の生産、配給、 ij~1~の

三方耐の統:lilJ工夫が必要であり。金と物とに就て

の不純計'j耗排涼し、1"1れるを正す要がある。 イF.};l}

のJえU会主(1"JfiIJi1!と生時二r.業主?建築~~の成しI)J ぐべ

き決立が必'}]_iである。 (15.5.1杭)

肯市r.‘t;>，gr:j肢師・l刊lTG'1木w.恨IW

る 住宅 政 策 を麹 望す

ノトーた事鑓の進展に 1~rひ所前段{仮~<業地帯~ rl~lむ

として激化を加lへ米つ?二日~Iïlj枇宅慨は、 工場に於

げるめ~J:iJ才?の獲得難lこJ(j1liをかけ政府の企!品lする

生産計;日:の遂行上に文附を米すの!長砂からすとし

て 、 遂に!'/生省首局をしても'f~(1り住宅政策の版行

を決意せしむる に至つに。世;而の施策としては佐

VI24  

手本 隆 /古
'芯

:"2:策のみに絡始せき'るを件まいと .'J!，J、のであるが

我々は、これを契機として引制きH町品にL!1lしに強

力なる住宅政策の献立せられんこと を姐己主して11:

まない:)(郊である。

イセ宅刻I，~一時・Ig ，1主宅刻I~(世!川=七宅~!fU と 1;蛇11:1:1=.宅

刻1，(質的イJ;宅~ft)とに阪別 してEJ5 へる ïm主に従へ



(;f ， ~見下の f-l i宅!!~I，は 勿論前将司こ jるするものであり .

1\11:併の袋る~'，'，'Mi も疾病の場合に於げるカヲ日< ---n!i' 

(I"Jには組めて激花なるものであるカヘその反JI訂以

1).;1の除去される と共lこう"iiifiも忘1'11され易いのであ
るの

従って現作に於てこそnll:令の一大助j心を喚起し
つ〉ある{1，宅|問題も 、lE:与がj施策l)遂行に似てって
{Ii宅刻1，の一時的症)j)¥I!;除去されるに従ひ政治(1りに

はrl}ぴ棉，¥(比されるに至る懸念が多分にイ{-する ので
あって、このことは議め十分に戒心してか〉る必

要があるであらう。

今見l柴々する迄もなく、我阿の{-li宅就中:/ii¥市に

於げる fJ.;宅が長年月 に _~.[ ~ {[;' t;~ijIの!見性主主:欣 (:.1絡

まされて米fこことは周知力泊 りである。イ1i宅~~~ I!;

この慢性症)j)¥を内攻せしめつ〉あっ?こにも閥らす'

その乏哨:症状をfif:設するに至る迄政治的肩上合的に

保~ _I:げられなかっ1こことは 、 イ 1<'(;問題のW~要性

に附する社内;忍識と時代思潮とを そ ι まで‘昂1~~jせ

しめ得なかっ?こi過去l)~'Xl J 亡 fi'f W- X-の不明に{1-çるも

のであるが今JJIこれを迫ぶして!n!，ても玲なきこと
である。然しながら純米に到しでは我々はこのfl' 

℃測の1'¥(¥'1'<1:症iIたの必服についても七叫すべきはift

すと己ろなくこれをぷし、 新米'::~~説。大業を~jfc 

官設せしなべき了'f，系をして¥1}ひq是々 の九li.Q、医11mを仰

1:しむるが)ilきことなきを!別せねばなら ない。

イ 1 ;'-1:汲~(，の;~:・1"I:rif.!Iえを僻伯することは UJ:.t友今 円 の

l"kll~生r円安定に 1&/;1す るJ:\]iffiであり 、延いては事鑓
浴行の成否にも附する 1::1Mであって 、 その緊，~;:;:h

1こるは論議の徐地なきところであるが、今我々が

長期建設lこ池辺tせんとする現 ドの1I!j:J.iJに於げる人
的資i)f，[強化の瓜要性に，目、佐致すならば、↑慢性{Ji'じ

'Yij!， J)克Hfl.即ちイl、'むの質(I"J向 1:こそより本質的の川

国であると附す，るも過言ではなから う。我々はfli

'とを、-1.今日の到Jう?を反行、し明日 のi!i_ili)Jを副長

する場所であり 、 2. :J.くの時代の|北11UJ ~育成す

る場所であり 3 健全なる凶iりN，\ill l ~昨貸する場

)ífrである と認識ーするものである。攻防Il~ の\1 \1には

「我に次なし;むんで，jillP-<1あらんや」といふ如き外

凶流思想のIJ1:IJ古する除地は千n件ないと信す，るが
Îf]ì くとも到Ijfせる{I:'どに於げる ~I::i~~から醇乎?こる

|州民精神が生れ得よ うとはi切れ:し #.~I~いのである。

7日米兵問には居は膝を容るれば足るとの思想が

側めてJ北間(I"Jに解脱流布せられてをれその都ilj

の質的水準は他の文明諸阿のそれに比較して初iめ

て低伎にずfるのであるのその要因は勿論f.lff々 のrm
也に閥lWIiしてゐるものt思はれるが、こ〉ではそ

のmなるもののみを吋台ひながら市平?の--1'色の見1(1早
を披i医して見るこ と〉する。

要閃の抗ーと しては市民のu屯に3討する欲求の
低かつにことである。都市に於りる将i{1の現象は

我同に於ても既に11'1'ノ?の1:日題ではないのであって

ïljl~にして民に íI:'むの本質を川解し その向上を漏

出するものであつにならば、その欲求は夙に大衆

の強力なるnl↓びとして友商化してゐるべき筈であ

る。然るに我々は，.K1ご曾てか〉る市民の持を代新'f

してir:つfこi'Z政{i'あるを聞かぬのである。仕宅問

題を1:rおiJ:¥1也なりとする論者ーは、11史令市民の{-I:宅
に主Jする欲求がよf』められ?ことしても家賃負拾力が

fドlまなければそれ迄の訊ではないかと揚言する か

も知れないが、A(i:Xーをして言はしむれば家賃のj:l

抗力(ま必やしも iliJ亡の所得の多寡それ自轄のみに

依ってi)とどせられるものではなく 、イ[;'包に劃する

欲求に依ってぷ何日されるところも決してl紗〈ない

のである。

活しち然らす'とすれば同---J)所得附級に於て給

料~l:.爪パと労({;)J Xーとの家賃にぷ/I'， i- る所得の害IJ合

の十日i主主?"立IVJすることは11'，米ない ĝ:である。
Jくに要閃の第二はザiim1j:る主主築家のu¥Jf!:が保)1]
される機併の之しかっ?こことである。これは伎に

述べるf1;'凶Jt・給の方式に大なる|制係を引するrnj題
であるが、従来の{lプヒ建築はその始んど令市がイi

flEなるえ11築家をして計12に参興せしむる ことなく
iT仰せられて米?ことすっても過言ではなから う。

これは，.!!:L~{ [;'-t; ~釘象とする別交を比較的閑却
し米つに従米の主主築家の態度にもが任のーノドは腕

すべきであると }I!.J.、のであるが、 乙の分野に~tす

る往築技#íW.人のÆ要性を jE'~;; に ~+lt'Lし得ぎりし

II司:合一般のi¥1T:乙そよりi架<i.Jl;J<:せらるべきも の

であると汚へる。明治、大正、H自治1と聖代を耳Lね

ると j l~に飛躍'1句進歩を遂げ*つ?こ建築技術lこつい

ては、我々も具合からざる日れを訂するのであるが

蹴ってこれがI.!!:L灯¥;'むの向I-.tこ幾何の得興をもに

ら しf~1こかを思ふときは真に感慨なさを得ないの

である。

J〈に要I~の U~三と してはイ L;屯を封象と する都市

戸j-jH:_上位ぴに主主築統:I;!J_I-:のブJ束力;1自制的であっ?こ

ことを指摘することが11r~l~ るであらう。ゴ叫主1に於
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ける都市計霊法並びに市街地建築物法が都市に於

りるi1"1.;乃壬生日環境の改iFizを使命のー-として生

れにものがあることは周知!の通り である が、地1t

以米 20{l三に及ぶ今日なほ11¥1々 市街地辿築物法と

は不良il，'Hi!!成法の日ia!なりとの::H1宅金工干にするこ
とは深 <1'1'みるの要ありと忠ふのであるJ話trr，.の

指摘する底は地域制に於ける11'官保護の不徹底、

;~IJ地統11ì1Jの 1n~方針、 をt宅の質的僚1'1'を ililJ約する水

準の低位等何れも肯紫に rj~ l) l'げi聴すべきものであ

って、此等への反行はその帥11:'む政策の核心、7こり

得るものである。現在の都市計i12法なり市街地建

築物法なりが白山主義を政治経ir"fの指導原理とせ

る時代に誕生し生長し長い年月のIl¥l都市の秩序維

持に寄奥しに功績に到しては、我々も絶えの讃語?

を j去らねばならないが、こ れを新しい指導原~の

下に再編成することも亦我々の立任に於てなすべ

きことでみると信す・るのである。

次に第4の要閃として犠ぐべきはi1;'(;供給の大

部分がノj、資本の営利私合業に委ねられてゐ?ここと

である。即ち都市作宅のi品ノドi設を r片める貸fI"むの

供給者・述はH'ちを如何に建築して尚利潤を牧むべ

きかの問題について日夜背10:するところはあって

も、如何にして借家人の生爪を快泊ならしむべき

かの問題については殆んど刷みないのが'I;~~であつ

に。かくして建築せられ?こ{I;'むが長に主jj;ベ?こ市民

のい宅に封する欲求の低かりしこと〉相伐って如

何に必ふべき生前環境を挑成しボつ?こかは都市の

涙11liの陥IYi・に行取し得るところである。然しなが

ら今や時代はW1.;に Iけ句る 1認識の ー -新~要求する

と JI~ にイ 1;' 己供給企業l二重J しでもそ の公(n'ì:{iで来的認

識を強要しつ〉ある。この認識の Fに如何なる供

給組織を生むべきかはこれ亦..jl(々の探求すべきノミ

きな問題であると rlはねはならなし、。 .llIに第5の

妥閃と してはイ1;'1.;の疎開を|付制!ならしめる11，1了-と
して土地のPfJ!illがイげ1:しにことをテ数へる乙とカ;i1'，

/~<iる。 }.'~J:IIの如く我凶者\I-"iの j也1~~ (.t.~位米よりタトいi

にも類例を凡ない程に正:jめられて米?こ。似)J 1j.る

J:地政策の;IVt ~[J(主張民せんとする制liliの ー 1:地を存

~}に投機の封象?こらしめ、こ の ïi日分に於ける地1t'{

の土l'j騰は Ilj.ぴ既成市{I引也の地11'1にもイ十JiJし、かく

して者¥Ir¥iに於ける11:'む放士111の多〈はHU'と f;.fまざ

るとに!鈴lらすこれを集約(1りに平IJ川するの除院なき

に至つにのであ る。まにH'むの疎開(I"J~ !I~金 ;\iiJ約
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し来つ?こ今一つの肉子として我聞大都市に於げる

高速度交通機l制の貧弱なるこ主':>1H~統制なるこ と

〉を取げることカ;/1:されよう。 I交ー辺政策はJlIJち

W1.;策なり」と迄11砧!淡し?こ論者ーも ある程高速度交

通機酬の1t'七政涼に於げる役害IJはJ1!:要な るもので

あってその統11;IJある整備な くしては健全なる大都

市を設住することは不可能であると言はねばなら

ね。我|崎大都市に於ηるラッシユアワ ーに於げる

驚異(I'Ji昆t1~は 、 i比近に於η る異例的現象はこれを

論外にむくとしてもか[に識xに依り指摘せられそ
の調整の要望せられ似つ?こところであるが、真に

{1;'1.;の徹底的疎開を宜現せんとするならばか〉 る

JII¥i還を改善することこそ先決せらるべき問題であ

らねばならない。一一守王者ーは大都市の護民に封し

てはこれを一定限度に抑制すべきものである と信

やるものであるが今こ〉ではその可否を論じてゐ

るのではなく我凶に於げる大都市が大都市として

の琵展の過程に於てl延期.しに問題をその品t叙述し

にに過ぎない。

故後に袈l尽の第6として犠げ得べきは従米のfi;

七生産過棋が制めて15{始的で生産技にも無駄が多

かつにことである。我I~対の者\l ïli11、'U}.千差高別の

)1予態を持つ?こノj、jiリ地に fl・'1:;供給，x.の悲なる計31;に

従って建築されるのが;;片でつに。{1;'ち生産は勢ひ

;it文生時の)1予を?とるの除ikなし材料部分1{/1等の

*Jl絡の統ー・ルサEVil純化の知きことすら容易には'rt
現しなかっ?このである。

然しながらか〉るi!k1，ぷd現イ1:放ち必'f.tlとされて

ゐる I"~i全開 lう弔問I 'di~長距の fl ; ' ヒ辿染Ji J 資材'，/，，:喫 ill:

の推定を側めて|本I，Y%ならしめてゐる大きな1;;(11¥1で
あって、 w七川資材僻f~との脱めて緊之';司王7こる現 (1:

に於てはこ の{I ; 'む~j::_震の近代化を \;i~1 ることは1!.~斤i

の2:務であると77ふも老支ないと思ふ。近代化の

j主力;進むにつれてイiim1j.る建築家の参J:い:必然(1'.)
により多〈要望されるに宅るであらうことも凡逃

しではならなL、。

以. 1てに合IJ~k しにJ姿肉はこれをf伴if'ì せしむべき

強力なる方策が'1'1.'地されぬ映り今後もfIi'むの賀(I"J

向上に到する大なる伴擦ブjとして作川すべきもの

であり 、これらの消凶ぞ瑛j除することがi古凶iの11'

'c;政策のとるべき 1jH~(I'Jの IIR II であらねばなら

ぬ。然しながら現下の::2:'I'l:{I;'1:;刻lは出にう~-;.1:労71'の

局地(1句集中のみに依つでも?こらされ1:るものに11，



十して必築資材の脱皮の逼泊、建築技の辿純白'，，;);，'，

腕、家賃地代の抑制等に依り之!:辿に激化を見?こる

も のであるが放に 、 その嵐世に於て-zÞ~誤らん

かTiij記の摩擦力を逆に強化するの中古巣を招米しな

し?と も限らぬのであって、このこ とは作'セ政策を

按す，るに首って央々も銘記すべきことである。

以Jてを前提として市符は暫 〈我凶現下の11;宅政

策に釘する所懐石ナ述べ、4fi可にが;ぴを小jげ7こい と
}~Iよ、 。

fIi'七正文京の1主義を通俗的にj}x初すれば、良き {I;

't;~十分に供給し且つこれの不良化を防止するこ

と〉併することカリ~H ?j(ょ う 。先つrÞ!_き fじ'むとは如

何なるものであるべきかについて託手干の見解を述

べること〉する。主任-:xは者11市11:'むのJI..有すべき4条

件として火の各項を掲げにいと忠よ、。

1 戦時般的下の州民生日の察官器として油しき

ものである事

2. 居{'I，手干の勤務交Ì!且の手段 1J;(iltil~ーされてゐる

こと

3. {I;加にjjtijし?こ環境ぞ有する事

4. 保健f:'(.i生 1--:必要なる僚刊をJI_.イjする事

6. 資材・の合~lll(1句 l史川につき ーl '分なる花 (II!:の排J

lまれてゐる事

述卜.に ~M する才'i' 1二の，注料~附力11へるならば、 先

づ凱 l の{際1ft'はイ 1 ，'じ政策がYii切手下以Ill.'; ~!:.i，riの規正

に迄す:人って指導的立場に立つべきことを示唆し

にものである。 =ii:X'は{I;七七にIt討する訣れる因艇を

匡し、同L亡をして出らしむべき規準舎がすことは

{'I:~宅政策の侭幹なりと信す・ るものである。

.i:(~ 2の保nはイ1;'t;立地を泊J正ならしむることの
頭要性を指摘しにものであって、地域11i1Jの運1IJ、

交通機酬の帝京合的統制等に 、 I~M聯する|問題であ

る。現在既に股賑産業地帯に於げる勤務交通偏峨

の緩和については種々の肱，tf:策が川せ'られつ〉あ

る様であるが、11'，勤時に於げるat利!二の勤労fiB率に
&1ます影響は決してlI'~I\ '， ~(ないも のであると信
する。

a江却í~げ3 のイ僚床削f

ひぴqにこ主到辿j主:き築i奈5行政の運j川lリlにf侠宍つベきも のでめ るが、前

にも述べ?こ如〈このli¥]組の僻次には[r-!j:速に即 しに

革新的都市Fit.-;H:方策の献立とその泊lEなる運fI'Jと

を必要とするのである。 l l_.~豊的 ))1問題を掲げるな

らば、 [I]j全地域の純粋化、 {I/t;集園地に針する形

態地域1IiIJの強化、;!tIJJ也形態の統制等はその一例で

あら う。

第4の4条件は有能なる建築米をIj.，)むEする{-':'む

建築計21J栴部組織の結成主建築法規に於げる1L'む

の最低水市の向上とを示唆せるものである。 地方

別に{y-t;会Ll令の如き機酬が組織せら れ、地方の

気{氏ー風土Jt他の特殊事。h!fに精通せるヰ!日j家の子に
依り1t際に即した{I;'む計取の指導力2行はれる様に
でもなっ?こら、如何ばかりwむ水準の向上に貢献
することであら うかと乍:('i'(立iit々 感じてゐるので
ある。

ゐíl5 の依 1' 1 は現下の~築JI J 資材 ihl心のJ.;Oj)~下に

於て(こ のJ伏rmは相首長期に 1( 1)椴制するものと
凡なげればならない) il :'七 !日ずけ抑制以上必引のイ~

1'1"であって、この川姐の僻.)とについてはIII峻資材

需;給，V.'J主主の簡に(，"るil;局の指導を主正すべきはゑj

論であるが、前記11;七委U(O干の知事機励lの前JIHこ
依る乎段も{Jf究の飴地があると忠ふのである。

さて三d次7た〈ωしい、でのIHm問!口吋iリj題は如(，μ何'1司IJにして十分に似供t京給(台}すベ
きかとい」ふ、ことでdあbる力が4ヘ、 1前t計苅iむj“正記己に{仏倣』放Iひう先じつ
J偽渇げるならば、
I . 1]1I 1~ ブJ なる公待(1りw じWJ('~組織を樹IT:.し 、 こ

れに到する l担lkなる資金融辿の注をflfJ<と共にさ1.:
産党低下の方j主主?誠子ること

2. 'J:地政策H'{i・立:して泊絡なる {I;'t;数地の似

給をi間体ならしめること

3. 資材椛f~の方j金を:'<</1;:するること

司王の諸IHJ{I掴を Jf占げることカ;}f fr~( ょう。

郊 1の川題については何々の見地よりこれを，論

やることが11¥?j(ょうカヘ現在労務者イ1;'むの{北京行方

法として))J.むせられつ〉あるところは針象を労務

'iHJ:'むのみに日i~ ら守して陥 .*の一古文市LI.'; {I ;' との供

給にも I~M興せしむべきであると思」、のである。~'*

近dll米平IJ加1合衆同に於てはIjt央政}{fu;局と州、国;局

主の1*~'f，，: なる:iÆ~書の Fに多制のl~川遊tfをナ吸牧し

地方の公1ut(I~{I:'ヒ供給機闘に射する長期の融資を

行ひ多人-の成県を恥{ずつ〉あるとのことであるが

q¥t附にとっても 他山の訂となすべきであらう。

引 2の川組については前にも消千陥れにところ

であるが、 . L地主ナ投機のl-t吹より 1fý(:};:土し交通機I~M

網の整備と相伐って泊絡なる仕宅敷地のi;!』ー成を助

成することは、{I;'ち供給策の前提として快 〈可ら

さ'るものである。 ーu也業者ーの無責任なる怒主主に依
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り市街地の開設が如何に汚毒されつ〉あるかはこ

〉に牒々す る迄もなから うと思ょ、。

第3の問題は時局の進展 と共に新に生起し?こ事

柄である が、住宅建築用資材の市給闘係を何時迄

も無秩序の欣態に放任してを 〈こと は凡ゆる住宅

計註をして品餅に終らしむる最大要因となるべき

ものであ り 、 住宅政策の遂行と 切肉j~ し得Tよ い誌も

重要なる問題であるとい[まねばならない。これは

建築全般の問題で もある が、費材の確保について

は消北の徹底的合:w.化を前提とす る必要最小限度

の要求を、資材需給制整官局に到 して強力に代f詳

し得る機酬を確立す ること が、要望さ れる のであ

る。

故後に如向にしてその不良化を防止すべきかの

|問題であるが、 ~ft Xはその方策 としてíJ:~監仔制

度の陥なぞ要望す るものである。 wと法の市IJ)i:も

住 ~ー・
℃ 問 題

ノ'i'" :;7CJ~鋭勃設以外(J l r出産業の.'J:iZ:士なる 逃:tJ;-設以

にf!{1) :':Ir~ド産業側係の吊要都市に於ては持務庁斗:

協に殺到し、共の他産業に lü接~\I¥ l.f妥|剣係ある人の

米集i!釘ごしく、各都ilfJ \: .~7激に人 口榊力Il {!:>米して

問る。お¥1-r1iの2:激なる人口明加はその機能を寄し

r\jl~の不宇佐招供するものであるが、 現に非常な

るE主l般を味はって肘るIIU閣は'{1:宅英jtである。 今2ダ次3火〈

の{住主宅見淵灘!仏bのi深丸栄5以系刻剃|リiJ ~なよるは胆に 人 Lυ1 の."2こ包1

るのみならす今，一般物?資Eのゴ非|ド:常なるJ快3決t之にもイ依火るの

でdあbる。 凡ゆる物資がJP:i)，f泊ーに伎}IJされる34は

艇古の大事業主?遂行する jてから岱然の事であるが

物の不足は更に生産を不充分にし、その粘」兵力:又

物の不足を米す事となり 、;辿築資料ーも)¥:'，;;:;なる不

足を来して居る。

又外1:ta並得の~め には輸入を少 〈してU~三凶向

り輸出を多 くし なげ ればならない。而も支部ZJ~経

と同時に惹起せる第二次はがHï~Trは必要物資の.Im

入を少 〈し従来入荷せる建築材料も得難 くなって

居る。赴等色々の原因に依て建築材料極めて少 〈
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亦一方法 である。住宅監督制度 の要否について

は、品に内務1iに於て地方雌建築瞥き袋詰・局に針し

諮問 を行ったこ主があるが、 常時に於て すら大

部分の回答は「要」で あっ?こ践に聞いてゐる。

まに亜米利加の某保健長官は術生行政の要諦と し

て r1 Iこ指導2も指導、 3も亦指導な り」とl喝破
しTこ主いふが味ふべき至言であると思」、。

きて水稲の結びとして筆者は以上述べ米つにと

ころを項問的に州怒し結語に代へ?こいと思」、。

1. 1Yi:;規i l~の確立

2. 都市計W:(I'J方策の強化

3 土地政策の強化

4. 住宅供給企業組織の一新

5. 資金、資材の確保

6. {I:'七位'1千制度の位jずー
肯i任者仏??J見.ei-t!l!.J!，!..;

乞 建 築 家

ヰI 山 刃; 11市

従て {I:'ちも亦ill築現fIで ある。 JJi に今J〈の:n ~鑓{!:>機

として、かねて油国iしつ〉あっ?こ従前機1'16改革の

機辺は谷町の;f!c;tilJを11'ひ、1rLi仰の泊正化、批正:j1民
俗のj犬山、 \ ，I i \ )~の局め にイセ宅住築投資は不平IJ :i;，\:の

感あり 、貸住宅を主主築する11がノクト‘居住宅の不
よ止をー:11"げて)，.1;-る。

lj~今川J舗となってj心 る H:官刻I はニL:として {t:宅数

:hl: ~!jtである。 ~Iえにく " へば住むに米なさ貸家刻I~O)

川!d1でめる。 j切る柏鎮の住宅~ifl は lr刻家 (I'-Jの33鑓が

起るとか、l主主ーが刀法kに護民膨JJuするとかい」、fl
な場介には程度の送こそあれ何時も起る::-r;で、今

干すjめて起つ仁川凶ではないi古に?X!ト‘の場イ?をlS!:tH
して整備して泣かなければならぬ亨柄である。

現.(I: {I:宅~;fI 針策として工場が新設される場介に

は労務庁位'包i"B!;築すべき事を規定されて日ーるが

新築の場合のみよを悩;!iIJして既設のものに及ぼさ

ないのは不徹底である。又'平i-)，;産業にM日係ある者ー

はう，}'!労者ーのみとは限らない。「:1i級技術xーも居れば
事務凸もJr.-るのである。)t:等の人んもおsしく 教を



恥し、 さうし、ふ人々の家族の矯めに要するf-Jニ宅も

多く要るのである。 コく事鑓の勃授、 E主主の設展に
作ひ咋民各方耐の事務も恥して似るので、 さう い

」、..-fiJ立町j持者4の~の行、公合、 i\Ìl:屯が辿築せらる

るなら ば此の方同[からも 住宅剣tは緩和~ れ忍ので

ある。

.!J!Iこー・般Wi:.:の主主築を促進せしむる10めにはill
築資金の融通、主t築材料の配給につき同家が特殊
の便宜を計るべきであると忠ふ。:x..:._rt備のヨヒJT~

計るのと fjf:行して防|民生日の安定を ~J ~ ， 銃後の

日引を充分ならしめるf3めに凶次は進んで，'1や苫{Iニ

宅のill築にも立を汁IJふべきである。
1-.辿せる {t宅~:fI は主として ~: I ( の不足の川出jであ

るが、+:米のI1二宅川:mとしては質の川題があるo
f(!Îしてよは J I :'，;;~時と .!F.. 'li;;時とを川はす究明せらる

べき|問題である。無限に進lKする人投ilit令の生f円

にiJ，'，j不11すべき住'ちは不断に改良fftii主を計られねば

ならない。 円，j日治;片:引{使£川する辺次'<M服R力がz主挺正、りh、1食主物も主箆lり
i趣1艶包味もL、'1引l日1:千合?活ヨ昼生-ミ弘;
て大縫2平f存'!~を?オ米七して I日l守f る時に於て、イ |γ包のみ奮態依

然として進歩しないのでは現代の_[l'.i'円を1主義あら

しむべし人類品ÍJ:j'I" J ~tr，r;の宗務として j也市なもの

とはいひ得ないのである。

現在知的の.~;~要する ilt のィ、足の川!週に|伎諒され

て線本的なる質の川凶を芯れ?こるが如〈に見える

のは]~1 る品2憾である。

11:宅は都市の辿築物の "1でも iえも大なる数i止

を占めて);u-るのみならす¥人好!とl:i，f，の三要素一一

火、食、 {I:-ーのつ凶作i)とするものとして、辿

築外に於ても JI止も大きなp¥J題の一つであ る。従米
多くのえu築家は'j':・公筒、銀行、内1¥1:、』]{換機附令:
の如き;人ー辿築物に主として立を川ひ、都市全般の

川題、殊に{l'宅の11日題は特定の人のみの1m心、:Di:で-

ibつに。{1 ア[5 1ま，辿物の~JH北も Cl]Ui'も小さ<J'Lて

に円立?こぬ錦めに古[-:;j-f米の汁，'(i'趣味倣ひされて、

リJ[-皐~Iミの:O}f~~として 二千を恨めるにはí~~ 1)に小さ

なものであるといふやうに考へもれてJJHこ。

近年ドイツ法りに於て{I:'創作、 !I_:同 ill~たの研究

明に雌であり 、JfカZト対に於ても漸くん向性宅の制
究設にl't施合>lるに主つ1こが、凶1''';'1'1:，11，-に生前政

式全3;の貼から欧米J~j.l~を悦倣す る ことは不自然な

るところもあり、なかなか英itかしい問題である。

111 >f(建築界の問題に到してえJl;築家がイニシアテ

イヴ ~l以べ き問題は少 〈ないのであるが、 これが

笠施の場合に於ては建築家のブJを?利トIJされること

少くたJl;築家の意見を徴せ十して行はれることが多

いのである。

組築家は泌を主Jl;てるa]l:は11'，*るが行政(I"Jの頭は

ない ものと思ってjidるのかも;)，11れない。技術家は

法律を土11ら十融通'!'tな<)I~に詰るに足らぬ も の と

されて肘るのかも知れない。これはー商従手kの技

術家主n築家の態度にも 一考を要するものがあ るか
も9.:uれないが、凡ての枇令施設、建築行政に於て

1j~*íl" Jの研究を錦しつつある建築家の技能を利用

せやしては53の問題11児犬、 ~j~小;的の己文汗は川 ~(な

し、。

躍進 n本の iilH=j政が兎fLJ欧米各陣|の後I主主:'~干し

米つにのは，~7拐のIi\!に合せにのみブJ を ìt ~ 、 で総本

的のfiffヲピ足ら子全im1Jの護N(が不充分につfこftめ
である。事業の根本動力Tこる技術家の不IJJlJカZ足 b

なかっ?このである。

建築行政全般に 1(って処築家の!~M興する機合金

巡るjSめには、事傍系統に到して建築家のイ{{i:を

認識せしむる事が必要である。それと同時に建築

家日t刊行J己を得点するZJcが先つlト.1こ必要であ

る。えJl;築米は{II，l人的には側めても反れに人が多いが

|調程~I"J行動になるとすっかり調子力Z追って了ふo

Jr:に協測して控築界の進歩ー設展を計るとか、建築

家全開の働き IJI斐ある機州を遺るとかし、」、事には

蝕り熱をりj之さない。 f? と 2って枇合機構が!~\々俊

fI(になって-11(/こ現代に於ては或る事業を10し成る
円 的をj主成する局めには集|舗の力、 I~日中111 のブJ に依

らなげれは副ならない。

臨進日本がよいlI〔の民族主~II\~米民放の搾乎から救

ひ 11 \ す錦めに )iô'，;;~なる 11tれ亡、 ~.~し闘を借り'て弘!刻l

突I淡の;.Jc立を同めてj刀る。 1ftの大事業は何れも大

なる ~n{~fI， ~ fドふも のであり 、大なる l剖紡の)J に依

てのみよ ~i主成する ::J;:が川米るのである。

現Mlli築界には {I:官IIU凶を ~iì め}T(.rg_f喫緊の P U :越

が山f:iiして).，;.る。下1:のI-Lゆる方|由[に於て総協力、

総j先手11のI;1Hnこ要求せらるる現代である。
辿築j¥l_の，if¥'llUWをj名JI¥!.し、{I:宅IIUWの徹底的解

次を期するには処築外のん1，iJ li!f.lt.，'，' ~ ;i¥る司王が("Jよ

りも必要である。 以卜，

*~'\;者 iよ l3i山県fir，給占県民
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私は昨年厄年であっ7こ。物心づいてから今日迄

移押して米?こ住宅の思ひHIIを書いて凡?こいt思っ

て第を取っ?こがそれはそれは高感交々主IJると云ふ

小]の通り自分の体記でも書く抜な心地がしに。亀

井幸次}同?と静岡の焼失地で令って}J;l稿を服まれ

に時一寸断倒臭い と云i、気がしTこがどうせ他の伶

い方々の1倫設のつまともなればとJJ.って書き川し

て見?こらぼ自分の:.J::WJ'Iりになってしまっ?こ。幸に

して御読み下さる討T;(lには術Jj_主必としても自分で

は又とない機千?をllj(らへ7こと欣んで)1';る。此の型叫凱v山1 
i鐙麗j刈|ド二打lにUこコl以〈御御'1引叫|ドl四世l中|ドiリ_I--げると!同司時に私とelトト川』け寸.jf.怯去に火

災でR告い円に千令?つ?仁こU斗j伺!I昂予引1;1，同J吋'，jd打iの方んにi傑架い向御lけl川，;J寸d仕引叶.↑仙，.、
捧げE度度主主.い。

"1!l1i恒産1f1gq豆心11 とは孟了ーの既に数千年前にl喝

似し仁川ーであり、活/>Jti4l:の居合三度防してιfー
を大ならしめて府る。¥dr~ :の令 ~tì め 11J~lこ近し 、 'I~'J

常に .%~Ji~遊ぶ、後 1 ]1ーに合すやりく:t'ï1hj~ :<ì~:とす1Ii

に接合の傍に合す、。lillJ即 ~i{妓するに ~ll -'~I0IWねN

誠進退せり」之即 1 11:に A;: 仕上三三~のまえとぷ」、。立に

f 1:の生活にwふる影響や大である。我7{勤労附級
の望むmは先づ少くとも我家主?所イjする事であり
狭くとも庭の片隅に我千lこかげし花伝、以Hドを必

しむことであらう041:は三).(足らすの徐にでも、

浴ぷでi.MlJ.、各は南II~Jの徐に 円向'1'っこをするこ

とTある。それ程人んの望は|託ましく、 1Mもそれ

でいて 、 111'，:古に困 ;Y:íUJ; 1Tl、のカ ;i 七宅を~1与ると Ld、

ことである。各ともなれば如何なる片田oの茅lt~

~司Jlいて見ても 、 l段かし、日 lí'J に娃密政いて、 Jd\i'i

引~U、て仕事にいそしむ I' ， WI:を比るでめらう。それ

等の人々はfことへr'i:しく身には組版をまとひ、r1
には粗食?なすとも村々の人法のII¥Jには何となく

1~J統的にノkぃ II \J、 惨み込んに長閑さが溢れ、 剖を7

YUこ詐りでも さu;r;を145しんでた}るこ とカ句作るよう
な訴がする。鵠の持と j七に起きー " のう?到~ j'へ

て }r:.~ 戴い てGI!? るとも 、 話çU告を:~~ぐ l立 、 各[ま i民か

い、いろりのある1Huあればこ そであり 、J1は冷

い水流るる究のある住民ーがあるからである。

v，30 

思 ぴ 出

石 井 本
土iq
 

夜、の生家ーは*京を北へ 10~設~f~ 、 埼玉の版バi と j_と

ふ貧しいnlTにある。数 100戸の家が、南北に走る

数Il¥Jの辺路の剛(f!IJに数1I¥J1立後退して匙てられて居

1) ¥ (，/1.'1:(ま今では此の前庭で萎を打つこともあり

穀屋は此所に依をも11み 、 自開Ilitt~t立、此所に虎狭

き迄、 口 ~(~\TI[を並べて }，5 る 。世ーは此の1・~j也に rli がに

つにので}J;[rliと云ふ?こそうである。手千家の放j也l立

大ほ奥行力;--llIj]立後方に延LfてY;l'jl''U，i:~1-:ll i'?'rで*Ul

や必休と J却をして)~る。私はノj 、製佼三年生の時、

JRh(へ1111てから、llkrllや30数年になるが、戸数と
て.tHへて肘るのは10敬戸足ら子、'，zl別に取り域さ

れ?こIlIjで今も-ii-と縫らない。主さってん}るのは、 10

敬年前から'1ι'}:Jがついにことと、 iHJ'人カサ弘、時
代の人になっT二位のものである。 1，1-'.(こー-度の金の

弘参lこ1"'II，(iする時にも、なつかしさは身に惨み

るそこにMcれるやり;統の!12(かさに J}もJひも I谷ろげ
る。み;訴の (1:の 11未~:f1. tよそこ l こ j必す，るのである。

111:(よ如何lこインノレ時iにでも古III"Jlこ物1i1がIおくて

も|本|ることは、 1111;]1と III:J版t::カ:、¥Iliのイj践にはー・
I'~Jもさりが比えない。 それは[-f)¥::e 1:とにプビ分税し

める人川本米のWi::の委であるからである。そん
な )r-{分の (1:官の1I出もに 1 1I f~私は現(r:では告もにしに

し、 Hil に千n~r く }J.'， l、。 }J;lïljlllj は火山から、バ-l~じが紘

と f7i-越予:Jj~の分れる股の IIIJ)，とにあって~とん、火山・の

Jくの僻のAruと卜'.Id:の川にあ1)H~軍事より弁 1 IH.f_'f:. 

の所に(I:る。:f1.のと|三次はIIITの111うたにあって柴屋で

あり 、 (出 Ili，;'，j参!W3代か41にかおれ、て肘る}，i;

でIF.1こそ ft(i~、て)~}るが、 1'14fi !lJ の";，Hまえ主込よであ

る。~には~あり布liあれ桐あり、茶iUIあり、新

月三ありで、:f1.が子w・の頃吸ってはIILられ仁川の本
も、ょにに伏ともなれば?こわ〉にltるのである。
そんなi1:七，i'r1)の l!í~;J誌な 11I fを氷~jJlのような、大阪

のようなん郁子?の111にっくり皮いと思ふ。イドとも

なれば若手はのびて中):J'/;;:つめ7こく、泌くにつつく杉

の必の ， --に~f:i_?}:胤、仁川J士が比える。_Qt立十1・(Iu'

J_:r簡に、7111仰の怜!まうるさい。 tLにや即時1:I:iとは

よく去よ、1:もの、秋(ま、 〈つは!l(、すいつもよ咋



のiI!:::;<持や、土Jをし?こひ訪つsれる!ltけらもなつか

しい。 そこには自動市に機れるj心配のないillrt告で
了.!J1;は保身で r:!:足で;h~~ね~って)~;. る 。 子J1・の 1i(j t ま

飽 〈 迄赤い。そ んな剖色の子f! l・ ~ .4-(京で1主ゐま り

にも見ないのである。

私は1:11合と点、京の比較を心、の '1
'
でしてJ，i}tこので

ある。私が一一ー一一一一

上京しにの

は/J、感佼3

年の時でÍ^i~

，fJ，!t立、ント;所

の北川lIjに

J~~- ~ .)主めf.:

喋hl~始め

?このであっ

1:。明ifi43

年の大水で

11ijの3つ日

通り にし

に?こりがhl!

1) 7!O;.J!il)，'，;j 

迄i止し1:。
什カ;21~干 l こ

む起して、

i.kのり|ける

のをfSつよ

り外は責任か

っ?こ。 7Jえが

li¥る日与lます

こぶる 日1.< 

リ1<時は)1ミ

iitにm;ぃ。

以 1...:.の 卜ーに

;品

"，'処

@吋 f青 r 耳'~:Ilií'f元之官l
ill_崎一間引ψ引

一一一一一一二I!j~!i~止」笠立盛一
-主 防第 一 回

本f'If~包町信1む ';<j ，，'~1恒1町，昔E
~a.::Q.1.司苛d包

両
副
午

抗

出

日

=' ¥'岳手盈t
ld 'l，'~j -!It予L曲 三;.，Y陸場面

吹タ官 zo'¥' 
副E嗣 IA"i'i:tr 
生面 2.Q7，時 %ニ悶

~..司ム 'ち円、
.ω1':" 11 r:(-
正司 μ~: 1ft-箔三;週

;年を し て 、 l;~~~ 主ね 、 床上浸水に ViiJへ fこの ではあ

っ 7こが、 こj象迩!が外れで ~~I~~ ~j'前ら しにのも共の|時Tご

し 、 夜 '1 1 にム~"1が水"1に終ちて大騒ぎになっ7この
もその時である。ビスケットや食料1171が;J;tll)J舶の

"ゆョら 2附の窓に投込ま れて、投tnね?こナッ ト{
の 1JJが屯kJj~に ブラ 下つ ?こり し ?この も シKtごに忘れら

れない。 大人が大騒ぎを? し て肘る I-I ~ にも子供述は

汚水で弱 り切って流れて来る担や組合取って大喜

びであっ?こ。 それは大水後にH1}.:1交の流行するこ と

も);11らなかっ?こし、 内分の家のj!k地が辺路よりす・

っと低い?こめ、人の次よ り蝕分にlKに段って舟 る
乙 è ~却って 01~~ し?こりし ?こ無邪気さであっ?こか

ら。出2I，';;i!のようなあ まり g，'(<も 1!\~~ 、家に 、 父母

弟妹、ムー"IJ，iiU叶:ィ-数名が{七んでいてど うして、
皆抗，jよ、て位以である こと が11'，:，1<::ょ うか。此の家で

は、 2 人の !{i;~ 三次々 と 7\与でりえつ ?こ。 そしてrll泉校

三年の頃、 父が必る!肢をづ!とつに時、 :J~J，必か ら 数111]

1維れ?こ長同町の点i主尽に移持して丘公iffiを止的て
しまつに。長岡jllfの家はおrn1;，品!の泊りで家賃が十
三間ノド、日常りの.'u.~ ~ 、 じめじめ し?二次ではあっ?こ

がその後幾何色無く 、;，(_がよミ快勝胞に勤めること

になってWI斗;~ 、 f:Jと五人の 'Xj刻、と一所に住むに

は¥JI]に扶くも1!¥:，かつにし、住めば愛7Tfもあ るもの

で、そこから;[1.は I~':j ~t;'; l;.f:佼大泉へと泊与し ?こ。そ

のI;Aの本iVj-(よ、 I:¥:jが少し降れば、下/](が泊惜して

大@-"-/I'，るのにも、目安注水にb去らなげれば/-1¥られ

なかっ7こ。圧にならないうちから蚊や削の大1洋で

M、11)抜いにもので、?こま に;勝目でぶめ?こkしい草

{ヒも 、 物+~:~: に '，ì(，:べると 3 日 と ?二、ぬ1\ 1 に体制で

あliれてしまっfこ。そこでは母をイJJめ¥5'州訴になり

肱で、彩、がろ;ι業後、1草liJI胞にぷliiEし?こ大正12年の
ぷに小さ 1.;~~~は 1IÅj ~'-{ìして終ひ，五月 には前j大の­

/'Ic: _~t迄になっ?こ泌がIj仰の仇zで辺、逝し ?こ。皆が病気

になり勝でみつにのは恐ら 〈日Jeも磁に岱らない

じめじめし?二次で、組食しにせい であっ Tこと思

ふ。ゾL}心百]1:特にそ うに北側のl暗い問，犯とドの州宅で

~らが，口、を引きょj)(る数刻ぷIに、 ;[1.に 向って高年筆をT

DLれと云-つに。その頃は百年' 1\はず々 に はよ~jmで

にやすくは J:-Z八日かつ 1:。和、がや1~ するのか問い

に11寺に必はJ71陀ばしばら く休明して、}J;(d;・八行き

t~: }止で人:JI白 ~nWみしめノr: ら{住民を取り民すつも り

で、 -j tのj)î'i必然のま~ I"Jかを，':':<のにと云つ?この
そ先へて).!+る。出の思 も ï'，:lc~Ú!1の土石?汚へての乙主

3 t VI 



であっ?こらう。その必は~~f'{ も陥絡に l i'ijに 令はす，

科の打つカ ンフノレの注肘に荊と岡ひ乍ら死んで行

つに。そして飴談ではあるが、その前年:在は、そ

っl.tf-~の相に入れられて葬られに。その年の 8 H

瓦f本石川リmして父母弟妹が打揃ふて十数年振りで
弟の某参を波ねて181市に島市行しに。そして31日に

師京して、翌日大正12{ドのあの、大民災にj品ひ、

被服廠湖、で、母UJ.ミと弟の3人を一度に火ってし
まっ?こ。私の思ひ11'，の'11で、大正12(，1三は家族8人

がの人になっ?二年である。イ1:日がイ~1:ti生であっ fこ

こ主や、*i1fで焼け易い辿物カ:一杯処ちj，jiiんにと

云よ、Tごりのこ kで、私 ー一一一三且史主主主主肝，

がこんなに迄、古みを

第四囲

山とえ」、 J~Il.rll があ

るにらうか。'11，;主

の魁みのおとは云

へ、そして紅11]:の

節約のrsとは云へ

i!liわせる事がII'"sf(l:。そのl111こ了イJt7');-.J(守と府八

VI32 

て止むをq~十!日1砂町の家〉家賃251mに移り 、 次に

仲町の米(米自宅30悶〉 に移り 、昭和7年現在のj戸

11ITの次に!多つ 1:。ノトでは家族 11 名の大勢で~~~、作

である力九 EI '，::~.りも極めて良〈南・下りの i同斜地で

排ノkもよいfこめかダfiど段x-とは波交沙であっ?こ。

私は米1':*京に川ょと舵める人があっても捕手11

{t>出If.れ?こいとは忠はない。それは幼い頃の思/;1'，が

なつかしい行りでは無い。*京生活の千Yb記に打控

がれfこTこめ色、」↓〈京へ11'，ては日)'(;1::土とに親しむ
生活力;、現(1':の牧入では到底11'，外(1;'い:nであっ
?こ。大正12::ドのμ災から今日迄.米京の復興の姿を

見つめて米?こ私には郊外ならば知らす¥蓄米京di

こそ、 16/~三i三のノk~'Ii¥j{t>、而も IHニイドを、自分は轡脱

出で卸jめさせてiYひ犯きた行政が自分にBi!へられ?こ

第七回

ニF昔千尚¥:11

1':::迅1 '1.刊タF
ot. '1'- j ~'? ~ 

t""セ l ，f t' t-有 I.~W :!'可

4司今'i'!t;
111;-:;、、itl与 l



凶l~ .. ・般が、 イセに封し てイ~!:ßíiÌ~であり免~r守党であ

り は し ないか と思ょ、。来して自分の1.1=.が術~l三 1:如

何か と 考へて居る人があらうか。 C~分の貧しい経

験からでも 、問民は各自が自分のをt~ '~};;"Ë隠fr して、

来して、それがi主として良いのか惑いのかを、判
断し て見る こ とがJ~;1')5で'ある と 信ーする。そして語

いと決つにならば、どんなZHliiがあら うとも、総
ての料Z営絶ち切ってー・刻も早 〈位以の?こめ伎を援

へなげればならばい。成は改込ーしなりればならな

い。それよりも前に同家は如何なる場合でも佐1.&
Lこ到する12:1"策を常備して居らねばJぷらない。新し

< 1主主?法る人のおには凶の手で~当地を i5J~~ し、部

'd'i ，;-I';H:やr.1o:'!t1j整理!を行」、は勿論、住宅の制;¥，11の設

;;-1-に到るまで、 指導し?こり十1 1 ，;去に呆る ~，2i!がある

し、容みよに而もN.い位宅をq'Jられるように資金や
資材のI!I:市内:Jl:非:必要であ る。金がめれば白ゴJで

やれば良し 、 カl~い人に 11政 l(fで羽n助金を川しでも

良いと思ふ。ぞれがfことへ何倍l凶か〉らう色、ジと

して存u'べき 金では責任し、主イ，Iす'る。 1，1;:11亡のdftでも

が自分のfリ?イ{にか〉る良い次に{Lむこそ以後の11

肢でなげればなら ない。コく低lこイ1:るu宅に);;tては
住宅法の ailJ jととよとが}j(lí行による指導 II:g~ /~ "~の必要が

!Ji'j感せられる。

自分の米し方を~1í'みて、 1J:み米つ?こ1J:rむを忠ひ
此fJ:な :~iーが止17 ましい ~*iへ?こ市を、 H'~j氏以を雌れ

て下に、 --つJ;: きにして、wベて此有:'~~終り!主いと

ェV-;へる。

1. 住宅は各l止併i手に所イ{せしめ度い。

2. J込い性討をにやす <iJI:給する方法営陣じ度

L、。

イ、s:.μ、性古とは

A、 lヨ九ーと こI::~ に 五分組み作る家と 59也 を

を保有する。

B 、 析し 〈 郊外に j極地主?悦び都TI5" ， \ 1 近、 hl，~

;!t1j整理を行ひ?こo_I~. 、 集図的に住宅を

供給するこ とも念務である。

C、前項住宅地への交通機闘を完備せ し

U'o 

D.-住宅法の11i1J定iこより既作住宅の指導!泣

行による改ij!iをなす。

E、既成都市内の桁佐治障を格巡!しアパー

トを以て改良す。

川容易に供給する方策

A、I"xlの手で資金資材を斡旋す。

B.工事施工に従事する職人を門教育し岱
司王i1がお了l:tこ心地よ く工事!日米る様に
する。

C 、 |勾業家主、や地主~取締る。

D、ロllj民主のJI)(~ýiをなす。

E、;辿築大法のHjlJ'.!~をなす。

3. 1攻Il(の指導

イ、 ~.'iIÆ4.灯l:J~に より小泉院 lj' l事佼 l こ於て Í:L

の差i百;~なす。

11 、 一般凶l( の Ji1 i当q二位る 1-1:'信士l!;徒指導，(~・を

，f;tりる。

ハ、位築制 I~知事i 含|別HJtし、関般のill築技術の

相談にl也す'るの外簡取なる併記入封家主

コくは{.，''j-J白人封地主等の紛?を~);足立1ーする。

ニ、各市!照句にえt築制係汗は週間を巡り各府
1係に|お}Jして、住宅を?イ・刀め各Hi.ili築の指
導に 'l~:1o 0 諮り (15.2.21)

肯~!(Ir， ':1勺r1H品1; ・ ひょ )"jll";2 1l<W' t;:!'，y!ぷi'{

満洲に於ける住宅供給の賓際

1. 柿"

わがil:~ml l，'xlは建同氏?ご十年を 川でない {f\設時代

' Cèわ り '1三ら 、 然も現{::=*':正新扶 ' f.の必設~ ~、」、日夜

l'i米合i-iの:人;使命全?なひこの11""'Ji主成の?二めに ~'xl

X線 )J ~集 'i ' し て主主々 多J.tç多端のi立を /'j;-むべき厄

嘉 f
t

、
戸
」
4

・
l
d' 一一一一口

t
ql
 

大なる秋にある、従って平時にあっても世然問題

となるべき11:'と問題が狛一一月号.f(iJlIをi]、げられ極め
て!i~;.Q ぜる i此 内un :垣どな りつ k あるのは35し I-~.次長

の事と ，;ふべきであら う。

，，，: t:ï大者~I '"jの{ I :' c;川!也、 ~~'L U也の 11:' じ問題、特殊
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工業都市の住宅問題問境往設に f*よ、北1~(~t :jy;klii¥'nl 

の{ili宅問題等各々打異性を引するものに到しこの

非常時局としての諸針策し叉日本民族が此のi北i

i'JHに於げる先制i民族主協力して行<_I':lこ於て生十

る諸針策等多方向の問題を詳全!日に 説明し ;~~す事は

仲々 見~l，しい ~{.である。:ìf!Ji政洲lこ於:ず る tl~宅問題は

満洲の自然府対l人口と内地よりの診11二人口をj前例|

問綜合立地~ I 設に有機的連闘を持1こすことに依り

考察さるべき重要性をイ了して居る。

最近の住宅拶1¥底は主と して之!:激なる内地よりの

移住左手主的機構の鎚換に依る段付人口の都市集，，~

がile宅建設と相並行せぎるに依り惹起されにもの

であり ff，JJt上今後と !J¥jl!も 日尚経済紐帯のi1i閥ド1:に

規定され?こる生産i僚はが主主火大陸lこ砂設せらる〉

傾向にあり、且現，({生産相1/'1も各ノ吋日首の附j易工
~" 

場の塙建を?要求する現!Iたよりすれば往々{I二七難問

題は激化する の過在を辿り然;m~;i'f さ Y るものが

ある。

内地にてJ:P:'rh;!工場その他の配世において一般I[_

地保件の外に刊に作]ïiU:~司 i山上i位向、，ìí~ぴに人口政

策 !二の要求及び災害局限の必要より工場の大陸jili

111 を、地方分イri を|品|る方針下に新規~'I・21工場ぞ努

めて大陸に込t!i'，せしなると共に京都、阪市111地方の

如き大都市医域には極力現住以 kの工場増加を¥Vj.

1[-.し労的行をして可及的に郷土に於て生産に従事

せしむる方針と灰聞する。

i出?ご宇宙4体な方針であるがii~，j訓I ~こ し ろ 、 支部にし

ろよL拐の新説と共に従事庁の(1:'-8は必然(I"Jに新築

されねばならぬ。

然る に{r-:ボはともすれば生産機J品の抗プヒ川資材

は第一義的に供給さる〉もその生産事去に従事す

る人1mのlt'む資材は引二義的のものとしてお・泌さ

る〉か忽諸に附せらる〉場合が多〈 その自に折jfJ

の生産機構η効J /J性がだ分lこ mJlJされる ア1~;少〈し

て低U，'Jに終る可能性が必められ?こ。

物資力:京要な る時代とはi-1へ人 /111の :'j} )J を出!l;1~l

すべき必要なるポイントを :fn~ t:~l しては生産ij'~/" 1 の

能率は低下し、長!日l必への|耐久性は全 くmHせら

るべきもの?こる はJ三~.;:の 't，.(， もなさ JWで ゐる。

即ち生産機t{，~の行+t.~(I"J(tAとして /I，'t_;古11r"Jヵ:公
設さ れ、 畳間'/'1:を川県さる〉ならば尚1)'1/~こ於げる

車製Ii主義下lこ，i!-~r: t; iI~ 1こす.'j:l:，J也市 -- .~:><犬、 鞍山

撫)1師、3!日州、 i1H本手一一ーI人.j0)1Y七P8:.1itま少からすユ

";134 

1ry~次さる〉であら う。

政府の公去する綜合立地~l~H:の方針と して「国

家永遠の;1J，'J正11(1')設展を計ると同時tこ日出iをー踏 と

せる綜合凶力設時の住前に従ひ国防:ill~に資/)1，i開設

の緊2:要請に)，H主要諸幽策の完遂に資せんが潟

接境地域との14品i併を考慮しつ〉捌脊及び資~" / の集

成に依り綜令立地(;"査を策定し以て:i:J'諸凶策の地

域(I"J配備又は京//.11的規定を行はしむJeゐるが如

〈図¥;1ρMzに資源開設の緊2:要誌にJ左〈主要関策の

完遂を控f与する?こめlこはi也地油業、泊地:適任の原

則に従って凶次生活を最もfiEF容の高い ソツのない

もの即ち人覧nの生i?i5~'L\]をよ /'接的計主性の下に惜
成して行かねばなら今、その10に産業開設戦士に

宝Jする衣食lGの応j沼化は会 〈所望の成'*~期すべ

くもなく .1Rに聖戦下でゐると言五、震に全てを犠

牲にして忍べとの主旨はその高温なる思想に拘ち

する現立は逆行的現象を主し、日本の偽~I詑的支q谷と

1，;;られ?こ家族:I;IJ1.立は破壊されんと し、 ill徳的制念

は表返し、同策遂行. 1-:の 1~1'~~&や草1:令的悲:詰:IA~II~H~

ぅ|七する慌がありはせぬか。

I市も現時雨1:千i，/"l!勢は、世界的勢は日ii向フロック

の生産力蹴充の ~~l :l;IJ し、凡ゆる生産I\JÎの低迷l"/1' 

さ?自主Wd化泊{i'(iilこして商法なる合212の下に遂行

されねばならぬ現J伏にある。

か 〉る史liよりして'1:く食{.i'三Jj;tWJの、:;11拙主義よ

り の隔，~t(主会 < "U:令桃l設のバランスを，: 1!l~ '1~~せるも

の主百五、 べ 〈 ?:然物助~ I'~J ~: の!;1'~-" :白iに持ち米 り人

材の可及l'I"J，k*fitle、批介ill1患の強化殻.J:J)jを朋さね

ば1ならぬ、 じ汚へ られ る。 i的洲にては次食{I j~ド最

も年くから出川性をJ必し?こ(1の分担fを解決すべき

伏命を ;'!i~せられに il:!'1iJi-l l日産株式令iJH:が設立せられ

政11冶立に!J例z令;1¥1:eの射術なるIbM係に於てjlKl訓の

前途を紫し まれ、 一般からも )lê'i ;~ な期作~-l守 fこれ

にるも -{:I ;宅資材の入千囚 i:íI:と I~ i ょ、致命的昨害によ

ってその 一部の繰り越しを除iょなくされてゐる千i

4主である。
か〉 る 'h\!~砂は I"Y./l\':ff;';i科技 )J~ の)，~本イi長 (' 1' ， 1 '，-・日も

0..・み，~ 3:: ii~f'~刊;とは訂されき'るもの にして必然(I'~ に

政J(.fの1=Lセ!i:]足jに到する i崎京(1叫，l，i韮し と );;ji~のt農

村山f~ ~こ訂 ， :::0民化及住宅史資材の確保と に努力されね

ばならなし、o ii'liして)_))庄住宅の今迄の成果を提示

し本年度の ~l ;nーをまv三す る:;;j çに依り応売の民依命

と;l努'Kへの殻民形態を示唆せん とするも のであ る



第 I表 (割;市に して凶見懲役 lι重要怠↓!とのゐる都市し めるがこの対I土台EZーする〉

金浦主要都市人口表
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2
2
2
m銅
山

鳥

取

色

札
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一

前 人 11本人

282.6:¥1 I 87.059 
117.269 1 14.357 

87.232 ! 9.654 

65.597 ! 5.162 

6ヲ.361 I 31.941 
394.847 i 37.889 

176・175 1 34m
670.4&3 1 113.824 

1弘 675 I 3<1.013 
8:.516 ! 5. 484 

9('.602 I 27. Z84 

150制!
44.493 1 

':9. ol3 I 

9ふ141

15.515 

第 2表の I

主要都市人口士宮加表

都市名 制'J)~I三 l 康に:\ 5 & 1三 1，;h~\ 46ド!
~S 五( I 404.131 I 360.29"/ 310・000
.1"天 ! I 772.0171 711・674
戦 lilI I 120.23うI83.514 1 
初 j似 I I 214.670 I 162.230 I 
鮒 州 I I 104.935 i 108.218 I 
0 口 I I ¥59.470 I 161.903. 
安点 I I 210.759 I 204.382 
本淡湖 1 1 66.3841 30.467: 

通化 I I ~2.539 ! 37.076 

TF 林: I 132.279 I 122.585 
8:l 例/ / 26.237/ 25.010 1 
延吉 I i 28・824I 礼 023
11庁 間交 :467.483 I 457・980j
牡丹江 I I I 
* 安! I I 1 

北 安 I 16.437 I 14.335 I 
fl~ 木知f I I 70.746 I 500・17I 

:!tの f也

884 

..08 

48 

352 

32.885 

46 

1.033 

43 

II 

44 

6.804 

<.564 

7.847 

9.815 

3.2b8 

都市焚浜の ーlor~1 

: 政治の'1'心昨'r!i
i m-i工業
: ，lb?前の司 心、その他

i jlfj妬民地，
| 硫装、 その他
! 商工業
工業、交易

政治、商工業:

的業

商業

コ;染

60 

7 

66 

22 

2.706 

交易

交通の司1'.1色

H百 Jts
政治、商工為

政治、交lる

;お業

民.H;i}J;j色

);1 ;裳

jJ1:;f，:、1"リ色

政 f{i

政治

.C ;~ 
政治 í~qYt 

折 々 日台 市 1 I 96.806 98. i 75 
J足、 irrjI I 1 ~ . 534 ， 

オL )約，tI.I 1 ').6)) I S'.I27 

I ;毎 枚 目fl i 2lM2!臼
主派刷 I 1 r.. 6') ') 1 11.:2(，0 

第 2表の 2 各地住宅不足滋 (6イド5Jll汎(0

I (.t1Þ. ;~D (不足数) O&:f.) (不足倣) 1 
i 新京 氏835 気~ )1'1 1・000 i
ボ天 (;.660 .Q. 新 800 

tN }lJ(i ).980 'l.~ i在日 400 : 

絞 I11 4.580 i 114 J'!¥ 760 

l宮司工 i:r 300 延 古 400 

':::~ 1 1 400 ; f-I:てK?Ii 1・500
本渓 j，¥;J 1.400 1 ~士 丹 江 2.000 

安J1~ 6.260 承徳 200 

吉林 l・745 I ~， 1iι 450 i 
済企 ß:~ r..;f 680 / 総 '，i!' 42.290戸|

35 VI 



)1厨序と して全i前の人 口問題よ り作方而を汚51して
児?こいと忠ょ、。

n 金;高の総人口及密度
漏刻'1~主主~医i後に於て同家的形態i'整へ?こるもの

にしてそれ以前‘の村民地1'I"Jftíi ii'iJ t主人 11 1' I" J\ こ今~Í'q糠

絞されつ〉ある JV::態にして、所;i!'lf"J地より の移11:

人 口、 ム引1よりの労働字「のJ多化等、円然J~<ì)JI1に依

らさ'るf!ii・のAn均守力11をJ守ってゐる。

即ち その哨力11分イliはその.lfl')JI1人口 の生爪ー rl l'l/~ J[i長

率に依 ~ili成せられ別ぷにみる如きもの t なつ?こ

のである。

市 し乍ら郁二次抑制十Ix戦の勃設に依り修正され

?こる産業 5 ヶ年計3目立に!戎!土計.:H:~:依り全11捕の人

口配位はiはもイ'i-Jll1(1りになされねばなら今、これに

作ふ住宅fI\j lm も必挑，'I"Jに他の7下 要附Jf~e銘打?これ

にるものにも冷して了日'建'1'1:を持fこしむべきであ

る。

こ〉に金制の:i::.要民族の士~1}J II に lゐlするヨラ授が

一一一J引1:人 口、自然哨力11人口一ーが十1:宅問題の泉

本I'I"J前舵保1'1:となるのである。

~2 衰の 3 ・宮陽電tifd:~武見居住獄;R (6:ド3)1) 協利'Í'ìtí・t~本認識iJ jt

仁一二二二17-:ー一二:二二二-7-1二二ーに一!i 〔詰 ¥ 'i'r針 ::jiJ i ll : Z!一五一五l sji 

1 " 1 2_396人 12_ 365 ; 1 i9 ， 2_ 048 1 1.277 1 1.715 1 
I 11 I --"(24メ〕| 〈乱7Y.)! (1・8の :(20.ぅ約 I"eii・6約 I，. e;7・2の 1 9・980
1 :.V， i 1.491 i 182 1 104 12-i61 1 341 : 280 1 
i ~約 1'-o8.9Y.) 1 '-e35メ)1 ω ! 〈53うの l M ; Ml 5 166 
士三て~~i-!竺 ___ I _~ ' ~4_7___ __! __~8 二| 竺仁二1J:6ï竺二1202 - 11主]
・不自然住居の重量

l-iiJJ-I-l-E一三二|ー_1: __Y_J_ア一二;?-4-一一三一一一|
不向然佐知 1 5仰 9ω ! lω (22附 I 261 (37.4の ! 958 (29.8約
自然又{土問 ; 1.268 (70.4の ¥ 555 C77.I'}，の i 437ω 6Y.) I 2.260 (70初

μl一一一六百一一「一雨 一ー「-6仁一一一「ち7了一一一l
第 3表全;清人口に針する都市人口の比率 (康総5if'-) 

人 IJ歎に依る 都市)JIJ 都 市数 | 人口(芝、二次黒川〉

1 810.465 

1277.952 

1614.746 

2ZQ2.6<:5 

2322.880 

2371. 972 

凶人口例 301.503)1こ到する附!

2.09 Y. 
3.30 

4.00 

5.70 

6.01 

6.14 
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t(í 2 災の祈京の精力11の限度は1]:{~50 ， 000人程度

である。白人はその2iJGであるから 13，500人粍!立

の日人増加となり lJiぺ;;:;~ 4. 3人組皮であるからゆ

く3.000戸純度毎年率!日没を要す。然し乍ら現千五迄

の不J{)技力 QjJ 1i:'・ あり fl .つ住宅不足のおに家族主~IV子
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ぴ'/11せぬ¥'11.J才J11f-Xヵ:m-i::，・ある筈であるから此の
F目立では }IJ正日 1:宅自1fは綬ぷ11 されぬ。1I'1~:'1三ïtj ~出-局で

は6.000戸を3ヶ年起設して此の問題をjrrUf'jせんと

し?こが、 fe材世Mえ土地加のn危ぶまれるに五つ
に。そのI-JJtの人nJ.yiJJlI率が果して数年後!日トず:



でJf!))!iするや否も危まれる。之に針する対策その

他は火項により御承知u;現ひ広い。

111 主要都市の住宅問題に封する
政府の封策(主として新本及び/Í'~天〉

I見~;(Cl:Jに If.f/J;計~ .~1:1tj;fu しつ〉ある H 宅宝J):f~を ;iíèl lJj

せんには先づ渦ìiH J)J i!'f.株式内lìf:の ty~ (J'J と }Jn'~内芥

-:.t:捌 く出Jllに紹介するのが安'(:vである。
il~~ rJ+l Jj)廷は資本金3.OOO ~I;凶(政府、興銀、 *

邦 I Jl， ~を〉の判妹令ijí上であって、 イ引iド、宅恕沼;流;没定と{引作|じi宅3資を
金融;江泊[註立一及及びf引|ド:宅の哲管:皿(委I托uを?合む〉 を，なすを司事4 
J常'~I; とする も のでゐ~ ，、 政!府f白リの[代¥:1ハ川|リj行合 <{刊|ド:宅主を「政

)f山L内白川'.fハ.勺1:'，行"

のが;Jj脆伝行しつ〉あ りh、f1i ノ今I'(は立J引?宍、吋h洲:泊白のて1主ie安打州川防l日仕I¥'d川'!リ市!ぺ山山Iiのー-fiy，z

，[1;宅ぞも担;，支しつ〉ある ものである。

J)}P~ (illi!:の前身はた徳公1.-]と糾し、ー人;";[i分の3

12:まXJr京に於て肱行せられてゐ7こがJ:Jf出5I， I~t，:~ dH 

j刀斥株式介ili!:に改組され京本金も 一回)10-(，':，によ合力r:

し、そのf支出iこ 2 '"下しかならないがその忌f'~'~は;歪

年;年しい与?を以て:Jl~111l~なし、外間消防!の f !・宅建

』立政と n!!~l し ;!~~iJ'l! 問の物(，ll:f\~'伐 7J1:t'がせるもので

ある。

第 4表

康i警5年度政府代間官会友房i!t.住宅提設戸数

地 メ1'， 代[;)/t守1] [rj i:Ji i!.: ~ 2. 
一一一

戸
新 Jj!. 8ヲi

銅 州、l 100 

ヰし 関 屯 日45

{，Iミ -ぺA、- !lir 208 56 

王 手，リ雫a 閥
18 

狗 (I7'-i:DI 
孫 事さ 65 

延 仁1 69 

沼化 1 104 1 

梅村:爾 77 80 i 

I 172 4士 丹 江 I ~l"_ ~ ~~ . : .，，\ 70 ， ~必 ( 52三 ) 'V 

ImJ刈 |仙疑似I 206 : 

第 5表

康徳6年度政府代用官舎及，安産社宅建設戸銀
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ruJ:i考J以上の盤投u!''jfは資材、主t:ffiの関係 i二'ffjj包敏lま
多少8(， ~1 な生す' る こと、 íU:ilN さ .j l， るコ

E i~ 

以トーの担，;;;:~-t- ~H: J-I!Zz 0むよ供c瓦1こ!fiJJL1寸る7こめ

には、ijr:少数の(li'じ主.!1，JZe異り;路大なる11;七弘lii立
である鮎よりして必然(1'.)1こ{I;宅建築の介別化旦[J規

絡統一借りに依る大長生産が要求せられとがあ1f成

1-1;'1.;のJ:引1:，人の所得向のJ勾術を百|・り i1 ;宅~4U三割}.I~;

する健全な る針策と せねばな らぬ。

そのおに日産台示 1~ 1こ於ては~9去の如き!友徳7年

皮u}ilifli宅規絡を決定し?このである。

康r~7年度第産住宅規格表 第 7表

m tり 3ザ(19占〉ー_Iて竺竺竺:z;西B~_ì-p ~竺竺約)
A 18，8，6，6，3 I 102.96 I 2.2 
B' ! 3，8，6，4.5 1 B7.43 1 8.7 

c 1 8， 6， .1. 5 I 63. 10 1. 41. 0 

D i ii  
E I 8，4.5 i 51.76 I ル O
F I 6， 4.5 I 4}. 76 I 16・0
A F [，i~毎日現 「泣 2)

向 1}寸前りの史上自而偵の ;~IJ合は!ill汗が放地の40

% (千家〕延70% (2Wr以.1て〕以下金規定されで

あるが本年度の~j' ~ U_:はよ1'.均20 .9~ 'liíí後で ある。

J..!J忠7{F[!tの0.ト深;十:11:をなすに1::;9 Il~~'・初は政J(.f

の方J:jにより大槌15.000戸 (1戸'lIi・h平均50Mり

と し て~ I'~H: ぞ匙め、 lJ:! ;.jく の規怖別而もいこ於て昨年

f主(L]f出o{l')の fS!jJ(i・4.5J[JliJ 31...は f 6 ~Jll i ・ 4.

5 *(iJを主として此の程度ーの平均投航で計主主T

Jt~ r し Tこのであるカんドイ!-は F (6~J l l i ・ 4.5帖〉 は

ペ ーチ カ 予を設備すると 旧日-窮刊とな る錦E

(丹11111・4.5:iJ(i))((1 C (8中(i・61[J11iO4. 51[J(i)を'1'
bとして処築lii;!?;な立案し、 そのおに平均 l戸
ìlÍ i {J'(50Mヨ ~}也;必し 60M2近〈 なる 比込で あり必

(1戸数に依 り池町仁川節するの外はない。

F :ffi1 

肯3与-40Ur:司氏:免i珂 l-Hト~Il.urr京町bの) 4 (F[~至宝) 2<び6 く1~五q.) d・{f;;切f';ifY::!にある hの.壬の{也It'i1 r"J O)~"況(ーとい

集。ドl2(JJlのもので \rrb~町 b の〉

VI38 
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向参考ーの鰐におf京事天の特殊併話1:のiJt絡日Ij戸数
要三!との比率を掲げると下ぷーの知きものとなる。

第 8表

F E C B 

1庁 ~i 14.5 27 42 12 4.5 

水天 2.4 40 28.， 6.2 1.2 
此の比率数字・は全di.l;亡の総要;}く数の平均ではな
く特殊千羽¥tのみを以て計算せるが"むこ一般合批を

計上せば相11・の差i主主ナ生す'ること〉思はれるがE
及びC級がMーも多く要ぶされることは大iJfi ，~k りな

さJJ'であらう。
最大級Aの 102.96M~は 内記長で i!\llJtして 100M~

以内であってtr:抑十脳内現行法制の;f，ij限[こ依町立r築
を，WTifされ作る最大殺となるのである。

()Jl i1千D8.6， 31''';，ま/;-{I"(立'I'.JLしに〉

バ1:1 . J剤事総ーに閉しでは7pmr.;j'~l、 11E ，J : ;11: の ~-i.::­

の外煉瓦、 (在来 {土Il本E2.主\t~h;Y-j式の傾kPコ型 :十ゐ/)
1:) '*材ぬ等の各課材の規宇品化も;析手:i:(uに，n'.ミJlつ
、める。

・:1:2.況休日i!は大昔E分ペチカのめるものがUされである
つヵ :新三( ~三天!土手長1\'暖房でゐり 、 c r-t:J:了二治である0
).:1;~ペチカ合除い?こフ・ランと大同小'J(，でゐる:) F ~ 土 E
K 間以夕、同階段使用の4戸車.位7~~8戸 r{I，位を'一十点傑却;

とする。 Ct土木逃床で卜¥'1戸にで化i1:ずる4"iiii 1， .;;' 
へられてゐる。

上， i己の怨設計~t:rl~~\ま枇初 15 ， 000戸 とのイ丹市で

あっ?こ資材の入手間刻[，のMM係、よりその70YG柁度に
~n'l!!ー戸数が111悼むされ、 1 ;寓fiに汀正されにのであ

る。

日Ijも現下の作方面の生産出j係を巧クピするn!j:ムIIに

ぞの ， 1 '，の !:II~~石i が契〆jくされ.!Jxt立工事の繰延べを除14

1i. <される可能性を宅分に引するも のである。

JJjïfO:. しては資材のいti13がねli付である自主~ {lI， ~~ 
る m りの嬰;J<と封臨し作る il!; Mtt~jß めつ〉あるが

交付制l に汁じて ìll毛布(I;H- .~! !:戸数内に工事をifuめるこ

とは地没'，:;;;=1c:(í'の~成丘にあら令して、学ろも'd五MJ" J

に資材弛件lこ現力をMAすことこそ ')1吋{;:;時局に即応
するの高!iiIt，!1てーあらう。向新J;{(ボヲミも大!i~ni]flで

あるカ;)は従，~~は敷地の準備の {I'， ~~てゐ 'r:場所に

払i文し似つ?このであるが昨年来，~;12llこ jf:JJI\ しに住

'UJ!築敢に到し既;没敷地が始んど什1"f，となり、判

政千:rilil:が白 ~~J fJに えí~Wìしてゐ?こit地約 1. OOOJ~ づ〉

JJF.度の外は緋幻也:{~&'\こえIIてき'るを件ない !iJ~ì)よとな

っTこ。
然し乍ら新jよjの土地は組めて乏しき資材にてこ

A 

れから ' i::::ll~ ~ ijiJ!X:し水辺、 JrJ折、 iG三L、下水下の

諸，)fli ， ~l~ な し 8U'完全治りそれから政千戸の化'七な

治るのであるから容易心事ではない。クJ:lこかi州・1¥ま
ì~L*'ii ;Ul 金千jーするがii幻こ 、 その¥Ulil'，]のよ)]i::1タ古んど

不可能と栴する ち過 Jでなさ訟とも1~1f であり 、 Il'\ i 今

は こう lì っ fこ {~i/I:~J;líii!t!01ニ1;úijj~臨んなる要求・

のおに約i1するこ tもあるが町、:疋件、、 水道、予

が必針;し、その知県iWoiJ<"Ultこ人りてiiJ:~f:; -fこる有弘こ

をYーするものである。

然も今後!ま工事fl J ぷ :iXl;白山よ好iんど イ~ nJ'li6であ
らうが放に工事!~li'd.土 m: くとも 10)J 一杯位以て打

切る"と、必がある。

dL討iJIに完成し?こる建物はスチーム或はペーチ

カにしてもその|段日は J I ::I;~~ なリJ本低下を;，iZし杭居

人の-/JII~ ;Ij'j-b 1tf化されるものである。

Wji"f-(立強ij J'i I.J に }j包 i-i ~ lti.在し fこるも粘県lまもý~ め

て不l'tでゐつ?こ。

?苦 9表

;議:州各地の1ヶ年を逗じて零度以下の回数

一一一一lプ仰ド一若手に巡-liJL17;v日開
校出l、火以 I 120:1 I 4)1 '1'句
ボ人附近 I 160'" I 4月中旬
新ふ街111の総 I 1旬。 I4)1米
IlC?fM氏、牡丹江、作木a貯 I ¥90"， I 5)1末
jirf.1(恰府間近. ! 200"， I 5)1末
ilH・7府附近 I 230'" I 6)J.t句
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木年は再びその失敗ぞ繰返すことな く寧ろ 11

JJに工事が延長:せる際には油首な る時期に工事ぞ

打切るべき ものと考へらる。

従って完地浩成が何日頃住宅建築にだ7乎を許す

かと言ふことにAきがおかれる。
昨年新京南部に560戸詐りの建築計市を進め入

札も終了して工事に附し?こ頃となり、資材J:l<1こ餓

材の入手;1':4U~' 来し、 1完に設計主主史も伐IAな 〈され

2附起CJ1ミ鎖紡コンク リー トJ:反):I:lU瓦壁の建物で

集中!段目ーであっ?こものを大鑓JJi{t>なし千家主主のペ

チカ|民民に改造し?こる結民、 2~・?を迎築すべ〈

川立し?こる敷地tこ平家主?配置しTこのでど9也の割合

はどド滅され、大l俗的雰Ilfl~，(を火しに感あり、且ペ

チカの煙突!木立し部d1芙的よさも随分と減殺され

る結果と なっ?こ。(お民 1) 

此の結果本"1"[立は新京に於:1 る 作'ヒ~i没に闘し

では郊外の紘悶住屯としてのlli所を除いては集'1'
1民!万をもってなし、規怖の大なるもの〉タトは2附

猫身寮は100宅、 150京、 200:本:程度の3Wr恕と し近

隣地単位;J~~;:~ )，~準として従*の./fi\di;( j';H:の何路

網及't地~ I" ~H: に JJI に検討を ))1 1へて現杭の事'h!;の許

す|限り将来lこif与を浅さ Yる版科占luiより研究3れ

て立案され正にその楽の決定をみんと しつ〉ある

ものである。(日下I:;;d而1'rニ嬰'1'であり木前に於て

は締切j明日の関係で琵ぷし件ないのはよ受念に思は

れる)!ltの近隣地jiifil:社;fl:は11I持ん 1.000)寸程度~

YiHiI: è し、これに小/J~佼、 生j刀工必、日川11配給所、 ij~

g~組イヤ、 dl・皆公，;父市場、11、貸出l，ijftt.瞥然、郵i必

局、 lJJ::!J~1初九日療機附その他白川~Ðtかすことの

/1'， 米ない名目ー機関の;i;t備がJす ~I~~ され2 ， 3ヶ川ーのポ

イラ {京400戸-500PIこついて lケJWから作Jコlこ

白C'l'i;して災'1';既日をなす版:十万.せられて)，U-9.. J'll 
位の 2 プロックの '1ヲ央に共同楽1羽打〈は児 ìi'!~遊間

地としての主地が1~~切され、 2 ブロック の J，~]間に

は10m~i~の紘J:l!lW1が と られることになってゐる。

な[まその外II'F{f紘r長l住宅/J;~t~H: されにそれは戸

数としては11¥か300戸であっ?こが今年ももiJl続

き300戸i十討され合計 600JIとなるものであり

ぞの~の小原俊は1I'I"if'I' に辿.没され水年は。診控所

瞥山'自民/1¥)1爪消費組令、 郵政局咋ち完備するであ

ろう。

}戸お りの~設地は200M2~300M2 (本年度の計

:-;n:の政J也は或は一戸常り多少別加するかも土日れrj.

Yl42 

い、 了EE今原案が/l~来?こ詐 り で今建物の配位、 11{t

附計ifEtF検討'1"であり|副而によって詳判il'ili¥紹介す

る似の無いのをili憾 tする〉であり 、それに 18中，'i

4. 4~'( i J 及ぴ 18~'~Î、 6中山 、 4 . 5 '1'~iJ の 2 辿り(本年

は今少し大きな現憾のものを叩介する後定)を配

分し定地カワド'jitに多〈仕1 1羽fl:.~r::の怖知に属するも

のである。

これは都心より4KM-5KM程度離れに躍であ

る がこれ合法る践になっ?こ勤償は凶務長í(カ ;1 ' :・~

をして土に籾しましめ、質朴剛健のj孔{t>設i(;tしむ

る主計ふのが第一の目的で主t物は11'，氷るにり簡素
に;県令に依つてはピ ー ズ(肢かない1~UL)で もよい

と すよ、訴であっ fこがピ ー ズの去は~':~:局 1M.] 久十↑の J ー

から有利ならすーして対nú~で1T方与すること〉し 、

はじめは5001VI 2'ljíj í~の敷地といふことも次nの貼

から 200\1:.!~300M:! となっ?こので話の/I'，~e '1'r lj~ 

elま多少の開さがあるにせよ充分紘化すべきであ

り紘!ヒしなりれば1!既定、味の ものである、 tnjも此の

程度のものとしては特に大き な影符を奥へるh!!]f~

であるが放に 、 充分の研究と計 1!ブ~)乙Q:， ';XIである。

(政J也はdl・より借11]せるものでありよ円;?り :/iJ:を花

度である。

こ の~ 1~ "Jtの完成せるものは従来のものよ り も活

カ.に策問的夫I1主をなすと jl~l こ柿々なる手IJf更が粛さ

れる主 持H .f~ れる。

以卜'.;!1:咋tifJJ.! ，;-j-~n: を行よ、取JWは，-i"!" -: !~:後 に水道も

下7}~ も!月E'Yi'する .l).. ，vtJí・であり、瓦~ trr も ~G:~~\ も JJr らし

く JA~ ，没する場所-である 、これ らに必要なる :ff材位­

f 守， [1f'，浜めて多判1，であり引先 f~とすると しても i~{品，'i!t~ l.;J.

jiíjに完成するのも 'Y~f1事 ' 1' のま~I}lj:である .μil .，.];r古は
勿，ii~Hl'i::;の-iTi汗を nってこの現H聞を決lVえするであ

らうが、此の際説。没il土地で既に;没Viilの終ってIIIち

に手IJlllし得るご1-.地力;di r""J 1こ'm'i::;イ子イ正するi'i'l，:に、こ

れの平IJ川を dj'i:~'局及び)1女 J(fのブJI日でも符IIH され、

これをw産千吋\1:1こ手IJ川せしなるj;~ 1 を附立し ?こ。

次にこれに闘する指令~記せばJくのi!fJである。

ばti~7年JltJfr京布天特殊令Ilil:4nllf.i"宅住築のー.
元的Jt:{l及に I~Mする除外例放に ñ-ilfl:JりiイJj，設地平IJ川 Jj

~ I に 附す るf!: (転;~if'f ì"I~ ~'rj J1j可)

郊1. 新点特別j↑J及市天ニ於ケJレ特殊令i11l:Cと

ニ11(¥スルモ ノヲ合ム)ノ 車川住宅ノ、)j}ktヲシテ

元的ニ恕築セシメ共ノ住宅ハ1iJ庄 ノ所有 トシ各社

ニ lJ シ :~IJ お貸/1'， スルヲ原則ト スルモ脱出 7 "1=-1主ニ



限 リ/己ノ例外へとヲ認、ムルコト。

( 1 )資材、土J也、工事能力ヲ確保スルモノハ設

;111:ヲシテ専JiJ住宅ヲ建築セシメ同;iIlニ於テ之ヲ所

千fセシムルコ トヲ得。

(2) 提供~}kJ也 ニ建築サレタル民j壬住宅ヲ特別ノ

:tJHMニ凶 リl!llt入乃至白;1止既設l此宅ト交換センコト
ヲfJi笠スノレモノニ封シテハ政府ェ於テ必要 ト認メ

ル場合ニ|災リ民産ヲシテ分譲乃至交換セシムルコ

トヲ得。

引 2 科I!iI:iiit宅建築ニ付現ニ谷il[ド於テ別背シ

jう笠!lil:¥'局ト契約1-1'ノiiit宅!日放地ハ1e記ェ依リ民
産令市1:ヲシテ手IJfIjセ シムJレコト。

(1)却l除外fylJ斗， (1 )ノ建築j日放地ヲ|徐ク外

現ニ各Illtニ於テl苛T了シ乃至rlT首局ト契約中ノ ;111:宅
川政地ハ全部之ヲ}j}産令;Iitェ提供(:丘土fJ叉ハ貸付・〉

利川セシムJレコト、相シ政府ニ於テ特ニ共ノ枇ニ

於テ-1m米スル必要アリト認メタル敷地ェ付テハ日iJ
;主;';~，-I.むノコト。

(2)敷地ヲ提供シタルill士ニlJシテハ共ノ祉対話
戸蚊ヲ仮た的ニ共ノ i肢地ニ配分スルコト。

(3)提fJti¥土地ノ!高徳7年度ニ於テ其ノ祉ニiJシ
配分スJレ11:宅ノ建設ニ必要ナル分ノ外ニ向徐剰ア

庶慢イ:主手度代用官含及
属産住宅注EiI世貝取図
p

p

p
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ルト キJJ;ノ徐剃政上也ニ01設すレタノレlii産{t宅ハ道
也・リよヲ他AlI:ノ批宅ニ配分スルモ右ハ敷地提供ノ

枇ノ希望ニ依リ朕徳8年度以降逐J〈之ヲ共ノ枇ノ

Ij立宅ト シテ利mシ得Jレ如ク措置スルコト。
(4)放地(勿論除剰政地ヲ合ム〉ノ提供ニ陸、ゼ

ザ Jレ枇宅ノf!iC分ハ之 ヲnサずノレコト。
このよJ，¥Q)也の民iJb方法は別に市首同の1件旋による
保!'Iーはあるがそれは省11¥告するとして、資材を完全

一一一回一ーー ・ー
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に所有してゐる令祉は極めて少 〈結-*は民産にー・

元的に恕築せしめる結果となると見てよから う。

以上は般地より生じ?こliiJ;，型の解決策であるが今

後もs}産に一元的にlf築せしむる方針はー!監髭化

なかるべ く今後は既設敷地が無 くなるので全ておi

京岡部建設局の方針と協力の上近隣地軍位計主に

基 く計誌が淫行されてゆく事となろう。

IV 康徳6年度の扶宛 (昭和14年度)

民健6年度lこ於て各部di共住宅問題が各方市jと

も!;民をなる問題となり これに封して政府はlE2:剖

策と して次の如き方針を決定し、MAR令市tはその

~ 6 年度の既定計主の外に約óOOO戸の新築を計主

千る こと〉なつ?こ。

住宅難恵三ま釣策

第 1方針

建設i苅授百十玄ノ塗行ニ伶7人口 ノ増JJnノ、j即時住宅難7

甚ダ シカ ラシ メツ、ア ル状勢ニ鑑ミ左，C:~:項ニ依 リ 惚念

釣波7ff.t包ν以テ j.t:宅雑ノ絞利ヲ悶リ良心/，安定、辻設

mJ;1を工作ノ 岡市ナノレ;jf;行ニ資セントλ

第 2要領

1. 不足 fi~宅 ノ 往築

A . を ?;~l リ住宅難i訟ι ナノレ者\\lh ニ企おヲ丘二叫Jéíiíij的 ニ

不足補給 ノ 般住宅EE5史'1-'ft JAlス

地域別j 上n1J\)~主築ー 1'_;íD)~資材M'i奇心!バレ、地 )j ノ 'tì]占ヲ

考版ヰノ政)r、fニ於テ之ヲ決定ス
B. 右抗告l;建設'j'(jj包1注目jノ、応 1:リ ト シテ ù~UiM産金枇 ト

シ別ニ 1立法ï1i公~. = .t!ゴ宅委員~ヲ設置ν之 7 中 心 1、 シテ

E1 1係官紙、 4き珠合日' .'，~ J Eム悟的tよ助ヲ受クノレモ ノト λ
(イ〉敷地

本建築月!i'要敷地ハ右£只合=1.たテ交;豆、7Jc近、瓦折、

fZ糸、 ー 1"Jk';~ ノ 使立 7'\';:‘感 νj盛'u; ナノレモ ノ ヲ挟定供宍ス

ノレモ ノトス要ス レハ右t斜¥:7'兵備 λ ノレ永利用地/同収利
用 7'81'レモ ノトλ

(ロ〉資材

資材ノ、"1]刻勿動λS}i:r:-I ニロミ右セル民~;).t 1 !1 ヨリ捻lH シ

満洲房At株式合「祉ヲシテle:ii.i取扱ノ、シム

ト、〕 工事能力

工事能力=付テノ、利iJ-H房達株式件批!ーニ於テ怪力之ア佐

保λ共ニ ; I~~ml て土木建築協合兵舎鯨T\i~. ;て ノ 守u:;\ / 支t~ 7'受

クルモ ノトス

(ェ〉家屋ノ規絡桜丸

米屋ノ;続行;?J:式ノ、地方ノt'l.}'t二日iJft怠Y37メT之7筒9，

経?質的ニシ成ク差迫レノレ7.!要ヲ充jEt多数ヲ ニノテ均抗セ

シム ノレほ留意ス ルモノトλ

C.新築住宅ノ回目立及賃貸料ニ 付テハ前;辺委員合/意

VI44 

見 ヲ倣シ ù~;i:fli房産株式合枇ノ経営 ヲ考慮シテ政府ニ於チ

;乙7詮議ス

2， 斡殊tfi.i:l:害事ノ飢設 住宅氏J枚又ノ、l首土ノ制限

キ寺殊一合品:l、準待殊合枇等ノ「アパート Jrホテル」等現i上
家屋ノ一括質;伐ノ、可]eZ之 7;おササノレ様1iP.1EnA }レモノトス

3. 不念Bt築ノi有1]1浪

図民生i庁l二一応&ト認 メラノレノレ建築ノ、之7'j台ij['浪シ資材JiH

午f ノモノ ニイナテノ、之ヲ住宅ニ振向 クノレ様f&佳 ス:I'， !oI(q~ レ

パ資材白日統制 ニikリ虫11新モノニ資材7交附セサル絞注意

ス

~. 賃貸償給ノ制限

A . 地方官iIt\ ヲシ テ家屋 / 摂準償~~; 7公示七二ノム

B.米屋w:"代償i橋ノ引七叉ハ賃貸契約/所有者側ヨリ

ノ 解%:ミ ノ、原則 ト シテ之'1~，な メ サル コト ト シ 之7' üノ、 y ト

λ ル ト キ ノ、後メ員Jdj官民{~ニ回/PJ シ ム ルモノ ト λ

c. :1'，-*1:トレパ各家屋ノlH官僚松ェ付調査シ不'ii.ft基111
ニテ.ifi雫λ ル者ノ取締7'frノ、シム

5， i:trt:争議ノ調停
米l乏ノi工会叉ノ、:Jt/料金t条件等ニ j.j賃貸借入|詞ニ争議
アノレ件ノ、;調停法ノ活用ェ 依リ 之カ解決/.万治7議ス要 λ

レノ、調(4'委員ノ積伝的活動ヲ考‘!怠λ

第 5虞置

l 民氏償給 /制限ノ、 Z材IJ 取結~令 ノ 蓮月二依 ノL

2. 1三，tiノ賃貸1百ニ付テモ *要綱 ヲi:V1}Flλ

b宿 毛J-

社宅、 個人住宅、 考'=j:完等ニシテ :友 利 「トl 主 ブ{I λ )~ モ ノ

=消シテノ、百e)~f.1]合、 共 ノ[也ノ 機材もニ依 リ積極的 ェ:1t ノ ギIJ

月J7'問先ス3Eλ レノ、料理JζJlノ他国民生活 i二ノ必要大ナ

ラサル管業ノ、一時之ヲ停止 シ之 '7(上宅:等ニ鴨川カ ヲ考成

λ ノレモノト ス

!!iH量建築工事ニ閥スルイキ
1. 建築設定地及戸数ノ、~jf住友 ノ 逼 リ設定 λ

A B 

AIl' ;~~ 2，000 ¥，000 

;¥'i.天 l. 000 3.000 

鞍 111 500 

誕 {七 200 

安品工 200 

牡丹江 100 

百r 4，000 4，000 

fZ513リ第]1籾 トシテ新};(2，000戸.f'天2.000戸1z"リ着手

エルモ ノトλ

2. 所要重要資材ハー感左ノ通滋定ス

規格ノ、左 / 様準ニ依 ，~

A.木治平%z建

(イ〉建築面積l戸)r50平方米 C15iヂJ



〈ロ〉採!段ペーナカ

(ノ、〉風呂付

B.資材7極度ニ節約シ旦工事ノ泡泌，&ri住民 7民治ト
シ日il周年盟主7~j三程度 ト λ (40zr-)i米以内、一一12坪〉

以上の方針。が樹立されにが建築工事ニ刷スル件

の (2)項の木造平家主Eは外部は煉瓦ii!ょと して大
部分施工 B.は結局笠現不可能と して見合はされ

にその後此の 4.000戸 の計 ;!~戸数に相官の琵更が

力11へられ且つ新京は煉瓦が結局不足のおに胞:告{I;

lととしては l戸も建設されす・に格つ?こが大積左の

如きltff:J;'むの建設議定であ りその3.000戸程度が

本年に持越されてゐるを見)伏である。

方r 京 500 (中止ス〉

奉 天 4.000(大部分完成ス)

安 米 500 (大京地ヲ合ム〉

桜 山 600 (一部完成)

~:í1洲 400 (球)

ハルピ ン 150 (珪)

牡丹 11: 200 (成)

油 化 100(残〉

計 6.450

2. H'-t;配分ノ件

1. :I;rJ岱戸数ニIbMスル1'1ニ

2.泉市迎撃ニ閥スル件

3. {:じで様式ニ開スルn
新京';IilJ岱3.000戸 (A級2.000戸、B級1.000戸)

~It B級担築ノ可否

4. 共ノ他

1. {Y七匿造成ェ伴ヒ必要ナル詩徽附

(イ〉瞥療機閥、 (ロ) ë}~佼(ハ)生市必需

!日明1、給所(ニ〉警奈(ホ〉郵便局(へ〉クラブ

2.保健施設 (線地.遊戯場、関育施設)

3. うK年度計霊若手ニ fl~ フ諸"附日援助ノ件

fよJJ.ri~\な針策の経験よりして易産台i位は工事施行

機I~討を有する必要を感じ J断~H建築興業株式令枇な

る子作祉を作り之lこ康徳7年度よ り民産の工事の

一部を施行せしりること〉しに。叉同封策より生

ぜる{J;'乞委口令は各主要都市に設げら れ地方じよ

りでは相官活設な る活動をなしイー佐む問題の解決に

得興する庇があっTこ様である。新京特別di奉天IIJ.
に於:Lも住宅教の不足調マ'F.及それに輩、Iする諸針策

に闘し各闘係方面を動日して底次議を重ね?こ。そ

の議題となっ?こものは大韓左の肢なものである。

l. 今年11tH:'宅建築概況
1. {I，宅辿築ニttスル政府ノ:方針(前掲〉

2.今年度住宅計費デ

〈イ〉既定計主主

〈ロ〉 新ニ政府ニ於テ計ili:セル全J前8000戸
計 ~!t ニ依 リ Jj正i1~へ ス l嘉彦ヲシテ控テサセル分

3. {.I沌ili成ニ1'1'-フ諸資材ニ闘スル{1(二
(イ)水道、下水、道路

〈ロ)瓦nrr
〈ハ)電気

4 . 生Iö宅資材配分ノ イLI~

(イ){t宅資材配分ニ|期スル政府ノ方針

〈ロ〉煉瓦組合結放及統:I;IJ ニ I~Mスル 111~

5.目t:給資材ヲ以テ怨築スル住宅規俗ニ|釧スル

件

1M此の委Llí~は除り閥係方面を網縦し過ぎに錦

lこ人fi多数のs審議を充分悲し;)'ifEき憾あり幹事合
の活動により相首能力が補足されてゐる。 1AJ政府

としては乙れら委員合のみならすも控宅問題にl銅興
する1r出多き錦、住宅局乃至富;該立任官出(科、
局〉を設りんとする模核であ'るが相営強力なるも

のを設りさ'れば結局繁~ è なるに過ぎぬ結果と な

るであらう。

IV 家賃の暴騰と政府の針策

建築費を30if.J~至40 ，nnlの元判償還で返附する

ものであり、これは大臨公式的のものであるから

省略するが怨築費の急:騰と従来の家-屡の家賃の開

きを知何に調節するかと言ふ問題叉建築費を如何

lこ切りつめかと云」、問題等悩みは満洲でも大きな

ものである。

大関昨年の建築しに規;栴別の米貨を参:;}5.1こ掲げ

且つ従来の家賃が所得に比しどの程度になってゐ

?こかは次の表に依って御承知願ひ?こい。

第 11表 所得と家賃の新京俸給者の現獄

月f st 高 |一家所得卒均 |一家家賃卒均

100回来的1 89門.56 
円
24.112 

200問。 164.32 30.888 
300問。 255.15 41. 701 
400閲 4 365.22 57.948 
500問。 475.18 71. 192 
600悶 4 5iO.43 77.066 

新ぶ耳石工Jl報、康法6{ド1月、ま佐山孤競民正図都官支局所

得と家賃J
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第 12表 所 得 と 家賃 (代用官会居住官支につき房産滞在〉
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第 13表

新京の生計諸君投 (r=IJ銀調査) Iぷi'!l¥61f-12月CfJt悠3.:v.平均liti¥(!)
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〈ム印滅 O~P係会〉
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第 14表

康徳6年度規絡別家賃

積 か] i月額家 賃 |問 取

l 四 1 帖

l総長淵 1 83.00 I 8.8.6.4.5 

C 47.00 8.6.4.5 

D 42.00 8.6.3 

E 32.00 8.4.5 

F 23.00 6.4.5 

25.00 8中占

~'&ì 身 室| 6 

16.00 4.5 

29.00 2 1m房子

11抗 19.00 IfWr-房子

14.00 l限11寿子

吹ifL代)Ij官合を除〈

家屋のが1¥応は必撚的に米貨のj:7J騰を来し その局

に種々 なるト ラブJレを惹起するのおl刈となってゐ

るの現i伏である。

VI46 

119.43 

65.87 

51.02 

53.49 

これに 釘 し 政){.f(経抑制1)は「臨時日:宅日Wi
(家賃〉税制法」を以て家賃の公定fil栴を定め全

i的にIL何E宅家賃の品目指を抑制 し大陸殻民の以I11t
を期せんとせるものである。

仏}此の統;j，IJ法他行に闘しでは本日夕刊所，1売の11己

主を参考に街l紹介する のでそれにより大間ぞ御諒

知願ひ皮い。

公定家賃はか うして算出.'

家 主の抜け 遵封じ

物を7Ei-ふ房王且 ill帖

除p寺住宅房 nu光市IJ法に基き家主より市首府にむ~ II~ :::れ

れ家屋氏fì: ff~絡 11J告書の総数{土 5 日現在で子l" J 1'4000~Âl 、

約26. 000戸に注し、 市公率調交課では これ等中~~.:. -~!~{t'おE

J員同の家屋税筆中長と比絞望昔日程、房.mm帳の作成準備に大
lifでゐるが税羽周辺般にさと然ないもの、礎的ミにめつでも

改 iíI築の日 rP， ないにめ、 ~1燥なif.Q償1fJ と決公ほと の差カ4

~~: しき L の、 ~l告住所の記載な いり'-/1 11 し訂'jf:の不能なも

の ~f. ~ヶ除き約2 500{i長、 1 3 . 000徐戸 に釣し最近i斬〈米ご r-JJ lJ

;主宅家jJ一覧去の作成を終り、IJ下調資"果・では~従完走行



の算定の方式に|糾しては騒々の意'，i，もありイtJ!究さ

れつ〉ゐる践である。

見書IJ家賃額 (J )の算定
J=(A+B十C十D+E)xF-I-C-トH+1 ( 40 i~~ 

4ド償還エテjt!?σ〉
A.. . ..1 戸首建築'l.:~

B......I戸'"l);-1ニI也代
A .. 6 うx .:._ x 
2 ̂  100 ^ 12 

6 5 
D.・・・地代ニ劉 λ ルギlJ息 Bx而ox 12 

C 竣功泡 ノ利息

A×A 
f4附川l日!側恥附川附乱低附i託tぱ姐凌釦1.'司仰閲ニ川 lケ})

i 
￥うう似6

10 ?￥59.95507 

C 米医飲狽ポ (A+BートC-I.D)xSY.X f="， ? 12 

E..・・不動産取得税(官総 ノ坊合不要〉

F.. 

6 " 1 J-!.・ ・ JI~代ェ :汁 スル 1) '，切手Ij}.:!、Bx ーー ×
100 ' 12 

12 

V 結語

名、地目 IJ の必設;H" ~!{: も μ判111 ~こ紺介し Tこかつ?こので

めるが多忙のおそのI!!!Zの J:\~いのをまこと i二時;立:と

する
3

irrrJ現必i柏酬の住宅政策の般本川:;_lscして人II¥J::t:'
倒1何にして{t ま しなべきか、 b~に進んで如何にし

て定住せしむべきかと百ふ大きな問題が米f解決の

ま〉越されてゐる践に思はれる。これは堕に住宅

のみの分町のnu組ではないにしろ光ー分考究さるべ
き謀題であら う。文化生活と住宅、殊にや17生に闘

する問題L史ひ[ま生活版式の問題等にJ左礎的の問題

にして充分検討さるべきものか多く浅されてゐ

る。非常時的封策も勿dí~不可 frô!のものではあるが

こよ、しに不断永久の問題こそ徹底的に巧究解 決さ

るべきであらう。

附記

本稿はまに二 とに不備でありお耳目、 しい次第であるがúl~洲

の住宅封切zのー而でも御紹介し皮¥，¥忍ひ執筆し?二of告'?III

間後二郎、 {主 l必武雄同Æilその他の諸君に多大の援助~.. ~!-:・

1 : ことを ;Ä~議Iする。 肯lil者iよ I品別lj);:f~合q辻E51止，~~是
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一切ヘ
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I 吾川従

|で公定家賃叫ぬLでゐるので、蕊鰍数U'1中川川:川川吋にU晴i故蹴占雌後

検討5をT終りh、近，々奇 r巾!ド3 に卒斡宇事4台合~.~含? 日併凶;自j 他他l~綴賀郎L 、 て委艮e合nを?招E集長

これに5絡必悶の上、房組盗4帳浸にJ登登殺、u'[に各家主に正式公

定家賃の泡:)'1.1をををすること =なつに。

目下算出中の公定家賃のbr. U~基礎{ま臨E寺住宅房組統制

法施行規則第l係、 第 2~ に基き 、 家屋税~i 帳に登録

の賃貸償給に康総7~p4):11HJ経E軍部筒告-W;31鋭による各

I~与を官~該建築年度$IJ に加算しにものを以てその公定家賃

とするが、 家屋m~帳に登録の賃貸償給なるものは各家

主において所持の家屋主党納税告知書受領訟にJCJ隊の本主完

全2佑:(家屋王誌の納税は~F2期に分納する?二め 〉 これを康

%~\4，{p I2 月 6 日附勅令第442君主により公布の 家屋税法第J3

傑による主主 (l005}-3).it'以て除しれるものが公定24民主

なるので倒へば納濁告知書受領詑の家屋主党納税受領訟を

300図と仮定する場合においては、300回を2倍しれるωo
図を100分の 3に除しれる額20，000囚が即ち家屋税翠媛

に資銀しに賃貸償絡であるから家主にオグいでこの償松に

自己所為ー家屋の竣工年皮により l約(康徳5~ド l 川円以前l

に工事竣工のもの)3制 (1菜館'5年I}.Iに工事竣工のl.の〉

6制 CJ友徳611ニ以後工事竣工の Lの〉をjJ(lへ?こる綴がlliJち

該家屋の公定年末i王であって月米従を.'Jt:mする場合にお
いてはこれを12分すれば出て来る、告さして:#::1:丞.fl帳に立

l
…附山の;技法1l'lR.3U.11家主のj好印|

におし算出しれLので、この.tUc(立総Tjlには鹿市Ii、食事l

i務所、自宅やま統制外で、家屋の民fC債総L止し1:'::合主l
|れる しのでめ る。これ等な含む家屋毛fl~ ;Þn!:去最のjiiを慣i
絡につL、てぽ勿7んこれ等守合まないアパートの主11きし|

のについてはlJt.家uーにより或は各戸の建物Z子盟主によ~:f安』

分により各戸毎の家屋主党主主1)11登録の賃貸債総と凡倣し得

lべきもの会主!H¥、それに岱該祭主主{I工皮による各宗を"JJ日算

|し公定家伎を決定するい本決定に主主しでは常 に!友徳7

jip3 }l1日におげる現ぷほと11肋合せ、これより超過せき'
|る範囲内に於て決定するも のでみる。

備公定家賃の決定に到しでは康徳7&fA月17tJ総務官1¥怖

|告知l脚恥よる康徳叩月 1A琴蹴貨を以て最高

lとするも のでゐ るが、 Uf主人にして公定家賃に呉越がめ

lる場合¥.i臨;lIif住宅房級統制法*10保により侍別市長に聖母

iし訂正の申立をなすことカ山来る こ主 になってゐる。
家賃の~;T- Jl~の式は大臨J〈の式i' t:，~l~告と しその時

々の:事↑11jを参的して決定される訟である、なほそ



闘 民 住

*'へt;，き

:iiI~~;'徒勢務者を rlJ 心としてi起つれ今次の住宅問題l 土

今や凶民住居全般の問題へtうつりつ、ゐる。住宅問題

に於げる質の間短はその抵の問題に比してI守i却される成

itのゐることがっと;こ叫ばれて知る。こ hに闘民{上'2の

'i:7に除Iし若干の考察を主ifiめてみよう。

住居の構成

il:居は生日の容器であるとはよくいはれる簡潔

な言葉であるが、之は極めて複雑な内容をナ令んで

J.，J}るものである。 建築のうちでも一般闘民の{七日

花本似的のものもないが、これ程桜維な内容を有

するものもないであらう。それは人知のi止令生f，~

のjilit!i殻展にともなよ、そのれ悼の主主化とすればま

ことに岱然のことでもあらうが、形而」‘の問題に

しろ、形而下の問題lこしろ、 ("jれの方市からみて

も続々多方聞の要茅を匂合してくる4ftーがわかるo

- ・見壬極安易に乎tド:~ <}t設されて}/rる主巧へられ

るー鳴立同氏のjt肘こ そ故も桜羽tにして京大ーなl:fJ砲

を合んで居るものであって、まことに池袋，は i11:

}~rに始まり {I :肘に終る J といはれるであら う 。判

々はそこから附111;の i li : W-1m、 人 ~tr;'，見、必$TWTt~ < 

みとる Zþ: も /1\羽毛 るであらうし、 1~，(はり外4つ?こ14l~TC

や風俗脅慣を うか Yふことも Ii'，?{(るであら う。 叉

生物入川の健号、な殻[~をはか り 多くの災害lこ 封す

る此~íili\)jj符jの乎段として術生皐(1句、れも23墜的研究

の主Jf((としてみろこ とも /1'，氷るであら う。 そして

又市』ここれらと分隊しでは巧へられぬと ころのれ

術的問題としてみること も :-I'， ~.;:るであらう。\Iiに

近代都市の設述はこれらの I I\ J砲をmに例々 の1Hr~，

に l刻する問題に止めすに ; 1 :町村pr:の I~r，蹴・は勿論都

バi全慌の抑制:から、必は附家全開の'fr..窃ーから考究

せき'るを得なし、j伏態に五つて}心ることもl明かであ

らう。此様な見地からit居を刺し く分折して考へ
てゆけは、その閥聯する分町は抗/C/Wi <、その復将

多抜性は愈んその度~阻めてゆ 〈 ことがわかる。

官二のこと・2都市計2fにおいてー厄、明瞭になるつ
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居 標 準の

...... 
Eコ
同1 英 華山

こ、に於て刊に注古:すべき事柄として弐の如き

貼があげられよう。ぞれは即ちかよう な内脊複雑

な住民なるものを計主立案する際にと られる乎段

方法に 協!する問題であLって、 前い意味に 於げる

計主技術に防lする方法論と いつにや うなものであ

る。

計霊方法論

以めて艇維な各極凶子の有機的拡fT誼がj:主局主

式i、 ltl~のか?こちであらはされる のである が、 そ

れは一般に設計みての生きに頭脳の微妙なは?こらさ

により迫!Mに各国子の重要性をJ以帰還搾して芸術
(1 " ] ÛIJ浩古;慾~)JIiへて統一稼合されるものである。

しかしその問題が複雑色なる lこつれ、それはERな

るiIii/主やi主制}!Xは経験のみによってはj止平その統

一綜介が困難となるに至って来るも のである。こ

')，(こ於て所前J ~ t引i:方法論の必要カ;~へられるので

ある。ザ

会‘売れこ，;t.:Jf:に先立ってとられるitX:も常識LI'0fJff究

方法はその針袋物の分析的研究であらう。勿論{I:

Jtiのような干J機組的のものはそれを機織的に各磁

の因子に分析 されるべきものでは決してないが、

・l控;;1:J;i:'が忠司国的ji世主Viから、基術的j国製!から、Wi生
j'I'，]、地出(1句槻粘から 、或は純情的、 IJ止令的1m思~から

~ ~~:f され得るこ とはよ止認されるであらう。事立各

う刊fから の専問(I/~例究は続々和11かし愈々深 〈 証t

められて);'i~、現;(r:に於ても阪に全智全能ならぎ

るーイ同人の能力を以てしでは王IJJt~その全分野を完

全 l'こ了解併件し曲目い程度に述して居る Eみるべき

である。そしてこの各分針に於げる監ましさ桜当，{~

は作々の1工場からそれぞれ主張されるものである

がしかしこれらの研究結果や摂.準の主阪もその{I・

Mーを椛成するl本|子としての相互関係を考ほしない

場介は徒らにその件々の立拐を強制するのみに終

り遂に開111.';{1:)，':' e ~、 ょ、民間を生み 11\すこ主は1-1 1うい

ほし、 ~:nJ:l~に陥るであらう。住居に l射する各分野の



-IJ f究カ;深 まり その )Hl~ i1化がi放出すればする桂こ れ

ら分化しに各研究のfNiú~伝統一本;:fTする子段方法

がー-府耳、要となって米るものであって、僻答はi}と

して谷研究結果の機融的加算によってはよRめられ
ないも のである。こ〉に於て各方面の徹底的研究

主同時にその相五のl品l指針生‘刊に各分野の謹要度
の比較、長ilちょヒWiの例究が大切と なって米るので
ゐって、先づ以てか〉る 比較検討の4・1'~的方法と

して民義のJ十世技術的分野が新らしく要求され綜

斤統一の使をはかる ことがIJr要である主主張する
ものである。勿iií命 こ の比約'f.fの問題も l~l ら政策的f/U

凶や主制的川辺へ張反し {þt後はあ 〈 まであ る出1H~

(1り断定によらさ'るを得ないものであらうが、それ

は故1[1従米のB}1..1i.る一次的追加lの域をIVtし?こもの

であ り、各分野の研究結果を~ll!l.僻して Hll1:の利，撃

的比較;検討を?は fこし?こ ~-I 'jU:技術の上に下されに よ

り出火の|止見ii史的のものであらう。 rrtIしてコとか〉
る世界ï/lPJ町主硯の規準もりIょ崎立に伯;.{J~するもので

はな く、 11omに|制する必術、技術、絞的、 ilU:令等

々の各分野の研究の進民護法e"j:fI閥JfMi・して従{じす

るものであらうの

建築家の反省

我々述築家は械l民{lJueいふill).，:な宝JM'誌に到し
では?こしてこれ迄毘創に全能力をあげて研究しρl

'-， !~:し?こであら うか。 f氏;I，'.jな i主制により安易な解jλー

方法に放位しておきはしなかっ?こであら うか。日

に住居ーは成の各閃子の.w附i生やその比約のIi日起を
正し〈絵討してMつにであら うか。

出iい型古な生活内容を釘象主 1..<士写体i的6尚<i引
くられ?こ11宅をその所¥il'l*詳rf刊1・11白Iからのみ論攻し
?これ建築の生産やfii告やí1二L亡の民広等を主 11l~と

して計五::され?こ/1、住宅をそのj羽-d11選手lLJ的耐からの
み論攻することは各川題の按jむを突〈ものではな

く徒らに主jl史的論予・を抗くものであらう。

千優妥れ?七こ日イ本4人の/人¥.11川in川i日川川lげ川(1'作的1'，ド内{り切"J!感U浅食創芸長引.↑性|

文丈;化をを，三卒-!.<叉三すベ 〈ジ完己備し?仁こ設防を佐?制雑し、 I~j皮の

柿築技術を肱fえし、口!111i.~司法力によって進化し

?こi!:)，りをけ主主することは、かくあるべしとする生

日環境のJl..誼的指収の探;Jえとして r:~j < (，'附1する に
そう;で な いが、 それを早に 1<:ノ'J~i- る乙とを以て凶比

íHJ-の:I~も正常なf砕i)とを8i!へ?こものとして、その

一般的1'l現や耗'法の方法;{<-JI..間(I "J に~おく江iぷし 1j. 

いこと :Hlxll~I. I，居の1'11)設の令さ点作 :0:: とつ 1: もし J

いれ 、へない 'fゐらう。 3く現かfd: (7 ~'・ ):Þ~;U~ 会，ii.;.J1t .

把似して そ の:(i (l;J:tIエ Jぶ磁の上 lこ ;，;'H\.'~ょ:JUitl'l句 ! ~j':.i-!: 
を示し 、 山|誌に最も宗主主にその1( 1t~~に泊し ?こ多ji;ー

の住居を2:辿に供給する法を捕することもヅド極め
て有意義な仕事であるカヘその動かすべから玄る

ものと怨はれる各担保1' 1二が民に必然I~/'Jのものであ

るか否かを.l1iに検討することな〈 、ェえは又そのf:1)

:泣きれに ít川が処してチ後政l O~ド11\)の我々凶t~の

生日の存保として文化的にも街生的にも将叉防災

的に も ;':I~Æすべき ものでありや否やといふことを

深〈吟味することなしに、 nlo-l的にこれを-iT;とす
ることも亦以めて合~~úfモな f&~ì1tといはさ'るを得な

いであらう。

今般に前κーを月Iiil'jJ:21l想、主義、後;討を所di現11主
義と ~t切りしてみれば、その計萱fL~ l1fの良否はmに

概念的に何れか一方が肯定され他方が否光さるべ

きものではなく、{J:肘の例iliに附聯する各方的Iの
諸陀l子の重要j立のよt!~!iがその時代に於て最も辿官;

に定め られて日ーるか否かといふより出火のM'!鮎か
らして )1:髄的決'どさるべき ものであら う。

所irj立識や~-I")r;;の先行性は充分これを ;4めるも

のであ るが、 }11l想 ~ 1':~ B:の強要のみによって現1;.1)1;

ぷj~llこ灯制するものとは考へられないし、又m;ij'J

令iポ泊"J、批介l刊現立を過大に評f~して --tJ) をげf:ん

ど決定的に:!，I)約するものとするこ左も首官きれな

いであらう。

4我足似凶H羽p悶加j力7治六柿志紘位新U以、オ米4の似以凶4ヰ|誘家袋fぐ司仙'11い11
て!所1冴!庁r;-:雨訂訓ir円'Jt峨M玖i米光逃!凶L判対にi主正辿Jlvつき迫ひf抜瓦かんとして，之2乞包岱1町: 
j激放な登E民4 をを~*縦:i'，氏:'{げてう外米j(叶T仁こ。 IIU:令各分!日fに於ては先進

|火|の品尖端と羽~%U、べ く 問民の大部分は多大の

1労力を拶11ひ少数の粘i~~益}，x し、これをえちすぐ

って代夫としてj去り IL¥して居ると考へられよう o

1-1;居ーを主とする辿築の分野に於て考へてみてもこ

の何!向は明らかに認められるのであって、民れ?こ

ノj、数の設計局Zによる代衣的1J，)誌が散見される程度

であり、其は多 〈の一般l迂|民の但t広ーか ら自然にさ1::
れ川?ことぷ:l、よりはな識的に多大の努力ぞ挑って

:u1J 11'，されにと感ぜられるものであって、大多数の
|剖民住民ーはこれ主 :j11岱の距離をヘピて〉放山され

て)6ると 恕はれるものでゐる。我々は新らしき境

地を開拓せんとして先端を切って突進する人んに

心、からの器援をjまる と同時iこ後方大部隊の居住水

準の向上に泌さ んとする優秀な人々の労力にも亦
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J è，'1J、らの 1~t敬~柿ふものである。安易な妥協は j設

に排すべきものであるが批判は常lこ五に他凶怒り

るものではなく共に相助げつ〉瓦の臓器を通じて

全控を前進せしめるものであらねばなかまい。

我が建築界はー商まことにな激な護達を遂げに

で令ら うが引国民間に帥!する限りそれは如何

なる谷奥をなして居るかと疑問現されるのは何故

であ らうか。

我々は徒らには州諸凶に於ける建築家の地位や

!必|民住居の水準と我閣の現状とを:，1!叫t日IJに比較し

てこれを云々するものではない。がしかし我除|の

状態が満足すべきものであると考へるものでもな

い。同民住居の現欣は勿論持Tこさーる阪lの2:速な登

民にlf去する止むによとまれぬ '"<1 ブJの能率~I'，j配分の結

J↓u:も云へょ うし、民政の然らしむる tころとも

えへょう。或は公録性の少ないノj、皆利企業への放

任の結果であるかも狗lれ十叉自然環境にめぐまれ

て何衣粗食lこ甘んじ方丈に安i-'る諦観的思想の;μ

併であるかも :):nれな L、。克に又建築家の『止令J'1"J:Jl~

位の不安定は比較的う?多〈しで利ノ川、凶民iJ:)，守の

建設に?こづきはることを困対uこらしめ1午前fl/~t:nf1Y

能力の盟かな大蛇築物の椛築てこ集'1'せしめに中古巣
であるかも5:11れない。そしてそれらはすべて杭令

的必然であるかもう、11れなし、。しかしながら我々山

築家は来してそのJc"柿へに於て，;十主技術の方法に

於てなすべきことをなして居つfこであらうか。布、

は今住宅iilj!国の深刻化の良八'1'に於ていl民佐川の

棋準決定左いよ、i!l][fiに際作し、その工p;要性を続々

強<1惑す・ると :!1;1二、従来の辿築 I~ I -:~Jfカ弓n何なる悶1

l こ W~ける土ころがあっ?こかを桁烈!l こ !ðす，るもので

ある。

国民住居の標準

住居は既に述べ?こ知<Æi~\めて多〈の l白1から柿成

されて居るが'しからばJJ~:(r:の所:111住宅nu題に於

ける住居の質にIli日JfÝ~' しては如何なる i師が主要とな

って氷るであらうか。それは云i、迄もなく粧前(I"J

li'fiでーあらう。現主に於ては使念ながら凶民の粧怖

は住居の面に於てもその質的低下によってその)1'-

igi~肋りん主する方向~è って居る。即ち現在の

闘民の所得や住居授と して玄初Hひ得る限度をー肱

肯定し主として現i1J~に立問lし?こ土地、資材、資金

(1 )現況の飛照的~苧を~T象位、せぬ純悶に於て考へる。
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労力』え性尽のイ.Jt・1介、経営の方法守;の諸僚1ll'~;}'基礎

として或る椋準の住居を仇設する場合、その算定

される家賃地代と支出し得る住居資との平衡を?似

fこしめる?こめには一般にその位居標準は悲し く低

下せざるを得ない航態である と云へょう。これは

住居構成因子t ド1監督~的の !Z;;!子の優先的重要性を認

めるこ主に外ならないのであって、これにまJする

他の諸問子の忍び得る最後の防禦綿密求めること

でもあるのまこ主に戟H寺龍制下に於ては物慌の品

目前による所得の十1:1針量的低下や、資材の絶fK1!'jj: ~I'0

不足当二ifUJかし難いiliIJ約があるであられがしか

しこれらのことによりをE術的|主l子の主要j皮を不動

のものを過大に許制することも I，¥Hの::E9 e云へ
ょう。建築費のYi0戎をはかる?こめに位居標準を低

下t!"しめる前に、土地、資材、拡ヅJ等の不設の脱

itはよ~してないであらうか、金融や生産、供給、

経替の方法の改良研究によるその方商の節減は111

米ぬであらうかと云」、掠な賠に|刻して利準的検討

をすべき必要があらう。 しかしながら、か〉る方

((，jの節減し得るあらゆる方法(1)を椛じても狛且粧

がf的三|哨Jに迷せ十して住民標準の低下を要ょjくする

:P.s合が多いこともJ]JJifであちう。この際踏み止ま

るべき没後のfJA を噺ff~するにめの最も一般的に翌日

併しおい円感的方法は生物術生率的rH~1主主砧!-築柿

j主宰~I'0限度によるものであらう。

しかしながらこれらの利皐的方法によってJどめ

られに所泊忍び件る故低摂準に闘しでも、それは

luちに絶主f(1り不動な限度として主張し難い性質を

千{し、又J&-Jí;:J'I'0 に万三しま甘い性質を有する里山lこ~~鳥11

3?持つものである。このことは所前「住めば住め

る」と之江、安易な口立を奥へる結果となり、ー般

人士lこ到してその重要性を認識させ割以粧術的限

皮カ;--J!1J;数字的に江川されるに劃して、組めて決
然?こる摂l~;の如〈考へられ易い不利な4条件を奥へ

るものである。今ttl際的問題主して、現在寸史的

t認められる家族椛成、生前校式、住居型式、建

築時浩司〈ぞ-ji.i((i't定し〈伊jへば俸給生活者夫婦子

供2人老人 l人の 5人家族として木造平家一戸建

に ~l~式生活をすると云つ?こ如き場合〉経済的事情

に於ても現況を主主して大なる謎平を致想せぬも

のとして、雨手千のにらみ合せによる平術結を求め



る場合を考へてみる。 そして先づ住居の出限(米

1-t~& '，!:IJ地)の)(/J 、や排出設備のf'[..l}tに!付)してその

M砕を IJ i: ~:I~:(I/~に i国軍な .%dll'î. ぞ以て J<.示 し よ う とす

る時には、納多 く の研究や生m .Jてのw切 \:\ 1の ltl~~

-1'必要とするものである。;段も件接的に見ごめ 1~ る

と :Äラへられる 1!ri生早rl'~方而に ~æいてみても生爪す

る人川のlRl:Jí的i訂正限度を筑間、-l:R ït、 il五!及、 ì~l

泌!立百;の方lú iから定量的に )Eめることは附~:IU~I:U

1舗であり、これを更に建築;1¥・;P.:I-_の棋準として数

li::化せんtする時には一層大きな閃鰍を?ともなふ
ものであることが判明するであらう。

例へば騒々 えはれるさ|ミ物人1i¥1に』必要な試杭の|問

題に就いても現在のー・般標準程度-の木造性宅に於

てはその一人蛍の日常生活に要する空試容~Ì(は;ι

f止され難いものでありにとへ家屋内外の!J{:h:iや換

気EE112を限定しでもその必要日(はdljjfスの致死iR

の如き先立(I'Jに泊献なもれとしては奥へられぬもの

であり相前のJ!Jを以て示されるものであって、 こ

れより叫に天井，::)や居京而も:ft;数:11:的に決定的に

かさへられるとは巧へられないでゐらう。それi'i{(

こ nは)A~主lúiUtを縮小せしむべく tql'!，rせてくるれ

i 'í~íi l")要ぷの !IP~心に主J1'/c寸る p)j~究組としては不安を'

!t'ちす'るものであ忍。これと同十五のことは日!!(げは~1'1 ー

についてもえはれるであらう。我ノヤは故ノj、限~!刊地

の決定主に際して:lJ:も日然q伊¥(I"J1政組<t'Tもにらす

ものとして!司JHi.僚1'1:によることを一つの泊j;?な方

法と巧へるものでゐるが、人Ii¥!に釘して県してH
H今日日の完歪 円 J!~.がその必要限度であるかといよ、時

，γ引に烹忍と窓I i'iiÍùJ t:他の依i'I'~1限定しでもその

附~，'jI 1こる).vV\l t. ~lJ勿h'i~l三原(1'. .1方聞から奥・へられな

いも のの践である。これらは我々人川の生活力の

小に|ゐi寸る問題でもあって 「山tÆか f~(J住かJ ~:ムー

ふj:'.j !Hjl こ I~Mすることでもあらう。守弐: 

正しカか〉しな力が:ら従4米4のi単2担tなる1渋児然と し?仁こ j法jι~ :;!党灼釘刷(山' 1内J1J 千有

?氾立に‘土t つて〉ど江められ?七こ上比仁l:li符何町旬'f!ïのt税l~f司呼準l'芋!~も その

tれ1らのよいf'刊:1 与伊)，与翰桝~fJがfJが'.)が私税~ド以問1刊咋市1干ヂJ '九氾lにこよつて J治;7行r守;ノんヤ と{也f丘tμ』換灸して行

〈こと{はiト械弘めて W~~なことでゐり、 :Zt)としてイ、百T

115なことではないであらう。
現::(1:に於ては住居構成の弁jI、i子;! I qrìんと ~9;}ï'i.\ こ

その分~IÍ'に於げる託Yil1こる此1JH見i~ti"有するもの

(.i l;;gめられないであらうカヘしかし1:t.~Eの j長い ii::i~

般により {-t民ー構成の存分j!fに於げ る経験~f':JjIX:低標

本は多く ノJ; されるであじう。そしてこれらをJ，~?: 

してその十iIMM'IJ!oをIU拍、にし、 綜合I'J句に比怯研究す

るブ1;il; ;;e ，; l'弘子るときはJYltこ出然と い¥1叫I:)，r}の収刊.1;

:j:> j_umすること に比l校して数日のやI.~~(Iり1~械をも'

つことになるであらう。そしてこの川前 ~i l .~!r:技術

的方法は現;(E栄之!:l こ i必1\日u. 1;なる1t~1He ;.tめる批

も芯i1Xな下段でもふらう。 {JJ"l-H¥・成に|制する経iff-

(J'-J I J'! i と他の而とのにらみ合 lt):'，市に低，jf，'J~よ イ11， 1 人的

法制的にらみで;~らって了つてはならなし、 。

今. ~j~ のイ1:宅 li\]也に於て住民の官の低下防止と 向

1-.後民に到しては1&1民住居の税準の必要-1);叫('ftL

て).!;るのこのうち低下防止の口的のもとに広めら

れる所前故llH~~r\f.:は法によって住居の質を雌保せ

んとし7こものであり山一'に必ほせねばならぬも

のであらう。このJ1(J"Jのおに定められ1.)烈iはJ前々
めるであらうが、次族桃成に/(ffじ7こ住宅のがJ技、

特にその居住部分()河川j ，~:，!~般の如き古[\分〉の而杭

の角立小町~'1t>:、 これに問!ft:~し?こ;\I]J山の:tÞ!:ノj 、!lIWr と

(t少くとも :どめJitいところのものである。これ

らのぬliに附して JJ;搾(J'，)に出く晶子ることは日IJの

機併に ゆづる こととする が、 ι (ハ;と~q 加二 iÌ:.7}・ 寸司 ;，

きこと lよryr;il'jìl~(J'J最 1J.í;:U~なるも ω l主 lL:なに Jl: ま II

!id.11託事↑111:によって1)と〉とされにとえふことであって

!且f(Jこの貼少忘れられ易い乙とでゐる。 Jliln:千:1(二

泊il]される ;il~H'Jt;~市 (t'I;;~. t こ I，.'(\;ぐ の低1\-1f~官;;e!-t，!)<:と

してトi:めらKL1こij'if;li{(I'.)なもの刊でありぴとして常ま

しさも のでは ないとよ己~.Åふ、こと 5を9'打，?計I

け?ならない。 し力か、しな力が:らイ引uよ)，'ん2
とする限り法のl'桁:，千官，:古:1切切j品而川i耐前利紳lil川沖11小1 1 をを~ j，川1:~11:伺4官評?平今す1す‘るに光》ιλつてその〉μ↓と: 
められ?仁こi故止必{侭尽根.司小lV供1:をぞ:'1七ことつてJぷミω|而可(!何的!ド内lり-J!l盟蚊』汝Cll(航f何〔ををナJ取|以止り揃
へることに汲々とすす.るこ とカ2汚j邑例であり41憾なが

らド1然の勢でもあらう。そして更にこれは一般に

脅迫の根本と誤解されるj長がゐるものである。我

々はこ〉に於て大多数の同jj¥;の民性;I]'¥.q4の向上の

11 (I"J を以て最低摂P!f に比してや~ ù~j)止すべき摂i\，_

ぞ示すことが&，j，tiとなってろKるであら う。

か〉る筋二の標準は・!投に~く のすぐれに [1..時

限lt4加を以て指示されるこ t~ j;W(も望ましいこと

であらう。それは 'l :i;然自然(I'，)ïlìt令~I"J特殊事・I'~i~~'・

守J よれば~Fr米のJ'l!低 Ii， J，叩ß.~~，~を“計る場合併に必要主なる根本的古大問題であるカ引くふれぬこ t 、する D
、 静こ\で l 士七~ 1ノて新設の摂準金与・へて財力: .遡及~st íî~ の均介の摂維のr疋に[民 Fせき。るを 1~はいこと は明瞭でゐらう口
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(e:して多 〈の地方別に示 され、 大ノj、諸都市や農山

i.~H.nこ到して、必は者11心部、近郊、外交g竿のオ宇部

分に討して指示されるであらう。しかしてそれは

取なる標準の表示に止まら十常にその共躍的笠現

方法を?とも なつにものでなげればならない。

この うも先づ考へられるのは現ilえを主とし?こFE

:2:的のものであり 、現花の阿民の生活版式や位J6

2型式をーlf[p;肯定して、建築の生産や経苦手も改良

的合理化をはかる程度に止めて考へ?こものであら

う。これは現況の統;十的訓不正によ忍経験的、大量

制自ie'J方法lこよって定められる部分が多いでゐら

むこのおにも大規模なしかも精空白な伎宅捌奈は

是非とも必要でゐ b特に家賃を中心とし?こ経師事

'Iiljの貰信号を摘むことが不可械の僚件となるであら

フ。

火には必、す'しも現状を主としない ~lL~~:的の標本

が-0へられるでゐらう。このmの摂併の決定に際
しては住民構成に閥する粧ift~I"J J師に針して他の而i

の;中;要性が相'i~・5民 〈 主張されるものである。そこ

ではかくあるべしとする立愁の先行性がー・府明瞭

に認められるのであって、生ff，株式、住庇JW式の

縫革もJfへられようし、土地問題や建築生産、来11

1~~の方法の改平 b 主張され るであらうし、或は思

想的、護術的ィ出勤からの主張もt‘r.i授となるであら

う。しかしながら既に述べ?こ践にか〉る際に於け

る部抗的而のjlill/J、汗1伐と、思想1'1旬、基術的、衛生

I'!句、抽出的J十ト方聞の凋苦(I"J過大7，:'Fh"{とは共に花芯

すべき 35であって、多数の ~"(ll'HEJáのJl現普及を

さま?こげてこれを一片のfV二計叫に附らしめる危

険を?ともなふものである。 あ くまで存iuiの1'1JII;貯1'1:

とその重要皮の適首な決定ヵ:il止もJJl要であらう o

lti際問題Eしでは七地のイマ;?な勝山を汁J[I:IJiJし充分

な』問地主~f保k米米とどe千イ千一-j.

{俗谷統一一.、、 大世生産、組立構造雪ーの方法によりえlI，た

引を低ドせしめることがj由'{'!，・な一方法であらう。

技術的には安聞に大世生産の可能な不燃fl;'JRNの

$Jr建築材1i干の護t仰が最も千f力な解決の鎚!を興へる

ものであらう。

この特の摂小は進歩性に;山み訂:12的にはiはも興

味深いものであるがそれにけ現'[:[からの遊拘ji'{e警

戒せねばな らない。

il~í主に我々建築家は一つの大きな私:;JHァ持って

肘ることを忘れてはならないであらう。I!fJt，引7羽;
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を始め主 する我問都市住宅の不燃化が如何に重大

i!8:tuであるかを??;ーより提H目されながら、現1tには
Yii (1.どそのj住民主?見ない事ltiJ;それであって、乙

のこ とに就いて深〈反省する必要があら う。

この偉大な る祉作的資験を、同氏住居の標準決

定に際し或は今後の住宅問題の針策樹立に到して

有読なる資料とすべきであらう。不燃都市建設の

遅延の原因が具して如何な る鈷に如何なる程度に

在るのであらうか。それが不燃住宅の工率的標準

の提案に止まり、その生産、供給、経営手に闘す

る枇合的経術的..l11o，¥，i:の不JEIこょ っ7こものである

か。成は如何なる後術的、経術的、政治的解決方

法を均年じ?こ占;しでも所詮市民の民度に於ては不能

なものであるか。互主は各戸経出に於て;;r，能とみら

れる昨害も災害lこよる IÏl~1家損失といふ様な而から

みて何15iかの針策がiiPtぜられはしないか。或は3く

Iことへ|点i家の純情的見地からして多ノ:tの苦痛を?沼、

ぷとしても、よ 1)r.:jいl喝未ヲ，]o去の琵!誌と いふ大局

iI句見地からみて如何なる下段を?とってもh現 ttし

むべき m要性~ 'í-iして )J} る ものではないか。そし

てこれら存貼に就いて建築界が全能力をあげて民

制に手:1伊¥1'1悦念日サを行って、同交じ答申し7こであら

うか。と三とよ、政 'in\j~の迫ぷカ:大切であるの我ん

は今これと同級な闘機な事態におかれてんJるであ
らつ。

U 寸び

要する に今 I~' Iの住宅川j垣に於げる住民ーの'ttに l制

する問題は我?をIi或i民大衆のhf-}住J.kijliの低孫をp)jJIー

する?こめの消極的住居標準の椛立しその向上を'

はかる?こめの抗極的問!民住広私:~fl己のf:lf没のnU81で

あって、何れも住居に附する ~:~éf!i'Jmî と他の町々

の聞とのJ重要度の比i'fijを決することヵ:その佑駄を

なすものである。

イトや\'1元町下の我 1，.*こ於ては I!'~I氏隠111.の低下ト;}jjl:

コ ; f;13産主能率の示Hi打，):竹進、防~1山火的郡司iの ill;た

とより、政な多くの1m:.迫力:我々の居住W'JU:共に比{針

決定の屯大な説準と してあらはれて肘る。

我々は協力してFEet柿"Jにも恒久的にも 正しき制

不の以じとをなさねばならぬであらう。

( nFl.ffl 1 5 ~F- 5月〉

肯~~:.. ~~.( t耳iブ、日I;q!'Kl.lEH1



豪潟、に於け る住宅の質の問題
þ ctr:.:~~ 熱帯住築 fìGìJ序説 四..._-

第1意緒論

ジ主将の南牛は熱帯地方であって一年'IJいつかは

太陽が頭の上に予~る。北部の方は血熱帯ではある

が熱帯に近いから良上近〈に来る。従って非常に

!R・〈て {:I :みにくい。告るに事援以外~~ir1の重要'I~I:

(，t析してうlOこ今日に於ては宗門は南方の恭地てーあ

って、日本人にして南方に~!Nぜん とするも のは

何うしても有・滑に生活の本擦をオ::i~或は活動の小

心地としなげれば Jよらなくなっ?こ。 j怠がその~問

の自然的事前が誌に住むに将叉倒いこ;直しないo

Mzに過去において日本人は南方に匙III(ましにカ1

¥'illこその71f:fr:湖を南方で過す?ごりで静長期に入る

と内地へ引返してしまふことが多かつに。 しかし

AとではいつまでTこっても ZL司がぶ地化しはしな

L 、。 3くーブJ挫築gp，は日に J!i正してゐる。円然的事

'l)f}) :4一tみにくいからといって逃げなくても良い。
次のyiliて方に上つてはJI:i反 lここの必い同然的ZJ~

INを駆逐する事が可熊である。熱帯地t.;に於ける
自然的事前といふのはうIL:づ弐の 2黙である。

1. 1見!支ーがが:jし、こと

2. iMJft力丸山i4、こと

この二引が熱;(作地方/;;11:みにくしいlぷの拡大J以

内である。 8文に熱41?述築l立乙のf-t:みにく し、jボ|苅を

!;~，ゴ、・することに :D~を川ひなげれば、ならぬ。

依て熱帯建築冶のテーマ(.:i:-)くの二つとなる。

1. ~}j持論

2. 防it4品

作み良いwと~ (ま ~~J f"J なる質をもつものうれと い

よ、事になると、乙の他に も色々な問;wがある。 J!jJ

ち件:7)-ょいといふZEのXJJ泳の'1'には気持がよ い。

11月るし、。 静かである。換しめる。便利である清潔

である美しし、 f';'i 生i'1'~でゐる。安全である等の立味

を合んで日 b 、 先に述べ?こ熱帯地方tこ於て IVj持I~)j

i然に万;をJiJふるといふ事(1J'{t ¥こそれらの意味の'1'

の---~刊に過ぎない。而してその残徐の大部分は熱

帯地方でない地方にも共通でありそれに肱じに杭

乍のえsて方は諸家が既に述べて居られる庭である

村 綱

から木和ii に ては間れす l二 、 熱帯地点に於て特に~ど、

穏な防果、ドJji封、のP~-J ~，呂についてのみ論を進める 乙

と〉 する。

第2章防暑論

第 I節問説

イぞセ担ー築に於りる ~}j暑の方法には杭倒的方法と

との泊村i的方法二つがある。間極的防署ーとは湾内

に泣入する15.・気の浸入経路を調べ、之が宅内に浸

入せぬ様進んでその経路を遮断しようとするも の

である。消倒的防暑とは既に斗・内に浸入し?こ-35-お

を如何して除去すべ主かを研究するものである。

死づ税制的方策tこ移らう。

第2節積極的防暑策

l 暑気の室内浸入経路

持泌をfi1i泣する根泌¥fまぶ防である。このぶFA熱

が色々な方法で以て宅内に浸入して米る。その抗

聞には大昭三たの611司の;査がある。
1. J.¥.院の旺JH)tJ~R~!íl又は他の物持からの反射
)tJjilが窓又はI!-J.入口から常内に入り 、lぷ又(士慌に

'l'!; 'J， ，~，';';q.1 努\~発生し、その執が宅内に摘がる場

イ干

2. -).，:1>弘のu'i射 ïé~:jil X.は他の物!ifTからの反身J' .ìI::

机が外暗に市~ ~{J ~-t熱を殻生し、ぞれが控轄を j泊

して宅内に世人して来る弘子干

3. ぶ If;~光線が地面建物その他の物隷に首り 幅

肘熱を護生してその附近の主主試に!R試を合ましめ

?このが窓叉は1-1'，入口から手:内にi浸入して来る場合

4. J.\.~gのw: ey.j. Jt綿叉は他の物滞からの反射)t;

叫が照恨lこ常り師射熱を殻生し、それが罵根哀を

j邑して宗内に浸入する場令

5. ぶ陽光線カ21也而、建物その他の物踏に常 b

";1;射熱を琵生してその附近の25;i;Lに泉気を興へ、

その熱ドタト陵、 l宅H~等<~通して宅内に浸入する場

介

6. J:ぶ刈:(1悶l叫弘光1れ料紘う力奴'J~ 力が，;地也而に熱を l興F処J

よりa宇与宅;内にI浸受入寸る場イ令干 ぐ以j上て第lli附;尚刈品川ω1) ) 
よ等6{同の場令何れが最も多号:に室内lこ熱を粛す
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らぬ。

しかし之は日を防

ぐがその代り後イtで

F 謹べるj必の風通しを

妨害するから不可で

ある。 rlJ2 m 1ft:のべ

什 ラング¥e設り ること

γ ー繭nは可成有効である。
明11 fごが成るべ く東西日l

l二三円 の窓は泣け?こが良

第7倒(z:.，) (甲j ぃ。 従って南北に長

<*西向きの{t宅は不良である。(却8liKil)

日除mとして目立5主張れパーゴヲ、天iJlt ベラ
ング等の外樹木は非常に有効である。之は樹木の

性質例へば下伎を張るものか否か、が:jさはどの佼

11 1 1ぴるものか、各落葉するか否かi悶耳目、主 I '~か等

¥e研究しでか〉らねばならぬ。

熱帯地方に於ては悶季を泊じて

いつかはL、かなる方向から℃も

たF品はさすのであるから、そし

てその太防は~{j'，1~; きついもので

あるから えt物の四而共日除JlJ
として ベラ ンダ ~・設ける乙とが

H.~、。(第 91品1)

ノ!三防J(JJíw よ〈詰る JR r!Î向き の場令~を あげる

ことが己むを得な くて日|設の施設もイ'5'ヒをな場令

は窓はなるべく ノj、くすべきである。 (日10Ii;;;I)

ぷ防JtfJil

!J ~斜めに

はいる場

什‘窓の

fl1iJに日除

側壁0JIえ

つける司;

も巧へら

れる .例

へば部11

li;，'ilの!m~ 

はえ'のク

ド誌は窓[こ

あ?こらぬ以にし制防は(!11)壁で逃げよ うといよ、考へ

である。(イ11.しよlえ.IKtU.wのJてからはIlTIn<ない〉

:Lft空J.'ι<fJ引くすることは千{効である CZf)12 1i~ìJ) 

第6府

u 、、
持、「九 f、、、
久Jf

闘
いハ
叩
別
問
れハ

紡

¥

，r-; 1 F，n 

〆， ， 

" : '" i 、、:."
::1J 
11 か ぐ t
11一一」ーミ」

一一ー」」2-L-LF

l口l

:叶

LraJJgi 
唱 .¥T寸 l

幽 J，.↓

きは立の朝日、

夕日であり、そ

の'1'でも夕日は絶封にill:E へ

けねばならぬo j1r1cに第5 ーづじー ιコ「
li;，)1の如き窓の方向は最も 1 111 i! 
いりない搾である。一般 よ土二二二lL
にw:向又は西向きの窓は朝日、夕日が宗内に深〈

差込む司王を?防~((こ〈い。之をドノパ'には鎧戸賀市~tl

又は折盛式日誌〈第61品'il、第71副〉を取付けねばな

闘 J町

前場
略、

‘吋 ') 1:.:1 
-...t:. .:.， Ifll 

泌 JI:'.ii 

かと いふに、

それは時主場一

合によって異

り一概には言

へぬけれども

大躍第一の場

合が最も影響

力Z大きく以下

帯枕)1闘であると思i、。以下手←場令につき:W%l.J策

を研究すること〉しよう。

2. 第 lの場合

この場合の防署策の方針は

ぷ1;おの直射光線(又は反射光ffJIl)はなるべく窓

や/1¥入口に首らぬ保することである。その?こめに

は窓の方向、位置、大きさ、構造、庇、日除寄を

考へねばな らぬ。内地に於ては瓦の光線は避けね

ばならぬが、多の光線は寧ろ椴迎するのである。

然るに熱帯においては各の光線でも相常強烈でよ

亦避けねばならぬ。然し盛岡北部地方に於ては冬

の'Itれiiuまさ程強〈なく必す・しも避βるを 主主しな

ぶ協の正fJ皮のrl'1iい場合、即ちぷの正午j!i.くの).(

11，品は窓の方向位置lこ拘らす・'1汗の/1¥G:s2悶)庇(却

31品1)間取な日|徐 Gf¥4Ii，川，ij)でilltげられる。 しか
しぶ協のï~~[をの低い場合即ち朝夕の Jtおii~は 1Jilの 1 1\

や庇や関空Rな日|徐ではill1げられない。

JI.のぷ防:立木から北'寄り200乃王300["のほから

川て西の北寄り20コJJ至300 / 

の彪へ淡する。冬の太陽は 1f'¥「k i 

点から市より200乃至300枕 l' ~i 

の底から出て四の南より -L-L 
20りう主3001なの

j長へfえする。こ

の内刊に泣 くべ

、、.."，' 
，~;吋 ;.'1 1

ベ ラ:/，，':t・4与....)::・トwt::0 9 1:，.:' 
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[守11
間 回 問題~軍国踊 ι l完から見ると窓近〈 に壁面、710j師、路而与の大反

けり E押ヘ ø ~~→ 4f而のあること削げねばならぬの
回 ささ糊 品珊 悶 I)<i 3 抗2!正ぴ初場合

副 庁 尼 1-'1 '，:::; !J の 向 きを rt.~えひq i'，入 1 . 1 は illlげるとすれは
則 一 ロ 'ー 阻
4卜 立広 ，.._.;;. il十 いきlまひ壁がよに71E・らねばならぬ。郊 lの場合即

は き n E g ul山総川駅内にはいつ?こ加はそのf;0~~
凶評守ヨ lJ 臨まヨ悼p-..t 払官需 は最も大きいが、この場合は日'JIりを避けるから
F サーす 明 金 調 むょっと p}j)iをヨヲへ?こ主1);物にはJ'fi禁lこ(;l起ら 1j.

~ I一一一?JR Tt g ぃ。従ってこの前2の折地()j主的要するこ

出 1 1 U 闘 と〉なる。

ー ォ t r甲 田 壁に!:おが'計れば師射熟o蛍生する。そしてとの
I I 一部は接現金iillって虫内に浸入する。之はその慰

謝 且 ← 皿ーー一一一周 「 iFiの材ず}によって異なる 、 色々な材料の熱!~rW京
第 10関 東西方向の宏、はなるべく少〈い } 
又大きなrlJの 一!と方向[主解校的にし1:例 はごノcの如くである。(木町氏による)

窓一例よりノド I / 作会 中~Lh'iO. 63 コンク リー卜 1.04 
なけ1の窓ん 湾訪 日時7FL 例壁0.58 木材0.12 ガラス0.60

方が干i和jであ ふ 依 O.036 定気0.02 テツ ーiス0.068
:i¥ 12 [i.~ì 

るo (却13Iii;i! ) /-，_. ~fi ¥1 :í.'~ 乙与の 11 1 でなるべ〈熱の刊fはる己主のゆい村朴

又窓のfi'i.u;1はな 、ト: 、~i ~ そもe川すれば涼しい，;摂でーある。

るべく出iい方が ¥i V ち f均 壁のむによっても g~ろ。なるべく明るいもの h
l E一J‘ i!

よい。(凶ω仰有訂引仰，1引;日川川l凶川4引仲1;，ド[じu'j心;i
L 火に反9射.J')光℃れ料紘j!の zお;1凶4閑 t第むlη3li泊引iI 木記込.nはまコンク リ-卜壁笠.ややt州4以」ユ正L!虫笠に比べて熱1低4必点J」:活導
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主容はノj、きいけれど壁厚が薄いから結局暑い。煉瓦

i2iは壁!手が一帯l亨<'なるか色比較的涼しい。ご'F

壁とし!日lに主主lの庖をおくこと は相常有効 であ

る。俸の内面にテックスを使月jすることもよいo

2j'l;151高lは水野民考案になる惜の断熱構造である。

ü~ 1 6岡は更に進歩しに壁の断熱隣

i6である。 壁を二重壁としその中11¥1

の空気を屋繰裏と床下とに迎接せし

め屋侭喪主床下とには夫々換気孔を

設ける。か くすると床下の冷い空気

は絶え十壁中を通って天::JIニ!&から換 第 15岱|
ヌド野式慢の断

気孔へ抜ける故、外壁よ，り浸入して 燃機泣

きに熱とこの空気の流れに辞去られて室内にはは

いって氷ぬ搾である。 (十代田氏はこの構浩に闘

して童文積の賀験報告をして居られる〉

吏に/+\※得れば外壁へ太陽光線が'I~tl. ること ぞの

ことを避けにい。その方法としては樹木(飢171品!)

塀(第181日il)側塁手〈第191吋)咋である。

こ の r-I~側壁は太陽光線が斜め に来る場合にのみ

有効である。

第17闘 ペど-hM7ぐ~ 4 仰の場介

第l咽 1:- !I (， l~ 郊 1の場合は
士む19[.il iI 11 II i 

|一一一_JI¥1/・一 全而的に避け却
_JL_一一ー一一.JL一一」

2の場合は制と

〆!?--Jト℃ か夕方とかの短時il日中に

!一一二_j!
____L一一一一一一

:1--- のみ現はれる故hft去には

_jL /'シ_/ ~内へ浸入する

「自弘よイ!?としてはこの

川3の場令カ:ー

キ存多いのである。

}.\:I弘光線lま土地、 建物、水ïúi、 樹木 ~S:，あらゆる

物開に岱ってそのその物をj臨め51...め叉その附近の

主主tに熱に熱を興へてゐる、住物}ii]聞について云

へば建物の屋供、控筒、敷地干に77;なつ?こ光線の

一部は熱となりその物開内及びその附近の主主L内

に襟ってゐる。 C 1j'\20 I ，y，';j)この熱瓦は也陵、 1I\!1~::

~内に浸入 し ""Ç ?I( る。

多〈の場合光線の首らな〈なつ?二日淡後までも

その物盟は熱を得有し附近にその熱をまき散ら し

従ってその熱は宗内へも泣内して米る。

ょが主J策としては次の如き 2方法が~-・へられる 。

l. 制射熱を多一日tlこ殻 ~Iうする知き物需を窓近 く む

かぬこと、

VI56 

2窓外で雅生し?こ熱をな -/  
ノ〆r 、¥、 〆 ー倶

るべ 〈需内に入れない肢に /tf/  ¥TK'‘ 
するこし 「一一 ー!/ー

この郊 lの針策と し-」M
しては窓外に7J(ji'rj、 ー→ー+ー『一一一一一-

}11i滋ifi路、金Ji
板、 ~:(j:'を近づけ

ない ことであ

る。 庭に樹木を

多く柏えてお く

/にご1i;吉元7て 第 凶
lLjL~!~) 

ことはiifを?多くする1次千子効で
ある。(却21Ii;，il)窓外の-23主

張生物胞と してはJ也而が最も

予をだしい放地loiから なるべく

~hlー く はなれる。 即 t，}1ミ:ft'ifii < 
:111 
することは千f~の

である。

二階建の場令

二ll'(iの窓外に一

階の屋根、下屋

JJ'E等カ;あること

。 (第23岡)

する ならば総二附

するか(筋2'1.問)叉はー

附尾棋 1:をベランダとなるべ

きである Gr~24 Ii，.iil)

次に外熱防止策としては建物の外J?dに泊気廊 下

~とり冷い常気のj'jft府を設けてタト熱を遮熱するが

よい。乙の~['t際法と しては34の l前に必十ベラン ダ

を設けることである。又笠.5ナノj、さくすることも多

少日j倒的ではあるが帥かに此の窃令の策である。

i誌もノj、5くして終に窓を全部気持jに|羽来してしま

ひそのf\;l)人工的冷房換気をな すこ とはx.J~Jて il止

も杭倒的な方法とも??へる。

5. !;iH&ぴ江~ 6 の~イ子

引 i のお令に於ては全而的に避け 、 ~r~ 2の場作

(in ，):I1\ W~に H~かでありおíU の場合は彩枠l立大き い

が可成泣け作られる。 にがこの第四の場令は晴ヲく

ならば\一日 Ill líW~にはE品が首るのであるから 、こ

の .1'，から熱せられる l~~~~は可成大であ る 。

之 (l}:;;W~哀の広気を熱しその熱は~に 缶詰内 lこ仰

はる。而jしてこの犀侠哀の熱は日淡後まで も保Tこ

れ主主I刊に向って政熱する。



故lここのi:t策と しては
尽~~長裏の定訳1);熱せられぬ依

しなげればならぬ。その方法としては弐の二つが

ある。

1. 屋棋の材料をなるべ〈熱停導'jsf，不の fJt~ 、 もの

を選ぶこと

2.屋恨装に浸入しに熱は迫/1¥すこと

色々な屋偲材料の熱l専導E容としては木村宰一郎氏

の熱貰流率の研究がある。之によると瓦は波形ス

レートより良い、 之等の材木守の裏に:+1竪層をおき
テックスを張つにものは熱貫流率が最も低い。第

25悶は本!町'氏の2J雪渓による天井の数熱制1;.Jtである

部 2の方法としては匙に摘げに出15間の構造が

最良策である。 ~25};'l 本郷式天井の断熱締法

之によると床下の冷い空気が 二?とL
常lこ屋臨時上げられ、熱せ 斗FJげ
られ?こ空気は換気窓から逃げて 坦坦マ??刊
行くからその際屋恨から侵入し?こ熱も共に脊ひ去

られるのである。

又天井高を?高くする己とは郁l、部2雨)j-の方法

としてザf効である。

;長後に第6の場令?こる熱的長下より宮内にi受入
することは組〈まれであるが之に引する防策とし

てはl衣高を良〈し床下換気i>ヲ七分ならしめるこ

と。

第2節消極的防暑策

之は既に虫内[こ熱が浸入してき1こ場合如何にし

て之を迫間すかのお策である。この方法としては

次の三つがあ石。

1.室誌を流動せしなること

2. 7.Kを撒〈こと

3.機械的冷房装置をなすこと

之等の rllで最も括用される方法は 2r~ 1のもので

ある。之は皐に空気密流動ゼしむるfごりでも多少

涼しいかなるべ〈外気のJ令い安気を誘ひ込むこと

が良い。即ち自然風を部入せねばならぬ。之に封

する注意としては

1，窓を大き〈あげること

2.東西又は南北!火抜りる様2去をあけるこど
3.窓前に風を遮断する知き物のないこと

4.窓枠を深〈し(但し外に/1¥さぬこと)Jl.つ外

開き型にすること(部26間〕

う.建物の同聞に ベランJi"t;設けること

6.間取はなる

くく 1%1A(:りにす

ることの杭つ-c
二府与建は見下さ

れるからお-五に

illl・げ?こ方がよ
い。(tn;27阿〉

7. nil仕切壁及
ぴ匙H-!立出来る

If良り!史Jl:するJF

ヨ
4
4
1
1
l目
円
高

d
R
ι
F
M
E宅
札
口
V
E
H

悶
悶
附
凶
刷
出
山
ゆJ
叶

4
T
 

J
Y

一-

H
b
m川
川
附

H

~26日日i 窓枠の外聞き及び深さ
叩主~t 瓦く 1宅最も思し

n}2 ï ~ヨi A
府主l主1illeし附仕切合会践
しβ1J;] に ペ ランタ七百~VT i> : 例!

‘午・

"'''<，27悶B
附取を解放的にし刑囚
にペラyグを設り7こ例

8. i干1m:)

1 こ~.f::ð>ヮ '.:>

)L['，!li¥ベヲ

ンダを設

りること

(笥281 ，~，)1)

9. rl~庭

会設け る

こと cm
291剖〉

10.監の

下に風入

窓を設 〈

ること

自然風

~機械的装置により導入する 場合も三:'5-へらへる郊

30闘の招風器並に ，;;ß311~1@ .fiti.~Jf!: は (r~・J1 もこの~r~令

に主すする思ひっきである。
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叉機械風による事も出来る。之には電扇機械的

換筑装置等があるが之は費用がか〉ると いふ黙で

推賞すべき方法でない。

品ti唖

0 [7 
r幻ー11六

「』-LJ

JI古
第29鼠註小民主~持つ長段住宅

気力Zいつまで も室内に漂ってゐては却で暑い事に

なる故、必す・換気によ りこの熱を保訂し?こ水蒸気

を室外へ追出さなく てはならぬ。

機械的冷房も最も理想的な防暑法であり 、之乙

そ最も積極的な方策といへるかも9;)1れぬが之亦多

額の費用がか〉ると いよ、駄で推賞できな』、。

第5章防濃論

第1節積極的防濃策

Yl58 

1. 涼気の室内浸入経路
防i品集の rl~ にも稿極的!坊i黒と消極的防i長とがあ

る。も't.!必的訪~M、とは室内に i呆気力 Z没入する経路を

制べその経i絡を遮断しようとするものであり、消

説的i防協とは説に室内の浸入しにi熱気ぞ何とかし

て追出さうとするものである

i品集の'主内浸入経路には:;7(の6佃のiliがある。

1. 室外の安気l ドの i熱気力4昨j 口 部~ill] して室内に

浸入する場合

2.雨が外壁に常9i長筑が壁瞳~illlして室内に浸

入する窃令

3.悶が地中lこi受込みJt下から袋内にi熱気が浸入
する窃令

4.1羽が窓l二世り扉と枠とのlin隙からi熱気力:室内

に浸入する場合

5.雨が屋棋に蛍91熱気力Z尾根哀を過して天井か

ら宅内に没入する場令

6.雨が地中に浸込みその浸認がぶ礎からJj船長を

。泊して虫内lこ'i長。入する場合し(以上2・m間)
以上611司の場合の5・5符は ノ¥J(

!-ï~ 1 州も大で以下糊I!~t iI' --r'均三~"
になってゐろが、之は建物j~i， Lei-+ 《
憾の有する色々な1~1't':こぬ二己えゴL乙'
より必す・しも 一帯

ではない。

2.第1のi宴会

之は外界の広

気が既にi品集~

合んで府りそれ

お
ーいいん

〆下
H
H
H

ト寸ー

，'，fi32 I耐

糸32JA

が窓や!日入口に又は建物Jの色々な隙illlからほ入し

て予jE る のである。之は~内~iÆ~ らすその引で(主主
程影縛は大ではないが宅外のi熱気が虫内に浸入す

ることは絶封的であれ之を簡単に防lL:すろー対策

1.1砧んどない。窓~少さくし建物~:W.(怖にしてお

くことは多少の効*~引するが他の!悟l係で却て恐

〈なる。

機械的換7EL銭世主72f{ するときは夕刊t~~....._の間口部

l主金古11閉めてしまひ人工的に乾燥し?こ6三民営安内

に;去り込む方法はあるが多招1の投川 :~I;力、〉るとい

ふ鈷で推費できない。この防止策は7よL、"t れども

その影響は比jl'史的1)、さいものであるの

3. 第2の場合

熱帯地方の猛[:刊は哨(1-ど水三ドに!、日が降 1)つける



I~Í(、 )¥_ていの壁はiM5誌を，，'泊し1しま よ、。そ してこ
の影響は相訪大きし、ものである。この針策として

は次の5方法がある。

1.壁厚をl半くすること。

2.壁のjjfjに樹木塀等ちfixV1てl刊の吹っげ るを日}j

ぐこと。

3 . 呂その仕上げ3くは内)祁に i~)j71\JIiを t没くること。

4.llfぞ二)Flitとしその'1'lliJの日1.U官を流動せし
め之にig誌を運び去らしめるこ h 之は-;;(¥16!i，iilに

崎げ7こ椛iliがそのま〉役に立つ認である。

5. タトlRには l(jjïk率高き材，1，‘r~ mひないこと 。

地五はキfl 't:;j・ 日死7J\率凶j し、 il，;{:t~~瓦込~建物の);!iJ ITfjには

木造のベラング~~泣げ ることカザド?;?によ L 、 。

4. 第5の場合
熱帯地方のI:Giは.-1時にどっと多量降る故、建物

の般地等は忽ちにして池となってしまふ。特に低

必地掛7k不良地恒等においてはこの影響力Zひどい

岐にこの針策としては芸大の 5方法が巧へられる。

‘1.建物の下の地機而を)，1;]11';..1のよ也椋Triiより尚〈し

ておくこと。

2. 建物の)，I，'J[ü.1Iこ排水lW;:~ .iJII \てお〈こと。こ の?訟

は公共?世~X と lif結し てお・かなくてはならぬ。

3 ・珪物下は防ïl\ J話~;没げて t...- <こし防水府主

しではコンクリ ー ト打力;11.い。その下地はゴ立石段

が故もよ*-い。砂コえはi京li.Mは株主Lは11ヂiくから不nf
である。

4.床尚はなるべく尚くすること。

5.床下換気をよくすること。(以.1'.江1331品iI)

本浩主主物に煉J.i.の肢utをすることはこの型iiで{余

り感心できない。

5. 第4・5・6の場合
古川の場介は?立と窓枠とのーl[-z介ひの出にrE:むを'

要する。艮pち亙ー芭部分にも 7，'(ZP.部分にも水切り を

つけて水分が定0Jへ投入せぬ様せねばならぬ。

2n 5の場令のさ}策左してはずくの 6伽!の策がY;-へ
られる。

1. 屋根立材料はlójJA*オ ;1・l ~) llふること。

2. î(6J水材料の中で も選定~jiIH1i: にして少しでも

以7]1くするものは)IJひぬが.Qい。

3.屋根生J配をきっく-，1-ること。

4.屋根裏の換気をえ分にすること。

5. 屋根額五の下地に iijj水J~{(:没げおくこと

6.天井戸止を尚くすること。

出6の;接合に到しでは火の 2項日である。

1.)眼前には7k訴を吸込む)11き材料はHJひぬこと

2.肢も日下部を防水層にて遮断すること。

第2節消極的防混策

之に到しては(出試を流動せしむるこ(.)及び

(機械的換，*"{に依ること〕 3ーが汚へられるが、そ
の方法は泊脱!'l勺i山辺策の場合と杢〈同じであるか

ら此底にはIni~ すること〉する。

第4牽 結論

告!!借地ブiの!持似としてはJi ~ '、 こと i挑めっぽいこ

との外に色んある例へば仁l岐の多いこと 、蚊の多

いこと、郊外地lこ於ては江!f此の浸入することのあ
ること、その他地方的なまd1~I~材料の利約w;がある。

しかし:;:'dい事、 i弘めつ[まし、乙とが故も大きな特徴
を見て研究をしてゐるのである。本，;命は'1111¥J報告

(1'0研究であり勿論結論を1~J1こなし\今後m究せね

ばならぬこと、 11M捻せねばならぬ子と符は撤去11れ
今ある。而してこの熱帯主主築の研究こそ市ブJにtZ-

る主主築家の立訪であるとJEJ、が今日の底研究機|扮l
もなく武験設備もないとし、」、来れな欣態である。

乍討は何とかしてこの研究を住成しfこいと思っ

てるる。諸緊御援助御鞄Jl肢を;m_s、決郊である。
;'-4'~fLð' ，，;~ ~~d:守政f干J1J荻匝H ・ -t.;+:課t:líríi:;~tlHf;

厚生運動の技術分野に於て

凶 ，も;

1. 11しがき
2. 厚生主E劫と技術
J. 都市武装閃Il!!:との附紛
4. t:すび一-_1ft-何'f'l皐研究の位進

伊 1採 正 文

1. はしがき

今年の秋、大阪市に於ては各極関係国臨の協力

によって、奥豆日!本の紀企:す分き&f.~期しで厚生

運動の:日告が切て;決されようとしてゐる。この運動
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こそは湖熟し?こ既成世界文明の献陥を是正し、 新

し〈 人類の活力を盛上げようとする勤きであるこ

主は云ふ迄もない。従て、此運動は日本が肱米の

Recreationの行事を皮相的に模倣するのであって

は意味のないばかりではな し みすぼら しいお祭

騒ぎに終って了五、であらう。賢明なる官事者に在

ては、現下の時局にl呼究され?こ図民の自覚に拍車

をかけて、国民生mの賀質的勢力を讃えることの
出来る様な、然も行はれ得ベ〈叉文化の進路に逆

行せまる只ー睦策を多々示されることと待望され

る。 蕊には従米此運動には芭後胤係なきが知<tこ

思はれ勝ちであって、却って最も刷聯深き居住問

題を小心として、建築技術の分野から、市問題解

決運動促進の資に供し得ベき予断すかの考を述べて

見ようと思五、。

2. 厚生運動と技術

従来厚生運動の感術的保践は、間接と枇合墜と

であって、凶民韓位の向上と、同氏特需r[lの高揚と

を目的とし、結果とじて副民耐平IJの増進を計るべ

き方策を奥へ来つにのであっ?こ。 即もその主なる

行事は、運動遊戯、慰安修長に附するものであっ

?こが、近点、 ~Wを進めて日常生前 (Î般について

枇令術生率乃王は産業持率L、産;花心迎[!皐の諸方面i

からの検討のJ-.Iこ、泊切な方策を興へらるべきも

のと考へらるる仁王IJってゐる。

ま互に於て、建築街生事のiOiJ千己資料lこ根械を泣い

?こ建築の技術が、その針策の，'，に提供されなけれ

ばならない事となる。建築の技術が、新しい京!Ltf

の建設組jliIJに臨すると共に、 it:i伍的ではあるが保

健的な使命を721はされる事は、従オ(の建築家の職
竿上からは好なと否とに係らす¥主要な凶民的義

務として、之が高般の方面にその技能を要而ljされ

て外4るのである。

現下の臼木に於て、否iii~界の↑111勢としても既成

の職業的分野主その業的の仕方が改愛せられつ〉

特に現今念鎚を要すべき段附に述してゐるかの様

}こ思はれるが、今迄は徐 りに分立し他との交渉ぞ

11立てしなかっTこ鍋杵的傾向があり、之を打{政しな

ければならぬ秋に立ってゐる践に思はれる。その

意味に於て、建築家は取なる塾術的1J:Il1:家ではあ

り得ないし、車なる構造反術家でもあり得ないと

共に、施工者もヲド軍なる建築商人で"11・んす、べき秋

ではない。即ち、国民的義傍主して叫生運動のー
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翼を形成し、 その目的の免じ技術的封策金輿へ主f

施して行〈ことが喫緊な要求なのである。

近時の結主家権忠率の冷却?を"，慨〈以前に、我々と

しては住居の換誌、特に大陸拓えtL民佳居のそ れの

方策が果して泊正充分なりや否や史に之が改良を

要するとすれば、之を如何にすべきかの技術的研

究をおさねばならぬことも貨際問題の一つ。

向、眼前の問題として交通機関内の換訴を初め

工場、鍬山のそれに到ては現iU¥1こ放任するこ主の

危険金すら怖感せしめられる庭なのであるJoill築

衛生lこ 闘する事項として、最近我問で比'1佼的}T!~泌

され、研究されつ、ある採光J~H明主脱力のl問題で

すら、 その悲惨j限度が興へられつ〉あるに過ぎす

之とて も、HI川i民の蛇ffrの低下iこ法く掛硯近硯の

増)JII~重要制すべきであって、その根本原因は都

合生前の不健全にあるが放に、その日f囚ぞ除去す

るに非~れば、 電球の ワット教を幾何l11"JJII し 、 ?1!.

面的を如何に大じする主も、要する虫、技葉の蕗

匠に過ぎない事となるのである。 23Lろ、此lil]題ゆ

原l羽する底は、調桁居住のiU¥態にあり、日-)むと新

f1u'出認と に必まれす、騒音の中に起居しつ入剰

え倍益不良の)U~f~にギ1:: る ~K'に t って 、 その il舟力の

みが位以であり得ょう包ーもないのである。期〈て

お;築衛生の諸依f午、諸問題も邸する庇はーに都rii

生活の不良辺境に;(;:1] ，そのーつ ーつの|問題への

液体ili'~封策の樹立は、 !日 も殺せLこし件ぎると共

l こ .rtJ.!};~'hJ.'iひいては生産綴充に引な、工場立地問題

につき、 11J生的なる 100年の大計を)illiかに立つる

の熱立がなりれば、}'，!生運動の:1'(仰に終始するに

過ぎないであらう。

!日r< 巧へて来るし i及!同市ikf: 1j のJ1-j'進に|制する ~l~

b の全校~/.ljJJ:J学生運動の旗の下に‘総動日されて、

色~)，Jtにして生産力の充ìtしに者1\11:がl写位されて米

なければならぬと思ふ。

3. 都市武装問題との瀞関

)手生運動力:、居住問題と不自ltの閥係にある事、

吊j して技術的分拾のÆ~tなるはがfに述べ?こ泊りで

あるが、1現}見tに]氾氾大なi岡去剖l家(1守切n問!可q也である:日削削|目iわ川凶lバ山li武犠も
5ヅ亦』が制1下t汁!以μ生r~問問}日叫iリj 足題j とυl巳j対J泊l聯して尻居:'f住主技術の1基左t舵込{僚康削l'件F午ド iにこ大き

な立立却!~I味米をを?投けげeかけるものである。技術上、 建物を

武装するおに却で一方に起り米るほの矛!万柿777は

主と して保健上の蹴陥と作業能来の低減として災

さる事である。



一つの例として工場~)j百三 i こ WJ、縦割」に は、 ;股火

管制時の換紙不能じ地熱朕態の災害カ;1~!想され

よ う 。こ の問題の技術的針策Tごりでも 、 その~d象

ヵ:大きなにげに研究の;必躍に少なからざる困難が

描?こはってゐる。こ〉 に氷fご武接されき'る都iliの

陥がある認なのである。}.)1に利I-r!i武装問題の割象

主する庇は位のみに は日I~ られない、衣の問題、 食

の問題にも凶聯をもっちのであり、夫々の厚生的

芯・義を減却l2~守して、 経Ì1~r的にしかも民族の美的

衿持を出1訪すべき立l正_I -_O〆:~-築工夫すらもゆるが

せに は川~.::ぬ性質のものである。

然し乍ら、イトは隊|家米汁イiのj町、i;;の場イ?ではあ

る。と云ってE引こ安債なるのJ:111_111によってのみお

され?こ武装は、 1112Tiiiのみt挫であって、共こそ附の

牌升~~;浜るの延し きものとせF るを得まい。

日本主主築協令が片岡 I l~士の指導の下に者rSrli武装
の緊要なるをi止に提1ltlし?このは既1こ20年の過去で、

ある。今にして思へぽ物資は日であ引坊災都市の

建設の如き立に易ノ~1こる言であっ?こ般にも思はれ

るが、I制定|耐火の大建築の殻iliはあっ?ことは云へ

幾多の大者11バiの府仕lrTは依然?こる木造家屋の集日

であっ7こ。前時の~m念からすれば、 71E;論経術的11i1J

約七白111主義の迎-，]なからーゆlにして防災武装者!;

けiの起ぷの必要をノト院にJ必ぜられなかっ7このであ

らうが、現有にして大院新住ぷの諸控築i二、或は

|公|内工場の施設に、1，1らに安易なる建設過程を主主

ょ、に急:にして、厚生に武装に飽き.足らさ'るの程度

に任すならば、 J :誌の場介にも淋して劣ら ~る の

T与を浅さない左前kがヱミひi'Jょうか。

4. むすびー→γ居住科畢研究の促進

)-，j(生運動ぞ技術の而に沿ふて害iJれば、その桜に

は居住科与があり政策の而について断ればその"，

心には枇令厚:がある。必lま同民主主怖がある。則前

居住科墜とは最近佐藤武夫博士によって11日えられ

た庇の言楽であるが、1:日生J先日、 ilit令与との聯|却

に於であるカサ口くに 、 見に工与!.~が符f生与と最1:令皐よ

との聯lj討lこ於であるべき一つの与HI1領域主ナ云って

ゐるのである。今誌の手:1-[1'の存分野が孤立性から

!日として、夫々の立場に於て、夫々のよ:r墜 と聯闘を

保?こなければならぬ現ltの必'~から生れ日けこ新し

い綜合技術的研究なのである。

応住手; 1墜は佐としてのill~~のみを到身辺 と は し な

い、!品、~Yti f~~1 に於ては'ml d;"~1 必、 52村計龍、 工場

立地の技術的問題にも深〈思ひを淋める必毎も あ

らうし、 イu並んで、三〈と食との問題にもか〉り
合ふべき性質をもつべきものと考へられる。大511

-dïの~HRJJl♂1\-方策の五2i'('c的なー つの思ひっき主し

て、]正大なしかもロマンチックな風車を設げて-dl

内から-di外の段主)1地へ之を返って肥料とするこ と

は、 ドン キ ホ ー テの~':でなくして、 陥洲大陸部Hi

の一つの現Jiどなのである。尚業の原野に、 或は北

支の山~引こ移住する同胞の家屋は只躍に大陸の泥

の家であってよいの?ごろうか、 大和民族の衿持が

{tの形式にも毅然と して表現さ れてこそ、しかも

武装!ヂー生の完備あって こそ、 立扮~のrr:~tをも徹底
せしめ得る所以なのではあるま いか。 100高砂民

に、 デシャン段の粧出的なる事も勿論であるし、

抗式;既日の放県をも無硯し扱とするものでは決し

てない。然し乍ら此現献を以て足れりとし了るな

らば 100年の大計主いはす.20irの計古の将来に封
する見識の徐り に もる，I~少なる洞祭の除りにも低利

なるを、 新*b~~建設の序正予にふさは しからさ'るも

のと慨かさ'るを得まいと思i、のである。 J折る見f砕

からすれば、えj}築設l庄の上からも未fご米fご幾多の

〉15-究資料カ;UlもTされてゐるばか りでなく共の立佐
保件と して耐寒、耐暑のH叫と椛逃法の工夫、ひ
いてはその25lド工事のlt地法の究明骨;緊念を要す
る事項は誌に枚阜のi去がない。

期〈て大陸建設のみなら十'間内生産描充のJ:

にも厚生問題と闘聯して技術の大方針決定の~に

居住科墜の一大研究機関の統合設立の必要をも州

感する事ひとり佐藤武夫防士のみではないと忠

ふo ~l'í:て 16年前、此問題の臨撃的、抗t千?率的研究

の必主さから1i般に労働利率4研究所を設けて幾多の

;i~j{Eーを手伝げ米つ?こ現日本持働科書喜研究所長崎i岐義

乍博士はお時から既に此ブj商の施設の，むを要する

を i詑い?このであっ 1:がIIL~れる枇令は政て臨み践と

はしなかっ?こ。丁j立、片岡同士の都市武装論と よ

くも似fこる巡命を辿り似つ?このであっ?こが.今と

なっては師峻I'~土佐して、 「すでに越し」主欽ぜ

しめにのであつに。以I:t'，巴ひ、-{_II:を;fJU、原:おの百ー

集:t'~卒るるに さドなる時に述し 7二日本;は今 LI 問めて

ゐる。建築の製嬰技術lこ?こづきはるおの使命1Fメー

である。 ZJ~主主前宣伝かな b し美術的大建築はも -51や

跡を断つ?ことは云へ、建築家の進路は誌に一大枠

換を見て.興5ii建設諮の序曲を奏ではじめてゐるc
~'llt 者:ょ工事情ゴ: ・ 早大沼工P，l部託~，fi • '1'央土木口'*合杭紋i，R.飯山
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景気愛動の住宅企業に及ほす影響 に就て

1. は し カ;~ 

長泉.がよくなってくると必す'住宅難が起るい、ふが、

之は全く.ifi'lS:である。 この現象が何故起るかれ、ふJ$に

紘L、ては普から色々と云はれてゐるが、それは簡単に云

へば、見:づ対集がよくなると都市に仕事がl!'l"ぇ、人口が

集中するすこめに住宅の需要が念激に府加する。然るに-

jjではf，llUIの有利な事業が現れて従来住宅企業に投資さ

れてゐ?二小資本をl反牧してし土ふし、叉土地の投機が疫

になって敷地の供給が阻害される。叉に物償や苦手銀がお

鴎するにめに住宅の建設費がお〈なり採算がとり難くな

る。之号事色hの原因から住宅の供給は悲しく i或小し、まE

に需要U:.供給のパランエカ;破れて住宅難を惹起するので

ある。

民自で侍にこの最後の採算可能性の問題でゐるが、現ず正

米j;t制限令で家賃が釘付りにされてゐる|刻係から 1))、ょ

〈之が住宅供給不足の主要原因であるかの如〈云はれ、

'1'には家賃ぞ釘付にしないで一般物償に並行して鴎げる

ならばもっと住宅は供給されるものだといふ;況をなす人

もある。家u:引ヒの可否は自らかlの問総であるが、絞り

に之を忍として Lそうしれら果して住宅企業は採算がと

れるやう lこなるか主いふ之、そうはっきり芥へること は

できなし、。之を明かにするには物償~3!JJの彩響が住宅企

業の採算にどう塁手〈かを少しく立入って考へでみること

が必要で、この冊目係が明かになれば又之に資して採るべ

き封策も自 ら凡 H~I されるわげでめ る。とはL 、ふもの、之

は仲hむづかしい問題で到底杯、の手におへるものではな

いのでめるが、似h本践に若手すべき原稿の磁に凶つに結

果、一寸之について考へ?二極〈大雑犯な考察を掲げて2t

:rt'果すことにし7二次第でめる。

2. 住宅企業の可能性

何によらす・企業と いふものは資本を活}日して利

i悶を得る事が目的である。即ち先づ一定の資本を

投資し、之より一定利潤率による利潤を得ながら

一定期間内に之を回牧し丙・ぴ之を繰返して行〈の

である。住宅企業の場合に就いて云へば、先づ最

初に住宅の建設費(建築費及之に附随する公課そ

の他一切の費用を合む〉として一定額の資木を投

資し.よより一定期間中毎年家賃として要断可かの

牧入をf号、その中から地代を初め各誼の費用を支
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以
貝宮

出し?こ残 りの純牧径を以って共の投下資本を一応

の利潤率の下に回牧して行〈 ものである。 之を数

式で示せば弐の如〈 である。

n =資本回物期fl¥l

r = 住宅企業の標準利潤主主

lt.I::? ・・.L. .... In = ~Ç l 年 . ~Q/'1三 ， 出 i .11三，るわ

n年に於げる'FJ険入
C1.C2 • ....Ci. ....Cn = 第 11，1三，a¥2 年，・・第 2
年，~~~ n年に於げる年支11'，

とすれば第i年に於りる純牧入はくL一 Ci)で

去すことができる。これは了度投下資本中 (Ii-

Ci) / ( I +r) i に相 1~~. する部分を |吋牧し に こ主

になる。何故ならば (Ii-Ci)j(1+r)iな

る資本のi年間の元利合計は (1i - C けと なるか

らである。従って郊 l年から故後の錦n'::，三までの

之を全部合計して

V = h_-~唱 1 .，-C.， • L、-(二 In-(三
=二一~+;4一一駒+丘一一『十 +二L一一ー
1+γ ，'(I+r)2'(I+rb' . (l+r)n 

二 2ι二三t
i=l (l+r)i 

( I ) 

主すれば、このVは、見守米n年間iこ反り毎年(Ii-

Ci)宛の純牧径をあげ得る如き企業に針する投

資限界を示すものと潟へられる。!!Ilち毎年斯うし

?こ珠想l政主主のある住宅企業に於いて、最初の投資

相(即ち起設費〉がこの投資限界以下で掛tr場合
には、その企業の賀際の利i問率は根準利潤率Tよ

りプてとなり企業は成立するが、 もし投資額がこ

の限界を超過するならはその利潤率は標準以下一

一時にはマイナス即ち快損ーー となるから企業は

成立しにくいわりである。 即ち Qを住宅企業』こ

於りる建ー没授主すれば、その企業の可能性は次第

によって判別されるのである。 即も

Q =. V ならば企業成立 } 
} . ( 2 ) 

Q>V ならば企業不成立I

従って景気鑓動力Z企業可能性に及U'す影響を見

るlこは先づこの QとVが夫ん景気鑓動によって

如何に影僻されるかを見ればよいわげである。



3目 玉:!U交~'f.の援助

先つ住宅の建設1!i:Qが釘1111.I~こ公え、L鑓_i]ífj の)~~~~

~交付るかを兄るより。 ír'，]長訴といふ ':，1誌は此!主

では躍にfie宜上一般物I伎の刈fJl!SしTこときをァ灯景気

時代、その低終しにときをイL;;正試 !時代といよ、iiiーの

意味で川ひ?こにすぎす引jに深い立l床がある のでは

ない。

廷日党北 Q はイ-1:宅の~]!;~~位、[:付，;'{-Y. rj'X~Hì1~~一切の

外に建築工事' 1'の地代、不動r:i~;何事悦、五r築対等

の公組公d謀、事務費その他ilht初に必要な粧究一 切

を?合むものである (iti]尚早のTこめに土地は会べて

借地と考へるが、土地主?買牧する場合に もよを日IJ

作計として旬:~償却して行〈ものとすればいj じで

ある。)従って:QA没貨の大/'Ii¥分営占めるのはえi;築
材Hと労銀である。 i¥主に建設引は大沼--般物位と

35銀の鑓到に類似し fこ謎_i]ìJj ~ なすものと考へて差

支なL、。

物11~の縫勤C:t_ - -I，f)ド'，;;;;に不規JlIJであるが、突設

ド1")な}J;U刈による付税、の鎚勤を除:1はそれは)(漕弐

の 3 つのち~2lilJ に分解することカリ I'， ~f.:iる J)

a) 護民的自~ili泊

b) ~期的控勤

c) 循環的鑓勤
第 l厨

qJDGirIJ'j援助といふのは同じく -'f.むの波動 I~I" J現象

ではあるが、 bω) ほと i沼l盟~J期剖則a↑伯|目ゴ，Lい:iり明U別川11眠脈E庶Tでで、ないものでで .

そのJ壮lは之も』王~:~翌F な 5主詑Jさ:~化は一小小恥Lリii諭i

る。

話 lli，¥i1にがしに折紘は明治44年jう主iI付4'1114/1三の

2 ';)~ F-IiJJ に於ける点京よjJ穴物I~U~t平均係数 2) (日銀

凋)を大正6~F-)主主~1 に {J} き改めにものであ るが、

ょによれば物11'((ま明かにiU告20'-1"-の3d仰をもって大

き〈波を打ちながら徐々に 1::}{・のrtj'irr.)にあること
が認められる。 即 引伝説的経動と蛍民l刊誌勤とが

IlIj 1時に行lまれてゐるのである。そこでこの二つの

削向子参的し;てよを

100 x (1 +川 1+I'sin (字i十日)}... (3) 
として近1以内りなIlIj*誌を求めて見Tこものがl対I'I')、ー線
にて示されTこ!日I~~I~

100 x 1. 015η /1 +0. 35sin三 n) ¥' ， V . JJOU'  10 " } 

である。この1111f(:泉はかなりよく岡山線t一致して

ゐる。 "ft:!比迂 1，2年のところが少しく合はないが

問相嬰の行はれてゐることを巧ーへると立[僚は返っ

てよく介つてゐるのかもしれない。 (3)式'-1，(1+ 
A) i は殻W::i'IT~従illlJ (上昇)の指数であって、この

場合は A=0 . 015、即ち 10年1mに約1 割 6 分のM-~貰
l。'-r-r- 羅器開iTTl'九斗!ゆ)

~Ji子 w

16 

140 

一一j--r?下1

ォー出
ノノ

f 1 ， . _._ (2π: ， _ ¥ 1 
である。叉t1+μs引1"1+αH
は初日現的主主動であってTなる

辺WJをもって(1 -/1) よ，り

( 1 +μ) までの1i1J~波動的に

設到する。この場合は μ=

0.35、 T =20年、 大正6"]"ーは

丁皮上昇過程の'1'1(によるの
でよをスタ ート lこ選べばκは

Oである。従って iは大.iE6:Y

よち !投へ七年数である。この

rJlJ;í:J~ -e故初に述べ1:比義に従

J 、ト・ v 
Ilu 

山 ノ
If N¥ r...-

10 

lノ』 ?、、」ーν
、，に

~ トイ ト~ト、 I (\()~ 1 Ol')n( 1 ，o'3S'4M'l-i'l，サ

80 

60 

i n吋 S4aq主F且1::11 1 1 1 1 1 制Ka除凶iF'i三叫ttJ紘』叶出J二一l↑l E寸叶J 臼右月 a大F ・

LE空2A14He三t与咽耳1..1~均 4年ヒ，h、九、 二:;--: :7 ，11、J，t - ー~I~ー ;ア:よ¥しI

、。

E珪芝民的鑓鑓‘勤左い」ふ、のは極くノ永k'φTγf って景気皆勤1:1ぱjAと広める。

緩やかな鑓助であつて、 -般物i~í!:t大間上司;のr'ji

向にある。

~占n倒的援勤と いよ、のは一年をl'jì f伝 t して季節(J':j

lこ起る規則正しい援助であるが、よはこ〉ではあ

まり豆要でない。

1)三宅喜二fill我聞に於げるjιi¥及び吻債の泌，;1-的研究
2) 昭平n 14午皮主議事項参考書(大級ヂ'î3'~m占 j品〉

lillちょlこよれば

i大If元年より大正11'ド主t

i止糸 t持時代 {及び

lr.II千'1.II年以降

;;t.~ま l、降 :i，~.代 大正]]'1三よ りl出利7/，1"よで
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i大正6年より昭和IJ.{F-土で

H>}(A正時代〈及，..){

lUi1和12年以降

{大正6'9三以前

不ぷ紙Ii手代 u芝ぴ
la百平n2イ!とより昭和12:i'.土.t'

とし、ふことになり、叉好況の絶!頁はノ(Jピ111，1三と

今k るべき昭和1 1 7年、 ~i)l の行底は)(iJ:5c 'Q三 èH日荊l
'-... 

7.irである。
ぺiこ労銀の徒動であるか、 κとはやはり一般物 t~~l

UI告相似の縫劫をするものであるか、や〉之より

1.1l:H:lが溢れる傾向にあI)H従到のliJもや〉ノj、でeあ
る。

住宅の建1没費の盟、劫は、κとを判11分してその内"撃

の各々の娃勤守合計すればA(i'(u仁川るわりである

が、.kii畳上記の鑓劫と相!以の変動をなすものと看

似してよから う。

4. 投資限界の鐙動

投資限界は11式によってぷされるものであるか

ら、その鑓勤を見るには先づLヒ宅企業に於ける毎

年の牧入Ii及支出 Ciの景試による鑓勤を々へね

ばならない。

牧入の方から云ふと、牧入 Iはfti:・q:.の家賃.11'額

lニモの賀牧率(帯納及室家による損失を考l芭せる

もの〉を乗じ?こものである。

家mは一般物{貨とは多少IJt官を異にするもので
あるか、結局は矢張り需要1Jt・給の倣l官ーから決まる

べきものであるから、~のtt試tこよる従動の性質

も本質的には一般物似のそれと煩似のものと考へ

てよからう。勿論個々の場合に就いてぷへば、同

ー・人が鴻続的に賃借してゐる住宅の家賃は一般物

的の鑓到に比して大し1:髭化のないのが普通であ

るが、人魚的制限さへなりればji';'家人の鑓る度に

家賃は騰がるから大量的に視ればやはり可なりの

援助があるも のである。こ のことは例へば内閣統

計局設衣の生~'I技指数ιl 'のfHrH't:の指数ーが故近徐

々に賂がりつ〉ある事îlÞ' らも抗f:~~'Æ て・きょ う。し

かし勿，i'í~~errが一般物似に上として安定・|主があるこ

とには民進ひない。

次に家賃のJ'r牧ヲ~は景~(\縫劫と桁J走な l制係をナも

ってゐる。即ら灯景気時代には出lせ川家賃加納

>rもJ午しく減少するから111!文京は倒めて良 くなる

し不lJ~~\時;tには会 〈乙 の反町である。従って家

賃']ワf額の謎到のIIJは11、さくともlt牧本の縫助が
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大きいfこめに笈j故人 lはやはり景~愛到に比 iÝlj し

て竹村1，'1;鐙到するものとユ符へられる。

火に毎年の支出Cはど うかといふといふしょ

の内津は諸公諜(家屋流、所得役不)火災保険料

共のi也の雑災準備金正管理費、 総持修結党存lA.ぴ

地(たである。之~Sの大部分はやはり程度こそ異れ

一般物[貨の援助に比例して援助するものであるか

ら、従って全文1i'，Cも又一般物抗徒主bに引か:J.であ

る色弱・八てよから う。 従って純牧径(1 -C) ち

叉毘;気控勤itij綿と相似の鐙勤をなすもの~ r，';、乙

主になる。イ11.しその淀動の1(1は，巴らく 一‘般物1):1の

それよりも小さいものと思はれる。従って(1 -

C)の指数は次式でぶされるものとする。
r 'i_ 、、

100 x (l + Aい{1 + ksu i ~~' 1 十O( I ~ . (4) 
1 、1 I} 

即ち kでくμである以外は (3 )式の去t~ .{~!到

II~*，泉主同fïである。

又純，lf文言在(l-C)は景気徒動とは合Iti北!係に{主宅

の年怖によって大きく主主i劫するも のでゐる。 βIJち

住宅が!な〈 なればそれにけ家賃は安 くなるしx.不

用率等も冷えするから、 Iは次第lこ減少する。又

Cの方で‘は維持{断書官等は"f-e eもに加泌的にJi守

太して〈る。えうも中には公課や火災保険料の如〈

Q三向日ととも>.1こ減少する1tfi向のものもあるが、 Cは

会慣としては次第に哨加するものである。そこで

純牧谷 (1-C)は午と}与に次第に減少して行き

枇後にはよががlこなる。(~;2凶参)!の

建物の耐川年限即 L

ち詩命に就いては:Hil.......寸;久
々の見方があるがこ代々?とJ

のか刷焼(1-C)州 、('，
活 t なる昨をもって 14~~υ

Jtの建物が耐)11 fi・限 L
にj主し?二百のとする→吐 E 叫。

ことは、.ft'セ{j，::]~を 第 2圏

:f 1 !l.，~~I'i'~1 こ 巧八る均 f?に l之、:4.，U;安?;?ではないかと

ふ。このîðHjl J I，I~映はヲint 卜J土従~<:の所 ~11J 1-W主的IM-t

川;f.限に近いものであるから、普辿のLI:T[;では恐

らく 30'F-乃至40q:.となるであち う。勿論貰際企業

としては?;?によ r~" :1 1七ぃ!日l行はれるものではな く

このInH川.11'-限に注すろ以前に.!'断される場合が多

いのであるが、こ のこ主はふ;の女11くIjt!リ1すること

がで きる。



tn3年の純~~11ド( Iu - Co) ( l -3k l 刊〉日 [ 1+
n 1 ¥ 

ksin (牛り}
料の純陥叫 ん C())( 1 -~ ) ( 1 + A) i . {1 + 

ksin (年同)}

今景気設到によ る姥劫は必ーへ十に 1r~1拾によ る縫

動のみを考へれば、地築後miJ三を泌?こえJt物の雄前

(I'~な悦値は丁度( 1 )式の投資限界主同じ考へか

ら次式にてポされる。

V同 一 Im十l一Cm十!_+ J_!'凸t'2-Cn¥-j-2ヰ一 一一一 ー ー ト
山 1+r ( 1 +r)2 + 

{I i_し《は在宅企業のイ丹羽におげる景気の状態を

ぶすもので浩しその時が好景気の絶頂にあるなら
T，' 、

c j、不況の谷氏ならば《ニ jπ、長紙j

j FのIjlj主ならば<<=0 :1:泣訴下降の'1')主ならば《

ニπである。

ft宅企業の~;J~準利if可本 y(ま i，r~'if，:に云へば欠振り

日:34鑓到の担響を支げるのであるが、 κζ を~)jへる

~ ~'0i ebて段羽iーになるから此去では 1:..とと11'1故して

J竹えを:進める。

U:{J~の純牧徒が以 l:の如 く であればよより ( 1 )

式によって投筏限界を求めることカ;H'!~(る。即ち

北におし此庭で司経'苫を打切って{主宅を然るべき

応分することによって Rrnなる牧人力Z待られるち

のと し、且こ の }七、がil守似の j象患、牧谷より;十~C さ

れる Vrnよりメくであれば、こ の企業は nq二に注す

る以前に mij"-にて打切，?1こ方が利jlEとおへられる

のである、又 R同力;Vrn より 1) 、 さい:t;~~ (干には若し

11 [::)・8で.;r J:;IJれは Rrn- Vrn t:: け ~11-)ょとな るわ りで

あるがチこ〉でmをしてもそのおにi山に於いてよ
に援る利徒bf得られると ユ14(よられる 42一介には )~1i~'

りI!，~色が行ばれる。例へば後に述べる 虫11 < 景~:"(縫

:íÛJの I~ーから TI主 チがJ也築f兵器を始めるに:wーもよい

時i~J1ごと 勾へられるとき』こは、この損失をふ-):11の

l二でー政策が行はれることもある。この場合にはこ

の間久・は次却の経営のIH1¥'となるものと)5'ーへれは
よ弘、のである。従って乏H ~I:lì上は前記の主n< '，;;;;に

In +Cn = 0となる時をもって粧替の終拶1e見て

少しも港支ない課である。

(I - C) の ìi，!~少の ;~~ rî.~はぷ fご 11月にされてゐない

が、此虎では--1臨ダくの如〈等差級;j& (I~ (即ち直線

的)に~化するものと限定する。

第 1!，手の紺牧主主(1;-C1)=(Iり一C())

第n主!三の純牧谷=0
.(5 ) 

'~ L-(j 
i=;j-! (l+r)i-m 

n - Cn 
(1 +r:'H11 

、
u
t
 
-‘ 1
・

l; -Ci 
( 1十r)'

(， i. i 1 +).¥ i J 
(10 -Cυ) (1 -'-f ~ ~~) i 1 + ksi 

¥. n.l ¥1十rJl 

簡71にする震に

(ヤi十C()} 

n

z

d

 
n
z

d
 

V= 

そ;二w ~かりばl十r_ h 
l干Aー t

V ニ 山一C07U-;)片+k主;71Mj
(計算の過程は之を計算すれば次の如くなる。

告別告する)

い-n)
(I~ -C2 )=(Io -Co) ! 1 -2_ i 、 n1 
(1; -Ci)二(Iu-Cω (1_ 1 '1 、 n1 

話 2(F-の純牧経

. (6) 

V ニ (Iu-Cぃ)fー土τ{(nー I)P-n+)-J ln(P-I_I:ll'U-".I' -u'p:，_二1J

+k耐再三sm(C(φ)J 

(In -Cn)= 0 

此雌でよlこ(4 )式にて~~へられる景J心主到に

よる影響ぞ加lへるし {t'ち令:.!JI~にお一りる 7ボドの牧

径は.:J(の如 くな る。

お i 年の*，~Jr.失徒

対日午の純牧1S:

し

A= p --Jn(P2十1-2Pcosw)1 
n(P:!十 1-2Pcosw}!l 
¥ /n.) ， t'¥ ， '¥n ， P:! -1 -p-)ー (P2十1)cos w+2P+ :_p~ ， cos(n+ l)w 

(P2+ 1--2Pcos w)+P:! -1 ___ _ ...， 
pn I'l -~- .. .. J 

;'s1 if-の純附=山一Cり) ( I - ~ )( I +わ {l 十
12T.・ ¥) ksin I '~:_-+ a. J 
\T'~;) 

')、 ，
筑2q~の純牧待=0けー Cρ ( 1ーム 1( 1十J.):! ~ 1 + 

、 n" ¥. 

ldlrlP?+11 ¥(+c()j B- P 9ln(P1十1-2pcosW)srn w 
~(p:!+-I -::':: 2P示-;ï“L
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一引(印ωp戸2一1 )s川川s討吋1I…I

(P2+ 1一-'2Pc∞osw) +P2一1 i 
一 一 p.γ卜1 一γ一一一一 副11 VV j 

。=Tanヲ
即ち (6):式にて;Jミさ れるVは sin(c(十ゆ〉の項

をもってゐるが、《は前述の刻J<起業首時の景気

;I~態を現す控数であるから 、 投資限界 Vは起栄時

の景気Jlk態に肱 じて之と同週wjのを5化をなすも の
なることがわかる。そしてその 1;.!印刷1¥1の三p.:Jtヨを

求めれば

yc = Oo-Co)ー ._I_，-，J(n-1)p-n+--J:-.J n(p-1)ー{，.， ./.... .'" pn__:tJ 

である。今JL× 100= KUをもって投都M
Vの指数とすれば

( kv瓦耳 BJ' 向付) i 
Kv = 100 I 1 + -T-了 l

| 一一~-i， l(n- l ) p - n+ でで l l n、p--I )~ ， P"-")  

ニ 100 x { 1 + K sinω 吋 (7)

又一方起業富時におげる住'七の建設tl:Qの指敏

をiぐq eすれば、 之は (3)式におーいて i= 0と
おくことによって

Kq = 100 x (1 +ν s，n c(J一…ー・ ・ー・… ・(8) 

主なる。

1). 経管可能性の蟹化

J:J.J'，で建設費 Q及投資限界 Vに到する景気鑓

到による影響が大韓併j明し、その指数の後AJ.n立
夫々llttJ↑iの (7)式及 (8)式によってぷす事が11'，
~(1こ。従って第 2 白iに述べfこ所に依って此 l'両手?を

比較して見れば、住宅企業の経営可能性lこ釘する

景気謎勤の影響力;解る諜である。

Kvも Kbも同じ く《 の設化によって100をIjJ

心にして盤化するのであるが、その控]iJJの11Iは前

持は (1-x)乃至(1+x)後 X'は(1 ν))う五(1+

ν)であって等し〈はな 〈、 叉位相もKvの方がLj.1

1.:け先んじ(ゆが寅ならば遅れ〉てゐる。従って

VとQの肉仔は常に一定ではな 〈企業の景気蹴

j患の如何によって成は Kv> Kq となり或は Kv

< Kq となることがわかる。 .f!fJち'市議(I"Jに;Y;'へら

れると同様、住宅企業は企ぷ(1'.)の景気拡fE如何に

よって不lljであっ?こり又は有利であっ?こりするこ
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tが明かに示されにのであるの

次いで1立何人，な11寺が不利何んな時が(jJ:1Hかとい

ふとよは正確には Kv-Kζlを極大なら しめる《

の ffllを求める事に上って数~I(\的に得られる のであ

るが、共はi徐り復維なので省略し、先つ'之等ω』に
の係敢に泊~~~~ な 111'( を似主主し?こ場合を考て見る事と

しよう。

;t;つご(日)式の ~~; j~文'J'(桁数lま品3J'riに於いてぷめ

仁木J;'uJl1t物!1'(指数の2・助を示す式を共(必川ひて

Kq = 100 x (1+0.35 smミ〕 ・ー 々 (り)

と寸る。 i'rP授には建設引指数は一般物1t'i指数より
や〉大月Iの鐙動をする怯な試がする が、 }&í1~r;'i.資

料もないのでよで11¥1に合はせること にする。勿tお

定性的な結果を得ることがLi的であるから大して

nu題はないのである。
づI(は投資限界指数であるが、 ;とには先つr，M!Jf'>く1;;干

(I - C ) の鑓劫を示す ( 4 ) 式の係数を~ .;7(の ~i1 < 

恨JAとする。

A = 0.015、T=20、k= 0.35 

A と T は前式同践である。 k はJtr;;:は jiíJ述の~il< 
ー・般物1TI費動rllJ 車:Jj~ ~こ於:す る 1I の11{Lよりノj、なるも

の と 考へらわ 7 が此庖では刊に之が一般物j~~指数

主同一歩，J'，l 捷化するもの主して k=μ とし?こ
のである J

次に(6 )ょにおいて経器削1111CioHHJ (1'限) n 

彰 40午、棋l\li ;j':lji問客:~~犬々:(:~. 6分没年9分 として

Iくv:fd下jilすれば次の如〈である。

r = 6%の場合は

Kv =100xバ小〈ぺ小f1+0.09si釘州i{' ， _. _， -".，.." '20" _. '-/j 

T = 9fM の~j令lま

[くv=100xf1+0.11 si n (け~~ x 0.43)l...(II) (' • _... -..，.." '20" .. '-'j 

liij.(i"は侍手Jj:feIlliりとしない公径(1'.)1i企業の場合

後対は符f.'ljl'I"J会主の場合ぞ恕定しにものである。

さて此の (9)式と (10)式及 C1 1 )式含比較

して見ると抗31ωlの，(日〈なる。之によって建設校

指数の謎到のブjが投資限界指数の挺![rJJより温かに

大きいことがわかる。(此底では x も ν も μ に

1'~ しいと i限定し?このであ る が、 lTI)~は x < μ， ν 〉

I!となるであらうから、この間きはもっ と:大にな

る。)そして又鑓到の時期は多少す'れて ゐる。

(ぶ例では Kvの方カ;0.13{F.乃至43(1'即ち約 i月
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5月伏先んじてゐるが、 γが もっと小になる

とrl'は長になって逆に少し辺れる肢になる。)

(IIJれにしてもC(=ソから π まて:の!cf・景，*t時代に

は大時に於いてF実，!見界指数の万が Fにある力、ら
合主としてはイメjであり 、 c( = ):より 2π まで

の不景気時代には大崎投資限外指数の)jρ:大であ

って喜韮'，~は子j_E1]lーである。市 し τ椛 2:r l:誌もイ~::IJ 1; 

のはこの差の最大のところ民Ilも dt;のド付近の
灯ー:民主4絶頂期であることカ : ~I・iJ日月ずる。 即 ち i誌も H:

a七のijlc給を必要とする好長気11寺lににおいては、仁

左へ家賃牧入力Z一般物111の同ー‘;1;'，州で蹴る として

も向住宅余:;l~ としては最も不利であることが明に

なっ?こわりである。

6. 企業不成立時代の封策

j祈〈の如く i詰も住't;の1M('~ を<>1:品l ら ねばな らぬ好

景気時代は 、 叉f主'-t{ìモ~主として最も深江のとりに

くい時代なのであるから、ょに到して(;1}寄;のll)Jh文

策を汁昨今る ことによって、このイ勾ljを打開しなけ

ればならないのである。ょに|制して公に於いてiえ

るべき手段として差岱り巧へられるの;主主たの方法

である。

その郊 lはH:七企業の事業資金として';'!i(こ i~ .f: I J

なる長期資金:a-融通してやることである。之lこは

従米よく大蔵'(ìIT~金古11ft金等が川ひられるのであ

るが、この場合白

〈る力か'cい』ふ、と 一i般位よ り低利な1資宅金力が;吋叩可r刊.'H仁こ得ら れ
るのであるから、この場合f企業の平1)刊は岱然之の

70 ，FI吋 l にご

lち

才、才気 一→t

供給のない場合より 少 くてよ¥，、

わけである。 即ちこの低利資金

のよIJ本が通常得られる資金の利

本よ りもXiごり安いものとすれ

ばその企業のあるべき利;WJの率

は収準平IJ;I河本 Tより xにけ少い

Cr-x)でよ い肋定になる。f足っ

てこの場合の投資限界は (6)

式において了を r-xに置き換

へfこも の、即ち

ヒ Pの代りに p，=l:tr_二xを代入
吋 1+-i

d しに もの となる。 従ってこの場

合の投資限界指数は

K'v = V(p') > V (p) v一一一 >一 寸 C=Kv)
Vc(p) -VC¥p) 

となる。従って供給される低利資金の利率知何に

よっては之を好男:気時代に於い て建設腎指数

K.に楼;丘せしめ作るのである。1}lJへば尚?diiの例
では標準利料率 9 %の 主き の Kv の~二k1ï((は ( 11) 

式に tり111であるが、一方建設費指数の最大は之

主多/か時初が呉るが C9 )式により 135でよ より

大である。そこで今こ の全業に封して一般金利よ

り2分5Jffi.}j安い低利資金が供給されるものとすれ

ば、この場合の r(16.5%となり投資限界指数:は

FJv十100x{1.23+0.12拍(け2πx0.20)1 t..--，-..-. •.. ，，"，' 20" -'--.') 

即 ち今度助』は立K九のe故此此-大刈刈州:'fI川i'H:t.

F阿附{“H近!E工lじこ於ても K凡凡く£仏qパlにこコJ:li併?守符:し〈 なる。 1従足つてノ今I'}皮変iは主
約絞:位岱、石可]古能= 2第蒋4 図

となるわ Itol ← 

げである 1$.1ト /グ'// ~、、てベνl(' 6"1.) 

(引4J;o，';1 ILO ~ "/ / ¥ .........K川 二作 j

! / γ川参!!¥l.) : / ¥ " 
r / -工三二-:-"'-.......__ 一一¥-Ky (1ユ刊)

同日;に I jジジ- '-...":.斗T台 し(，= 6 ':.1 
又平IJ;問ZF; tuO17-一一 一ーー{一一回一太一ー

6~ó(jll '，'入 よし"。 E 可

金の不iJ了ーのみの公徒IlJ変iiE去の場介)のときは阿 〈

(10)ょにより Kvの故大な 109であ るが、同じ

(2.5%安い{Iモ3分 5}1II.の低利資金が供給されるも

のとすれば

iく九 = 100 x f 1. 26+0.10拍〔《-2πxO.15Hl" --. _..--... ，-， 20 ..-..-j) 
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となり其の最大な 139となり 矢眠り粧管可能と
なる。

尚武際は長期資金といっても机辺剖1i¥1は15'1主乃

至20年であ ること が多いから多砂本恨定と異るが

本質的には之 と同絞であ る。以上の結果か ら考へ

ると低利資金の融通はめてかに千j劫1，i:U)j 1衣筑となる

が、その平IJ系は少しも 一般バi場の長期資金の不Ij号、1

よ!>3分以上安いこ主が必要の肢に思はれる。

毛穴に tr~2 の助成方法として均へられ る のは、 住

宅の建設費に封 して一定の有1l!1)j金を交付する事で

ある。即ち前と同じ例において、例へば建設費の

2害IJに 捻常する金額が干IIiD)j金として交付されるも

のとすればこの場合の建設費指数は

iく'q= (1-0.2) Kq 

=100xO.8Cl+0.35 sin c() 

従ってその最大は 108であり 役資限外指数の最

大 111 又は 109 よりノj、さ〈なる。従って住宅5J~~~~~

は粧脅可能となる諜である。 (第 5Il;，ji参 !I~l)

l‘刊

のとなる。

そのブj法は例へば第51沿いこ示す知〈、長試の波

の |辺却を 4つの|副首lに等分 し、 そのl付呆おの絶

l買附近の弘;山期II¥J(c(=ヤ〉ら い :πまで)に
於いて住'己を姐;設するものに主Iしては建設伐の 2

;切に羽J賞する補D)j金を興へ、逆に公認の符底附近

の問 期|111〈《=:πからい;α まで)に於い
て住宅を建設するものtこ到 しては同じ〈建設費の

2 '，~:IJ に十n岱する建築税~ 賦却す る) 0 共他 力期Illiに

わーいてはMもしない。共)r<すればkli設fJ'i指数の主主
動はui51尚に示す如〈 や〉不自JilJではあ るが可な
り投資限界指:数の鑓劫l二:ili:<なれ その結果住宅

企業は可なり安定する。

i. むすび

1交.fmは凶民の生活に故L直{，1.，cつが10事をもつ Lのでめ
り 、従って之~，'S;の{賀械の変動を批;i)IJすることは同民生活

の安泡{:[!;，dるLに最も必要なことでtちる3 食，!'の大宗門

る米に就いては、既にす・っと以前カ・

ら 米級統;HIJ法に よって債総~劫を一

定限1Jf. に批止す る機織がli ~来て居 り

最近更に強化を凡てゐる。 その変検

17.と もカ・〈として L会の必が之t:'げ

進んでゐるのにfJ，:(コJJが般公的な不

m"t底な家賃;rrill浪今1)~ lj'J 1司のみでゐる

の ~J!;":か片 手洛でみる。勿I\.i:ìfl司の用

意しなしに1'~ Uの ?HJ 念行ふことは

結局徒らに住宅金栄公Jia治せしめl3.

家賃の悶ぷ引t助長することに下る

のでゐって、g:し況に徹底i"矧さ う

といふのならば、先づ:1"<La:が公泡さ

れでも充分Li:宅企業のどTSl:がとれる

必な方法を講じてやることが先決間

短である。 このJj法としては、:liI筒

第 5図
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この)i法11英Tご簡明でめるが、質l際問題としては補助

金交付 に相岱の経W{{> 要するので官.~ 'ifがIflYiffiなのでゐ

る。しう、 し こ 、に其財源合得る JJ~去がゐる G それは育íJ湿

の刻1< (正宅企業 l士高物~時代に け不平IJ である一万、 {氏物

!~ i[，';代には恨めて有利であって こ の時代に始めれ，Î>"業 11

常に標準不lj i回宗以 tの利主主 ~fl~(fひるのである。 Jç虚で

保物佼時代にijl:殺する付ご主主に到して -fifo のJ~祭碕':r: lli\:諜

し之i'松江て、おーい'亡荷物償時代に於ける!Iif.I.!uli助金に

充tIするのでゐる。L!Dちか、 る待1)11T.:tt({'.'1校入とし、か¥

る術助金五ナ交1I~とする一つの待.81j f1，i十台 ~i知人 不足金生

やる場介にはそれに付一自立合計より 支111するほiこすれば

よいわげでめる。斯〈すれば財政的tu!告は隠めて軽いも

に主主ベ7二〈寺1)110";;rの市lJJ疫の主nきJht;1士、諒i;カ・じそのー雫
J. るを*.:1 土 i~ ~ 、でめら う 。勿よも r-J~i以[必難な;*ぷの走塁却~ .~?

針子とするf.1:τ14でゐるから、その1てもおには幾多の設術的

な回総lヰゐるに偲速ないが、 さりとて~j'{か心不 pJ[iëc4 

へる ?'のこ とはめるないと忍ふ。

先j投1 !r1~1:I~ より 泊正物f~~ ~決定する fこめのJJilr1計

~;[])脱代r~なるものが、 琵去さ れfこが4mi正もやは り

正しいJJj〔山計算にJ，~いて定め らる べきものであっ

て ì).として保X'I-密 売!~似し?こ責任理事ド付の も のであって

はなら な いのである。共彪でMi正なる利潤の 1~と詩

をiiii提主しTこ合理的な家賃計算方法の標準を定め
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ることが必要となって くる0 ・現布行はれてゐる家

賃の詐定プJ・(.l、は間々ある故にが何れもillJ首なる不IJ

;到来と資金!可牧 q三IU~ (経皆期il¥Dを定め、建，;幻そ

の元手1.1を持q::均等に又はや ':>jWiff，主的t:常IJ首てると

いふn事プiであるから 、!荷物ft"i時代に始めTこもの
の家賃(正常に戸川 、低物i抗時代に始め?こものは常

に安いといよ、 矛11'1を~(す。イ"JI時建築されfこもので

あらうと、!日]じ時代におげる同開建初 7)適正家賃

lこどFのあるべき宮はないのである。(建物の年

住
上I 官

三じ 建 築

一 目 次 ー

1.合理的都市総築主住宅産築

2.イセ宅途築クコ質的向 tと土地問題
3. ~主築行政強化の日係

4 r1:宅問窓緋決のi主主としての上j色政策
5.割:市立;-;Jr法運用の1主化
6. h足首IJ盤現卒業に依る宅地の提供

1 7ーは刊 1 
S. 住宅供・給柱建:~;)(の{也の問題 l 
結 語 | 

(1)合理的都市構築と住宅建築

都市を構築する担築物.1-1~I(~:子jに ~I~の大部分を了片

めるものは住宅建築である。 Jt故に保安、市生、
交通、 経i消舟九、防定今守?.γイ介?左血血Rf的i内句な羽都l叶汁市j，!昨停努築Hを?円棋と す

る部市計主と建1築t条ξ行

るl持附4矧日心事でなりればならない。f-1:'1:現IU;;深長IJIとす

るにつれて件:宅問題はや;々しく設場してはゐるが

其の附んど純、ては住宅の数日UI'~方聞に限られ、 {t

L己主lt築の1Z(J切符Jと;及び介皿的部11ii::t築へのtf興[土

7jfiんど省られない献態である。

叉現tfl.l~f~ なー[J..<1 の f-I'宅地建設奈の挺引も幾度か

!治によるきょ化は日IJにして)それ趨正家賃算定のfこ

めの家賃計算方法は建設貨のみを酎象と しない全

然新しい行き方のものでなければな らないのであ

る。その75:味でもし本論1.1.1の何かがこの新しい;直

正家賃計算方法のi九七-lこ多少参考ーになることあり

とすればf白営者ーと しては望外の喜ひずなのである。

(15.4，29) 

山事15-・tよi'!~;'技師・ FJiZS;併究所

、.p
L 都 築市 構

也 rJ 1変

1~ さ れてゐる が、之が究現は思ひもよらす\全〈

ミ炉見る股な古，，(j:lldへ起る。 住宅問題が叫ばれて以

外長、常局は勘奨lこ#:てって兵韓(じしつ〉ある現笠の

努務~-・の屯鮮は建築法規の命す'る最底限度の要求

を漸 〈充す柁!変に過ぎないのであって、不良性宅

情と糾するもJ'j':(て過度でないI1た態である。 十年も

経てばスラム荷慌の袷玉に最たに取り上げ度い機

な都市構築 J:泣憾な現象で‘ある。 現下の物資難の

'j'l!j勢では建築貨物の質的向上は到底考慮出来な

し、。

f !:むに己が家なき家族の多い此の逼迫せる時、

長(1'，)に僻jとするさへ|羽t41であるのに質的向上等監

搾IごEの言がある。 1JI:し{-I-:宅の何物なるかに深 〈

思ひをひそめ都市構築の大きなIiil同校を増大せしめ

っ、あるぞ見れば、畑何にしても之が質的向上を

計る2jk!:~符コ;lJ iーである。

( 2 )住宅建築の質的向上と土地問題

止lj;~に三三-ょ、 !主℃の向卜.とは主主してイセ宅政刷Hこ

MtilJ除する事J頁である。

イセセの質lこは其の規模の大ソj、、 使m材料の程度
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設備の完備さ李種々 ある?ごあら うが、最も基礎的な

ものとしては敷地である。建物の規肢は最小限度

であり、材ー料は多少粗悪であっても));土地に余砧が

あり通風、日照等を充分に取り得るならば放へて

之を不良住宅と呼ぶこと も無い筈である。床面杭

の狭い1:.T1こ起る欠鮎は物資が盟:;fにさえなれば増
築と云i、手段に依って容易に改良し得る。併し敷

地が不良であり其の面積が過ノj、なるが免めの欠鈷

は決定的なものであって終来に動きの取れぬ耐根

を越す事になるのである。

戦時下の現状に於ては物資は他迄節約すべきで

あるが、土地迄節約すべきものではない。土地は

決して無くなるものではないのであってよを質深

lこ伎ふ事が防京、防火、保位、交通告号;凡ゆる都市問

題の見地より緊要とせられてゐる家屋の政開の根

木原理fこ る事を銘記す~必要がある。土地は節約

すべき物資では無い。現下の住宅問題tこは「建物

は最小限度l二、敷地は可及的大きく」此の椋語~

以て絡始-~U~解決に常り皮いものである。

イ)!'し現JどのIm:~宣としては地111の暴騰と官俗降級

?こ る地主の買惜しみの~に、住宅~~聖地を l汝得する

事は物資以上t二困難な問題であって、強力なる土

地政策を要望する所以も亦此庭lこ有るのである。

(3)建築行政強化の目標

市街地建築物法は最近~{jj~建築規則の:1m定 lこ依

って大飛躍を遂げ、一般の住居住築lこも防火構造

の強化を計つに。Jtt京市1也18都市にのみ遁川して

ゐる現{Eに於て既によが侠)1]物資にL-R]難を組めて
ゐる J!kîL~で既 ff家屋の-P}j-}(改修は勿aaの事、新築

家屋に到しでも物資の配給は決して阿川に行はれ

てゐないのである。此庭に考ふべきは、 νj主主主築
規則l主主主物自鰭を?防火砧r泣にせんとするよりも、

隣地との保イf主地主?増大せしむる事tこ主fll~がある

のであって、 現在の知 〈物資，;!~の折 lこは一層此の

黙を強l却する必要があるのである。隣f也との11¥1に

~;;~よ也を多<JI!l.る4fれま J'fJ_に訪火 tの 11ιJ ~盟 l こ止まる:a"j:

なく 、{t居の仇討述、衛生、快泊刀〉方l訂よりするも

w要な事」頁なるが政に、此の規則の現地油月]にお
っては 3メー トル又は5メー トルのZ;'り也を保有す

る如く指却するを以て故ヒの方法と思料するので

ある。

防京都市の控設iこは家屋の疎開は何よりの京大

事項である。防空建築占iHllJの此の恨本的概念を法
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f![1こEき、物費笥約を回 りつ〉之が闘滑なる施行

t こ イt〈って生かと~':1fj鮮i向に努力すべきであら う 。主恕て

の物資にイミ;たを来してゐる今日建築行政の強化は

恋築材料を多 く要する方向に進め得ない。耐火構

造の恕物を要望しでも鍛筋コンク リー ト建築の出

来ぬと同様、規則が如何に理想的になっても之が

資施は決して悶滑には出来ないのである。 25地の

保有に依ってノミ悶の問留は之を Coverし得る校で

ある。

11宅の1'i的向 uこ !~M し強化すべき敷地閥係の事

項をタIJ摂すれば、

イ、空:l1¥1.制恨の強化

口、採光に倒する窓先保有空娘の強化

ハ、防授の施設を属すべき空憶の保有

二、 敷地と道路との悶係規定の頚化

等である。

空地制限の強化

之は既に法令の改正に依って~:J:也地I託の規定力:

強!とされj迂f(.之が:9-嘘fl']指〉とを待望5れてゐるの

でゐる。民地地民は位居の'í~咽:衛生1'1'0改良を主要

11l~日としてゐる のであ るが日!~~到象として;tJ;の

標準は

各j切に於て 4時11¥1日J!Hのnめには、 l初日債の敷
地而Wiこj:.j-する'1[;1]1きち。_:}'1。

さ予知lこ於て 2時iil旧jkfのsめには、床l向干』ミの政

j也jU出¥lこ討する'hlJit ~ i 0---ろJlI
1毛皮u:sす必要があらう。
此の)J(-Eは従来の25地;j;1j限に比l険して椛段の強

化であって、土地の手IJ川 ~ -;hll限する事も大きいが

住居住築物Jの救地としてはYl0-%。の;ヒ11令は岱然

必要なものと必ふべきものである。 lW:5-'<:;怨築規WJ

もうい以下の出土也泊医に於ては其の立'~5flI'に依り 、

住物の外壁耐火蕗理の保文を絞平日又は免除し得る

'~Il <規定し、ささ地の保有は防火的に有力な る子段

となる事宏明交化してゐるのである。斯〈て空地

地院の指'よは保健衛生!ÌÍ~ Iこ防火」て良き 結*~得ら

れ、且つ物資Uii約にも役立つJl~は大き いのであっ

て、正に-1-1三f.';の効県を期ffし得るのである o

J1J岐に有i!lili郊外の住宅地は除j応何となるべき地域

を除き 、 授らや泊。以下の~地地区に指定するの

が趨首であらう。問。--'ii'l。の空地地区主は郊外伴平

場j;fJ近、[o'(澗なる道路沿線等の小限域lこ限定すべ

きものと汚へられる。



最近絞々111来る労務庁iJ宅と稿するものの多 く

は現行街地現主の 6'';-;IJ~湖 〈 充す程!主に過ぎな

い。 '1' には lli路而も:.{'~ ilj也:こ算入せんが?こめにー

構内と栴して数10隙の長屋式住宅を密集せしめん

とする百十主力:屡々現はれるのであって之等は住宅

問題が量的方面のみに偏してゐる事を物語る羽ら

かなる諮左である。う，~~Y17干千住宅は最小限の規模と

費用にてlir現せんとするので敷地迄最小限度にな
り易い傾向があるが、ス ラムf1tを形成ぜんとする

此の住宅計去を法的に泊止するがおめには、引。

程度の主主地地|広告:')lì(純回に指定し、防火n/tL6~~~~

減し以て建築材料の節約と工授の低減を計る事が

賢明なる行政的措泣であると思」、。

採光に関する窓先保有空地の強化

現行規定に於ては佐)，昔建築も事務所建築も保)'(:;

に fJM しでは同様に Jljz.j及つである。~~i\"í(に大規模 1J_

事務所、百貨!万等の怨物にはjなに働<7);、住居建

築に閲する限りイミヲピ分であり、刊に一般住宅には

7ifiんど此の規定は無ちも同然である。其i伎に、住

居住築に限つては現行 !見Iの窓光ajIJ~~を 2 倍程皮

即ち現在は壁j頁迄の両さの 1/2.5の窓先距離を要

するのをlハ.25程度に改正する、普通木造建築ぞ
例iミ取れば、l貯?の場合1問、2肝?の場合2ITnfなの窓

先3宅地を f~と=汀せしなるに 7ドFれば1t.宅建築の1;f~健

衛生上の質的向上は期作しf与ない。

防護の施設を潟し得ベき空地の保有

防空建築規則出11保jう王筑13僚には・定続出以

上又は特殊の起物に到し防I112の施設を舟し得べき

民地に/Wする規定があるが、一般の住居建築物に

ん少〈も 1ftiの標準防空壕を築浩し得べき空地、

最小限1I14M、長8M、即ち32M2の空地は必要で

あらう。

規定を改正すべき黙としてはい〉却11僚の規

模の限度を無くする事(2 )空地の大きさを兵躍

的に指示する事のみでj旦りる。

敷地と道路との関係規定の強化

道路は合理的都市柿築には最ち必本的な役割jを

受持つものである。

一昨年の法律改正に依って建築法規Jての道路は

従来l陥[19)-!_であつにものが幅員4M¥こ改められ

fこ。 1)[二し矢張 b之は最少限度であって消防ポンプ

が自111にt-'J入り/1:'，来るおには少〈も 6Mの道路が

望ましL、。又敷地は多少不充分でも)，1;)聞の道路が

日日 、ql:jrPJヵ;整然?こるものであれば不良性名化は

成限度;ぷ止し得るのである。

勿耐えE主主総;/;IJ皮の辺川に依って宜際には私道の
統;jj:j(ま出来るのであるが、更に之を強化し、 此の

規定の運用に依って匹剖整理設計の出来てゐない

ー閣の未開設地に於ては建築禁止をなし得る迄に

進まなければ恕築行政が介玉虫I]'~都市構築にも't極的

に参9iJ-ij・る事は/1¥来ないのである。

迎築行.it_Xはj町かる方面に消極的なJ収怖から片手

Lこ傑力を持つ11)J lk行政と して、 ~tの良債を護露す

べき肢ぃ分野がJ石げてゐるのである。

( 4 )住宅問題解決の鍵としての土地政策

住宅起築の質的向上にはよv土地に服るべき事を述
べ?このであるが、 1.iIにイーじ宅難の量的解決の.mにも

此のj行地JI文得と云よ、事は悶維な事'mlこ置れてゐ
る。 4れこー岡地の住宅地として相官趨つに土地を

得る?こめには多数の所有平?との交渉に符ねばなら

ぬので、此の内に l人にでも所有権を手離なす事

を笠まぬ者のある時には事業計主力2壊れて了五、事

力:多L のである。 1~.i!nにも掘めんとすれば金額で

釣るより他に方法は無いので、勢ひ買J炊償絡が高

〈なる。

住宅問題は質的と云は十量的にも之が解決は重

大なる公共的l社台問題でゐる。共放に公共国践が

施行する場合は勿論仰l入力主;とを分拾する場合に於

ても或程度の公共的立荘を認め、土地牧得に闘し

てI;;ÜliH~'興ふる手段を推すべきそ痛感せしめられ

るのである。現在来京に於ては工場の新増築は努

務:K{I ;~E;の建設計~~:{e供ょ、に非ぎれば許可せF る

方針にて脳令も改正されてゐる。 J~i く需要手tff! IJの

みが土地牧得を強1/;IJされてゐる場合には、地偵の

暴騰に益々拍車をかるり結よI!:となり 、徐裕のある

川地主?得る事は粧術的にも悶到lーな事情が増大する

のである。土地の所千f者・は一般に「持てる 者」 で

ある痛めに経内II"Jには主主る必要も無げれば、叉地

代を得るfこめに貸す必要もないのである。きれば

と云って良初地にしてゐるのでもな く、 単に空地

として遊ばせてゐる1i¥Jに此の寝てゐるE大なる資

本は筑ん地f~1の目指î.'tlこ依って利潤を得つ〉間接に

住居控築のAsti集を促進せしめるのである。社宅問

団に 11辻合I'r'~公共性の認めらる〉以上如何にしても

是のlTl;~手段として強力なる土地政策念樹立 し、

住宅建築の合理的建設を可能ならしむる事が絶封
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的に必要である。

{ji-しi:j:ll!:11'，( i IJ J) 0It;fiiJ) J e .i弘、事は所イパ止の自rll

~点縛す るも のであ る から 無ílHに川ふべきもので

ない。特に作宅建築が{何人又は内仕手に依る場合

には、J与の経営が営利的になる!長がブピ分あるが，¥3(
に 、 此の方I苛の監~~1iJlj度ーを硝立する必要がある。

之に閑rqf，な11可溜はある にしても、{I:;~ごと問題の根底

に縮れて之をj符:Jとし、 多少にでも介了rll.的都市構築

に参興せしむるには土地吹策佐確立し、 以てあ'c制

ある計 Jfjの下にn現を ~'I るより他に j金は無いので

ある。

( 5 )都市計霊法の運用の強化

.現今都市計霊法に於ては施行令抗21僚に於て

「一回地の位二宅経営」を都市計;lE事業とし、従づ

てとに必要なる土地は法律引16僚にて牧月15くはi主

川しf写ることを現'ζ してゐる。

此!認に清よ、性宅経替とは/，I)J，論;!泣J也のみならす、
ff;宅住築物先物舎も合めての経fきであって、従来

よりれ ~I\djに行ばれてゐる公告f1:宅の類全指すも

のである。

此の公共的施設をしての位二宅純符lま貸家のJiヨペ
を J収る時にはノI~A(久的、 分譲fl ;宅の j形式を J梁川す

るも可成長年月を要するので経内的使動のTこめに

可成り危苦言力 ;{'I'ふものであるが ~YIに土地終惜のみ

でゐれば比|凌的安全椛2・Iな事)Jtであるから都rbi¥1

;性として r{-li';S経営」よりも本ろ rfl;'七地の京';:

皆Jlfしくは間i凡なる土担分譲3一日;:そなし、 _.牧

市民に「低廉にして介:iAfl"Jなる宅地」の提iJI.:ブIjW

のみをj昨今る方が公費のイf主ijなる能不的運川ブ'ji去

である主硲tイ言する。

{I:'七の怨設迄lir行する事は迎旦lではあるが~r. J'J

が多'縞になり過ぎ大社的な計誌は、主IJlii;望み件

ない。

九li:万工芸の俗んなる現時の労修行に到する{1:七

供給lまijli:作事業的な救情事業とは円らlilliを異lこlノ

てゐる。高級なる賃金牧入~i.良究せしむる事な〈

各iiのi1ニ'七とよをよt~~牧得する IH;~~以て 、 Jlí'ぷせ

しなるziZは不可能事ではない。勿論;どがfこめにイ尺
平IJ資金融:iillの;全を開 く必要はある。

土地さへ合理的に牧得する事が川~(れは、il!築.

~!(の融illlは比較的容易になり件るのであって、持

2誌を普及せしめ得、住居建築は白から質的に改Az
の注を辿るであら う。、然らば現行都市計32法は巣
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して斯 〈の先日き「宅地のみの経替」を都市計主事

兵二主 してなすことを認めてゐるや否や、大L、に易E

3主力fある。

筋行令都22~条には「建築敷地のilt成事業J ~ß 

し得る規定があるが、之は一般都市計百事泉川J!l!.

の附近地に於て、土地Ig:主IJ務理路行の必要JDる場

介lこ限り錦し得るお:に限ιAとされて肘 1)、1司此(ルー1'，

J也の責主fJ又は貸付は収容され?こる.-f:J也のJ亡のj珂-有

X'(二位r光-般を認めてゐる(蛇行令部24係)がおに

現行法の「・住築J泣i也:i1!r.記事業!として[1"七の分品
~f~~・替は í:$ し件ない政て、ある。住宅経営を都市訂正

と して }'1Jrせしむる!~はゴド常に士頁符i であり、ぜり IJ

が多制になりiiiiぎ従って夜間の町l炊に長年)]に民

るが?こめに粍怖がjイ、安がありlt現はi*1那と忠ばれ

る。~~のj~か我凶に於て住宅経替が都ïll~t1!1:とし

て日現しfこ例を聞かないのである?

f七'と問i岨に都717計;!主力:市動分Jlj'を開J布寸るがE

には鈍行令のあ21僚の「住宅経営」を r{l:七地の

抗告」と明文改正をf;&す事が必要である。

併して1'1:際の方法としては、

( 1 ) 都市*11~位者即ち市首局に施行せしむるをJ瓜

JlIJとし、特に分譲住宅をも経営せんとする希

望?fある時は例入叉は工場0rifi"tlこは判許する

(2) 環境に肱じ?こ放地主IJ~憶し、 l 人 l こ l宅地の

みを分譲する。ブロ ーカー等の介入、 3えは判

長;を¥ij江く'1こめに1[156には十il'計:lilJ町4をする叫が

ある。

(3) 3ヶ年以r̂J{li:に往きたすることを僚1'i'とし、と

カ;:a現イ;可能の時{立民民しIH米る引とを設け
i泣くこと。

(4)低利l資金融通の{更を問主、成るべくRPi1の
方法を Jlit.ること、 ~~8kに希望 -!{t立政め ー f. :J也lr(

4替のろ引なずt sz.~Jitすする必要がある。

(5) 託金の被fJìlì責任~ ()-の，門に[土年賦えはn拭うJ、
譲の;全をも聞くこと。

以上の知〈苦l¥rli，H-，!1:としては土地のみに限り、

控築史、資料ーの怜:jli!..~~~{ま全然J) 1j の日 i-JE として切均11

す事を主i!l!とし、)(JI~(1'0 に事業1tl地，をな寸のでめ

る。/f111j(れば寸支f~tI- );は別に一定の)，~金を投与iご

し、 ばとが倣辿なる;主f~( にイ1.~って次々に司'IJ~~l l .;!主公

共強化するならば牧て多額の公伎を必要としない

のである。

市首局にMとを属す除Hi-~ き場合に は 、 特殊の{' I :



宅("!枇叉は大工事 lこ特許として都市計査の一部~

総行せしなる事も11¥来るのであって、it宅経営の

如〈 長期jj日に亘るものでないから事12!正行も‘比校

的iこ容易に行はれる もの と確信する。

都市計主事業の宜砲には附近地の土地f民俗を騰

貴せしむる ものが多 く、之が7こめに、受徒手Hii捨院
を~1設牧するのでゐるが止には紋陥が多い。 un ち先

月]の鶏分のーしか徴収が山栄子、且徴牧が長年月

を?要する。叉受f.tÌ: ~f~1IJからすれば地問は聡つでも

切買 りで もせぬ限り税金を牧め る金が入らぬので

同級な耳}'h~が起り結局滞納になり!務となさf。
共放に前述の住宅地経営を・般の都市計主事業

特に道路どか、公i羽生~;と 共に主主施するならば経内

的に何等不安もなし、 ijLLろ利益を得る如き綜合的

計霊は困難ではない。

斯 〈て雨符五ひに提書して一般都市青|査事業の

活設なる事業化と、 理想的なる宅地の提供は何を

措いても賀現し?こい事柄である。

超過牧用p手段iこ保つでも此の事は出来るので
あるが、現行法にては建築政地造成tこは費却lこ11日j

限がつけられてゐるので効巣ぞ家げる事は不可能

である。

要するに合理的な住宅建設の質現を期する ?こめ

には住宅地の控i容を都市計査と して認めるか、建

築敷地造成の場合のIIIIJ限を法手11し、所謂趨i品牧別

を認めるか、二つの内何れかの駄に闘し都市計霊

法の改正をする事を前提としてゐるのである。

今日の機千?を題すれば都市計霊は住宅問題とは

縁遠いものとなり、折角の施行令第21僚の「佐宅

経営」の規定は永久に死文に師して了 五、であら

つ。

(6)直劃整理事業に依る宅地の提供

保安、衛生、交通、経if'~， ~)j室等に 1.;f，1 する都市

計童応設と共iこ都市構築の最大役割を拾五、所の建

築物の諸統illlJ は1'11街地担当5物法令 H~lこ都市計主

の立ふべき立任であるが、之が基礎をなす建築敷

地の合理的浩成は現行部市計王監事;!tミに於ては、土

地区割整理がT1t-fF;してゐるのである。

土地J主成は区制盤JAlこ依らぎる限り都市構築ー1:

合理的に行ふこと はJ11来ないのであって、結果か

ら見る!!相こは¥医剖整理に依らさ'る宅地浩成は合

理的都市柏ー楽に、 l.~I ろ 、 ドi1害とな る事力:多いので

ある。

前述せる住宅地控皆叉は建築敷地造成は、必す-

r.;_;_;:劃2理7)子段lこイタって立現すべきであって、住

宅1m週主古l\di計五主と兵~lJ'(Jに橋渡しな訴すものは

í~に土地区制盤理なのである。併し匪割経理を住

宅問;彊の解決に利用せんとしても 、之には極々の

問 1還があって然 〈 容易なもので ( ì1rr~い。

1ii¥市計主主法第12僚の所副任立国:;1i1J整理は、都市

の郊外にf(って近時1;k々 数多〈 純行せられるに到

つfこ事は良に主ぶべきであるが、之が組合設立に

首つては出j係土地所有71干の整理事業lこ到する認識

の不足士 、之がおに起る不安、 共同精神の不足、

認可手続に長日月を要すろ事、等のfこめに、向未

整理地区のi-Jれこて市街地!じする場所が大部分であ

る。

此の未整理の岱褒展せる地区は都市全盟的な統

制ある都市計量を妨害するが如き結果をする事が

多いのであって、之が七めに

(1 )底割誤理設計の完了せき'る地区tこ於げる'iPj'

定的建築;禁止

(1)建築話HhlJ度の運用lこ依る医剖整理施行の促

進

(3)都市計霊事業の一部を医剖整理に分権せし

むるこ tに依って合理的部市建設の迅速化
等強聞なる土地政策を)!Ii味した都市計査の事業計

霊並lこ建築行政は合間(1守郡市廷設の基礎的な もの

として何を差欄いて も武行すべき緊，J!7事である。

主主現手段を考慮せぎる地岡上の都市計査や各個

の建築l衣料の強化のみでは、産業の本嬢として重

去を捨ょ、都市をして、健全にして且能率好〈育て

上げる事は因調[，であろ。

以上の如〈直剖整理に重1.
1
{を寅はし?こる以上;留

然必要な機限を附興すべきであって単調の医剖整

理法:!il]定の要治される所以も叉此虞に有る。

但し任意医剖整理は特主地域の土地改善と之lこ

依る士山武賊itの利主主及び都市公共の利主主とを結び
つけること lこ依って始めて成立するものであるが

紋に、者\\市構築に寄興する効果にはIU~E交がある。

叉任意iこ施行さ る〉ものなる故、公共的方面より

も経営内lこ!ljjかんとするのはよ亦己むを得ぬ。

故に医i!llJt盗迎は都市郊外の未開設地全般に豆ち
法話 13~条に依る都市計霊として随行すべきものと

し共の設計lこJξいて建築統{iil]を励行しっ、可及的

に任意胞行に持向せしむる原則を確立する要があ
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る。此薩にも都市，i-I我と建築行政7'};lt ~こ 緊桁なお

JU司作戦を遂行すべき時刻liがイ手ーだするのである。

JJ!に[t立すべきは主主J)ilIAli行l二位って、ょが貸111

に依って事業資金1t'得べ'i!-)ifi"，ii'j'紹介地は地 J亡ご十j包

所作有に4元ぜし誌、-t" 1 L: ~ち建設の苛』笠行ーに i会先

的に広何せしむる事である。

公j共与引[凶妥剖i:畳b純伝4行7の上拡話イ介「に も JLl (，))~プ方}jì法去をを?行ii;h荷昨??Lじつ 〉、

J以ユてt許約杭:~;宅iEf 背附告守九f /均，

{似似41<とをを7計ることカ:可iド1"，1，<:るのである

|足 。!tlU韮~lrl組合の主もし詔 日Jは従米よりず121古に長い

胡H¥1，即ち:江主計一竿以 |て、'1'くて/1とケ年{立を裂す
る :乃であ る 。此のZ事J1 ~涼主一一‘見f尚s渇.1"市官な{保諒である カが:ヘ、之

カがq l官上地也帥b擬l~f供j共h の」よ二1地也削1位さi川1可可l日l に医〕剖tl剖i刊d整理がF胞Q; Jハ川|リ!されす，

4往主そ築夜 it紘11羽汲)1以j止l'J)指:広，止ぷiι~ 5又(tはよ?烈!1，伐!胃t巴日，;統:

E なることカが3多いのである。土地分J~.;e目的とす

るこl-)血台Ilitは点京にけでも現{E口敏 1-の多きに注

してゐろ。

共 ))外に屯賊子?祉 と か、 日託子Jilìt等が高;)~~'I/J に

)(*J{f~ 1.;:_b也介謀念行ってゐる。此主宰は"'jt(::{i、'i:_'

J也の提供のみ念日(!りとするものであろが、ztこも
会翠下げよtl¥-m ~~\;栄一の - ~i'慌を分jfJせしむる f?!味を Jス

てldZ却j盤上jlに佼らしむるを得策と旬、五、のである。

「託制諮問に依る土地整.tq\に は 、 主主;己批の始除~ IC

他多〈 の思決があるが 、 よ と認可を??与ろ註O)k耳~J

1:¥1の資金"，;t，.i.Jこ依る損失とが天[.flこか:1られ、i交
付の員拾の大き く なるがt':t~:， 7_守土地分泌がì，íi\ '!\i

計混と分離する許りでなく 33Lろ妨将寸るt;:;， !.l ~ とな

るのは如何にも時念な事1'1.'である。

lバ J~lJ '::さ，[l jt法の :\;IJメ:に秋って 、 ;忠可手航も主~iiliに

せられ、 jufるむ九、に も同教がl位:JIJされる ことは望

まし〈、 iド川今j中村|トi:i後の桁桁-の女如I日1<紛!川;川1するf岱査利f的1内りな土土地t血{イ介? 

11此li此}花t5をナ指i咋主仏、5品蛇bt泣Ft?げiと什，イ作!

の良策と日計♂訓i「円31iμよふ、こ とカが;斗l川1'，オ米七や うh。

( 7 )住宅建築不足の一例

全凶(-Hに将l¥rUに於げる'(1;"王手Hが叫ばれてゐるが

よf!:して如fllJf¥1の政が不足してゐるのか、-ii;lHi{!i1j:る

数'j.:そう、11ることは間期iーであるが、ムKj;{に於:iる:liJt

近の íJ:'i:ミヂムi を?":'J\くの虫rJ(;瞥i肥(:~.~統計 l 二 枚って共の

大日告を株安し得る。

主要絞鷹管下住宅不足の調査

ノ ゾ "1二米 jlミ'I'，.({r築年末 (1ふrl'&Q滅
'1二 久 111 平iH汝米屋!f.( 空家数 JS~ ~量 駄
目召辛口10:lo !.3~ 5 ， 363 24.7'+) 51.184 

同 11年i.387，811 24.734 45.286 9.789 
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ioi 12 ( !~ 1. 42'3， 656 19.356 37.156 8.866 

I，;J 1311'. [.4::8. 19o 1 7. 9 ..6 21. 305 8.2(:8 

8J 14"1'- 1.519.9う4 24.012 10.203 6.898 

ー}!i~i 4イド 174.591 110.793 40.981 33.821 
1，1j Jit滅

174 .汚lー (1:0.793十40.981-33.821)= 56. 638 
↑↑↑↑↑‘  
(111:待)(新ぬ(写実X殴船内)ij/ {院)
!:1';;II!以/ 家!差以ノ刈少以 来屋敬J土手キ I I~ '，世 j 

¥1;古品!!dJ;r，ir.々 深刻になっ?二号制主として、民家ヵ:

:'J1主主T1担問|千依あったものが昨年暮に 1lP.;に主主活

t，てゐ ることが此の次に/交って明らかである。此

がおめノj 、{I:'むの~築さる 〉 ものが多 くなり 、 新築

数は7JJ:鑓前と |司数に迄復活してはゐるが、デIJ氏年

20隣近<:t;'i JJIIする人li1t'経る，，:'tこはj足らす、Ii付加i

11年以降4ケI，(¥i¥ltこJ!PIJのイ ド屯を灼?こす'，iï'l)?f~l，:他

の方丈夫 f1!~i ;! [!. な よu市 57紋げてゐる 1 1I: 1， 1\':.:t 5 6 .633哨

力11 しにけ~ri:なってゐる。

所築家宅lこは商I I;i~、事的所句も合まれてゐる J

で、;自1i11't二Jltの数字を以て{lととイよ比政と断定し役

fJ る貼もあぷが、阿佐泣いも の t えへ-c ii'， I J1は;!!~~、

であら う。*t，(n正念(誌に就いてのlltの統けのÎJ詩
ぞみl託、 名lill叉l二審点者I，IT;:J点目IJに見ろならば、名、

々のJI~ji~(こ於ける {Ji' 己がj止の分イ'lî JiJ，!，主主?推計iす る

ことが11¥米る。

山家数の減少は読ん.":!~i放であ りf!"-(:ィ4Zの此の

j設'ドも:!i刊Ilこ そすれ、 i)としてi成少のflJi向lt比えぬ

ψである o r!;i~'Ir:れより も l:弘伐に於て 、 '(li'七1，jlニ ~i-_. 

府深長iJとなる本ば既にみi¥-..)().;)立に}よるも lリ1かで

ある。

現{1:5;.:I);6T筏L乃(1;'己-1;)l':.に}'j-して数 rν){1:1とを

flM合する事が(1='七riiJ'Wの1fJ1j'o)とではない。WU:¥j:，j]

の日- ~ )J) は -L地政策で、ある

:11止ノj、以一‘戸200M:!の放地とするも

J.OOI¥1C)どう6.638.11. 3?'I. 600M~ 

1!1lーら l.133ヘクグ ーノレの'l)也をJIEIしなければな

らなL、。此は):j:':I'ill築さる 〉普通の，i:)U~化約500 ヘ

クタ ー J~ は íJIJの数字であるので此の必んなる{1;三

地提供のなめには、如何にノミ剥悦1，i.'i:) û~ ;1;: J求事i:~~~

を行ふ も 、イ也の合\~杭;!， IJ なるとと地イヒそ i~:iI女 し件 、 ィ;

j点以Jのl先 1 1 :1でく 1!\ri~ 、ものとポへることカ;/q似る。

( 8)住宅供給機関其他の問題

{J::i::PiJ閣の1if(o次lこ+.地問題はj伝本的1j: 4Jt工員であ

るが、必に介玉虫1'11に計設 され?こ{J;肘起築が経術的



に貰現し得るj主主T拓〈必要ーがある。之が毘めに資

金の融j阜、焼格化しfこる{=t宅の計華、資材のdie給

雌1与し全間的叉は地方I~/'Jに位宅経惜を鼠すべき大

規模なる図策内i此の』没立{;~;は早くより識苛に依っ

て提唱されて予約二。併し住宅問題の真の解決のに

『めには、従来'の営利的貸家又は公f査を住宅の方法に

依らす\持家~普及せしむる根本方針~飽く迄も

貫徹することが健全なる方j主である。 j也ーと物構?こ

るイーじこぞが脅利の長j象主してI:IJJ目せらるなら ば土地

も同隊に営利的にJiゆえはる結果となるでゐらう。

之が爵めに賀行すべき諸方策は

(り岱宅供給は所ji自分譲位宅とし、年賦又は月

賦版賓の形式~採用すること n

(2)以上の賓現を質すべき俳宅合枇又は公営の

施設無き塩合に於ては、金融機関より直接低

利l資金の提供を交りる

(3)建築資と之が抵苗に 1{~ る融通資金との差禍

はl!;宅希望背の一時的資金lこ待つ外は無いが

;;;}務者にも住宅獲得の希望を輿え、浪費をや

め、 ，1:1虫みを持?こしめて貯蓄奨附をするならば

其の効果は大き〈生活の竪賓化にも投~JLつで

あらう。

(4)青少年工共i也の労務者に針しでは寄宿舎、

iid:宅等に依り佐佐輿ふべきであるが、一般の

市民、持前官に封しては、自力ri!生(jりに性宅
郊を克服せん態の覚悟を持?こすことは決して

無理ではないと信やるのである。銘一E次Fた〈大「敬t故比

f後支の刊I~附rι吠1主;~;'J'

凶話家号カが; .r~興耳えて央れるものr~ごとの思思、想に導 〈 事事: 

Lはま危i除盈であ1)，、我幽の白'!)古5態にはどこ迄も拶扮排|ド，撃
する必必、要がある。

(5)持家建築の普及に首つては、土地fjb給者、

資金の融通機関空frt 'j.'iZUなる連絡をデ省し、付-
宅建築の設計-5主管等の斡旋ぞ鍔すべき公共的

;機[』討を設置する必要がある此の方法として現

在の建築行改が新なる領域へ飛躍的な展開を

計る乙とも一つの方法でめる。

(6) 性宅建築の大部分のtil.i 工~j}i賞してゐる 、

小;mj;，~業 jfの指導、 !品情~強化するにめ 、 建

f~~HI~負業取締法規~{:i1J :)立 し 、 一般市民の建築
施工に1'J寸る不良の不安をー摘し、1)1こせてポ

任ある統;liIJ*Jl合の設立に依って、資金の融油

資材配給の合理化等を企i凶する要がある。現

イ土の配給機構l立てた工等の1rol人的訪声、業脅さ必t

象主せぬ?こめ、一般小(:Ii宅への資4祝it!.給は位!f

l支lこ11il.l限されてゐhのであって所謂「悶J¥こ
j取るに非ぎれば工事不能のAAlillに世かれてゐ

るのである。

結語

都市計喪的lこ;~'.(~:され?こる「性宅地の経営」 は

併宅問題の基礎的解?夫:の?こめに、又PT理的都市椛

築の?こ めにも、緊要~i'; \ べから ぎるこ è~各方市
から眺めてう10こ。此の手段を外iこして大量のfキ'そう

を計霊的に賀現せしむることは全 く不可能であっ

て、何ぞii古いτも共の[¥-j査が続々兵鎧(じされんこ

とを念l明して止まないものである。

此の事力;設展性ある都市に於ては企業的にも何

等の不安定なし且貯稽精ijill 1 の ~I揚に依る労務者

の生活竪寅化の?こめにも妙味ぬる効果~J回特し得

られる主信やるのである。問題の:熊貼は要するに

「土地」である。住宅問閣の本質的f解決、都市の

防空防火釘策の強化されんとする此(J)機41rに、従

勾4の者11市~'j 歪、建築行'.:tk}泣に位宅政策は此の土地

1 i1]f@こ到し、綜合的被本政策:t確立し~tの兵!理的
号j':iiは積極的に乗り出す要がある。
建築行政に於げる土地問題のみじても極々の村|

があるが、之が詳論は別の椴合に謀ることとし、

11ft土地関係の規定が、経ïffl~:~~dlìljの最も容易であ

るべき土地に到して根本的lこ改正猿化さるべきこ

とを'強調して此の431文を絞ることとする。

. (IPJ -i'1115生手4月30日〉

泊費E ぷ :.，.ヨ:;ij}Lt?; U対~;~~H~築払町1
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事進J)長期化にfpdって起ーつ?こ住宅'i'i1F.と生産力議
定ハ[i可也に時j'約して最近持t3j在住宅なるあ))が我

建々築家、7)前へ松々しい脚光を浴び'て宏場する事

(_ 1ょっ?こ。従来この陸の住宅に到する建築家。力交

i-!)は1蛍めて ïw~iðであっfこの それにはflTI々なj周囲~

求め得るであら うが、主な迎Jllとして建物自踏の

ii;: がIJ 、 さ い事従つでたJ;ï~ l) III害防切れ、じえつ?こ考

へから控築宗が之tこtst:る事をff;り25:しなかっ?こ事
その貰施の大多数カZ小規模のもので貨í1jの i.，~~H系か

ら建築家が開興する録地が無かつ7こ事等~~';1~~グる

事が出来る。此の際に して資際提供されてゐるこ

の隔の住宅は、概ね大工と所詰宗主の子になっ?こ

ものであって、 起築家が~1つTこち の左 しでは陛に

《業家がその従業員を収容する?こめのU:宅と 、諸

柿の公共圏程が色々な政策的見地から恕主主vrこも
の土があるの前者即t;，夫:工主家主tの手になるも
のは、大多数極めてノj、資本によるものであって、

共の百的が主主してこれ等-家主の財康保全若〈は

企業 ・ 投機のき}君主として ç~扱はれ仁関係土、永年

内佐官金に基いてその貿及呈を低下ぜしめ7こ以外に
他の部分に於ける改良治;歩に乏しい。

最近生産力J潟支の?こめ工場の撚張は物 μ、勢で

行はれ、これに仲って従業員の住宅維が到る底に

叫ばれてゐる。そして今浸は工場の筋張主、労務

脊住宅設置主は不可分 l理工)ものとして取扱はれ

る事となりつ 〉 あるの建築宗は工場の ~'I霊 と同時
に、 今まで絵り手にしなかっfこIJ、さい家乃設計に

異様な来持で封してゐる。これを践活?に建築家が

この方庖へ進出する事は大へ八鹿しい事:で‘あって

l 般住宅問題へ も或る極のおf解詐~tlîJへる事と大
lこ}現待5れる次第である。

普通i二男子多者住宅とH引まれるもの〉定義は判然

としてゐる様で事交はそ うでない。此底では l波

に低い住，官費しか3t;拶iiひ得ない'人への?こめの位宅
をも含めて述ぺる事主し之 ~ll史に股1iW位宅 L 云ふ
名栴，['呼ぶ司王にしゃう。そして J宇ら世帯向住宅に

ついて述べ 、 貸n~ì住宅 lこ制 しては又他日の様子Fへ
諮る事にする。
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政 悶 基 ;攻、

× × × 

廉{質住宅計章、円最大誕祭j~ ~之 、 先つ'第 l に それに

投ぜられる資本~少傾ならしめる事 t 、 *11 持究'管
理究がノ.j(:半にiJ:って僅少である事に作する。投下

資本を低くする?こめには必然;I.'Jに束七地も建物も共

に別問主坪取のノj、なる事が要求せられる。 1t:つで
氏i引:l:宅と云へば翌日恕でJ}~ぃ事が特色でゐる。し

かしそ の tU:: ~i: (_のfE¥;i成にも自ら或る限界がある

認である。11[1ち{主tnこめの便利さ、快油さから に
勿論、街生日米安 i二からも、叉経?向上からもIJXる

限度が存するの HZf叉~!:宅計霊の ~i~2の要鈷は、こ

れは分b切った事ではあるが、:苦辺住宅計霊に要

求せられる1:1::む?こめのあらゆる僚件を?繭す事であ

る。三ti.苦;コH:主に於りる程に程度の高いもので

はないが、然しその反[釘笠摘されるものが術生共

他f;.H.P・llり方而から要求されるtEむ?こめの最低限の

数1[1在以下になる事がある?こめにそれr:1t1切支な問
題として充2分に検討されなければならない事が

ある。

従って賠償住宅の2十壷と云よ、し!砂ljfまノj、さ〈脱

めて貧弱なものであるが、その計霊l主将司首困難な

問題であって、普通の住宅計責:法にjill寸・るは勿論

刊に経内問題、 衛生共他の科!].~é":Jな持統計に精通

し、それに盟富な常識と経験とが必要である。 以

下共の計査に1当って注意す可き執を乏しき経験に

徴し乍ら断片的に2.，3け怒しゃうと思ふ。 l?ぷi員住

宅計主主寅施への参考の 1Jぬともならば幸甚でめ

る。

× × × 

致地の別，弓について 致地lこ11討しでは躍に利HJ

と云ふ事乃みで1慢し政担全般に[制する色んな問

題や、都市計表r'iりな諸問週等考究す可ーさより重要

な事項が多んあるが、之は各専問l))1i!丹ヲピlこ譲って

乙〉ではWiにその利f-iJについてのみ述べる事とす
る。

投J~に投ぜられる資本(;t建物のそれ に比して相

首つ績に昇るのであって、政J:[I!.の方が反って建物



より投 F-i!t本がんちい:tJfさへ1叫ん ある。えr身己主従(1
424初土)'J決算lこkl，]してはも(Jjffiしてゐるが、 :[:~也に 14;l

しでは !Ì.H.:rj，iい。~Jli勿 中子 l百五|ゴ立に沿っては 、 似

令 1 .!ドブi米で・も樹めて}，I，lfiJな ~rtr.J 刀下に巡められ

るが、似て股地となるとゾミJ院である。これは必築

家が?宇陀 I)J，主将jをpn十世するに立って、敷地力:既に

[h~へられてゐる ~Jf.が多 t 、 土地のIiJJ胞に援する機

内が乏しい14にもJ与の 1JJ，]があるのであらう。

!訳出í l:七では~如 illの ~ I・î ~は処物 'fii釘eI， M~:'，二、

公現Aiの挫来家み能)Jとしては土地に附する也1識

れ臓がより劣ってゐるために、起物に主Jする以 |て

に汚阪を榔はなければならなL、。敷地利川につい

て顕~なる事(士 、 結局敷地l函，U('の縮少に主門的が

あっで 、 従って，~.宅地 "η桁i少とか統{主 E か Y結果さ

れると汚へられる向きがあるかも知れぬが、 i設it{f

の目的は限られ7こ市恨の{削'[:から如何に有お[山禾IJ

mを生み出すかにあるのである。在来の1't例おく
は 1限日投~-I ]ii!ilに於て見る J認では、建物と 敷地との

融合中J~J ;f; 11が今少し小プc分であ る拡1こ感ぜられるも

のが多い。此の事は'1'流i.l.:宅の場合でも同践のils
が深い。

敷地を充分に前川するfこめには建物をr.::ii苛式に

する事が考へられる。どは l肢に土地と建物と の

lf(絡の割合によって定まるも のであるが、 UR i~~11: 

℃の計登には普辿に成地も柑:.. tkiに雨前な所¥t'，Wlけ

るfこめl二、高層起物にする必要は研である。klt物

を?両府に積みよif(ねるには共の構;込を鍛紡又は餓~Il・

j昆凝土iitとしなければならぬ。従って建築技力:;131
u事し:})(;凶J)1般ffi予付qミピ妥j音}i:の生活にイミ

fffなれ?こめl二、lt例の 卜λこも0・:j層建築は的であっ

て、日iに色々な政策 1-.起築されにものにこのfinの
ものがイバ正する。

従来から木造で 1戸建:rlfくは 2戸:ill01'.t例が比
受け られるが、 ~ìf(地の利 ]I J eぷふ掛からは !況を

要する::'l '; ~1 f. ろ z è l-n一月ょの ']'\ l'd ~行 くも の色して

匙物を長毘廷に して弁起物¥1¥1に生じるfZi々の車Ili長
L 、 1;~JÚ!. ぞ qtlP~ するならば、 ~~ フη) ~完必効与以訪Íj T刊kν川TI川1けJ t主 Fν防j必j メ火L 、J上.

臼J!H卜
あらう o

1f'面~f~について 1;: f¥f!J).! r二 l白í)r~は川 *~i与る IU~ り

_iyi.純なものがよL、 。，とは~・例J'控訴主党;及びJ~ o】伐

に起る維持貨を少くする正に於て有え]Jである。 と

えって:j"t:Kーは建物を総て合J，j(や工場を恕はせる十五

な 1H~::-+ミ乾燥なrFJ\)に せ よとムAi、 の では Jたして1Mr，

ぃ。会:~警は阻まで整 uti され?こ形にしてそれlこ附随

して '1開設な凹In， ~f;f.tする事には何の異論もな L 、 o

tJ'しろ便所.炊事場の如きはその川途や管羽L卜4

ユ〈は挑t主滑に及ぼす影響のJ-.から才:臨往物の外に

設げる事力:望ましい。白iftiti1t'告は1.¥;流{1:宅のtIi，少
ではないのであって、立l師に ~:蓮 iヒを求める昂のねi

Tよ干聞の凹{I，I立山禁寸可きである。木造の場合は

姥化をρJ<める事』よ措法的には組めて察易ではみる

が、他の1-~~ili法に bさげると l司肢に故初の住築1'(が

別加する :~Ji: と q. 'J'に f交に起る J工ひ・ 1:I :jllifí)~他色々な

，1夜間の引からは、やはり IiJ.純化され?こもの紅有利
である。

3(， 1苫tl: 'X'の生存7 f.正式が外見ヒ如何に簡 '，'il~こ見え

ても、共の内併は普泊住宅に於けるそれと何等位

りはない。従って会1豊;'1とJ1j. ，1十去に嘗つては Week-

end house や Summerhouse の除な簡易さを民似

てはならない。

各室及紹部ζついて 各宅の計計.古に詰つては活

辿仕宅計計'i設1担笠i主fに於げる場合 主何等相;具4は?告釦無!!閃l民tれL、カが:、此

h滋足に村に注立しなければならない事は普j辺旦t行一J
あつては詰首.然共の|円司的に4従匙つてz数設箇筒.の場所所-に分f仁こ
tれ1て計霊されるもの力が;、費用の闘係で省j!陪され、

或は l つで~iCねられてゐる場合が多い。従って普

辿にム;側主か炊事場とかの名隔で呼ばれてゐ るヰ'

で も、そ の川注は普通り:宅のそれとは異ってゐる

事が多い。建築家ーが抗つfこ隊出tJ:;主;で建築的方l古i

の失敗がある場合は、 il:々 にしてこの鼎カ咋Ij然と

してゐない事に起閃するこ.とが多い。叉こ の聞の

作'ちに於げる対[ijJTは慨ね文化程度が低〈主主計lこ
到する態度も進l以!'I<]でない。従て平岡計去 に首つ

でも将来に向つての問題を縦してゐる拐、な泣ttJHI<]

な :H~ ~J~:は避< nfきであって、 {:包 まで保守的な伴統

的な現ltの生活にJlIJし?こ[三官;なものがよい。貸¥1¥1

1r'セの場合は日 IJ として 、 平寺泊 ln:-~i下向{じ主に於ては

!，:n.よ生ff， ~t' [1λ り入れ?二十;;、なものはその紅皮にも

よるヵ:か〉るiI!J~黙からも依り紘迎 il l，来ない。如上

の事はiJ!i作や11::[-Jこ到しでも会〈同級である。

玄羽土間は普通に 人の11'，入する場所である以
外に色々の川;全がある。j批l比止も普j起屯通E江邑jに/起辺るのはi通邑却勤j 

川の臼仲-エ半f

機i削3羽討1舌?あつてう3労~7f筋労J斤'i'と日特ヰ半主 とは桜めてY智街子計J媛な防附! 

係カが;iあtら}る。工場附近にある，iH:'ちの秘な場合、ではそ
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の必裂がな ~ ' .flであるが。 i lii:1，存で{動さ に!il，る汗

ば世，;存主l人tこ以る識ではな く、仰さ1'Jる干i-(.i老幼

児 交の ); lj jn~¥ t~r 1'干ん 職に );tt fl 、 て | 誕の生，けをぷへ

るのが 普通である。従ってこじ1りじ付近の'iH了むと して

計JEされる ものでもこの必要は起るのである。こ

の外職場でJiJひるi註共の泣場に決!iJされ、球』よ炊

事場J)延長 として十代ひ集められTこ燃料JH也のJti，離

所にも首て られる。x古-i邑のノj、i1:'とに於げる如く
礼9G川の制やかな:fL-fSj:1jl:の出場に もおてられる。

即ちUit1l'1住宅では建物とよ政地が1i'，栄作る限 り切 り

Jiめら れて ゐ る?こめ l二 、 ぷ|剃は普通にえλ、 :;l~I"，iを?

を投ねるのが普通である。従って如1可に位物の:(!i

も'(~/J 、 さ 〈しで も 、 ぷIMJ J:\i\1 を Lえる f'clJJtを~ ，也へて

狭め る事は色々 の不{史.を生す・る'l~ となる。 ， :';j紋11:

'とで)91引i文化的な生爪を'[;¥'U.場ffでは、:.kl品.j(まl'Ji.

に履物の枕惑で事足 り る 。 従って，:':j ~01.'i;:引の ~:i l'~

の入口の肢にまで之を縮少する.:lfbll¥ボるであら

うが、取jt'({l'ちではjとと事的が&しく呉る::_JIに注

立ーしなりればならない。その代りぶ1~r.JJ:\:りから |て

つ ?こ所即ち )i~i\i \ll 二 十IJ訪する所はjれきを必混としな

い。こ〉 では米本にH してj出;官~~ょ j丈拶をする事も

なりれば、そのj主主日に招i長寸る事もなし、。従って

この部分は極端にはぬlJ~;J!iJ t，よ戸にまで桁iめて
お支へな い。L![Jち肘~へのAli切りで)，{ lJ，叉-.J'

し?こ ~<i訪 ~fへの腰掛容所があれば充分である 。 宅ic

j!.U11:'むJI"i11に左さてはjくW.¥:f:¥I¥1と){l'{¥I¥lti ili/j-!1t分にL火
は民川の方が民〈区切られるが.凶W，(ii:むの匂介
lま先づ土1:¥11こ充分のが1さぞJFI.る事が常ましい。
炊事場は食物の，J'J現場、 食料&燃料の~!~ 1そで

あると 同時に、 3首 i迫 iJt t.イill}~~ として川ひられる。こ

れは炊一本場以外に jt長'品~1t 元日iJì:;Jくの設 úllìのある íí~所
がない?こめである。千Liliの ( 1: ' むでは勿，iJ~1.'f )j_:のi.\l

tf~事なり浴京があって、 ijlifi1は~~)起でHはれるの

である。炊事場の私いん多数の家ではよlこ主地が

後してゐる と炊事むの水をそこまで運んでiiliNが
1 jはれる。 j必り峰の形式の~，訂正このお!!誠に部イトカ;

よ し、。衣炊事型や r:~JJ舌J-tの次の窃イ?にはこの松な
:;Jj‘カ ; 11 '，米 .I&~ <昔ピイ二[兇な司U);ある。ユ::j凶りのfi1;lJ 
交通の品J1繁でない月iでは、ぷの炊事場からむ路 }

f!W待 まで食み 111 してi5U?~を してゐるのをi弘ん).!.受

り る。 之 lま交通共他凡ゆるブ!j l白[からはて，l~t~'イザ1\
合である。即ち炊事場に接してノjくを1'1111に流 し作

る jiE首な場所のない場合は、 ';~;然炊事場がよに波
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川 される 引をお;(~:に人れな uればならない。
jび)~:~ j:~)j:まえ別にはほん ÍÎ;Jくの場所- として川ひ

られる。こ のおば雌(r(住宅に líJ ~ らすん|以では :1 I '，~;; 

ILi'~Ú (ßi叫に 沙って行ìillに行はれてゐる 。 口々 のふ米

族a)~;})it~は;f;: :ii/\((I'.j にんさ い五拾であ り iLは 4~-米民:

で1!ll，乃技JlJでr艇に{jノjえを行』、::JH;qi'，外4る?こめで
ある。 以:はi也_')11.]:1明に比べて i般に入浴の1"¥設が

多 く、 JJつnよーをび¥¥-9-1こめの燃料/J'1-'11少でー柿むにJ{lJ
らす¥ 大|涯に於げる泌j宝刀家賃が)..1J切3ヶJ)¥:'d;r;ll 

引 される↑iI例のある のは I 古i\之を耳目I~~ きしてゐ

る。この般にして正却の入浴が名門のおで1jソ}~l:

前まされる とすると炊弓j-Zーが故もfI.r-者¥¥介な弘所で

ある 。 ;ltf~に ついて述べ?こ と日j肢に 、 よも j必13な

定地があると 官然共所ーが行Ji(場に t..¥klえされる。少

し\ : \)口の)ô'h 、泊り佐よのl~hlで一炊事協を 川仁川に
他.所 主l境地JJ~ 界射に!:，:jまれ1:住地のあ る 家では、

山行;I~JI二兆所には 1 -.足がかりられ、 jぷはモル タ ル

を喰って炊事hUiの延長が11'，~<i 、 こ 〉 で叉洗濯や行

ノ1¥1)'行はれるのが普j必である。

即も炊事jt~! ま ijlii♂や行7Jえを均出に入れて I~ I" S~を

1)~す 11 1' きであって、 従って夕、内L-I : \: 'd\こ於りると 同

r~に十11詰の日~'(さと、谷川命の多いn.U(ーな排;J(設備が
笠しし、。このタトJli'lさに闘しては '，li1に炊事をすると

ス:l、野iからのでも、文化生前に於けるが如きI印も1t
の桁i少は不可能である。 即ち?むに しても流しに し

ても側めて幼~f(~な JJi 〔始的なものが川ひられる。 lf.

Wr設備のある j長でも i~~H1r 乃防i係から Aくを i~~すイlで

米の;むが倣迎されるのである。又出';Ji に\{j~られ?こ

HIimをなる 11f < !{i'( <利川するにめには、炊事場t
J-J!/;j_-f:¥:¥le 1よJ官、すしも jtt); る必'>~~よなし、。イ1:併の

立例にもこ の附虫が1行lii持され、 1・
11\に本~~I l 隠しが

附せられてゐるのがある。叉.tj:~r;: j:J)泊三を板リR りと
する:!{(j: ，J.'，JJ~'.の fこめに了f も似るには便利であるが

十一注の如吉川j主のヰrt川には不也岱である。
;)lír~のτlf }J ;IIHこから ) j'; に&fi'I:取と物下物につい

て i" iしゃ う。洗濯場は 1-.;主のl!fl< 給排水の l~bJ係

から 、 1大，:J~星hX U-.，と L 二段しfこ排ノ'J，の 川 米る場所ーで

行はれるが、集i引(I"Jに計主下される上伝子?には日IJにJI_:

/liJ i;'b.iI)弘，~<e ~泣 :t る，~Jk:t大へん印 [:IJ 1.ょ，:Jj .がある 。 ~~x

筋i昆綴.J:j主のものでは民上に;t)tりられる例が多

い。しかし)，，~.wx-は荻芸文化のf'iJ1UH氏ぃ;t'3 t 二、
;文biijのWJ:'H出f!J}lこは村|惜のH、¥i!fiをイ!な、司J:fe.rt'j告し
なげればならない。 叉*Mはお!.iIiの色々の)IJ件に



多忙であるから 自分の2誌を主げて共の股間が手IJか

ない政な所にあるん同洗濯場へ川かげる事は不便.

である。屋1-:の共同洗濯場はこ の杭な立111ミからは

依り 感心/1¥来ない。 /I'，'>l<得るならばやはり谷戸に

洗濯の川来る技な場所を巧ほしj支い。物干場も必;

金〈同様でこれは洗濯場以 トーに各戸に科々設げな

ければならない。共同干場は干物が総出fUこか〉る

?こめダf:ど利川する事[ま不可能である。

床の間l立、建築l百肢を11'，ボ件る限り析i少しゃう

とする雌慣れ:宅にあっては、その居{I:1干の趣味純

度からも不要刀様に考へられるが事立は日IJな理LlI

から極めて共存在が必要である。建築家の子にな

るこの間の家には往々*のiI'd ~什éÏl:いにものがあ

る。之に反して大工と素人との乎になるものには

始ど例外なしに床のIl 'dが附いてゐ る。或論~'í"はよ

を指して'fi'i家のi持jfill化の強化であると附汗してゐ

るが、:'W-Xーはこの設には全而(1句にはllIlこ賛成し粂
ねる。同合さんが “Thebook of Tea" lこ云って居

られる肢に、日本人には茶i庄がit人下践を問はす、

行き渡って fI我が間夫は花を市げる事を).:11り我が

別人 も 山水愛でる fI 之;えよ、技な凶l~'I;1二の向付}さか

らのみptミのIl¥Jの必裏切ら包るのでもない。.E!fJち)li則貸

住宅に於v:tる床の川は、9Xl立市ll.Jl;の2去をiiiriJる俳壇

の安置所にもなれ 或は皐:佼から頂い?こ愛しい児

liiの斑;U~の掲げ場にもない。事縫勃賞以来名容の

IJJ征1)ぞ川してゐる多くの家庭では、そこに雄々

しく ユ11:服に身を問めに家族の2.;民が出11られ、 その

下にJむからのï~邸付制hへられであ る を XiJ!々 見受

ける。又畏れ多い奉安ffJーになってゐる事さへある。

即 らwの川は趣味や装飾の川に似せられる外に、
制めて民間[1~よ信仰や修誌の虫丸f\iになる事を件.意

しなりればならない。この様な円(I"Jから奥行が深

くて普泊:llfJtTt! 1] のものとしてはJ~イ干の:'&\ぃ三|沖ii4~

のほの 1 i\ J でも 、 Wtit~ ll :宅にあっては初日めて議官で

ある。

便所に|持lじては普辿{i"七に於けるとイモく 川 肢

であるが、建築而1';'1の*'ir，少からその配位に無理カ;

強いられ易し 、 。 j吊慌の気fJ'il まJ~の*1日杭 と天 ) 1信I

の縮少から不充分勝ちであり 、illl風換気について

も亦快陥が多い。従って{辺F!)I'と居'ぷとの阻むに111;

つては切;11められfこ|白f杭の'11でIリにl怠JlHされなり
れはならない。知(，すに場所ーが色.'ii約 されるからと去

って 、 ;kj先式で無い~l~ り 居~から 直後便所へ入る

脱な向E世はilllけ、その'1'1I'dに必十充分に外気に接

し?こ主主川を設ける可きである。叉東京によくある

大便所のみのもの、或は汽m:の便所にはられる様

な1火よのものは不便が多い。むしろそれ程切り

;詰める事を必要とする;場合は、都 1[国に示す般に

耐便器を配して'l'I:''d 令 ， ，0 φ 
のIlr!fl:切をJjjし?こも + 

のが便利である。

物置きは殆ど計;E
きれないのが普illlで

ある。しかしそれで

は共の必要が1n'旬、の

かと云ふ と決して左

践では無い。Ilj主'qiに 第 1圏

骨

初の建築貨を少くするfこめに、互主は主地にMMする
ilJlj限のfこめに、不初切に作らないまで Yある。この

J:]{ーは販制H:'主に|以らす'線ての借家について共通の

事である。都市に於ける借家ーでは、法II!で定められ

fこ最小限度の定地さへ多くの場合靴々雑多な所前

掛け/1¥しで援はれ、_j'.から見る と敷地1杯に屋根が

ある版な 171悦をT211. してゐる。~~の大部分はこの物

、世顎が後から必要にj自られて築迭される事に起因

してゐる。此の棋な事から敷地も建物も極度に切

縮められる版ft1位'-(;では、他の場合に於ける以上

に物泣き仁1・Iする汚l台:を強め掛iはねばならない。

× × × 

以上設計に古って注意寸可き 2.3の事項をす介っ

てみfこのであるが、故後にJt例について見ゃう。

この笠例は特に労務1)'U.宅に限つ?こ ものではな く

制!I民tl:~七とか改良{-I:宅とか 、 或は最小限住宅 とか

H乎ばれてゐるものを含んでゐる。 即ち'fiijにも断つ

Tこ様な版1削111七を 1般に合ん?ごものである。

初21副は普通大阪にあるこのtiJi:長屋の原型とも

郁す可きもので屡々論議の封象となるものであ

る。政地はその平IJIIJJ-.から1:¥1口を極端iこ切り詰め

11:¥1'1モとなってゐる。 従って炊事場は去:1制と並ん

で配泣きれ普通'Iiíj 炊事'\~と稿へられてゐ る。敷地

奥n71l¥1ノ|ミ(敷よ也ブロック としては151i¥Jで之を等
分しにもの〉で白地を 4害IJとると岡の如き平l商が

可能である。 ヱj三I百としては極めてよ 〈まとまって

ゐ るが 、 1 附の):~. ~ギのJ不光は極めて不良で‘あって

後庇にi師しf二部分でもI+jff!llから'11:1カ;1'1¥てゐる7こめ

に、慌にliJ 1m 程のIi¥Jから天主主主:"iiJJt <程度であ
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る。これで敷地

奥行が哨)JIIする

と11'，1口はこのま

、で建物の奥行

のみカ;:!i.i)JIIし、

遂には縦に 4~ぷ

配泣きれるに宅

る。 lド11¥1に抗つ

に2:-;":の通風保

光;のJE旬、事は勿

論である。この

"1'1白[形式は哀附

段を不IJして使所

の不IJ81が便利で

あれ 2附貸し

にも過する事か
遭 E世

第 2園

徳司王而ft'(7 . :~ Ifi何

1阪地iwm1:2. ~:-{l月
Iじ日972弓勾

らj夜〈採用されてゐるが決して推焚に航するも の

では1rr~~ 、 0

un闘は
通り陪の形

式の もの(

itifi百迅ー路と

後陸が三附

炊事場を以

て下足のま

〉で連絡li11 

""~るも の〉

で奥行511'，1
i f杏 第5圃

のも包めて7~ 健寝泊i~ C.1Gi珂、
ryl~t也市im Jrl. 79~珂4

い放地に建 凶，-n.911"';

つものである。 手宇宅lまみi¥21凶に比べてj泊風味光)1，:

に良好であ る。この隊な奥行 きの戊ぃ.')，拠出は)ぷ!tl

Wî:.:に hli'前である。奥行の法い地;月Ij t ま道路!JJ~ヵ : 多

く なって 、 ~t佐っ て品安地平IJJIH.からは不利であるが

建物のilll風J宗光 1'.からは大へん{!i¥介がよ い。この

:Oj:;:(立現ギE.I:よ也lki!:リ整理の}tJjfuが 1:#.~に奥行の深い

もののみに44念してゐる事 と11日み介せて 1:々 を Ì~，ど

する ::]Tである。 l正! にみ(~2附 と U\3Ii~ilの般地ではがil1jj

道路$Mflを 4mとすると 、 1 )1'出'diX地i印・Uitまf.lij
|自{道路小火h迄を敷地問的lこ )JII ~;下 して火 ノヤ 1 3. 1 66

叫 及14.047坪とな り、 前者に比して後 x.は H!:

VI80 

に 6.9 %~場多い。

江川 同(立大阪市に於て不良H'むの改良のfこめ建

設されfこものである。 I-.T附科目Jjの 2'1":1，11'7がイ1;め

る械になってゐる o JW五!?刊行ドひJfjl.!であ る。こ れlこ

は JU ， i]i先 l1~場が設げられてゐる 。 i聖地の奥行lま 5

川ノドで

江¥Hi・-;;1

と同級 l011ü~

争込めて 1 トぷ4

1遣し、。 トー占
H・

2肝?に l
採誌の

物干場

主?3交付
Tこ事反 1
2附)11

のlI1l込 第4薗

み U.、

~ F苦

大坂口俊:弓~J:宅

(長明姥 ・7型地唄行;-，.t，T¥ '} 

IhM) i) ; ~当;首 l :;. Jð'iい事は)，IHI : (í'に とって便利であ ら

う。便所への人円が 6中11jから lJjJまである:l;j':j:は如何

に改良式仮!)iJi・でも イマ1¥介であら う。

加 5W，ilは同様相11ひJrjljでilllり叱・Jfi'-!の もの で あ

る。 2件?の

炊事場、露

張、1il!f!Ji'の

IhM係は 'U~4

jii，illこょとして

f足利であら

う。 炊事場

lこ水力:門111

に{点へる京

地又は採読

が主liってゐ

る1れま郊3

|尚lI;i)隊炊事

忠一の5郎 、市

をflliって似ーキ!Jであ る。

第 51il
-姥夜間fi'i ，~ . li>¥同
. ~*!也官ï\~ 11. O:.lfI月:
Iじ円，fl.l1九<?，;

~;(\ 6 l ú~iは今|汀|同 i間千?で建築 しつ〉あ る此花1J;'t;

の | つである。 .!p.商が如何にも~(~然と して今 | つ

まと まり がなし、。この l岡の怨物の'1'には立簡に



も小{:I沌

のLWl縮の

版な不自

然なもの

がよL受げ

られる。

ぶ:W;]:I:Il¥l 

が棋く、

Jに十安寸

るJd，(Il¥1の

} ~'(ぃ事は

イザ更であ

る。

p?i 

第6園

川|胃"'!i!ti i:í J:をた~J

~"~ 7向lは同潤令アパートで餓筋iJt凝 1:i1!であ

る。ーを、Ih/;j，点月別立!TyIーの掛ぃ革、 川人11がり|ざ戸でな

く切れ、止、IhMへ向ってr，g寺戸になってゐるプ作(まイザ挺

であらう。ベラ L ダカ;)，'(-11'，1にJをして附いてゐる事

第 7圏 同凋守アパート

lilUt二肘il;KヵマI((~鉢を、ìí;ベ fこ旬 、 ヨ必然 1';，í 7-0持

11'， して日光I谷をする肱な-'hをJfi節;tlせしめるがこの

間刀打、'1.;ではそれよりも物-1'-や炊事場の延長jう需

はが!日のイUIJとして川ひられるわ1.u1にあるZlfがFF

ましL、。

'U¥ 8 !i，，';I はん11反T! î骨の T~守 fl 米ー町にある改良wむで

あって、，jij!ii<iltこ1'[:/<てよくまとまってゐる。 _kH/;J

と炊事場を限切ってない11はか、る映ら il 1= I古川l

の利111.1ーから制めて適切である。

おf¥c)同

はウヰー

，ンl二於り

るイ1;'1.;で

ある。訓

現場カ;T::.

Il¥lの Il¥i¥ 
にJI正人れ

られてゐ

る事は出

式含主と

する我凶ー

にはl丘に

守色

J... ，、

1"!i 

第 8圏 大坂市l特日東町・ NsJ吏住宅

取り入れる事は|本|革fIであらうが、前岡に於げるム

I!，/;jと炊事取が阿切ってないのと l司服、ノj、商杭の利
Jiiと去」、

出llからは

/Jミl唆に1;Il

u'もので 1

ある。

)，'f!I¥1に11:.'

し，i1i~町場

近くに露!晴
i局

長のある 戸

?~ ~ T同

E 、a

ブ}穴式 ~l~ i，下 ゐ Q.6'" 

'" 害事9圏 ウヰーンに於げる住宅

のfこめの (Die:Wohnuugfl¥r das Existeul 品川¥ij山川 S.IIR主つ)

日'.;;;;刊泣 1'.から村iめてイ兇手IJであらう。

山IOji，;;ltまプ

ラソ ヒルlこ於

げるlT例で、
便所が建物の

J:髄から突11'，
して;党げ られ

てゐる。 'I~~ も

ん1¥反に於ける

4tilt長庄のfyll

の肢である。

そ してこ の)r~

孟にはベルギー

のflI，qザ心とよl::i丹

羽υ¥:lこJh、?二
人巳小;Jfj'!rごそう

である。 f必m

:_一~_~_l

4 玉三コ戸

a 

・「
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がq歩j泣き と共lこ外のバルコニ ー」二にある事も亦こ
の闘の普通にある事?ごそうである。

使mの汚物底辺!が不完全な我国の現状にとっては
参汚になるものと汚へられる。

郊11・12岡は11'13&1三建築，限界で募集されに懸1't設
計首選栄の l郁

である。この懸

立設計は集l週刊:

宅地の;1-1'主がIl

的であって、組

めてヰTZc義なも

のであっfこが現

在の11:H犬とは米
r:迭に隔りがあ
る。郊11岡は持 第 11圏

主主努事界第n同建喜E畏明'"1第lH日限付窃佼
務KiY-'c三と云ふり?あーあi可11矧七宅地刊p!?7日選突 1匂zイ尉
よりは16Lろ文化 (3同慾) ~民地二Oi凸r 奥行 )x f!rn( !羽1:1)

(述葉罰(，j釘昭初Hifl:!月鋭より〉

の高いillH;:W-ti
に相l臨しい。敷地l師杭Lこ到する控築|師1tの'，f;lj介は

何れも 2;F;lj~民で、現ltのものとは甚Tご述ぃ。敷地

主?充分にと

る司王は勿論

~I衣迎す可き

Aliではある

が、これも

亦1l!:UItf上七
と云五、正~て

H1iからヰJI:> 第12圃 同上2事C!思(:!戸建〉
依る政土也の 政，血15:n(喫if)xl.lm(間口〉

使川には 1 )1ーを~する。殊に労ftX'の11:U場所は
工場地ßf・H1l:~'パは剖1I↑j))えJ~近接池であって、地lr~
1まそ う安〈 ない;rh~lこ i ì:立をしなりればならない。
11立後に大阪市骨の改良i1:七tこついて4銭其のj元
1 t:-K'から』測しfこ感;f'J.l~U~ 1，2ぷに抽げや う。これ
はん|仮iljが市:泣改良11'官lこ於けるj心jI:-K'のHk泌を
制策し、改良{L:宅の運営-，i立に将米に於げる l法事業

の参汚lこfjhする?こめlこ訓不正され?こものである。 1二
川JJd欠官邸の~~~少、炊事官Jの排水不良、谷戸物干
の依畑-J~他使間1こ防!する諸加のイ~"fの多い事はill
築家として(i'.iIに11ftする。

x x x 

11!~ ̂ (i.:するに12って-k'l'ij:i:な:JZf*ご}を待ll:illt'tiUbつ?こ光
fl望新名将犬氏、組)1斗?次郎氏に i栄 Il~の:~民〈を」えす
る。(1I(l.・ 15・4・27)肯1n:首..本協合常務・政問 u也株式歯車上
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第 1表 大阪市聖書改良住宅居住者の感忽

げる居闘の附 P.52より)(大阪市前部 ・吹頁院に於

木造住宅

1le:利がよく出来てゐる

土聞が狭い

獄事坊の排水が必い

大小使*'"の別がない

便所がfιぃ

居fillと使所が近すぎる

IJ~丹Hlé:)iJj'がほしし 、

英語iに雨戸をつりてほしい
〈南日東町、第3.4住宅〕

7ftド

22 

10 

7 

8 

5 

5 

7 

妙:-:JJ揚が狭い 11 

非常のもがfトに際し、避難の力法が充分でない う

修繕~申 11'， 1こ場合には早〈してほしい う

枝戎IHIt尽を修繕してほしL、 23 

1有)]t出力;多い 5 

第 2表 向上

鍛筋j品凝土浩{1:宅

便利よく 11¥11とてゐる 31件

採光戎11~1武がよい 9 

炊事務の便利がよい 17 

f山列企は衛生的でよ し、 36 

誕風が恐い II 

'佐敷にしてほしL、 ※ 23 

夏季水道が断水する 34 

炊事場の排水が岳山、 8 

f史内fが狐繁に故障を~tj・す' る 6 

fキ戸に物=，ーがほしい 9 

Tii!民主の小屋11凡苦しい 6 

使用料.b'阪L、 6 

7 狭い

底冷する 10 

汲総力;多し、 16 

f 三品書~申 IH1: j~・合には早〈してほしい 15 

ì7tìM坊を jlt(~書してほしい 7 

1-.附の(¥:宅カ L汚水が務ちてくる 25 

l:1lX.!!9; li~兵制lま給してほしし、 15 

1也のm(¥，者が不if.Hご 20 

近所に附屋が多い 6 

※常者λ・床11ドンゴロス叉はキルク扱の上に上敷
~敷いてゐる。



郊 外 生

私は以前から郊外生活なるものに、一障の不満

を持ってゐる l 人1~'。大都令では イヤがlW3で も 、

郊外に性ま ざるを得な い悪僚件に ì~~1こ されてゐる

ために、rtJ民は殆ど運命的に、郊外生活{i'なので

ある。

回合から 、 大阪見物に斗~1こ :有力; 、 -1色:均年ちつ く

親戚知人の家は、大てい去ii外である。梅田なり天

保山なりに上陸して、長い¥:¥1、 市電lこ格られfこう

へ、 今度は郊外電車に来替へて、まにわぎわざ大

阪市'1]を抜(1/1'，す、する と、そこ に展開するのは、

困問や識などであるから 、回合のお客さん、すっ

か り勝手が異って『これでは、オ ラとこの田舎と

もっとも異つ?こことはない』と思ょ、であら う。そ

れぞ知らすに、 あの竹厳には、美11未い今有力;LI'，ます
よ 、 とか 、 あの川では、大きい~f~が釣れますよ、

とか、案内のつもりで自悦し?こところで、お上り

さんには、ちっとも商白〈ないに、きまってゐる。

つまりは、大都市がf1:む場所でなく 、働〈場所ー

であるやうな環境に作られて了つに結浪、市民は

郊外人となり、}f.fJj廷となり、 互主lま他I(f!際人となっ

て、ほんとうの大阪市民、大阪人ではなくなる。

これもJW;詮致しブ';'1.よしとして、それなら 、郊外
生前を、 もう少し経術的な、快適なものにして民

へない1::らうか、とヱミひ?こ〈なる。

赤やlJ7の瓦屋根で、一弘b首刑に比えても、文化

設備らしいものは、氾ぼく 5ひのもの、カ、スがな

い?こめに、議所は勿論、家'1'新の帥!で焼るし、そ

の都度、 坂大を起す乎数も大捷t~'。第一、火の月J

Jむも!刷る思い。長7k泊ーにしても、給一つはれはi

いつでも逆り /1'，るのと呉って、いちいち井戸から

タ ン クに汲み上げて 、 R先肘~j~ )械桜しな〈てはならぬし ‘

;瓦i旺zの濁y水'Kl矧り切Jには、一 、，j

える 、立J令fこく 、各あ?二、かい:)j:戸水[ド11讃は、水

脈のい〉守山ヲ|ニJiのことであって、Mi々J多り経る借
家ttひに、そんな風流な:-JJ:戸は、ついて米ない。

活 片

木 村 j告

夏は折'Pl涼を M~れや う と しても 、 lli払11:の製務で蒸

し暑いのに 、 Ir'. く から戸を閉め fこ り、~文1阪を釣つ

Tこり で一家闘撲のIlj災もない。

ま?こ粧洲'11には、市'Uの上に.郊外電車賃と可

成 り徐分の足代を初1\はれ る し、 ~nI1'郊のこと 〉 て町

村の税金や諸掛りが、市内よりは随分尚 くつ く、

市内のやうな便利な公設市場がないから 、新鮮で

品数が盟;41・で、しかも低廉な食料品、日用品に不

自IIJで、見す見す高い御用聞き任せの、不味い患

いものばか91ご。
子供の数育に しても 、 ノh~i:佼の設備も悪 〈、 授

業料代りの諸入1'1:が楽外多い、それに先生b，N: 
のい〉人はiil長り廻して外4ないや うに。

等々 、 以上 、 大分郊外生活のイマp.~並べ立て fこ

が、これは要するに、ililぐとして都市に位んで、

都市の便利を卒有しにくとも、不潔な2主主tと、!騒

昔主 、交通市問、火f1&等から 、否[迫力しに、郊外lこ

オシ /1'，されfこのであるから 、ぞれに代る新鮮な空

気や 、盟かな太陽、)~しい景色に取容かれTことて、

日々の不便、不自 IIJ、不粧姉、を沼、ぶ;fiiにはなれ

ないのは、主;然である。

住宅の設計についても 、随分比文がある。 折角

のんびりし仁郊外に川ながら 、{lf家ーとなると 、市

内も同然、マ ッ チ~11のやうな安もの〉文化11ニ宅

1~'。位以と趣味と純計?から、郊外生前者が市tでも

先づ，i式みfこいj:uWr9化作 りにも、あの紋|到ひの311i
額の庭ーでは、ラヂオ臨燥さへ川栄なし、、市今1政府

答Jl:笑納の、 l悶羽地利j川|リlといよふ、1行1

なもの'>.-Sふ、Tピごんならf他也人のJ上:地をを?、遊んでゐるか

らとて、!務下にお!す千もない。近l品l狩りのつき介

ひでさへ収問ひ[こすIIJ抵されて、麗しい人'I'，iiの殻露

なと現れき うにない、 『似顔に釣)t:I[lf;(られてjtIひ

7kjJは、むしろ、iliI人j で!ぽDfl しさうな ;1)\Ut~'。

一人?こい日本人ほど、わけもなくげよを干HiH:がる

fuì:ll~ も少し、 o ~:I i とか 、 総 (!li)のない家がふえるのは

持と いって、 電気を燃;料や唆房明に使 1.1うものなら同玉のMiI~すほどおく 、

手に入らねので途方に暮れる始末fご。
しかし 111[，:ーの燃料にる薪炭が郊外料
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I~ 1';:の鼠(民凪し|ーを::!l¥(，IiJ，!しfこもので、さらの1:1'射しを

泌度に'立り、iiのif.iq，Jを防ぎやうもない、のみな

らす'州があれば、1:1:j杭りが/['，米る 、'1fさすりの人

に柄を貸すばか りではない 、 ~lt~にも 1;ij ~貸すこと

が/11，米る。これについて、京大の抑制¥'>>'1:は、泌j

切な円本(1'，)'¥<1:絡を言ひ現してゐる 、1'1< r全 <n 
1>:の米は、角以品類にまで及ぶゃう lこ川似てゐる、

ま fこ n み;の誕の紙~ì;，卜了ーと 、 plj f(，のみtのlií'ìrとをl¥i交

べると l白il" ぃ、 *-l~~i:，~ rーは ~Uこ 1 1 に I!J(かいのみなり

すtt¥際!段かく 、jMも山気の流通は、チヤシト /i'，'1jポ

，てを l)¥ .!1t の n)'~< 1T も聴くことが/I'，'l~る、間」i!:集

の~1' 1明大 l己の御製に

タ さ'ればノj 、ítの 111 に \1同 く舵は今wは 11.r~1J>す-いね

にけらしも

)琵に到する，IU.ひやりを歌lまれにもので、111の叫に

ょせられTこさ うしにおー心は、やはり紙昨了・ーっそ

辿して出の?まを聴くといふn-1，;:の家の時i1lにも必
徴されてゐるといふことがよミへょ う。』とある。

ところが、この津市¥'.¥'1: の;JU~する n-1，;:の11:宅

も、 I~文小)11 バ i).，:1!¥1氏(大liJix1¥ i i i ¥tf，千行fP.YJfで大li反p.rj

A:，i/li;r:l¥iであっfこ{ij¥'l!i，Ji弘行)にか〉ると 、i佐々 の!芭

?こらくである。 1.1 < W口-1，;:の者¥¥'I!ill::昔はのIど-+:と

紙から川Ij~てゐるお疏点王国なもので、もとより

Ifll九三 l耐火の川口:もなく 、 主邑えす・1也'dJ に・|主え火.~]iに

矯力事され、まl瓜lこ悦へてゐるやうな訂践である、

而jしてIJ111¥]の)JIJ;tEか何かならばイザ5:11らす、都千?

の大出の刷f)!I]にマッチliiのやうな家主?位てt立ベて

何の風流がある 、.-~豊 、 有利iの夫1mとい」、のは 、

二i::として建築夫とill路夫の主J)I¥l，であるが、11又に如

何に 、 i且路が立派であるとしても 、 rl 本の布~\'I! ilこ

しても、今のやうな本i1!のコツパ家主ナ全1¥1¥1次i;!iせ

古る限りは、都市のヨミ1悦とか、jぷr;J.とかは、ノk久

lこ5Wむことは/11，司4なし、。

1J\1 ，)'. 、 r l 本の米J.t.~ ほど;j~品{i'1色i で 、 l l.つ kíl(..i .'::E(I"J

なものはない、タト凶にはli.J'〆ドも 、二F/I三もイ長制し

てゐるf，ill築が少くないが、日本のill築は、Jj.I'!

1'1三はおろか、I'J'年も紅fこないうちに、k，糊ボロ[こ

朽ちていご紳ひ、而して火事にlム ー'ifU:f りもな くべ

ろべろにt然えて了ふし、ぉfL(rjに川伸のJ1J1むが初i

めて，I}l};い上に、制タI:¥:j}寸の繰入れfごりでも千数カ:

-.-iLuりではない、それに日本次入!のむ!!Mのs設備の

肝誌なことは、これま?こ似端で、必Ijlに判lィムiくぽ

られる 不泌物の トーには、銀色の刷がl洋肘して、j怠
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桃はや乱伏するなど、そのiljfi友会 〈百尚・に絶する

ものがある 、 Wrかる!Iたf@:J) ドに 、 i~H4~11ほの泌1~:t，ì.、

< iu"(婚するのはI"i¥より のことで、絞州、術生、美

1m、何れの型llからンl1へでも 、日本の泌lそを根本的
に改...'fオーるのは、jtに系IJ下の2:務でーなげればなら
ぬ~ ~え々

これらの.(;1If(イ¥:宅に到する極々 の批判は、結局

み:Ij~ J)判 i去を 、 そのま '>i円かすや う な泊'}l; ~よ都市

~~t~t さへ1.Lifされるならば、決して!iIJ題はないの

であって、現治ミの如き乱将tJijJiまる'I!illlに、風流な

平11)刊¥:宅金住てfこり 、.jJi.fIJ白書長に組しむべき郊外

に、"''/チH'iよのえ;化(¥:官を住てるから 、さ うし
?こj;l'i'，誌を::.'::1:'-9'るのである。

⑨ 

私はあまりリーラ リーマ ンの郊外生川について、

多〈す過ぎにか、者¥¥市にはなほlfilX場をさへ出jf.れる

ことの川米ぬ惨めな労働(i'の家依がJKjJらす'肘るこ

と~;Ê'J<..てゐない 、 格円、:Q\'!と吹 J)qlに、民の安

息、所を持fこぬこれらのううf1j]:X'(I:宅併については、

まにその特例<'11:に服;じて、色々の計51Eがなされて

ゐること〉忠ふが、結局l主、:t長介(1宅か、総;j.:il:(1: 

宅かに{;!I!り汗するのではないかと思』、。

この144I'i'につし、ては、.fof(々平IJ1千件火があるが、

-í !(;~gj K¥¥ili J) JJVU~ よりは、欠'Jk l) ¥ ;4~外に於て例へ

IJ 、なと ~\II 、 1\nJi:i1・宅にしてmきにいものにと思

ふ。集合(1・宅では、全てが、JUi，j峨設になって、

家紋的な深川7試を紫・しむ機千?を犬ひ、他人 とも組

し〈なりさうで 、 l'L lま イ~;f;II~服すー]i-のブJが多い。

伐に下駄厄iき不IlMlll.には+19:!tごし、共よりも上下水
道の不完全な場介は 、 ~;..\..:所と使rÝrの不Ý.fì~~から来

るイ;潔は、前曜のノj、川氏の指摘せる泊り、 。:< 11 
を掩ほしむるものがあり 、仰染病の見出といふも

泌すでない。妹lこ ー 叶:U:j:~ïがあると 、 危険至極 fご

し 、 何れの掛からも 、 感心川~Eない、?こ Y集合íl :

宅はJ'.下ノJ¥.illの完備せる所ーでは、品¥11民地阪改良

や、1自身干すには、し、、Tごらうと思」、。

集介i1:宅のjci似?こるドイツに於てきへ、設近は

小さく とも 、別立i1:宅讃夫:の慌が品って、ア パー

トなどは漸IhJ'<の傾向lこあるといよ、。千jf，なト・イ ツ

の都i!i;;.¥ iliよ~!::X' Alabben \ '，~ ' I : も『ffんト・ イ ツ 人は

111 :界に誇るべき相\ï! iの地設を有ってゐる 、 ~:I~' し ハ

々 は、こ の痛に、 ) 1寸:;1 こ正:j è 、税金を初\~つ Tこ 、 即t，

(第103頁へ緩() 世誕替は大政何司令協合川駅主任



都市住宅の現状ε産業住宅地計董への試み

まへをき

住宅問題li般!阪産業i也併に於りる勢務者に(1::宅金供給

することでみり、 そして供給の治不i己さへなげれば住宅

r. \ll抵の凡てが解決される L のと思ひ~ちまれ、勢務者に住

宅を供給するのを¥恰 L金持が賛棒人に物資をA.¥{:の K

Mほの行き )í をしてP1~1このが、今 11 主で抗閣のi吹}付がJfl.

'l片討、つれ{士宅i政策なのであっ1:。そして凶民の惚位低

!ーが凶家的附心zlJとなって氷1:今 11ですら (1，宅問題と治

ど無防~l f:系に 、 それはラヂオ鐙jA~やノ、イキングベ:.)I'X; I :J: λ ポ

-~ I ~の問題でめり更に叉聖書者の榊 IJIIや波長J， i"施設のJtl

投が、主主i台策と しての直披的問lli1でゐるかの十誌なま目覚を'

ーー般の人身に楠{、wて外(1:のでめる oifl1 b住宅それ自身
カ ;身惚(持品*ó'~ にも|勾骨E的にも〕に及Ifす 60rgt~の Ji l!:両íJ

者の凡でより}.[に!Q:A.:なる附{系にみるき1~貨に跡i して[士、

l政府l:J:dIJ，;i命、 刊l に興J命の肺，~l心の的にもなって ft: らない

と云ムのが引代の我凶w牛=.rtlJ]:也に於りる(1:宅HIH也の地位
でめるa

以卜のほな事情のところへ、必近世主布になっ仁木、込建

築統制j規則の舟i'~1'I勢務者への住宅供給にまをし、併せて"'.

産寸JJ1tf<充に文陥なか うしめ/tとすると云つ1:伝法 !のがi

紳に拍車をかげシれて、むやみや7.11に小日、っt.:ill:の(1

宅が、者lir!iの空地主云ム空地に所狭きまでに ‘|合 L上産物

の羊支をな心べ3M.しにほlこを住て泊りつ、ゐるのが、現代

書f，市の永住築敷地に建立されである iモ)Í(~築の級相でめ

る。が然し -11に(1:宅問題と簡単に云って仕舞ふりれと

も比の位、多傾多角性{t-持つ問題(:J:f也にそんなに類例カ:

三いであ二ぅ。でめるかミ或る者l立、住宅問題11ifd:合問

題でめると云ひ叉戎る者11経理事問題でめるとし云ひ克に

叉戎る者[土上地問題で Lゐると云ってゐるのでめる。 そ

しでそれ等!1'、づJtL 論脅の -:r_j'~ '<r.j~:に賂じて勝手主主íllli

な "ËA を l して f~ : るのでめる 、 r(， j もその各々が住宅問題

ω持つ 1'[liのIl¥l組合説明してll:'るので、いつれも:否半H'J

う択さ折ると乙ろの桜披合一つーッ持.)て11':るのでゐる。で

ゐるか丸山宅問紙に附する限り 、 f"j 人が虫11M伐に論じt~

k七、L、づれL:iミ'llなるヂタ ーにるを失はないと芯I，J、の

でめるが、I;;JII与に 'J<ipt(の社令情勢に虫11("jなるもJl_，lff):信f心

され伐とい(1:宅問題I:J:&、宇存する Lので、それは常に

新1:なる課題を'我々に説供する ものでめると信す，るので

どち る。と ころで斯くの如き多i百十I:{t-イfする (1宅問題をi浪

b ゐるお~iï'Îで "命じ必し1:-} ゃ う 等と lì ~'::旬、 Tごにしな い・J~で

仙
調 71二 ヲ失 .，

、、，，
?・
E

・E・

-自
民ー宇

L ゐるし、 叉窄者の能力の及びt~ト ない主主か彼 }j の:.þ:で L

ある故、)1七盛では「として況判二大都市に建築されつ、め

る住宅の自~i百貨↑占ーが、 現代の地僚と家賃の制約の 1" で主I r

伊!なる伎十日{t-úllìへてゐるかを~側企以って示し、 域;に外

凶に於げる(七宅政策の 卜に採用さ れて居る住宅敷地~lr従

)j針の 、二伝来[!介し、故後に現代の地i武及Jtの{也の市iI

約に締れないで術者の忠ひ(，jきによる産業住宅地の"d'LJf

を'約介し比の )iITiIにWI心をP持つr;-;]i台、への話題を'1'1供ぜん

としれのでめる。

密住生活設生の因子と して貸借家例

./Ii¥ ;!iの j'ilil\'十日I)\W~ /J;如何なる方法Xct形式によっ

て附成されてif<かは(I'J人も の1m心事であらう。
二LJ:也に 主J寸る ~'~H)~ なる合主;，心は 、 剖\rli ~ I三市の{米側:

的要求カサn ("lあらうとも 、 それに !i1!1~ltM係に者~\rhー
のよ住楽波地としてのおJ也とぷふ市地 t.i，nて 川
治Ih:，lJ 七、家主の

なすがま〉

で、例へそ

れがスラ ム

化への前提

であるとし

ても 、我々

には施す術

がな いの

で、JLそれ

をf悲w克せぎ
るを得ない

'.lth!jにある

のは今日ま

で多 〈の人

々によって

指摘されに

ところであ

る。にも弥j

らす'現代我

同|のBl築技

術は-!.}j.従前

です GÎ: Ï!r~\ 
0.2.12 

o 093 
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位置東淀川1琵開抗J町309
t政f也i!iW 仙波別iM !t ill宝U.111H口栄
23.28 2.88 0.124 1 放池庇続 仙紋[tif~l 比

20.80 ~. 75 0.228 1 
21.18 2.88 0.134 2 叩「1日1， 1.75 0.248 2 
23.28 2.88 0.124 3 20.8o 4.75 0.228 3 

発此の場合の有効と料するは建築法規 tで矧ムタ布効空地行Eはなし、。只筆者が常識ヒから衛生 l二又11日照七点る位
度のi快i砲を生活に奥へ偽ると J思考出来る空地を指して居るのでめる。

以外に数多く建築される事のない鍛筋や鎖骨コン

クリ ート 浩建物の建築にその凡てが動員され?こ

れ~は叉 1000人に l人位あるかも知れない金持住

宅の建築設計の術を修得する篤に、同昔、から私皆

までの建築息不|を持つ大謬:から下は工千皐校に到

るまでの毅育機構が別意されて居ると云ふ結果に

なって居るのである。此の故に者j¥rli借家住宅は出J

階的であると思ひ込まれて居る建築率とは凡そ称

速い利刊の迫Aくを必礎とし?こ土地利)IJ法を以って

都d)の端から端まで、大工と施主の手によって者1¥

difJ:宅が悲喜楽されつ〉あるのである。而して彼等

は如何なる型の{I.:家主?赴喋して土地叉は家屋から

の牧待を得んと して居るかに就ては、今日まであ

まり識者の問題となって居らない織な気がする。

此の故に現代建築されつ〉ある借家位宅のJ.t1YIJ
に基いて、土地の利問fl);J岳を吟味し且つ検討する

資料として次の如きエキザムプルを此躍に紺介し

且つ識1'{'の注意に訴へんとしにのである。

立例の iif~ 1 (第 1 圏参照) は大阪di・北Q'f.: rl~ 之山4

ノ23)う至24にある土轍附の貸}，i，:(よil責!日)の lつ

の型にして、2戸建長屋の;様に見える カ:irは1r'ill 

の木造 21桝家の山屋が、各々隣接して居るのであ

って而も隣家と援する壁睡がパ{テー・ウオール

第2悶 ( :!;}~':D を構成

して居る ので

ある。

第3悶

位置 *淀川I匡INJilllJ790

{ir.晋西院本間三指l骨rs
lli~五 )l:!lliI'I!I(兵衛
政地抗的 (IIII('{耳Wi
20.&9 1.5 
18.75 1.5 
18.75 1.5 
20.89 1.5 

i且築主 I;'，i:ln:9i 

比
0.072 
0.08 
0.08 
0.0;2 

'i

n
L

q
J
aA守

此の型のものは所前古〈から大阪di内に多 〈建

てられて居つ?こ塗屋ilil9の広屋又は「居宅」であっ
て、3哀夏E苧にはt必必官必、す

んなのは:官訓Eわ制lリj令令、に大l阪坂の「け|ド1央f部H部I(舶場逃〉 に多〈見

受ける型の色のである。之によると数地面積は節

|慌に於て83汗97で却2放で16坪14と云ふこ とに な

って舟る。か〉る数地の J. にみ(~ I ~]/~に於では応の

二IIIJを|徐きsf干下ではお!)占21111、61!)占21111、31pij11:11そし

て I~þ' . トーに は 3 1!)(j11111 41!)(j 1川 81!)))jlHrJと61!)(j21:日のもの

と 、 江~2 -~虎に於ては附下は土川を除 草 2Ip)~111114. 5lp，lj 

11:11、附上8帖111114.51!)，ljlIL11のものが建築されて居る
のである。 そして、数地而杭と 仙jえ而杭との制イ子

力行中J)jイ千五|して約33%1立しかないのである。 即ち

が)3害1I程度しかイ{幼併と思はれる主地がないのであ

る。が然し之 1~ とはまに比較的空地が多く I以れて

かJ るも の ~Jt例であるから真に寒心に耐えないの
であ る。

.)( (ま み(~2の lt例 (第2圃参照) であるが、 よは大

阪の1¥1心{'，'JIにあるものでないが、 IJg医本田3呑町

にある I ，ii l~にして It~jI， ii長屋の例を此底に保持しに

のであ る の l ，ii~11ì而h'tはがJ4.1:'F.乍にして附下には21p~

と4.5中Iliの本が杭み豆ね?こ慌に ならべられて居り .

その先には!1'iか 1.t+牛の仙jぷと得するを地が、両
61~除の I ~-:J塀で固まれて昂るのである。附上には6

IPI~ ， 3帖そして4.5 中I~の室が、之も杭み重ね?こ様な

第4図

「jf骨JJ]
L 一一-一ー一 目35..一一一ー コ
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配置で宝がならべてあるのである。r市も此の織な
間Jfxの草案が、4戸並んで1制とをな して出るのである。

此の様に建築盟主地が極度に利HJされて居るMcに、

有効摂地と?敷地との割合を計算す るといつれも

l害IJに達して居らないと云ふみじめな11た態なので

ある。之れで も建築法規Lの定地2害IJが留保され

て居る ことになって居るのである。か〉る型の貸

J，iiIi11i長尾は、 Jl1の武例のある本田附近から di問築

地方面にかけて多く見られるのでる。

1'5:例のめ3(第5園参照〉は、-*淀川医南ブ'jl11j790
帯地に貸家主してiR築されに 3戸起千識の長家十I=:

屯である。之は前例に比しで若干多くイI効主地を

Jlxって居る様であるが、1・世か3たf近い空地と云五、
のが笠際どの程度に有効であるかは、我々の日常

生活に於て充分需主験予みの事であるが、此の例に

於ても仙裁を回む爵i塀が、ぷ|弘の光線のイ子効なる

直射時IiMt'、桐首邪魔をして居るのは事笠であ

る。ましてや居宅への保光範囲も極めてililJ~J主され

にI1犬態にあるのも容易に想像される。?ごが此の例

などでは、庭に面する 6111fiの舗に幅jJTく配置しで
ある故 ，奥の 3111占へのJ宗光線1'1"も最怒と云ふ程で

もない。が然しこれでも敷地の利川jU~fæから考筏

すれば、人口の澗衝し得る像件を充分備へて居る

のである。

質例の第4(第 4 国参照〉は、;;r~3 と同じ匿にあ

るもので 2附迎の武例である。即時東淀川区閥次

町306に在る2附ill3戸長屋の貸住宅である。之は仙

裁が北岡側にj政つであるので、[JJ妾jlA)jHこよる居

宅への探たと云ふことは、附下ではFf;んと‘期待出

-m;6図

fi'[段取'J~匝4雫1 [聞J*.11日28

必:iH.焼野正*~I;

i位il~jH!'1 fll/T<Zllml 比

17.33 2.0 0.116 

~Eな いものであ る 。 附 も階 下の3 111占 t 6 ~1占に南に接

して玄関及台所の土|出があり僅か;玄関2帖問に直

緩光線によ る保光が期待IH氷ると去っ?こ級なJlk態

なのである。但し此の貰例に於ては階上の間取が

，割合採光上合理的に配置されて居る様lこ忠へるの

である。 即ち土地不IJflJ僚件に制限されて、とか く

縦にもTみ重ね?こ様に*111長くなって可及的多 〈制審IJ
をせんとする傾向 (後例参!!の Iこあるのを、階下

でさへ3111~ i と 6111i iの~金杭lこ接結せしめて居る放

に、従って何年 |ーに於ても6111，liと3111，liの本がII¥J口仁)ft々

く杭に向日程せきーるを得な くなって居るのである。

斯くの如〈似制上からみて合~In的に ii\ J JI5l. b;出来て

肘る貸家と云」、のは、その例が可成段tないのであ

る。何l放なれば保健・、衛生上からの合理的な貸家

とヱミ」、のは家主又は地主fWJから云って彼等の牧谷

の上にそれが直後現はれて来るからである。斯く

の如き司{'h!i:J)下でよしんば有効なIjJJl以の長屋があ

っfことしても迎物心向、前面道路又は裏|燐して建

つ長屋の型によっては、少しも採光に恵まれない

とえつに危険に曝されて居る宜例は、住居を目的

としに大|疫の長屋住宅には甚だ珍ら しく ないので

ある。 Jtは此E包に係銭し?こlt例も所三11j保Jt上危険
に燥されて居るもの〉灯・例の1つなのである。

貸例の第5(第5園参照〕は.東成区深江町東5丁

目 114番地にill築されてあるものである。之は約

49坪材 (56.8)-:'x 32.8)-:，)の土地に卒家!u}3戸長

尾のものがill立されに例であるが、r:¥J口の割合に

奥行の深い数地を紅術的に午IJ川せんとする錦に

~;7凶 は、 勢ひ羊3~の様

に利111乏〈刻み込ま

5るをf与な 〈なる

のである。 ~trr<し

て l戸の持つ敷地

主IJの形J!kが決定さ

れて仕事!f l、が故 I ~

似位上介別¥的1;.ILlJ

llJ.りなどはユts'へる

要もなしぶと裏

上じ
(). ~7~ 
0.:¥11 
O. ~lH 

制
肌
-
番

;

物

l

?
・~

建
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に従って出入口 (五闘と台所)、茶の11.¥1及居間と

云ょ、l闘に積み重ね式lこならべて行げば、貸家住宅

の[甘jJ鼠ちが出来上がる需である。此の世2例の;場合

でも最初から敷地の形AAが決定されて居るから、

南商する表側には玄闘の土問と台所月jの土聞を配

置し得ざるを得ない4条件なのである。従って茶の

IU1、中の1mそして*2設と云ふ/1聞に主力Z配置され、

最後に北商して約 1.9坪近い引I1放が配置されてあ

る欣態なのである。にから此の伎な敷地害IJからは

住宅の保健保刊を渦起さすと云ことは、所んど不

可能に近いものとあきらめきfるを得fよいものであ

る。而も1!l!所の配置と世内のよむ風換気依1H:'巧祭
すると、か〉る貸借家へ住む人IHJは、常にグ ウト

の泣言持ではないが、(1関j;主力Z家全日豊に漂って居て

使所を探すのに犬のやうに鼻を働かせ3へすれば

よい (1 と云つに~Iô衛生なる空気に悩やまされねば

ならぬ欣態なのである。そしてか〉る笠例は現代

の日本じ於ては奥飛弾八など;放行金しなくとも、

大阪(否帝都?こる*京も大器此の以態であらうと

想像されるが)の如き近代の機械的文化生析を誇

りとしてFrH-る大都千''llこ於てき。らに我々の日常生t，r，

hこ於て経験してj苫る、日「iはば日常の

茶飯事なのである。 (日本建築星裂が

世界的レヴェル以上lこ在ると梢され

て居る現代に於て之はまアなんと

か科接的であることよ 111とポヤ弁?こ

くなる口)ところで此の笠例に於ても

:れ8凶

I'o 

解 る如 く、方位に(或は日!!引ことム .1 ← J~ 2ー

判i 入や ':i~で開r1部がない~ーである。よ (1 多分隣接

して建物がある錦であらう o ihm.liijl白i45ji'li後退の

!日商線或は装I!lJの附J以1::1への;11:路並に北側の隣地

に到する45似の後退等J)_mにJlxつTこ定地を除け
ば、保光上布効と思はれる仙裁の|古I杭は僅か2主lユ

しかないのである。 1ili}，九を回む前1塀は大韓 6)~以

上あるのが普通であるから ，tltの場合も奥行6尺し

かない庭の l立与!光*Jj~がとんなも のかは凡 そ 想像力:

{，Jくので、而 も仙裁が良)↓4‘にあるからj首告への採

光時!JiJが制の内僅かのJjiJと云」、事になるのであ

る。和しも此の程度に敷地~..f:IJ川 すの とせば、 l ヘ

クタ ール(3.025J:.<ド)に約163戸の住宅が位ち得る

のである。 (1Jl.し道路[印干J'(!{を発ヲ!かないものと

しに場合〉 そして今恨に 104人家族と すれば約

652・人の人口となるのである。 即ち1ヘク タール

652 人 と:えよ、のは全く の~IF.，:)iJ¥T&を意味するもの

である。

1'[1y1Jのめ7(第7園参照)は*淀川区下新山町切

に起つ平家控3戸長屋の仙波住宅であるが、敷地

l古ーも'ftま泊l枕で11すよ'F4S、 ~'\2放で 1 6上|ユ 64 そ して郊3

枕で211下74とぷ」、肢に件ん具なり 1:るJo'lさの敷地

1抑制

RHj 
つにブjがi也liーかも5;11れない)例外M系 I[E拘ゲ伊サ事骨子腎時調守寸

1 書 7!5([_1:94rEI~4:r寸 75 .1-1 '1 

に枕配置すれば、jYlJへfIIl批判官; 弔 l岱 出立ftii 羽~I 
j氏〈取っTことしても、1Rの日.I!H時 1 lfi ...fil凶戸じ苧寸1寸J
川を長くすると;ぷふことは的人どイ、 自 目 I~

I 6 悶 ~

可能で、 J~~;肢としての 4. 5 I~(i の 1本も 医7-ーも t:1 1;;:1 ~ ~ 

3 1~ ，l iの '1' の 1 : \1t 'DJこ11甘い航態別こ在 庫三!一戸白 目|
かれであるのが了僻るのである。 出滋歪忌ヰ豆註正議室主 J 

f酬 の6(第6園参照)は川区深 lとヶ::~__Jj 
fl'iin (ljhi!i， li~)tI I A! 

由主f也ilUil (llil<~IIJ (内 Jt <'1:杉1拓1問

yJ:lIlLJU4Tn28にギEるも ので、珍 らし i主;正取引凶何百sJ338 20.76 2.25 。109 I 

il!:l血oiJ.河 川波面的 比 佐物需耽
〈も平家l戸建のdi内住宅のl似lであ l:i.6S J .7;; .! 12 1 

::0. ~6 2.2元 0.109 2 

る。此のイ|ミ'1;の[l¥!JIi<を検討してみる 13.34 I. g~ .1ぶ 2 
13.34 1.94 .145 J 

に、 加 lに試の付〈 のは南(UiJに全部 15.6S 1.75 . Il~ 1 

持プルノ ー・ '"7 ト「日本美の再後凡JP. 59. 岩波新官。
※ 1:カで Lí~ß財 :明いと 金力 ;ìffl ~J ない少と云ふ迷信がめ る の t:. さ うです っ 叉'ぷ I~ I こ してみれば大陽光線が遠JJî.1，な〈
家へ射込んでil!ミるt家が在iんで仕方がないと云ぶので、5も1当日、j戸を紛「切って光線のki入込土ないほにする傾向が
ゐる。
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に、 6中山、 2~，Ii& ノj 、2~ ，li とぷ;\i\h~~汁ÙlJ.rldJ.式に判11

k < 配置しに P!*jï，j {l~υつイ主'ちカ ;3)コ並んで !{.栄をなし

て);せるのである。 1111裁としてはi耐え;に約3.1'['25前

後 、後庭としてが.;2:f吋 íj後の定地が配置されて)~I~- る

のみでーある ofúi も後佐:を 1''ii Ù'戸ij射は既述の知く 6 )~

HJ:もあるのである。コくJiiJI州こ45j:Mの除係(住築

*J;~から1l{o.' I白 i までの I: \J ) ふ.ni光 _1:の役には全然7こ

?こないのであるoffllも此のjj丹市'j1111 l&.の21'1'前後の市

J 也を些初|に型~i検すれば、 f必所'2え1;j，i徐守:、事].'u ー をた

J 也に jドらぎる部分の lúíh'iや或は /I'，JA: ~引こよってJ公

たを wJ妥妨げてかJ る|白[も日芹を I)~~ けば、.j~~Jé上千f~:}J

に保持されてかJるとぷよ、削杭はJn二何1少なも のlこ
なるのである。 Mnこ j折〈の如き~U'-iJi1のなかで ~I之が

して);~J るダ政大1\反 dilぐの開1ú:がどんなものかは!時

々想像が付〈伎な試がする。

比例のみ(¥8(第8園参照)(.i..4<:f，:王片iJ:IIli338番地

にギEる2附迎4戸長hlのf日米!1:'t'fi'.Jのlつである。此
の}f;'Jは泊稲合{，I=11/!と糾されて )II~. るもので、 jW? 卜

と附下に日IJ々 のIlt1，作がさi吋円ーを侍なんでj刀るのであ

る。敷地l白 i f:J'i(立、山枕カQ5J:'ド 65 、あ2~)主力 ;13士'F3 4 、

;;~3~武力'1 31'1ヱ 34 そしてみ(\4脱が 15 1'1' 6 5t云」、のであ
る。がよτ;の数J也に|柿下6'p ，'il こ 3~"i附1:にも同拡-の

1";smーを四日目し7こ川Jfi'Jの{I:戸カqつ並んでj;iJるので

ある。つまり*111長い下JdがK:1I1H:< 4戸並んで泣い

flな治、t;. r を止して )II~.ーる。 jM もブ'jf iÌ:から .L，って 1111 1&.

のある IMIJが民北になって}r!l-る放肴J泊であっても ti~

光俊1'1ーが{I[くないのに、1111}ムの[白iも1が1ifiか2士Fに

i主しない程E(i少なるのである。 μpち文字j泊り1Ui制

第 IO~1 大の主地なの

HIt=tn 

ち5.1 一ーーーー『ー『国』ーーーーー一

{計百イhDI也'rIi点JE{ピ
JJxl血直正首 i，lJ!ajfi.w Jヒ 江1勾liH町
10.50 1.12 0.103 1 
9.26 1.12 0.121 
9.26 1.12 O. '21 
10.50 l.U O.I C~ 

である。 ~trr< 

の如き.j~光-''. 

付1'，~;(;，'i!.i;{(lZ f' l :に

あるイ1:宅であ

る卜ーに、 イ刊1:.

川;'Jであるから

此の 4)寸 J~I-t~

l二8Ilt，;Wが主1=.

i円し作る詳な

し可である。 と

二ろで今{I!)(に

1 111:イ1?の人n
を此の場介 3

人(内輪比砧

って)としてみると、此のl仰の人1124人と云ふこ

とになるのである。 iuJt告及:ijDl路|自iWを:.J<iへlこ人れ

ないと 、lヘクターノレに此の程度のf出家ーカ;52糊住も

得る ，i~r で 、従って人 11 カ >j. 248/haにも述寸ると云

ょ、驚嘆すべき数fi1'(~伴る のである。

1'f例の日ヲ(第9園参照〉は大 |恥 liのW~II:\i\に姑

ちつ〉あるH:l-tiitlY'J主して投j主J)半年しいイli)iI!i diに

その例をJljzつTこのである。 日pちイli)j(iidJ森川Î]仁氏

る 2j府組2戸W-t~ (附小19':I.:il式千l二'じ)の併家作七で

あるの 1 官l，vx2~J左とも蚊J也 l白ih20上F 76にして 、 J栄光

1 '.'イ j・ ~j)lúi tJ'i として fIIi1&カ:件ftjiJ に 2 .l:'li25T:!f..l立なの

である。此の例なとは;{'，:-I二iJ.rい )jlこ)~~するのであ

るがとれとても fM立_I，のwf'1制約Aせしめる錦に
は凡そ鰍泌いものである。 Hl1ii .()に比してと:tc~;、

1;~~抑人すること lこよって、官f いと云ょ、形森~ïij

が使川 ; jI， ，，，~~ る杭度のもである。よは前7í・より秘平討

を 1~( -t;\:し得る十五にu'i+妄2ßj与への /1'，入円カ斗j し、て )1 ';

るなどは、ill築主のレ J タフソレ ・バリューを高め

るところのn'ltlこはなる。此の秒'Jに於て 2戸迎ち

長月!と云つでも令{-t:A'.Jであるから 4'1止引がイ1:む事

力;/I '， ~(るのである。;Í)(に前にf/iI(ってヘクタ ール'U;

りの人口伝~'rII '， してみると次の如 きが;民主?作る。

以pも1t取の数地lJ'rI前約361'1ヱとして計算すれば81椀/

ha tぷふことになり .， i1îj ，~;肢の 11)(，;"とを以ってt'rll'，

すれば約972人/haの人11となるのであ る。都iliの

'11 JJ.!:部と異なって、郊外のおill ， li~HJl:1 こ宝Jしてみ米

ならば恰も I'IM~に間耐を拙〈版な諌めの)，~本計主

主?持って都di・の開設が行はるべきであるにも+¥'Jら

す¥既成特11diの ;~I\介主|司践に郊外の未聞護地に於

けるイI:'UI刊:は、いづれも (I'J与の標準を持?こづ、

'11火-の地桁i状態を此の郊外地に於て再現すること

を前Jj止としに版な、 1，~~{怨1裂が交I~外に於てか?止な

勢を以って辿築されつ〉あるのである。此の質例

も 131 はばてたI(~卜のスラム化ぞれ'\!Iiするであ らうとこ

ろの1つの比本でもある 0

1例のあ10(第10園参照)(立、 !日jじ〈イ¥iJiI!irli..4<:
){代にイ1:るものである。 2sj.lf担4戸長以の作ftN.JIこ

し、 1:地T:IJ川のおにJtに:):5'1.0:がブヒ分.j11l(まれ1:事を

感嘆せしめる料、ギツシリと辿物が数J也Jh臨にえt

訴さしf写?こところの好Tr例である。 )Ji]j到に 4 ・ 5 ~事I! む)

J:tll'ii机による後退机があるので幾分の飴怖のある

もの〉外に 、 1111 1おとしては全くカ\~き に等しい僅か

l炉除とぶつに却で、捕制大の出J也がJWuされてに
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諜である。今京し斯くの知事相!主長屋を以って交1;

外のIli11j(じが行tiれ7ことするならば、 (liijjylJ j) ~I I 

Z 前提を)，\;礎として計算すると )次の知 Z 結月!~

得る。 .E!fJも此'i):息子干の敷地全的i.Ud);3ヲレ'1'25あるが

よを40坪とすると 、此の型のN:)fUJ;]5j:W/haillち、

1.800人jha人口を牧容し得るとぷふ恐ろしい蚊fli'l

伝作るのである。勿論ili路」見通路下の |白ît;'í~差引

けば、よれより幾分投!iない紡*となるのであるが、

よしんば、此の午分の900人/haとしにところで、

全くのilB術 (I"J数 (JI'( なのであって、 J}1~こ忠心すべき

数I1江ではある。

以トーを要する l二、大阪"iの入門は{I'.ノヤ)1・1;?なる
辿度を以って哨))1¥，の Il絡を?辿って)，':るにも拘らす

市域乃蛾泌を行は十トしてよ守;の人11をl汲牧し、 '1;'

も人口カがz者初都i臼iい川Iバliのなかl仁こ1容jfJ[j併{‘してH<かの女如日〈 ll必芸せぜ-

られるのは、 貨は以上の如き )f，~

の都リi借家住'ちが人口 j品平行Hkfì.~

を制度lこ高め得る有力なる肉子

の 1つであさにことに気力刑くの

である。而jちか〉る事i'.ltま苛に

都II'i自身の既成;ji街内に於げる

現象であるばかりでなく 、深山

~-t-iB:によって最も合JIJ! ÎI"Jに 11つ

科皐(1句に開設し得る官1)郊外及

大都市の術hl.~I"J附係にイt-;(:E して

居るr.1~ ノj 、 m\d l・ lこ於ても、同政な

開設事業が行はれ、土地に到す

る制J出なるZPI師(I"J平IJ}JJ~'I ，庄の i1i)C

に、既成おI\ïljにみるヨI~ rl~f 生な)iJ~

態を!年ぴ郊外に於て繰り返して

居るのである。 ところで以卜ーの

質例をJえに纏めると次の知くな
る。 ca1 ~長参!I(~)

密イ主防止策としての怠地計霊

草位面積に於ける住宅戸数、

現代のお1¥市Ilt令機榊に於ては、

ニl土地の私千fカq.:Jrllであり、初¥ilj

住宅住築企業が1f/;1人 fl"J ~洋平 IJの ïJ

象としてイ{-(1.:する l!l~ 1) ，保健1'1'']

な而も現代位築与が私本でJμ1:.

の前に$uiをきかして居る杭な4・;

の如き保 !' I :~tr~~足さす佐t七illt{~

が行はれるなとは、 希望す る方が無理かも~，I Iれな

い。が然し、fごからと云って佐宅の環境改善は我

々の到底望み得ない栄一|止の御馳走r~' なんて諦め て

仕~lU、必要も壬頭ない。何故なれば隊l家が共の集

になり、此のIIU題解Uとにネ:}懐石?入れ5へすれば、

案外簡Y{iにjfYliJとが付くかも):11もれないからであ

る。にから我々は我々の皐:ぴj似つに技術の範囲内

で、jfJ平決策をNl究するのは必すも徒爾ではあるま

いやところで今 日 迄者1I IIj {~IJ築』 卜j支術的釘筑として

考へられ?このはliiiir而杭に建ち得る住宅戸数(又

は棟数)を制限することであっ?こ。，E!jJt，臨位の向

卜ーにすtし上1つ生t，F.'1ご快泊をlJilへることを口的とし
て英凶では、 .~li川i

z 全制位l七i七の{-"枕撚~;~'~f準1手色 5を~l有1>走t大lUり災-.J: IO)戸ヨより 2却O戸f位丘までに抑へ

て居る九 J換臭-言首寸す-れ 』ばま引| 英1川町11町l汀Tの抱匙;築蚊地をを~ 1 川O~ヨtよ成カか〉ら

2却O乍をを?越えない1純屯回に分害割訓|リl汁するのをを?一つの棋準と

第1表 ;的特J問予としての昔!>，lJ住宅の敷地と、後怨収容人μ

「人1]= I )'i'i:';リ不.r:.J人×戸数xt来日放
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以へタタ ールに換算すると[halこ(、yょう戸乃至うO戸と云ふことになり 、各戸の敷地面積は約[20)11'-60:tp限度となる。
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して居る。が然しそこに illつ住宅の敷地が20 'F~

越へない純位1で分割し得?ことしても住a七の棋準を

決定しないで、」L一方的に敷地のみを組定しでも

全 く立味のない事で、あり 且つ此の事は佐'むの大き

さとその配世によって非常なる差呉ーを生す'るもの

であるが~)Cに 、 容易に決定し難い事でもある。げ

れとも之は或る桂度、住宅の大きさをも嵐広し得

る性質~f!fつがi放に 、 注目すべき標準の l つでめ

らう。

(但し此の場合θ敷地と云」、のは道路泊Ifj(やJ長H
総地再てを除いTこjfl床心主主築放地のみを附す。〉が然

し此 J)際司書は田|ぷ|都市や未聞の科l外地に新に悶 I~~I

郊外など ~illiiXする場合の標準であるが I'&:I二、師

必築地として、 建物の結集する者~IH jの ' 1'心部全~;I:'

於ては此の棋準の示す数の多い方の数値を取る事

を必要とする。けれども住宅地lこありでは、例へ

それが都TljJ)11'心部であっ?ことしても l英111TIこ20

~íì:以 kの放地主IJは不可であるとされて居る。日!l ち

如何なる場介に於ても !戸の建築放地は平均60坪

な下るのはいけないと云って居る。即ち一般的に

1 ~ :lI ffλ11 こ 10戸より 1 2戸位の住宅を悲て ，る絞にす

るのが故も望ましいとされて居る。之を士F敢に換
算するとĴ ilの建築聞もltが100.1'干から 120tドf互に分

割するのが回同省IIT行の場合最も介]旦な放地主IJであ

ると去ってゐる♂英降|の田悶都市に於ける敷地号i

:尽力場介j与の標準を l英!lITを 12'if内外とし?このは

泊lSな菜園を各住戸に施I没し得るJ(，'(d の佐i';';ì~ 戸

H:に gli~へんとし?こからである。市も此の程度のiI土

地に労務庁の位'セぞ起築する場合件J'行:の菜\~\Iか

ら或る程度の利得を考へに入れ得る主If地主?川:1)~i、

ることが11'，似る。而もその院さは家族の人々にお|

作させfこり或は))IJに民業停働者をj昆入れてjリ|ー作さ

せる程に1，，1'(くはないのである。けれども入山の55
働力とえよ、ものは各町各政で -flqこ規定し件ない

ものがある。放に 、 手干;J}x地に於げる楽悶の '~i・t さは

之等の1'L'I'11;ーを多少削附してその大きさを決Jとする

必要のあるのは勿論である。{米企t‘ 卜~~失 (iIVjí;三 卜. iJ 、

ら充分なる均応:を必要とするのは、何んと去って

も'"L1'f:1UiWlこ於ける住宅政が/:0:&1になるのであっ
て、柴苅に却する正確なる而砧の如きは此の場介

比較f1"Hこ:rTi要ではなし、のである。 Bournvill(此躍

では多少大きい楽l羽をもーしてゐる。)、Earswick、

レツチワス 、 ハムステ ツ ト &J~の1iliの凹 I~~ì者í1\Tlïに

於ては既に此の税当主によって般地内lカqjはれて居

るので今口では充分』試験計;なる数値なのである o

1M!ま此の棋準より制々多く住宅数を刑))11して居る

にも 11'J ら今、 ftf.立 卜~j:1l 'i:::の幼*~þ1jkげて居る 1HJIJ

lこEalingT enanls 11，;七初日符地がある。 .l1[Jち此の151

1笥地に於ては、道路及運動場等の閉そj'fを除いて 1

-:JA匝20戸近くもイ主をとが建築されて居るのである。

が然し英問の建築規則!の臥型~i~ ア ンウインは次の

知く指摘して居る。 I!!lち英凶の建築規則は斯〈の

如き十1=.'七品111告地内にillつ辿築物の大きさに劃して

の巧肢が初1¥はれてなL、。例へば約 |英111]"の弘をも

何咋r吋め件る大ホテル、大共同柄等の起築lこ釘し

では地ブ'AÏJ13cer:t\は主主物の後E告として脳25~尺以上の

ゴ二地をすら強;jlljr1，.jに切{九とさす事力;H同えないのであ
る。にから此の 1 ~lnnこ 10戸乃至 1 2戸之云ふ標準

は、J.{ '1'，-1に性宅に就てのみ者胞が初IHまれにtころ

の473準である負。と去ってゐる。

此の欣lこ悶悶都市ーの~築規則を起草する場合

(イ 1 1. し14:れは現どEî:l:~，!菅地の{皆地保1' 1三下で施行され

てゐるもので一般的の仰l則ではない〉か〉る紋駄

を|徐〈郊に附則として、快宅のW1仰と大いきに陥
って11'{1伎町制 (1;!J~lnT) の性'七戸数合或る程度鑓

へ作る政除外例~，没りてゐる。児 lこ迫力11 して之等

の敷地に主!lつ家用の辿:f!1・は、前J，i;及角地に建つ例

外fl'']fl二'ちを除いて一般的に般地の%を趨過しでは

ならぬ可 i: ~ )J;!定して );1:- る。附

建築敬地とその形欲 1'it i 1/11Ji f}(îJに於ける住宅

の戸数 ・ 主主物のF1i:知が決定し?こならば~~の :;}.くに研

究寸ベ主事項は、政地の形Hたである。

辺路H~:築伎のn拾を可及的1これがiにせんとする

，じ巾';1から似の狭いIIつ奥行のjAEぃ政地が:.l1へられ

勝弘な乃である。ばとはタトfuif1"Jk:(:~ iffとヱミふことが、

lt'F{í1'W:~が?とぷふこ とより大きりLh'i られるから

である。 1:'"11のjJtさ迎物D大さと Aふことが敷地

の Jr予 ilJ， ぞ決定するのに il l'~j主 IJ f 1'.j な僚1' 1ーである明主勿

品であるカヘ ー・般的に児1&1に於げる既;I父市何に保

持 RaymondUnwin; Town Planning in Practice: PP. 310-320 
，." rlil術'，LtP. 320 
州誕例へば¥00!:tJ'のロッ トに到しでは100x;，仏!iJち述I'J'1 7:l!J' llíl 後の (1 土む し ù ・ ill~迩 ' 1 '， ，>\になレのであって 、 約3ET.11低固と
して楽園やJtのf由に充常1'1'，氷るのでゐるコカ;然し:fli:凶の勢務哲の(ヒ:己主し てニ八3の11全くマめ喝μ、の であっ
て、Nj¥dl二宅でしこんなに多くの空地'1旬めなL、。
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111されてゐる敷地害IJの方法は、郊外の田岡の場合

に!rffJTjする のはあまり lこ狭過ぎるのである。此の1

r:n口の狭い敷地害IJと25地に到する英隊|建築現J[lJの
不備とが十日重なって、都市の建築形態としては笠

ましからさ「る所謂後部の長い突rl'，l¥，¥のある形態を
/"1'，現せしめにのである。 が然しよ等の突/"1'，部を?除

<10には、敷地のr:日口 を院〈取り建物の配置を之
に泊介する様になす事を必要とする。 Jl!;の意味で

英聞に於てはr:日口の標準を大韓次の如く取って居

る。即ち一般住宅の場合lこは、居宗主所及拡'ギ2と

去五、平毛皮の住宅は間口 15吹を 、住宅3 ~必要とす õ

ものには18吠-20択を居街、腔接宗、議所及j山本

3以上にして方位:が略々*J19にimして舟る住宅に
は20日尺-22 ~尺を 、 且つ南北に泊[して居るものには

251央-28吹を要求して居るのである。そして挺に ノ

日 J!~~の僚件を考慮しJくの知きiT:Uを典へて居る口

即ち位宅の向きが東西に而して居る忠一介には民'ギ

は何れの方向に向いて も差支1j:l 、が、 それ~ lÜi-(J

に南北に向いて居る場合には、 x守'ギはfllJれも円光
の充分直射し得る官!lJに配置されね(:fならない、そ

して此の符に人口が北にある場介或は 2戸住住宅

(Semi-detached house)の場合には11¥1円ti25J1尺枕で充

分である。が然し居常の1つを廊下(Passageroom) 

乃至12戸以 l二は症も得ないと云ふ干1i々 大 きい住宅
投地にも亦都fi-IJ;よいからである。
ウエ)(..ウイン国軍都市 以上のJ!J"iWJを文字通り

摘要して立現し?ニウエルウイ ン悶悶都市の敷地計

百は、 経?替地I:::~常なが:j低があり従ってプロック

が必然的に イ~iF. J隠にならさ'る得ない従ってロッ ト

書IJにも興味のあるJTfYUの一つである。
この都i!iは大小l二.}i'Jらすあらゆる和類の建物R[J

ち l， ii~11ì又は陶芸ー建築、公共川~築及工場等の建物

がrrrむされてtr;.るのである。而も此の都市の理想
として居るのは会轍1'0~ょ都市計喪主~5iliめることじ

よって、人Il¥W.j1j:要;J<:tこ到し故大限度の渦i止を奥

へる ことに よって、所前普通の者¥Ii!i人円を此庇に

吸牧せんとするにあっ1このである。 そして決定さ

れ1=計誌の遂行に到し事業設を可及的に粧t内的に

せんとしにのである。此の者:lli!iは現代都市の一般
的傾向に ある IWJnI~ と鏑~kに反lfしておIJ案されに明

想、者II 1I îの 一 ・つの )I~'Iであるのは勿論である。岐に此

の都市の成沢ーは、 fllJれの者illr↑iに於て比られるやう

なそれと会く I~r.:))IJ されるものでなければならな

い。にからとえって今此j起に和介せんとするの

は、 お~'lVえJ!J!If，lの Jr.X:県がそんなに 21i: I，I~~で ないとし

て}J}j;ノヤt試みられて肘る所;n'lf t:宅地 ~i i' ~'n ではないの

として1!l!nJすることによって入門が

南側になければならぬ場合には、そ

れで'(iilldご狭iili¥ぎるのである。

第2表矩形建築敷地の各種奥行に釣する間口封

.'1'/1依l印ー杭を|英!I汀として、 その内

の計二答住宅戸数tこ W~ じ fこ奥行と Il 'd n

との附係をイ午表すれば出 2Kの ~n く

なる。例へばl英II1T12Jiとしl放地の

奥行 1 50 ~尺とすれば11\1 円 24 1火と;ムj、

車，'i!+!ーが作表しであるのである。イ11.し
辺勝が交叉することによって火はれ

る般地i古î .U(を最も合:r~l(J"J にj-'It-;''ì寸結

に号1・3Eせんとするならば、¥l'dnのiく

うなをil・々に組み介せて配位するこ と

を必要とす。間際問題として 1::!)tllli 

に伎℃を 1 0戸jう王 12 戸とえふ郡司!~に

於げる 11¥1n 24択に到し奥1I 1501吹と

ムーふのはお低めてイト.lAi"I'.)なのである。

(郁2衣参!1~i) M"jlcなれば 1 ~Il líに 8Jつ

JY了|川 120トムI130 I 1ペ140I145 I 150 
lm明石1363 ¥3司 i;s-322 311 :300 ¥290.4 
万 。 i217.8¥181.5¥174.161167.51161 1155.51150 1145.2 

|145.2¥121 1116.161111.61107.31103.6:100 198.8 

1108.9¥ 90.751 87. 121幻 75;80.5 1 77司75 万 6
187. 121 72. 6 ¥ 69. 7 . 67 1 64. 41 62. 2 1 60 1 58. 08 

|刀6¥ 60.5 1 58.08¥ 55.83¥ 53. 6 I 51. 831 50 1 48.4 
~7 ~ i 62.23， 51. 861仰 7814~_I ~6 144吋428己竺
Jd 4 1544 4537i4356141. 875

1 
40.2ぅ138.875，37. 5 1 36.3 

i43.561 36.3 [34門33.5132.2I 31・11 30 : 29.04 
136.3130.25: 29.04127. 91j 26.83¥25.91， 25 '24.2 

129門 242123ヰ22.3121.4620.73 20 19.36 
1:'1.78118.151 17.42116.65116.1 115.551 15 114.52 

持 RaymondUnwin: T own Plannin胃 inPractice: P. 327. 
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である。否むしろ之れは普辺の商業上の僚1'i'下で

施工されに建築群の連制であり Eっそれは，í~j業(1'0
成功を誼明してあまりあるものである。而jも居作ー

地計・2Eに i刻しては、 土地の口然(I';J戸:)低l立、等五:j~;泉
闘を無硯せ子、むしろこれをJ'jに利川して建築的

効果を兵鴨化する括に利JlJされにのである。 放に

経営地を特別に主主低する震の経費は全然見込ます'

に1ffん?ごのである。作)IJ地は故低の経費全以って
開設が出米名様に、 }st)くな而抗lこ到しロット書1]の
設計-が行(まれにのでもある。此のnに、干布村.f['iμ々 も寸れ
ば製|陥刷品剖l卜.のf使史-宜の1沼3に吋咋l;l(山:J*
a必滋と云』ふ、ものが我附のi泊Iιllt路持計五苫主ih:の場イ介T、十1I'l:!;耐を
きかすのが普通でーあるが、此雌ではそれが始んど

な〈 、いづれも守;尚線に従はしめ?このである。つ

まちあらゆるロット書IJも道路計主も ごr:地の自然的
保件に従って行はれにのである。

ウエルウインの経営地はゆるやかな起伏しょ

く生繁つに森林地なのである。泌1920年以後に開

護され?こごとよ也なFfIんど千Ji1:1:也で、南米に向って若

干緩いftJ闘があるばかりでなし依り大き過ぎな
い程度の樹木都があるのである。此の土地の計i12
に闘して最も注:t'i:すべき事lム樹木を有効に利川

する4]';であっTこ。 JifJち土地の立測に際しては川欲

作る IU~ り樹木の !な白をプロッ トしておき ‘ 道路計
指:{f行五、際r'T及，'1'01こ樹木と通路と の調和を件、風

致仁の却Jよ~ーをねらっ Tこのである。 E悶即jJ凡もあら tゆφ る j迫E 
路は樹本と j共cに;没;計計十-され?仁こは
〈の樹4木tカが;1存♀ロツトの{後灸庇に柏込まれ?仁このである
ウエルウイ ンの放地計;-!Eに闘し、住宅政地):泊
路の計屯 H守に興味ある特徴と云ふのは、所計i
H とloses..又は“ Cue-de-Sac・1稿す袋路式{f-!宋川
し?こ事である。之れは開設さるべき一般道路が、

1枠組lli路系統に接航して、有!ill)J(I"J~よ技fdiiの棋な道

路を構成するのである。(以下保持しにli"il而参J!~~)
此底で計11.されに袋路よのlli路には、也k:Jh¥:のも
の或は lIlI K~f-.J'\:のものもあって、いづれも}，I;J171jに配

置されに住物に而nl、鑓化を奥へて居る。故初jの
，;幻l'はrHJ投1H:>可及1'1'0に粧怖がjになすことを |司棋
であっ?こが、主主物が配置されに結果は、いづれも

幹線道路の境界糾より後退し、i也市のEえさの陸が
前後に都合よ〈配置され、組めて優秀なるill%た放

地をili成し?このである。而もill築紛ilがJVj-々 ブロ ー
グンされて)?Jるところでは、所3111袋路式の;/~? \ーを

なし何iWtiの支相、j見致の幼-*を護協し得る般にな

第ミ表 既存ブロックの各種再直111豊富理方法比較表 〈同;1自併の外国に於りる11:宅敷地刻類例綴集 P.28による〉

街 Wl¥三一一| A 1 B | _c _I， D 1 
-一二二二二三
手重 μ E 

数 地 線、 面 松 110似 Illr1 同 | 同 | 同 1 FnJ 

土 地 11. 1枚 投 |II問Il1 同 | 同 | 同|同

j立 E寄 llX 3ミ 政 1 34. 388. 7州19祝日ぺ19.292.53ぺ25.225.54"，119加 53? 
~þ 7k 工 ~ß: 2'( 114.010.36，HI 7.873-40"， 1 7.87}.40'" 1 9.182.40"，1 7.873，40"， 
述 築 数 士血 盟主 〈戸数) [州 50"， 56'" 1 7h上竺

政 J也 百 枝 14.200卒β川4.2004 !?側 (48戸)14.000(帆12.9))(1問
I 13.500 (州3.800例戸 129:0仰向l

i l l一一一|竺日2p)1竺0竺16)5) 
ーよれ'拾質問(舵hP授、排水)己竺L己竺こぜ竺 山 l什 54竺二
公園仙丹!空池町駅(自由空地) 1 0 ! 4川 Illf 1 4.48-< 1 2.5多 I 4.45 '" 
1 英町 'n' り 戸数 1 7.8戸 4.60 ;J52'" I E.8'" 6.7'" 

全敷地に潤するrI由空地の制作 | 。1 41.670 lu メ I 2引メ 1_4~ ・ l メ -
4忌 道路放の制介 1 25.1メ I 13.970 13.970 I 17.4メ II汐
'" 述築敷地の刻合 l' 74.9メ 1 44うメ | 川メ I59.570 I 4め5.070
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し 、 弁々の袋路t .i.g火る 1中の道路空) ;Î& .~'r'~i となって). '}
るのである。

此の初liliにill楽され7こH-:'との1:'日THま600(o)より
3，000防長JjiJJ.tのものであつに。そこでlli:路との，v.':]

不1 1を ~it ~、 qli i};[iの 一定ïl'Ji.t b\ 戒に効県あらしめんにめ

に 、 ~nQ.ïJイ E宅乃主'1三似てd t::む 1て(.i ll'， '~(f写るかぎり

幹制l道路にイトはしめて削泣きれにのである。主主物

の正しい門日目と 'j¥'jl))'1'1:をJ:)，、つ1=ill築制の出川法と

によ ってiがjj止すべきキ山県を:>f'Hこ。 1111ち道路全簡を?

辿じて、 仰に ïlq: ‘.ì(~ffJ~ (コ ーニスおil)を1iItl八?こりし

にのがそれである。

現代我凶に刷工されてjぷる、'ぢ地iilr点の11(1'')の.

1 ，:~: ， !tIJ 教とHやえl!;築制:の指iとは 、 1'.，)己の如 く人II¥Jに快

適な環償金si!へるとぷふものがどんなものである

かが少しも :UIiJJ干されてないj也::ì ôによって、 j也H~の

，~:J鳴を 11 (1 '') に 行 lまれに~i-.I!:であるのみならす、政

)(f::1人とに主Jして(IIJ予防f，lJi(I'JI "i!); 附!!~:J-，J:1こないと ιミ

ふ代物なのである。にから j折〈のJm~ :;Ji:↑lVをプヒ分

承知lして医J:リ格r~ì!.~HJSの山一 ・が，j~に所臨し 、lLつ地

ミi:、米一i:のMI:'d(I"jJ[，位以に 11ーんじてJr}る、円本行基i

:Xilïli計 ~n:~ポに*って _1-.，;己の如~ ，n"，H:は全 <lt1 Ill'， 
ボぬ"iL1J_るソアンダーシーにjitlぎないとよ|ζされて

i 1:鮮のも、や:< 1!U!1lもないのである。 即ち現ltの

口小;:Xilili，¥ I-;I{の1Yブjが了j(f(，:I'，，I(れは 1I'， /~( る花、そ

れは定型!とえふことになるのである、が然しj祈く

の如き絶ι';WI"jキffH命によって相手伝冷うたーし?こからと

えって、 我々の~{))を 11止も必要とする j列 Iri ff新秩

序:m，没 f/ の糾に JlYλ、?こ fJj- 行Ilïli~ 1'~!1ーは iVJi!i川叶とるも

のでない。?ごから現'代の11i'~I~行|川 J" :n ' :l~:次[まよろし

〈:iJJ:をえき<1，¥cつべきに。 (IIJ，¥)(なれば1jflj}Jは思想
のI叱ilj世によるからである。 日11ち』ミ凶ぞ'1'心として

欧米の谷川に、 JJHt:Xilili;J， 1 1:の動向なる地ブfi;i l '~ ! 1:

の波に呆ってhl5i.しつ￥ある此の)]1屯({ii¥iliの処『没
のjili\去には多〈のJ~t :\ll次による !Jli( 111:紀ものk~' Ii \ J

の所;j"rjl}~I\ 4itのがti股_ji引を似て~(1こものであること

を，忘れてはならない。

}I立近のえ;慌たのfJJfへるところによるしか〉る 111

1~\I :Xil市の佐江(今後はレツチワス及ウエル ウイン

以外にか〉るl'lf列jははることカワ1'，ボないであら う

と j象却されて)~r:つ?こにもJ旬らす)カリミ凶 1:ln"，!i:の

)f:i:裂なるわ〉-;illを，'iめルi訓マ シチェスタ ー郊外のワ

イゼンシヨ J を例めとして谷川に J~時的に ill泣

きれつ〉めるばかりでなく 、 現代米太隙の凶土~iI '

::H:に於ても 、 か〉る 出IWKll ï li(I'，j}，';'， ~il がlT!: 'átíに取り

1 . げられ、 r~j-，il'1 Green 8elt T own e云ふ訂設がウ

イスコンシンナ|‘|、オハワヨ ー州及メ リー ラン ドナト|

等に於て進められ、メリ ラン ド，，ザリナ州‘f十ザ|ト‘

カが;本誌に争有初f日1介せる虫如「日1<師lにこJl，叩口臨f盟即削1ν刊(1的|内りに1立主現し、 此の
J~号泣(I'-Jlt例を ' 1'心に j静(Xめ爪i1ìfØ. なる '~'.J [iÍl旨が行はれ

てhi}るなどはiはも1i:11すべき計主外i比近の動向で

あら うと，目、よ、。

第le:冨l

ウエリ ~'ii l~I~Miにmげる行事l!71;目的情成一般岡
くI1 :1~1~以下に'J;I道路間成制グ)~~引〕

ポLeeS， Green: Problems 01 the Garden city and British 
Planning: American City， March， 1940. PP. 39-41.参I!日
'::'Hugh A. Bone: Grcenbe!t Faces 1939 :--Civic and 
Government Activities 01 this Garden City's 1st year，-
八nEvaluation for the flltllrc: The American City， Feb" 
1939. p， 59.念日現

;r¥ 1， )、耳打判ik干.Q1去j、しないl{f'l:、1f躍が約 1 0問 lìiJí去 でみ ~ t すム・ \祁iはに偽りする t 、 9 . 0llll閃 ~30 ， OOO 阿位と

玉;;.しことになる。我l剥の tl'r;tol:宅 Pr~}_Qに十1]'，';:; する:\.1';築 n~でのるコ
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第15薗 ブロックスウードレーンに沿ふ袋路 CB) 
l飢頃 P外}附刈q均地11に ~I)巾1阿 y乃)'乍!ド2J濁窃立'1τ壱包が -~ê;凸』川e
=宮宝れ1た:るf作守γf什1:守古3ゾ叫)ii町q江6庖'd!ば士l凡Lレ-てC仁~I '句';'3旬り'れJH・01として設付されがて
る没.W;t'\~句わ.，.1'.日間伺;~Iï Yìíil ・ líí!; ，Q~ じん、た。

第16圏 バレーグリーンのオ路 CC)
)1 i::Ol t時，也はl'ì~1間にある Vallcy Road によって ~l~ IN..されてい'る。 11':問

olT'ii ぃ部分町家そ(V. ι なる担Il'*い線 ~d町民主て・'irl{ られ つの証叱を.IMへ 11/1
の l'心部より;1<た道路:刈tのh'のピころてI1き..lJ~ 't: fJ.って}，I;る。此*

第17園 バレー道路に沿品、袋路 (0)
Valley Road ;こ行':1.1:]ノコ杷習は暫品の方法で1.;立へないが

のの袋路に~~-(!il凶 !"a l 巴なる P~~fじある司己目キ必要と?ろ。
くlゴ円〉

ヲ貨統也の1・;tJ!は 院1:-ては~~:(J)t，~に干.~'r，1 ~れわ1:プラの際ピ小路への人口にあるf!j大きい倒木等に 11<って符 iJl されてゐる。 I!; I ち Valley Road OlIYi 
々したJ，t恨の興へる域じは位i主主10' 11 つ Iltの曲線の定った駅h~ 以芭の聞のmt<flに(iえって 1・』りれr のであっfご o 此のじf，1{のi腕lは lï戸 Gl(ド'とに (1、っ
て怖心官され 2つのtu:ぃ道路の!I.Iiの芭ニろで‘iロ1!Iの;u絡が述符し: J.t':V:に添ってrE' ii!が同~;j!i: されてし;るのである。
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第18圃ハイオーク道路に沿ふ袋路 CE)
之はl主ちが;JF/i¥に『見へば入り込-¥_でゐる史的で， 1叱の淘図にu
戸の小住宅が組目されにのである。

之l土 ValleyRoad ~ Brockswood Lane ~の交米引にmけるW i:同じ
涯の伊比める。!Ji々E した it架線.1)1.:'(じを符jJlする~には . (J~ ' 己主・f長i比し
て同ercし.ßu;gて.t:.~道路がItH斤 し北へ1主築線が直線的に走ってゐるピ
ころは BrockswoodLaηeで よは銭Jiて高低炎そをιしてJ，7;る。

j定1ミイ1:宅地~ \ ':íll:八の，;式奈

ぷ~ノ l、此)起に出一系と して車ii介するのは、

点点ffr，i'j耕の牒iifj}8(場の悩'jklこ作って政)1干の成る
んきな工場カワtli;";1iへl多仰する必要が起し1:時、-*

京r¥iの郊外、 ' I' ~!í'-:立 )111: 'rlの政道沿糾の点る泌i

ねな地駄を~lI!_(恕してプ正案し ?こ高菜作宅地~ \'1!}であ

る。勿論とは‘つのf)U'.i¥十.mてーしかない。が然し
!コ削住仰と産業，労働入門への保健}jむi没に闘する、

政/(.fのも・ ibíl~(I"Jブi策が~hi)J に何一川さへすればæ、すし

も不可-，れではないと氾ょ、のである。 Tごから此l必で

は、日|叶Jの1¥11万'1"1'1:¥二日11こはる経附lIiJ国としての地

1 ~'( と米 11'のおL応に 14討する J，\i， 本 ~II~方旋に|似してはー ‘

|際紛れないさlrにして、LUちに技術的の主JUえから産
業人円に到し人1:¥1としての故低限度の快泌なる生

r丹念 l米流し、介せて名I\i lî 人r1 の地ブJ分 i\~\ こ -Jf し得

る { U， 'i l傑 1'1 ー をプノJ;IIt.( し i写る ー 斗'ftの l:l-l l~ii : L'.弘.~;;e ~i 1":)1干し

にのでc1j1.>。今川‘~O) ，lI';!1:概!~をづくせばJ〈の如

くである。

ぷγ1-1:/l jJU!. *'~.I J' li .f:J'i 56・6ha (n:'-JI74000長1'，
I，':-{I:i象'"c人 11 10，000人 (I人''::1，~ 57， 6"1'. /iと〉
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úl の l百ifJ'i を?餓道路k:)j~にや行に概111告帯以者llï li シス

FムlこJ'l.地{隊1'1を分閉し?このでめる。 イ11し釧道路

仰 を越 えて :0訴を配置しにのは 、 一見イ~f!1iの政に

也はれ且つ鍛i庄の断切に於げるfι険性も:))1.0:され
5 滞であ る が、 此の窃イ'~iLi路と j~1(迅の交 3げ\I iは総1

'c' I:':j {.氏交 父の方式をJ末川し、 Xr，~~休地か ら 二I・思ー ま

での距向性は 、 徒 J伝に て i比太30分を限度として}I I~' る

が放に勤:j';.-X'のj泊到jに到してきのみ イ~ f史はない も

のと思巧せら れる。 ミリユーチンの;(件以者IliliIこは

鍛道路綿密越えないで_l・場地併の配位が行lまれて

}~t るが、 fごか弘主 ;えってく'1';' ;I)~都ïli t主主拐を~j並道線

路を越えてV し ではならぬ と ムーふ J'I '. I I \ は成)!~ し

ない iì~~であ る。

とまれ、 本計-韮地 57，6ha ~虫n(IIJtll二分'iilJ する

か':>J¥:;づ放地fd・:12を行ふl訪の11止イ51]の訓也である。

そこで本来に於ては、抗告地の公共川地(iiJJ持、

公;材、 者1 1心地及公共川住柴放地、 及J ~の i也の 1' 1 1 1 1

定地等)として会而の与.0%を之lこ充1J?し、成りを

工場及{tん;-JljJ也に克也し?このである。

lliJち

¥ )公 共同地 28.8ha 

2)住居及工場用地 28.8 ha 

言十 57.5 ha (緩替1m飽面積〉

更に此の公共用地を;;:の昔日〈分類して細分した。

Ilnぢ

イ、都心地及公共建築用地 う76ha 

口、公園及自由空地の類 5.7らha

ハ、道路及慶場用地 ¥ 7.18 ha 

1) 公共施設

a) 都心池及公共建~用地 !円'を'1'心として
公千;;1;:(:、¥Ilf役場、郎(lI!f，，¥~え ï l 凡，~':f{の公)1，:川ill築物

をナ併前)Ô'(場ーの J ，I ， ] : :'ij に Ifti~ ü1_し 、 f/.Jほと ~rrの ili物の I:U

に，('i-I判j;梁川住築物も介Aさせて111、ii"iのR.'ijtな

Ji'i江主せしめ作るよJ{に 1'.点し?こ。
b) 小皐投 入門ー・同人を収作しrlJるも(i)と

して，JJ11: {:> ;Jlめ1:のである が、:;;t尽¥~ ~ ij¥' {:> 11立に余
人11のーザIJと見も'Ulば 1，000人と なる。 1¥)(に本来

lこ於ては、技ほ!大将II-，jjt二位楽されである収lJtのノj、

事f交を ‘院y;へに 入れれば"Ji:¥)'}l ~ ~ ij ，'の ，全 i\Þ~ヲ牧

本し作る 'Ji~になる。 111Jt，札.Ij.L~~ ii\'~:ZJ ¥ ， 200人収l主

の小.t}':伎を'住染するも の t してのt北 μ | 叫 i'l u-j~の

虫11くであるの

VI98 

修業年限 6年 (I準年を 4初、2!*-且.外に附鹿館室

1 0 計3~室 毎年年|組の定買をうリλとせば牧容児童数

¥ .20:1 

皐校々会敷地約2，000坪 l-"i"i:，612平米〕

イ、校舎延面積、l組営リ 55坪 55x35 1，870坪

口、附恩運動壊、l組営リ 65坪 65x 24 1.5ω坪

但し校舎の縫這lま銀筋コンクリート主主3隠退とす。

c) 病院及療養所 か〉る公)1，:起築物はお、問

地の絵地イ'I'rX(まil;羽|地併の-'j";jlに配位するを辿首

とする。が然し之れがえIH先にJ;先ては一般的に人川
のUIj州不必は二L'.拐に於けるJfi京工の似咋京守:によっ
て 徐立!入|むと コえは入所' K'当てを ~'n i'， し 、 その蚊{I((に)11:

' 1 二の倣絡をJ.\'1こせて )d1~1の 11)(本入 L1 を知山し 1Lっ

それに !ι し fこ 11 \j 1~，~なり或は掠JW苛ーを"文訂すればよ ・

いのであるが、人11に1，tする間州(IIJ人かに1，)討する

lりj舵なる統;¥1ーが人干してない政、.1t '，'i1.によイ宇佐物
は如何なj起に rq~泣きるべきかに úæて )'i- I "ífj品れておー

〈のみにする。

d) 公 園及自 由空地 点川に走る蹴辺に1ir

ひ、米IJLjに*ll1k< m:;J)公1~~I ~lli ;. (椋j也;~'{7)とJJiに市

ノj、明快:~t' ' 1'心に公I~<I を蝕iUに予行lこよ↓tlJLjに昨;iJ~に

l'q~ ü1し 、イÏ:J":-地力;此の二つの線地併にリー J ド‘ ウイ

ツチの ~n <狭まれて肘るとぶつ?こ )\'1~Jr止つにので

ある。向lま小中校I;(.J胤の公:ポ|には述{1MI と 1\~;J;'5(

l立以色紋l白UIJのものをfii'11Jし?このである。 J七の1也
のILI¥ 11京地としては件袋路よの11:宅iUh'*JJデツト
ヱンドに!I;J， i]紘J也を門UiiEし?このである。

。 居住地計重 か〉るJ:'t~{j-t.i jl; ~'Î ・に弁

戸のロットのt~'p~fLO 人;さが羽- ，とされ、 火につぞれに

従ってソ u ツクの大さが定まりj(liしてそれがf松山

に|制しては 、 活断，~hn を充分検;;'，]"し然る i去に Jl肌­

(1'，) 1j:配位slh!!が1jt.iるべきものである。 jMし今本

来に係JIJしに，t;J也古IJは)-.:!r.lに於てiiijJriの火凪に1t 

t.tれて)11:.る)j.r'¥.を 11f/え(I"Jに旭:JIJしてみにのであ

る。が然し此Dクルーデリーツクシ九テムの 11]'苓に

jはては今日まで(IIrr{JV1fli'i'-J 1 j: 1 Lつ lt，~}'(I"J な"命l放が

取げられて)1':.らない11，)(に、jりi・13iT{外[-";'.1のlli路 ，¥1

~I! 11全保Jljすベカ、成ti此の公路Ja.rにがれUTさるべき
ものあるかは今:然木与とではあるカヘ ー・般的な1''1[，論

として今11;までijはれてjけるものをリit約すれば、

I1'Tj ~~~)え 1 ・~\~ 川のゾ μ ツク'iilJ としては十件 [-)1， 1.1にそし

て{u片Jij)うプυツク沈IJとしては此の公開地ょをと

ぷ』、のがその中iU命の限[こJU、はれる。で、小;'.i:に於



ては)(l1{1此のShillおに依って計ifUdtめにのであ

る。

{t宅 別r~;:~ tま 、 ノド 1\)'，)立{ I :宅(二戸Jう王三戸 ill J)

JTiJEHd主」コ知)と アパー トメ ントの二間知としTこ

のである。 イ 1 1. し ノド I~，i 立tt宅には、 問石次〈品必依J を営~Jr欣t千存手

して一ド隙主となオす-ものと}六，χt家族をを?什4牧女平存手して
すものdの〉二干，rtとし又アパ{トメントは4刊0人、60人

及80人を牧容し1':}る三F1hDものを)(N置に於て11米

の放射辺路7)削!!1IJに配置し?このである。(出211i品l

参)1の
即ち以ー1 :の町IjlH こ従って本~t~!t地八の収容人 円

を計!日「する と:j.くの虫11くなる。

イ、牟 燭 立住宅

1) 1棟に4家旗1枚容し得るもの29)棟 う.8QOD人

2)タ タ タ 650篠 1.800D人

計

但し一家育英う人と俄定す。

口、7勺 fートメント

1) 1 篠 ~O人牧容 し得るものH棟 ううO人

;) ? 6J ? 101東 600人

7う00人

:;) ? 8:) ? 41東 32')ノに

1. t:80人計

イ11.し作'セは 21:;!f佳、ア パート メントは 3附往左

寸。。工場敷地 工場J般地の選定に就ては本来
悶悶工場計iEの'1-'必をなすべきもので、故もj架jlL:

l駅前応場
2商業崖笑

5ア-}レ

6 T~ス〕一 }

第 21倒 産-業 It宅地 'al諸一試 案の l

は:治主~i丈?こさ' ると ころである。 而してその基本要

{'Iとしては、.-r.抱の防相、!倣一r.数':!jーから全日豊(1りな
機能力;プE分にJIJ!.Jfflーされねばならないが、オ正案に於

りる配æi~tlliーにはん棺Jくの女11 ~リ1.tï 1' 1 カ;そのイ14幹を

なして民る。 μjJt，

|人、力加1\ - 1巾-_j万))i( ~;川キ料ご千}ゆの運搬lじこ{似必平和利lリl なること 、従つて交通

t段機設没白 l持附4昂刻}討l と Tllμ山Lμi陵妾 寸 るをを~ '，.Q:必

イ介干2刀コ交泊機詰防制h討lとして{はま トラツク ;及及1鈍』込i辺力が;.1上:げられ

る。〉

2 、 餓辺の引込お~j~を容易に itお没し且つ大都 市と

連絡するj部品幹線道路 (By-passRoad)に政近して

日ること。

3 、 l[i~ -仁人 L -J. I .OOO人内外、 ~設地の jFt さ 1 3 .000坪

内外力jJLんなる而iも'iを白111に選定し得て、枯れま且

つ)(都市とあまり j主〈紛れないこと。

4、 工場の位丘が居f1:J也のf!ri~tFI'.j fl床 1' 1 ーを問手干し

ないfl!..lll1こる事。

5、う7f労{i'の工場ーへのj呂町jに使午IJ1":る免に司ー及

(I"jに応イ!):也lごう!l:1?k寸ーること。

即ちイ七¥j-JLt::t立以 卜.の倣::[' 1 を ìl~.jし得ると云ふ 11x

Iの|ごに作成されfこものでゐる。 {II.しt，x道を越え
て.Tー場J也を配置するの可否に就ては]IIi速の如 く計

-1'の立見がない序ではないが、火器lこ於て|峨米の

か〉る産主住宅地;~¥"1iIの事I11Jを検討する lこ、 工製

技術の[f{li川によって)'Lてが;}f.服され;1岩道を越え

て配i泣きれて民る事例を多 〈見受ける のである

が、何んと4・つでも

此の場合の立地{附午

lよJて立己の 5.(頁円をii-*

Aゼ、しめると云ふこ

とが、 その)，~本的な

9 工}母~)rn

ものである。

人口 3.000人への

労務者住宅地計重

試案の 2t立、耕一め

て決然としfニイ削Lj:と

Il1!';jの下に立案しに

~ I査であ る が、 此虚

に IÆ楽し?こ案主意Ifi~1

すると ころは、現代

の'1'高附級の月牧
100間以下の勤務附

級向となり得るとイ，.
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十るのである。イ司政なれば今 n 我々(オゴ 1，:が ' I ' B~

附級をイuえする枯1 ，fiï.肉付'J}_であると cじ込んでJ~;- る

我々)のJl牧|入lで ~I三(，1;・せんとするならば 、 牧入の

1/;{f従rs とすれば(家賃のなかには水道と;以~W:

を~~ませて)太組本来仁川しにどj、 1 :の次に杭み件

!i.ぃ引になるからである。 μjJーら米11'(115Ililから20
臥iを以って限度とするからである。

..J:奈のIiE??J楽に到するた!r.lの保1'¥を:'l 1J，i~す

ればぷ;のJ!n<である。日jJち

H 年局下段 ibi売業パ出JJ長 ニ fドヒ テ~~Iミシツツ j 11. 

労務x.ノ{主七IIU:mニ封彪シソノ銃後生川11¥IJ新ニγt
スルタメ人rI3.000 人 ヲ牧学長ス ベ+ W:\~I\ fl :七地，\1

JJ・ヲ〆J<:ム。

とえよ、のであっ fこ。 'I~'ìも ct "予防のえ15染H?) / Iミ

i止に11'，寸製1;.，;¥の訓閣の保なもので、此の{自'd'¥ーのな

かには知的xのft'七IIU国とぷふ己とが"frrJi:似<:i: 
';J~ されて)rf る に も拘らす、 よれがWlfl:I '，Jj i'r'J;がな

いばか 1) でな く銃~升三j丹町IL所とぷふことの内科も

J ~ 1{'};I"Jに〆jとされてなしイ足って、 ρ|;!日行j:1としてノJ';

され仁川j地味、3製;nドi占ぷ川川'iil品川ii礼i¥陥私紙E1卜一 に"企~';J，，，"る A如l日I ~ 1，不粁F粁r'千ドjルJの
尻v附同((的(1~なJ 卜
?にごカか込らイt'と川凶Tピごの銃4乏2ιUIト-ミサ:ゴl，r;引刊;'11村11¥削¥lJリJ主潟新l忠初紡:引訂li什「ごのとぷ〆λふ:ふ、オ心Jイ!凶泊
|川1/.がjバq花在ベられな 〈とも、 入門 3000人ー(1付制llr;'
750人){f J依存すべき-1-.:i1fl :'凶作J)品川 で 、 11 1 ') -~・

のf氏{'¥:{ま充分j止りる"事であるカ:ofCし下付のな1;.:;1

L1 f' ，-i!'， !:: の{~ {'j:カ改n(HJ iわら う とも 、 T見卜ーの J I九日~n !j

I~î の生保阪だに J狂身i，r;'U-1~ して)，'; る多くの人(I'r?tilf， l

は、，と{:t1:¥・然閥次.)';;J刑こ{多さるべきもので、11Ji:r
~して常により th践にして{会秀なるうlj 働"Idこらし

める nにJυ山立に ιl~， l，可の快述j~興へる叫にせねば

!J.らない。/1 とムーつfこ虫11~/t.: の J，m 寺 市忠を li';; \ I(l jの

1'.にl午現してみfこいとぷふJwrJJ;iJ'jから ，ll'_/!::をjfuめ仁

のである。 McにI-J也!土公 í，，'ì:の 1~にな寸 'H.~~ として

. \:地 J\~川 tl~lこより拡件し、ゴJf. ~I~U:.~文 I(.j.の fI:'む川の

1mき*11織によって行はれるEぷつに汚へがliijJN，と

なって).J}るのである。

計壷概要 i象 )t~ \・ 1! トJ 也を.. A: nf，: ~j~の ~II くうト Hi し

計蜜1也綿面積 :!~U.OOO平米 1 00;~ 

内務

l、宅 t也 158.666平米 70， 2 ~' 

2、街 路 う~.997ρ 22.9メ

E 、 ~、 園 9.506 '" ，1.1% 

VI 100 

，1、共同施設 6，831-:. 2 . 8 ~: 

l、'む地 'i:)血';f;ljをJUIJljのiu路に住物が而する

肢にし LIっ弁 (̂f1:j:の)¥三は)(慌に於てT約二|ヒにぷい生1(

形II;'JをJ¥j~ ， iiijl主と後!必に HI'，:自の市J也をJliI.9得る

伐にて犬し 1:。 イ↑" むの JI;IJ~)'Lてノ|汁白川巨宅(二j寸

~kl:;'りとし、 そ の般地 ( :W・ l ~) に上って次の こさN:

l こ 1~{ ~j I J し に。 日jJ も

種別 敷地'1;11栄建築面積，ド IJ耳、 :t/戸、 徳重量

八

うL6イ主I~何重

t乙窃
宅 i丙種

130平米 ('.2.' 16ふ

I，:l会 e.ニ9 144 ~ 
130 ~ (' .。 120"， 

280"， 

:!oOf.東x2 560戸

n~ "， ().3S 12φ 

128"， ('.2う 24多

|り白多 l'.27 24" 

~ . l2 

~2 り

〆
1
2
E

，《、1
1
1

‘、

共
同
住
宅

¥重i2 852 

ß ~ 50う

C笠 396

60会

約容人口

字燭立住宅 1 ，6é; リ 4人とすれば )60戸γ2.1 ~ワ人共同伎

'合、
-t: 

A~萱篠宮者 リ 22x 12 h:l人1
lう多 11 x 24 238る¥7'J2 
C多 10:<24 2.¥0多 j

即ち此の言十霊では2 . 24~ 卜 ~ 92 :.0:;2人牧容し得るこ

とになる ，

2、i芭問、 lii路の附 Hi(iJW;，j'いラソメク/え公

\ ~iiiú路とし イ、1-1、ハ、 の 3 H[とし、イは11;，';[i24 

米のもので、 Jレiι と 'I(iú乃J~~ ~l~近 く の Jレ出に A直木

をl'1~fI!lJ ~こがえ fこむの、 11( 叫ん';L¥1 gえとにして大部ur~

よはイと I，.J日、である。そしーでハl訓;rHitエロと /"j械

なるも抜ひ )jが、 illU*の ' 1' 心に，ì(~-+: ~ 11( (へ公¥':¥¥道
路として件近|以r '， 'ji. WI人j の ~~ Ir公 !!~~10j辿柿する叫に

， 1 1-=.1} し fこのである。 1M し で此の~Mi!のものを栴了-

Jfi'j t こ fll日むきる以に l怜紘iiJJñ~h!i:をな し、 ~tの幹中ji:

iι凶によってい'1まれfこブロックをばJ:l.!に{り片辺路

に上って刺l分'，t.:IJし、 rI .11((.効民主ナ)5'1台、して?宇佐物カ:

六時に於て'rYiluiする肢になすと/"JII加入 H.宅泊時

にはもとill!f攻防!のj..!...l人込む「のを了防いでfU.'i の]J.，~ ';~i を

i~~ ち fZ るねi 1'.).;:し、そして作所lこう法制位式の{り片

道路をI'[j日出しfこのである。x.{t:)，I:.i自E告が交父寸る

，iií路交え駄は )J;[lliJ として lI1f(I'j~1伶 ~i tはない!T~に

しにのである。

3、公l羽及)1，:I'iJ地設公WIとしては近隣公闘に

納治する児 ìì!~i些i4jJ也を'1'心に隣{米地設と して公衆
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マ 瀦鑓慰 霊室柳町開瞬時開

'~'.IIIIO- ;" _. _':_ιー---・...・・mE轟品瓦 :福崎;，-~蹴 J畠
. 1_Þr， ~同， E・，，'_ー曹関哩 1 I r.....-.-官官官 ;ーJm-gl'SjjiE
iBミヶ:1445・日昼..;.JI 1し・一一 叫ドト〉::E
i哩舛旬、 ~ì 晦WJ宮崎句----， 曹曹司- --宮町 ;淘モ官:直樹j'，:~調

WTmml宇 品晶轟融晶叫・・'----I-'-ιι 市一平守主i
jiE対情:1'"，-官同-:-'_--:， -'II! --j官官曹軌官四唾!Eii
:出器J::::JJ品収対ヨ===22JiEli-
:_ I_~__~:一一 トiy見以1 -I\ !日ム六fF

! I~~~竺;ー鴨慣 iJ5LAギ注誕λー !JE恒三hkF??イ)]漕
下 ;E」ゐ五証;E・a・i-Asami--Y叫-1炉;'Fh通事i??ぷ菊週，常，hp明1:戸町帯??;，曹潤，:iwm，，i蛍:RFFiR轡:嵐 1酒
掃員長当補福田品晶I~ ・A'aawa時[証担 ._主主瓦 f‘一事潮.;.

;JSハボ角i 竺曹曹守r~ -開喧 Etu:tJ?冶阿部}:向い「ぞ道官J
iz--ih}WEa--iBらJ1': I，~~.'~み晶司!品位“福 ;嵐長下争Ij.-;r 
漫竺γョ佐川官官官古 ，----1泊三担当宙科合哩町議会宣蕗141
…語審議議長泌総主義広3民液製議機瀦欝続発 綴磁議議欝鰻懸線務職 ;1

~~23剖政j虫剤

吋ゆ

トぽ
瀦
溺
ぷ一一一、一

;曲孟孟品L，. 

比五孟母
;t~2 '~ r;'ìi ノ 2Z; 'i;，ìミ~24 ~ièji!ri1O:'i':見r[l_/司
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浴場、町内集合作場、市場及托児所を?配置し?この

である。

f，'，J此の公閑に は一般的な兇 ìi~遊地焔設をなすと

同時にその ' 1' 央部に凶1il~崎弘必を設け 、 之れをiHrtl
として凶J点宜揚J~~I(拐を設け にのである。 日fl ち此の

公iÆ~1 を ' 1 '心にー聞のコムミユニチー センタ ー を品ー

成せしめにのである。 (!;s231ぷ1一般岡参J!の
住宅設計 此の計霊地に辿つ(l:宅を先づ4・5中ii
と8~，Iíの二11:1をほ位とし?こ二Plltf.主としてH日取り

を行なつにのである。 :lt主ノj、限!上宅として現究に我

々の行なってlt~ti丹より初々巡dj;'し?こものと云ふ

こと に11棋を?山〈のであるが、温風と保光には今

円ま で.r~_I:X'の jJと'主して)~~つ?こイl条 1' 1ーが一回、は満足し

作るもので、後反Ii として深さ kf.)8;j(:~!ii1 1. 25米の民

地をJjj(.つであるのが、判官;賢l'裂と云八ば;ムーへない

~Ji.はないが、土地に到してあまり;j，IJ脱営しないと

ÄJ、jJ!~，.i:の下に設計し fこのである から此の怜の徐

桁(i，l.必めてもらうことにする。?ごが然し現rどの窃
イ?としては(，'Jんとふーっても 、 二L地に l~討する 11，1]$'-]カ;

市に全'1:，;¥) U1"併し、いくら1"11恕(I"jに;-i¥'，1:;そして

も現(1:1寸前l併が判所に行なって)，t}る労防庁住宅住

設利lit以 lには改以されまい。

結び

以|づr~ しれ~$の如き紙 I'. dr JE'~ミ L 凶 '~~の組、力械と (1-

1恕只惚自'~に如 [μ! なる L のか γ{iY{底的に総識されれとする

f第84頁から縛()

占~Idi，; 1五i:])t'Sめめに、多くのIiTH:'しfこ、そのr'l
怖をして 、 (I '.I ~J~つ?こかといふと次』矢先i円の叫壌
と、./'i!liliJ也111乃jlo市な釣 1'，げ'であり、ス家賃のilgl
騰と税金J)過，"nであっ?こ』 と 、 ;I~'I'1してゐる泊り

である。之('，~:::立 、 我 i~glの背11diII政次なり ;H'l!t次が
11:'吉d文京と1JHtY;へて、 iはもがでローすべきことであ
るまいか。 J4迄 J)./'illljj'i::;同なり lJI門家なりは、大
昨日di {~ 、 '，'l f. なる n~文[討t~ I!~リによ る t也J1品と必へjt&ぎ

て、これが・3Tiーとし1の、 'llI:(o:r(I'.j_c!叫口を持む'1{機
(1りな、*lIi法l{'lとして、Y;'へるc'j;:が具合かつにのでは
あるまいか。現にtildîJ)設以に 、 ill 命(1'.j1~:z配ブJ
:;eJ .fつ交I~外'I~:I I( 乃 :1:地企業法 、 行11di却外をその勢
力下に¥3':j，Ji分主IJしてゐる Tこめ今後介J'I1(1"jな郊外(1:

宅政策を行ふ 卜.に、Hi々 'iT';(守を懸念される。
イギリスでは、郊外(1宅は(111:-1・J"'I'に一戸の古IJ

'd î内では l'i J: 'I; に ー ・戸の訓に ;[ilJ映され 、 jt&桁)jJ\!L~l こ

Fわることを防いでゐる。日本の安I~外{I・宅は dî fl'J J)
{ 1:宅をj~1-~1:移して?j(1こ抜なもので 、 Mの郊外ぞ

や、 と -~ ìÏ立くなる、よは特に、 Nrlê以トーを IH~;\ と

なCぱ必す'しも空想的HL1二;ー i '~住'袋とならす'にすむのでは

ないかと忠ふのでゐる。比丹 l~: こ (HJò々は斯くの如き汁

5lf舎三Jiとなさしめる社合的経済均囚子を深〈郷ドげて行

かねばならな L 、。 而して原閃合炎き止める JJ~によっての

み現'l!lに賀行しHI: る 1ftの遁;が後凡 :I~来るのであら う止思

ふ。 J析くして日本官製~~TIï;汁武家 L 比の事によって地主

米主のR'!fl¥1的存在から脱げH!，てn本幽民の最小限生?酎幾

能への州車な環1えを奥へるべく彼等の技術均手坊を探ひ
~H: る 校合にjill邑するか L 知れない と足、ふのであ る 。

踊って現今賀に図2誌は総力な以って聖夜途ifしっ、め

るo ~J;ì~l第二次大駁[土決して我図の楽観を?‘汗さない状勢

にあり大西下問題L大卒 字問題と同時に考へき'るを件な

い干草地球が時間的に狭ぱまって*1:c そして[i淑と して

百t~Jl されれ文明の刺捻がそれを利用するものは少数の侍

に7ぶまれ1:者に限られ一般大衆なる庶民治級にはそれが

行き波らないと云J、り!な1止令的自主行性 L'更に泌に新しL、

凶米態勢に(1'1って矯正されなげればならなくなって*1こ

放に今11の[主宅間短はその波及するところ頗る大であ

る。市して之が解決(il'ilなる技術的進築祭的にf丈つばか

りでな〈社合的な主践と芯宏、とそして又思想的解決に侠

れねばならない多〈 のものがゐるのは勿論である。

Jl-bの:立川、に於て今日の住宅問題は人口の圏内移住問題

にもI')i;(土産業の地方分散の必要をiVfへる図策にも回目聯し

て来るが放に民間まかせの消悔的住宅政策では最早聞に

令はな〈なって~汀:のである司王を戎々は深〈認識する必

要がある。 (5.5.2600)
カ*者よ.li:J)!敏郎・大阪府組築課

し?こ投機w坦念が節し?こ地{iLr.':jに悶ってサラ 1)・ーマ

ン、 タ~~(~防庁を郊外には縁なき衆生としに結果であ

る。

も中ーや、郊外生前は一市有閑、有産附級の潤占

すべきものではな し 大都市に働く粁の安息所で

ある 、 陥って 、 郊外~tl:ili も lli'J~<i[i:IIIではな くて、
制di(I'.j{1宅交通機|捌である、低J..il.tlこして制繁に大
愉j去の可能なる公企業(1γ11:1{を、帯び?こものでな
くてはならぬ、郊外より都心を吐く大阪Tliの地下
il.!(tJ ;i li'i守なるは、流行に名ilil柑州事士のう.¥;見の明
といふべきである。

え~~外{I:宅地が 、 形のJてでは都ïl日|疋として一定
の ~il' ~T;~ D下に郊外?ii:制のif'iK:Jjtまで可成り手}[!'代 、
l討し!刊整酬を行ひ乍ら 、経州、交通、文化等の利便

守一向!向iないや うな片手繰ちは、今後許されない
のである。

i向後の制lïlîの{Jニ宅問題が、切況にヨラ究~j自られ
つ 〉あるとき 、大都市では、刊に郊外の{l:宅併を?

如何にすべきかにつき、私は私のIJ、さな躍験を参

ま々でにー，!?織って見?こかつ?このである。
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第7回全園都市問題舎議総舎要項及革審考手繍

総合開催要項

1. 開催期 昭和151ド10月3日 (木〉よリ5日間、

2. IJfl 催地点以〈合主毎 日比谷千1 ~'-;~ ・ 飛行活立 ・ 仁

出講堂〉

3. 議 題;r;1 ;1提起 本邦都市議還の動向と其の問

題

~r~ 2 ii淀短 都市の人事行政

4. 付別報告 H寺川に附する問題〈報作者立主題名米i'O

5. i策本M).~ 悶議題に附する主の報告に次で、部門を

各議題1$制{系に分ち勢1)1¥合只の報告及び討

;1}色合tfム

6. 1二報告ii・ }l:; 1議題 点;;i'rj)"凶火事玖俊文祭同七

今井守志子平氏

}G点京帝国大:9.':教授

脳 ILii政選氏

点以f/i政調査合研究只策委JJ~

弓メ〈七Hll氏

~; 2 ~英!迅法11，IJ局参!J~'ñ

入?工伶íH~ J¥; 

*京T!i総務肘長

1狗1Iln'次民

7. 総合々1'( 参加者 l人lこi、tき金10闘とし、署長IJ¥l申込
と悶に事務局へ納入のこと

8. Milf系文1-ttの日ri:{fi 参加者ーには研究報告、参考資料並

的、合要録tF を~!!m布す

参jJ¥l手織及研究報告提/I'，)jyと

1. 参加申込方法

イ、参加申込期日 昭和15年 8月31日治に申込まれに

し

ロ、正合員の中込方法 正合員{土改め巻末添付申込書
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〈立L';築rlJ，令へjip紹介を乞ふ〉を以てその職t1;;，f， :rt'ji)i.ff 

し、即時に線、手T々 攻守納入せられれし、官公隠そのf也詩

l羽骨量が正手ìn1: る協合はその遜常曾!I~ 口敏までの人員を

参加せしむるの外、 真に臨時合員 :rt' 1!'，/市せしめ1~トる事、

千7J~規約第う憐第2~'()iJr定の刻l し、

ノ、、臨時l'inの申込方法正'ei'員にめ らす，して今次の
総合にのみ参加せんとする向は臨時合員とし、高iJ掲栽総

合々1'(の挑込t共に谷末添付申込書を以てJtの住所職氏

名を'通告ぜられにし。臨時合員れるの資絡は合議規約第

う{際司';1瓜m定の怒り 、 ( 1 )官公箸 ・公共組令 ・接校 ・
f}!合 ・ 協合JI~ の{也の公主主諸国惚 (2) 者f\ rli*淫替に附{系主ヶ

ギfする JJ~業菅、 (3)七dG言者閣鐙及事業者並に地)i公共

同11患の聡氏、泌氏及び委n、 ( 4)都市111]起に附係める
科象の研究台、 (5)正ぞiJlの紹介めるものとす。

=、申先宛先 mJjCt!ill比谷公園 ・東京市政;凋売台内

全凶都 rlilll]組合~ìíf'Jq多j品 、 (娠径貯金口座 ・見!);(60. 824 

容〉

2. Iiff究報告慢出方法

イ、第 1~晶J抵及び気~2~持組に於て総合に研究報告をまを

ムせんとする正I'7n及び臨時合員l士、昭和15"1"6月末 11
主で に JJ~務妨へ槌11'1せ られれし(研究報告執乍トーの参考

資料として議題解;没後摘に付参照せられれし〉

口、研究報告l士、 その内容が議題の全般に司ると一部

に」上主る tを11司l土守、本文に於て11錦、字盟主l(Jl;5千字を超

えさaるものを要し、又添付悶求等に就ては(1 )そのf識

にて凸l仮はお民版にとり憎らる〉闘稲れること (2)駄

駄{士制限せき'れども必要不可鉄のものに限F、多色刷の

ものは逃げられれし、

ノ、、千i.D.より鋭IHの研究報告は合鮒印刷の上参令者に

両日布するものなるが、右(まfiJ.に総合側係文';Lt1二るに止 ま

ら子、汎〈都市問題町究!この参考に供する前例なるを以

て参/J¥l申込者IH斤泡矧日迄に予寄って提出めらんことを特

に希翠す。



第 建

欧米合 3 回Líf~1t察旋行;'5 it土、 建

築家iギ問撃氏の御設による と、先注

文明闘で(土、五月{I:と騒iZ土の関係に

於いて短めて紳終賀でめって、昔f心

のホテ ルに宿泊して L、その布、主に

於いては土るで深山幽谷にめるが!I11

くに7みつL、1:静かな泉分にひ7二るこ

とヵ:1111来るとのことでめる。うえそれ

に反して我が閣の状態は、騒7干に潤

して頗る無市中経で、外闘力、r'， 9f~つに

't);1奄11"都，11の旋行にこの駁i;iカ:訟
にじく苦になるとの乙とでめる。

そこで少し〈この間肢に就L、で考

へてみようと忠」、。

来世斤、騒?1ーなどのl品lき1:くない汗

に到して、反射的にl'C.{t>閉ぢること

は崎形の人でなげれば a般的には/lIJ

7-kないことである。 人事瓦刀市Il先には

しかし この動fjeが可能であっ1:らし

〈、今11外耳にある391聞の筋肉のrl'

の2個にある磁の刺殺を輿へると尽

fしの市!の2例の炎起をヶ動かして僅か

にl'C.{t>問ぢようとする努力を示すの

が観察されるといふ刊によって、か

つては入銀が耳1:11'を門由に開閉 し

て、 ì4'-~選律して聞くことが 1 \1. 来 1:

1'，しいこ とが想像される。さて、 そ

んな刷1先{t>!，っところの現了1:の人類

はどうかといふと侃めて不器用であ

って、iHヶ硲〈まい と忠、へIf指先で

耳をす甲へるN去にげしか洩ってゐな
L、。そう すれば大惚聞こえ14くな る

久耳に綿営つめる。これま1:同限度

の効果はあるが、f可か息苦しいよう

な、頭{t>締めつl1(，れるような朱持

築 線

中 Hち rhu
p
 
i
 
1
8
 

1
り

ちは、騒背から救ばれる以上の不I"k:

さであるコ特別の ーつの刀法11、J阿

佐(o，t;乙とでめる。画事力:主わると、
頭がぼんやりするばかりでな〈 、感

覚がピンポケになり 、 円:1， 泣くな 1)

騒 ì~'"1) :春(l~t{f議して聞こへるような

紙沿になって、 さして苦になりない

その代り、車検の13ーをき、泌してそ

の l、敷きになっ1:りして{士、E童7まど

ころの騒ぎでないから、これ L問題

にならない。

騒-nニヵ;精榊の統ーを7助けるこ tが
ある。幾々と機械の1なってゐる工場

のH-Ii'llで、何か工夫を考へてゐると

深い111の'1'で端座してゐるようでも

あり 、 まれ8[1I灼熱の太陽に背をあ

J、られながら磯澄で蟹と戯れてゐる

ときのような気分に誘ひ込まれるこ

とがめる。騒(iづ礼、っこうに苦にな

乙ないばかりか、動〈機械の表する

古響力;即しぐれのようにl夫〈聞かれ

災iたを健え仁り する。まに電車の Ijl

でゴ1.71t に快〈誠 ~l}ができ 、 ]jJ;ひは考

へととがまとめられると いふこと L 

ーに騒芯ーの締紳統ー作用であら う。

叉、音が人間に調子をつげるのは、

リズミカルな71犠'まかりではない。

雑然れる騒Tiが人の心、{t>lW動させれ

りうきうきさせれりすること[士、

例へば、日立しく勤しミ キサーの傍で

働く人達は自らその動作に陀じさを

示す、これは機械にffiはれてそんな

風 に動力、Fるを伶ないのではな 〈、

ほんとうは、;1;11C，す，知 3子機械の持

つ急;調子に動作をめはせる結果なの

ピ
ヨ
，ブ

ふ し決して隣の席の料理の香によ

るのではなく 、すべてからをまする維

背によってかLしH1されるのでめる

k思ってよし、。う きうきしれ禦しさ

は、貨はこうして雑音製の雰囲気に

もに九されるものであつれりす る。

運動合でい劇場でも。

釘に事せする慣れとL、ふことは、叉

興JJ.;のめる問題である。 rぁ、陀し

い!静かな山の中にでも入って、議

会の時で L ゆっくり持ち 1: ~ 、」など

と設でも思ふげれども、 それは案外

な結果になるものである。卒素枯し

く働いてゐる人がれまに静かなIIIの

中に干告を借 りて、考へをまとめれり

本を設んt:'1) ，物{t>i!.tいにり するこ

と佐賀行じようとしても、 それは駄

目でめる。ヰE素騒音ヰiに主主活してゐ

る人の身穏には既にそれに針する抵

抗素が~H来てゐて、 騒音の災 に封し

てはめんえきになってゐるか巴、突

然静かな環境に身をおいても、おい

それといって直ちには落つげ子、却

ってい らt:'1:しく 、何も手につかな
いような結・果にな るのである。

雑fi:'はそんなように、人間の精神

を病的にするのでめ るt;、来佐音より

もっと有害なのは、雑背中の不用の

リズムでめる。例とば本をむそんでゐ

るとき、音禦が聞 こえてく ると、胸

中の感箆がその リズムに調子を合は

せる。その調子を合はやると いム共

鳴動作をつづりながら、 その リズム

の波を??瞥るように して、$1)の議書動
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f乍を?瞥まねばなιぬといふことは、
そこに非常な不合理.を生す・るのであ

って、これほど胞を疲れさせること

はないといへょう。電車の中でもたよ

〈談替に耽ってゐると き、何かのひ

ょうしにレールの縫闘のにてる音が

王手につ(i: 、その特種のリズムに是正

をとられて、その他の一切の脳の{却j

きが停止され、専 らその リズムを這

って時を過ごすようになる。このリ

ズムは、 ま7二日中温暖な車中気候で

は人々を巧みに股Cせ、寒夜には人

身を一足音型事がらせ膝??抱あはさせて

何か古い日日憶をn!j'-び起そうとするよ

うな衝動を~lïi;へる 。 これみなリズム

ヵ:持つ色彩であって、背といふもの

はこんなに人間の精紳に深い影響を

奥へるものでも ある。

大阪の地下餓が東京のそれに較べ

て、なんとな〈衆心地がよいように

思へるのは、その軌道々床が大阪の

はバラ Jえであって、これが古伊良牧

するが7二めである。どうしてそんな

にまで騎?訓こ潤して工夫をしなげれ

ばならなし、かといふと、人間は騒音

によって、距富f主力、乙市申経、消化株と

害されるか ι であって、 ~なる是正分

とかなんとかL、ふこととは遠ひ、も

っと電大な根本的な問題なのであ

る。雑f'fの多いところでは、 jf験に

よると、ね子みの施娠率が低 Fする

とか払のo;:卵率力:低 Fするとかは、

もう維で L知lつてゐることであるが

騒t{'h:自然の怨みをすべて否定する

ところの Lのでめることの例設でみ

らう。

ヰ1，1士、雑音に就いてとりとめもな

く書きなぐって来れのであるが、こ

、で、吹土って建築家の職分に?こち

もどり 、この問題を都市との関係に

おL、て考へてみよう。

都市11、文化の進展に伴ひ、騒音

の土11'対向、目立燥の;jきとな h、住民11朝

な夕な、騒音の脅威に悩され、いや

が上にも紳綬??すりへもされる。そ

の悩みをいくらかでも解決しようと

して、 自動車のクラクソン警報~??
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禁止し1:~ 、 オ ート パイに消音蒋??

取りつげにりして街路騒音を消そう

との努力がなされてゐるのであるが

その努力におっかぶせるように、 吹

から次へと新しい騒音が授生して、

文字通り、都市は騒音の牝禍になっ

てしまム。飛行機や街の騒音に治し

ての防音機械の工夫の如きは科書在的

にみて殆ど不可能であるといふのが

今日の懇者の定見であるから、この

問題はどうやら建築家にt:'~課せら

れれことになる。思ムに、騒音の士It
禍、街路は、金々多くなる騒音じ

その爾恨1Iにli!¥:ちな G.l、産物と によっ
て、い よいよ虚実里しが1:~ 、ものとな

るであ らう。 建物の外装lま殆ど酪倒

的に滑面タイルを以つてなされる傾

向にあるが、この略面のタイル貼り

程、街路の騒音を倍加するも のはあ

るまL、。普主主建物の一一殊に街路に

沿ふピルダイシグの一一一外袋はタ イ

ルとヵ・ラス??以って仕上られるとみ

ねばなるまし、。このタイルやガラ兵

力;街路に習を生しれ騒音を五にねかへ

しあって、原音に幾f告する騒苛??製

造しっ、めること を考へねばなら

ぬ。例へば大阪市の御堂筋にしても

今はまt:'左位でもないが、めの雨侃1I

にピノレディ yグが完成しれあかつき

には立添な音響的法カ ;H~*るであ ら

うこi:1ま疑ひなL、a それは恐らし

量産波あ?こりで奏でるレコ ードが梅岡

新泣めれりで1]日きとれる位のi'i筒を

かれづく る か L 灼!れない~ i'X;ひ11針

を~i;存しれ音カ :20 メ ー トル~つれとこ

ろを歩いてゐる人の耳にとまる主い

ふ桜にな るかL知れない。そんな("f

響的不支の状態に到して、めてにn1j

*るのは僅かに街路樹があるに過ぎ

ない。それ以上は消短的1こ11クラク

ソ:/¥tW止するか、fflMi自力にl1i円台

飲むかより思案がつかぬよう では、

近代都市を諮る建築家と してその職

安全全うする Lのとは云へないであ

らう。

そこで私は、こうにまE物の略面の

形態的考慮を釣焚する次第でめる。

建物の壁面??音響的に慮理するには

その仕上材料と壁面の形態とから考

へられる。 EP1)，街路をオ ーダイト

リアムと考へて室内の消音を考へれ

ばよいのであって、それには先づ仕

上材料に官会吸収さすことを考へれ

ばよいのである。これはーすむつか

しい。劇壊の壁面にな Cって、コ ル

クを貼る、テックスを貼るなどとい

つにι説者は、可笑しさにふき:PIす
でめらう。、更に授の多い幕を吊すな

どいつれ ら、言費者はその阿.J?よさにめ

きれかへって怒ってしま ふであら

う。そんな馬鹿な力法[工、私 として

1， !Jti百回に考へてゐるわげではない

が略面仕上材料によってこの問題を

解決しようとすると勢ひこんな馬鹿

げ7こことになってしまふ。そ こで L

っと舟1t5なカ?去を考へねばな ιな
L、。それは墜而の形滋的工夫であ

る。Eilち、街路の断面を考へ、その

阿側に建つ、建物の前而と、路而と

が構成する筒1百五?考へ、その路面に

資生する汗をその雨IRlIの.r.，Hliiで巧み

に上空に散らす方法でみる。この考

へjjの1:めには深いliJU'Eがなされな

りれば、こ〉で簡耳1に11解決11¥11とな

いこと無論であるが、常識的に考へ

て、建物前面の略穏をセツ l、パック

させるような結論になることは明か

である。I!ilち今6階建の建物を巡る

にしてし しまづ主主築総に沿って2階

建位の建物を造 り、セ ットパックし

て3.41潜の:gil'illi¥t、E工にセッ トパッ

クして 5 . 6 階の\1~百五ヶ造るとし、ふ風

にするのでゐる J そうすれば、最前

面のE雪組の上部パラペ ットにより、

3.4階の空11直接2昔前からの騒iYか

ら逃れもれ、:更に 3.4階の上のパラ

ペッ トIH主力の 5.6階必ひはそれ以

上の階の去の?こめに完全にffi立問の

役¥t務め、各建物の上階l土完全に際

罰百なる事務室を持ち得るでゐらう。

ま?こかくすることによって自然に構

成されるであらうところの街路待磁

断面は路面に聖堂生しにu:.をナーヒ空に彼
71主せしめるの利主主がめるof!iJち、路



i買にE苦手主し1:る首は !日lの掲L反射に

L ゐ i :l 子、 専ら I '.~ に送り1\'. さ れる

といふ結果になるでどち(， うo/1，、 る

)j法を貸:行するにめには、 その故!Iir

前墜商l:l普遁の建築総によらしめ、

後退せる3.4階壁面や、5階以 |二の慰

商に劃してピ第2、第3の建築線を設

定してそれによらしめ、各建物の 3

種の略面を揃へなげればならない。

そこで弘は、本論に於て、第2、第5

の建築線の設定金提u&，する吹第でtち

る。かくしてIIHIと上つ?こ街路令都市

営想像して Lらひ7二L、。路面l立明る

嬢 々 微

微苦笑 ・液笑1&i笑とつづげさ土に

面白くもないこと古いれので説者も

さぞうんさ'りされれこと、思ふosa
のきかぬ弘でい もうこの遁で主任を

捌くことを?知lつてはゐ るげれども、

忠へは'、平Lが明治27年か乙正E築屋の

見習となり 33 1，1".築地 ~:I'，て、 法築家

の生躍を始めてからもう 46~1ミにもな

る 。ぎっと牟 ~.t紀Tご。長いと L 、へば

長〈、 短いとし、へば匁~"この半Ii.t

紀の問に、手Lが建築家として経験し

て米1:人生1;1，苦しかつれこと荷白

かつ?二こと、縦一にさわつにこと、↑治

決でめつにこと、いろんな悲喜劇の

連績である。その詩キの事柄が今忍

の脳慨に走馬燈のように次かに次へ

と浮んで米て、私自ら微苦笑を禁じ

得ないのであ る。こ、 に性懲りも な

い綴々・ 微苦笑を投稿する所以、

編総者、i賞者共 にこれをr:ii~;~ とせ ら れ

んこと を希遣する。

A 

私カ:築地念日1て1&初にヌド識しれの

は、餓送局で、活時の [J給lま45銭、

)]j事15闘の技手にな ることがなかな

か盃維とされf二時代でめ る。今で L

そうであらうが、 そのL頁Lやはりイド

にl皮備1日zの検査とL、Lのがめつt:0 

)J銘や定規の頬[まめつれにふえる L

く、 11光l土充分に 1:階にとど号、建

物の高さ111前ひ ・・・ といふ夙に色々

{~J} の利主主がめ る でめ"，うし 、 その

H火星在な郡山白'~ i斤IDJJ に L 拘 lよらや、 仰

な働 き.gく 、{どみ心地よき都rliーを'持

ち q~F るこ Ul:.自主Tどでめる。

i邑品目。向この案~とてつ L ない2宣

言命の刻十<J思ムでめら う人々の?こめに

現に大阪では、風致地以内の住宅の

にめに壁面紋IlIJが賞:施されて非常な

効呆をめげてゐること を申し添へて

おく 。 (15.4.14.)

苦 笑

津 田

のではな〈大抵は足らな〈なってゐ

る。私主主i:l、分銀を?主宰つぶして盟主を

精 し1:1)、検査理事の定規公素早や取

りこんで来て Lう1I支検査を受げれ

りして兎も角 L理事ましれ tのでめ

る。今でもこんなことをナやってゐ る

のであら うか。ド イツや、イギリ z

や、そη;也酒々でもこうして備 1日

の検査があるのであらうか¥ そして

やはり私主主式に巧にごまかしてゐ る

のででもみらうかなどと、なは何時

も思ってゐる。こ ういふことは役所

でも民間で も行はれることでゐり外

国でも定めし同じようにやってゐ る

のであらうが、日本の役所で年度末

の珠算金残 さねよう 『使ひ巣そうJ

Kいふ方針でめるらしいのは私が常

日頃浅念に思ってゐ る~であ る 。 外

国の役所ではそんなことはあるまい

と犯は勝手に決めてゐる。

B 

過ぐる半Il.H巴と云へば、貿に U本
雄築界の近世.!.l::でみる。この時代の

始めには、す，ゐ，(;ん先送文明閣の技

術的な指導を7受げれ。 コンド ノレ博士

の米朝などもそれで、降士カ:我カ:闘

建築界に数3れに功紋は大しにしの

である。 これは布、がそのコtw.士とさL
に働い?二時の椋L、(分鎖を〉忠、ひ1¥1.で

盤

めるカ :ω める合批で:t.~M大入 11 に ゐ

る必要か C，[¥i'fi4事;をiliることになり、

笛日寺の顧問絡のコ|専士tソ博士主相

談の結果、設計|簡を常時ーもfiの某家

具裟白骨ii占に渡してその製作を依紅(1ノ

につやがて/1'1来七九設計者でめる

コ|専七始めソ博士、それにM氏U氏

に忍とL、J、物々しL、陣容で検査が始

まつ1:，あすこがiii};L、、こ、が泣ふ

とコ博士の指示に従って海千山千の

物慣れれ番頭さんf~ よ〈縫ってまわ

る。その中に風が掻〈なり、幕を捲

きめげる、我#綿織り で誕の中に分

îlil~ 入れて目 っちをつげ る やら{定了に

J甲へさすやらの大騒ぎ、夜に入って

風は金々5郎 、、 最早_l(11何なる努力を

以ってしてし飾幕は コ博士の設計図

のようにはおさまろうとはしない。

総勢疲れを?商に表はして、施すに衡

なしとし、つ?こめりさま。時に香頭さ

ん日〈 、 『さ すがの コ先再生も風を岡

市に描くことをお忘れになっ?こらし

い」 と。これには一同大笑ひ、コ博

士も微苦笑コこ、にコ|事士以外の人

の名lま、わさ吊と伏せておいれが、コ

博士ソ博士も既に故人とな られ、M

氏U博士、何れL今を時め 〈建築界

の大御所。その常時こそ I1困の青年

技士に過ぎなかっ1:のでめるが、こ

れらの名士や私がil$棋の掃を抵へま

わつれようすを想像すると、犯はつ

ひl土、えみを禁じ1与ないのである。

C 

上流界の新人として、叉建築に智

謀長の深いので{{名なめる殿慌の御邸

にコンクリート の識が出来上つに。

数年後l二、入口の金庫扉が少し札る

ので建物がlぜい、1:のではない力、ょ

く検べよとのお達しi二、議計者めわ

て、、現場係員を平静岡御前jに菅!i1) :r. 
7二。殿倣は4を庄で御買上げになっ7こ

大工道具ーと揃ひの<1.1から全長 1Jミ

[こ L足 らぬ大水準一絡をお取り WJしに

な り、三太夫に手(事lませてこれを金

庫扉のw-抱にめてがひ、 『これこの

遜り傾LヴーではないかJとのあー 叱

言。一同恐れ入って港人績を'めつ
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め'て凝議すれどいなかなか厄介な

問題、遺物全骨量i?起すわげにも行か

す・、 さりとて扉の主主込みt:'VJ直しt:

のでは傾いれ建物はそのま〉といふ

ことになり。思案に明げ、 思案に t~

れ、 『直せ、直せ』の御催促に身を

切られるような思ひ。そこへ米?二の

が、ゐの関東の大震災。まれどんな

にひど〈傾い7二らうかと、恐る恐る

出頭、例の御家の重賓の大水準:r.oi?

奔借検べてみるとこはそも如何に、

泡は水準器の挺中央にひ・7こりと止っ

て微動fごにしなL、。地震の御蔭で傾

いてゐ?このがもとに戻つれのでめる

やれ布維や、なます・大明紳段々。オJ

殿僚は微苦笑、一同は肩の荷がおり

で蘇生の忠ひ。目出度〈茶菓を頂戴

してit!下。御門を出れところで一同

顔見合はせてにっこりなます'に手を

合せて幕。

D 

金ぞ政府に?をりましょう』主主援も

こ、で一寸政府の代鮮を?務めてお

〈。金/金 ノ金/(iijを凡ても iJll!k色

に見える昨今、私には、ある金の行

方が糸になってならなL、。

時は明治35年のこと。日本橋附近

にF銀行が新築され、故Y博士の殺

計で、現容にかく 申す広の授営であ

つれ。

定礎式。榊官のん山lしいとおごそ

かに、その年新し く鈴迭されれ金貨

(1こしか5闘でめつにと記憶する〉

が l枚隅石の孔に埋められ新調の綴

で以って、力強〈モルタ ル塗 りに塗

りこめられれo ~Mf;系列席者には 1:ん

まり柄肴料がは十まれ、討WI皮〈式

は終つ1:。

歳月 liill!lぎ、かの大震災である。

この述物lま般から上は木骨造でめっ

7こので、無浅にも焼失しれ只綬磁の

石ぱかりが雨露にl燥されて物のめは

れを?とどめ7二。その中に、そこは改

正道路の政援の7こめ、取り除げられ

ること になつれらし〈或る H私がそ

の敷地の前を泊り すぎ七時には、掛

り寺普 1，勇ましく人夫諸君が膝石i?取
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自主つては運んでゐ1:0!偶石も金貨を

持つにま、どこかへ持ち去られ7こで

あらう。今となっては本常に残念な

ことをしに t思ム。最近金調査委員

が1問責~t類を持参されれのでまれ感

懐を新れにし?こ。そして主主に 、 ~に

まで凡てしまつに。めの5関金貨よ

魂め らぱ、石から銚ぴWlして米い

このこci?O博士に御話しれい
金貨を無暗に埋めることは法律で策

じである、それは君罰金 Lのt:'よと

驚かされ1:。

E 

光年平Lの家の近くにお挺屋さんが

新築i?虫色め?二0，木造モルタノレ塗で、

主家はまともに H~*てゐるのでめる

が、驚くべきはその飾話O¥i?梅j反する

1'"3誌の構造であるoHJ隅l二2本の3す

野角がJ也rl'iこ朽ちこまれ、地面から

1:へ'1'1主力;打7これ、金銅が11乙il、

モノレ!ilJレカ:塗られ、如何Iにも桜石や

土奪でもめるらしく 、モ '1-!ilノレがそ

のような形に生家 1:)哀を通じて塗り

:Hされ石骨子家が倣うれ棚が釣 乙れ

れ。この i、家の仕事がなんと 2IIII[J 

に鯵つれのでめる。私(:UJIJに現場段

替を依積されてゐるわりではなL、か

ら、ひそかに憤慨して舟ればそれで

よいのでゐるが、11t聞にはす'ゐ」、ん

こんなのが多いのではめるよいかと

殺しL、ような朱がし1:。ところが、

昨今になって、それが11'，*てから L

うIOl，lo近〈に Lなるのでめるが、そ

の 1・米がぴりっともしないことに朱

がつい1:。と すると手を抜L、1:簡略

な仕事で L大して案す・る刊のこと L

ないのかとも思11れれりする。

F 

この間1.， 11上七谷の交叉貼で官i.11iを

待つ!日l、向ふ側にある 6階建のピル

デイ y グの怒ヵ・ラスを拭ふてゐるの

を凡ながら考へさせられ/:のでめを

/J:、こういふ危険な作業{t'1，少し禦

に:1'，*るよう建築常時に工夫してゐ

レ1-JLどうかと忠ムのでめる。 一つ

の慾を拭き終るし 4.1'えから出作れて

ゐる左側lの窓に移るのに、布手でサ

ヅシユの桟を掴み、そろそろと外時

に沿って左足左手を左!llIJの悠に移し

その左手左足が左窓にとどい1:瞬間

に右手は布告宮、を出Itれ、身惚は完全に

左慾に移るといふ寸法なのである。

もっとも悠一つ毎に室内から.1-.り 1:

りすればよいのでめるが、内古1¥には

おしか何かならんでゐるとみえて事務

をとってゐる人を一々1兵はさないよ

うに こうして外墜を[導ιfι験を犯す
のであもう。忠ふにこれ位つまらね

危検作業はなL、。全く無意味なもの

である。建築営時に鍛で L朽ちこん

でおりばそれを帯買って手憾に身動き

がH~ !>Kようといふ もので め る。この

例なんかはまだよいJJだが、例の'ト

豊島校の階段室のl階から3階迄ぶつ主

うしの大ガラ兄、窓、あれなどどう

して掃除するつ Lり?ごらう。勿論児

童に111IH-¥(ょう答 Lなし、小使さ!，

t::って大抵は老齢でめるo ~j- {I 建築

家カ :μ 笛吹きながら而白半分に~l'; 'jr

の遊びを;試みる結巣がこうして危険

な掃除を必要とするようなことは戒

心すべきでめる。建築家に告ぐ。繍』

君の設計しれ建物は、自分で(1::1.ハ

自分で経倍し、自分で初l除もするつ

もりで、やってくれ1:土へ。

G 

沖1:11室長c~、 J、 ~r.源な k生名がめるに

し拘[まιす'、行撃だなんて怪しから
ねことをいム人がめるように、住物

にも色々とゐt:'ながめるように。例

へは.， rクリエマスケーキ』これは
カλ テラに砂絡をかげ、銀約やずヨ

コレ ートでfi!1iつ1:めのク リλ7λ ケ

ーキの虫n(、むやみと遊;f，f[終的iの多

い美しい建物のこと でめる。大阪で

11ムゲピル、点ぶで110.6.新11日計fJ:

}>J;ひはこの古1¥類に属するか1.，1:11れな

い。次』 士 、 共同f民所型、 í~持電車型 、

'FEJZか主ど型、これ(，は誠んで字の

如lくでめる。適切な例がめること勿

J命ではあるがこ、に (H~げない。三

色版製。これは 11;.本瓦Jlの11本lli:1~ 

dj，瓦や青瓦の洋館企緩いにもので、

我が箇の住宅史の l立を仰る(りt:



す?)PF.津IJIに例がめる。

H 

める大合祉の専務さん。うなぎ::;~

り に ~1 '"lt して、今 1'1 の地位となり。

近~q;:， 息すこぶるめ らく 、 ゃ、府長

の紙味、自信と*"1識を雨手に持って
大抵の無現[ま、通す、械紙は破・る。こ

の本務さんのか]ii'tの建築が始土り、

工事Hを追って進捗ift作がkf;主り 1111.

すと、ゃれ柱がJbtIL、てゐるの、 らん

土bら:L/しでゐるのと、Ml，;i;. Lカ;1111

ってゐるようなきついIIL言。附係者

一同閉μして、早速待製の7k1P-や 1・

げ 2、りを造り片っぱしから入念に検

査する、然るにどこもなんと Lな

い。そこで仕事に自信の H '. ク~1:伐師

耳

長は重役主lこ首il!1J1I'oて)!j..務3んにlJL

壊のずf伐を:0干し~ ~. I ー 、 ~として'.ijt具

の組子l.主主型にはなって居ーら十床t1:

L挺l直に立ってゐる旨を注ベ、終り

に 『失漉ですが、専務さん、めな1:

の御同には桑状はあり土せんか』 と

やっ?二かられ主G11-， 専務さん忽ち
Ù~~面決をy-tいだようになり 、 どなり

つげられれが、技師長(:1:.卒主主で引き

さがっ1:05-611の後、専務さ八(1

H艮鋭舎かげでl\ 'J勤し 1:。新聞のi~prlJ

l峨にも舗lJrJI.1 ffi>l- ji~!のレンズでみる。

これで事例ーは解決し1:。その従役目rji

長(:1:.専務さ Il か ι~Lì辰 T4晩飯のi}PJ剥J，

;1:にゐづかつれ。

μl 口 正

最近、める集合の席でにわかに話 とi人l人凡て行〈しついてゐる!

カ:主とまって、 一度の人々と庭に ~111 っし、てゐる lどの顔にもどの顔に L

て、記念のにめのfit<-彩をし1:0/I~ク~ 不思儀 U、つでもよい伎に、奇妙に

てク~1こその時の潟況を見るしタ必 白い;尽力;顧の雨側に、取付げられに

時でマグネシユ ームのカft>借りれに ようにくっついてゐる。そして今に

も拘はも子、鮮かなr¥l.来栄えで、怒 もみんなの耳が燃のように舞ひ上つ

者の如き20歳位も若返って漁;ってゐ て、l暗い背討のrl'に泊へて行きそう

る。筆者のみなら子、他の人f々 し什 にL思はれ、或ひはす，るす，るとはひ

それぞれ鍛が消えてゐ1:IJ 、光るべ 降りて持色のポケットに牧ってしま

き昔1I分ーが光ってゐなかっ?こり、So.が ふのではあるまいか、 といふような

高〈潟ってゐ7こり、制って貨物より 幻寵をさへ感じさ ttられ1:。どう L

は玄波に織れてゐるのは、潟挺師の 考へることが鎚で少し〈主主みん

目指であ らうか、 否、 タ~~の淡い空泉 の主主めいてゐる、 と思って、思ひ直

ヵ;手先々 を包んで、かくも我キの面貌 さうとしてみてもやはり耳にはか!の

を和げ偽1:のかも知れないなどと、 とE命がめるらしく 、fflJとはなしに不

潟況のrl'の意外に若い自分の顔にI挑 忠儀な情感をそ、られる。何といJ、

め入?てゐる rl'lこ、ふと主連なことに か、虫I川iiJに!，動物的である。官能的

泉が附L、1:0~とれば自分の訊の雨jJIIJ でめる。情事に於げる耳の務める、

に耳が白〈附L、てゐること でめる。 磁位以外のl，fVJき一一 そんな こともJぶ

といっ て、かlに人間の顔にヰのめ ひめはされる。)rl.:l:、今 11でこ そ静
るのが不思儀TごなどとL、ふのではな 11-:して僅かにがJjjからの背を受りと

l'--，どう L緩なことには、 顔色のfP，'f めて、 これft'JC.子しに迭り込む役討を

さに絞べて際、yって白〈浮きめがつ 務めるに過ぎないのでめるヵ:、 Lと

1ゐる耳が、生める Lの〉立11くに、 (よ こいつが反射的に動L、て (険の如l

ひくびくと動きI¥IJしそうな然別合感 〈に)その1:めに人間[土-L'I:ーを白由に

す'るのでめるc1也のjilirlrはどう か、 岐探してIlç] くことカ:/I'， ~EIーといふこ

とを、つひこの間lめる人に秋へうれ

れ。我々の持ってゐる年のrlrで由主L

f必秀な耳でいi， 1:t.やそんな能力は

ない火般にそんな時型的耳が{iA

していそんなものは我々の希匁の

外である。扱て、筆者が自分のお況

の尽を凡でこんなに本こから攻へと尽

への忠ひを馳せるわげは外で Lな

い、 近~ti筆者{士人I品! の Jt=.訴に j冷げる

尽の!問題に異常な!}I)'-Jc合抱いてゐる

からでめる。

今 11の文化が非常な進歩合とげつ

¥めることは去ふ土でもなレことで

ある J とりわげ、 首に回目する文化

の逃歩は紫キしい侭で、現代文化を

iiーの 文化と11子八でも少しも不合理，

e感じないr:'ilでめる。背の文化と耳

の進化、そう いふ題闘は、であるか

ら、何かにつりで考へ られるところ

で、こういふ問題に就いて考へを?進

めて行〈ことは筆者が輿水を72奈じ俗

山ところである。首の文化の進歩と

いふ し そのrlrには無論11-S轄のこと

も含まれてゐるのではめ?が、背紫

の本質的なP.UIm:になるしこれは必
宇しl， irl~足な設歩5賢建の過位にめ る

とは考へうれない。なるFlt沢代科皐，

文明のおi廷で背紫は賢官〈べく1.Cc及し

7二。 すべて普及主いふことは優れれ

もの、生れる何:tI!となるものである

から、現住の状flAiからやがてはfQれ

れ首封建がrn生するでめらうことは疑
ないのでめるが、現在のところ普及

がXiJ.なる普及であって、優れにもの

が生れるといふところまでにはなら

守、 去均却!ロ]つてその普」及走のi活漣1墓:カか、Tなi'f仁こめに

f飽逗れ7仁:{'斤l戸.，~:.干r'~紫終の基となるところの人 11問1尚司

と土士地血との問の1首~

べき LのがJ消向え失せワ'>dゐらること{は土

干竣主念なことでめる。こtれL全く宅況}礼も代科

皐bが;f飽延勢 I肖i 幾の4普f企」及走 5を~li徹倣底させてゐ

るカ;rにこめでめるカ.C、 レコ ードとヵ・
7ヂオ主力・L、」、機|械はな( l， がなの

「予(，:と L}J.~、I.Ul 、 叉健全な安達金遂

げて浜に我々に役立つような機械に

なることカワ旬結さ;/tl，する。レコー
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ド、弓ヂオl主、でめ るから、現花で 屋に於げ るもふ塁手民主主屯に就いてAE-へて 郊外住宅に於り る調査であっで、毛

lま僅かに]干のレベんを?全日霊的に凡で みることはおい文化への一歩高iIf怒 と の建物は主道路からひっこんで住ち

引き めげi与にのでゐって、個々の耳 いふべきでめら うo ~~は 2 .x4'"の位に ラ見張 り7・ラ 旦9

に就L、て力を及ぼし1:とは受りと り Architectural Record "ド { 1 ~ 3)1減iニ ー注、床仮二重張で、似事場 と溶去

かねる。かるで現代には、過去の各 11ドえの刻1き調査報告ヵ;偽;1花されて l こ[ 士 リ ノ リ ユ ー ム~数 寺 、 イ也{ま !I'吹い

時代に絞べてひげを?とらぬ位のij・幾 ゐ る 。 こ れは大 さ 7 室の木'~I 塗家の 下敷きに繊毛主重ねである。

がちLはれないのでめる。我々の耳カ:

単に~ð 繁の智識を?撮 り 714紫を表面的

にはーはふ こ とに↑Rれて、 本質的 ~~'f'(

の tの向上を示さない といふことは

筆者はその原囚を レコ ーl'、ラヂオ

のーヒに持って行き にくなる。現在の

弓ヂオ[立、奥山に住む珍烏の鳴 りそ

さへ報す'るとし、ふ風に務めて自然 と

人生 との接近に寄興せん としてゐ る

ことは、その事授の故に、却って、

近代人t自然とのrmの距illEの大な る
ことを誇るに外ならなし、。現代のマ

イクやラウ ドエピ ーカー を以ってし

ては再製し伶ない7千が向然界には多

いといふことであるから、手XklHI

然へのN1れを、自然と同じではなく

l'{t に似てゐる fごげの L のを~ ~'). って満

足しなげればなじないのでめ る。こ

れは、人11¥1のTIを?]'1然界から引きは

なし、 うぐひす JL ゑを~Ilflかして、人

n的なかlの(1然界に誘ひ込む、 とい
よ、現代料製のsr楽である。 きればこ
そ、人間主自然、人間と上}也とのfH1

のl}t終的囚紘解消のす市:うを見utfな

安 名 、・'，:.
JI 

住宅に於 lずる音 響測 定

火 袋(地階)1 オイルパーナー
ij¥; 桜( ? )1 電泉ilWil機
戯 ~C ? ) 1 笑l"U:ind
似事務(1 階)1皿 洗 ぴ

銀総型正予里

流しへYlA，
tlli/I'，IJf.11羽
怪気(~~~政局i.

512対除機(放物)
。 (床板〕

、，JO 
〆白、安t

'
 

仲畑

)，':' Il¥IC ? ) 

ラヂオ

男子i古特

女子話!;I怯

笑時

ピ ア ノ

浴室(2階J イ七~jJ 主i !古tê/J(

7J，村liilA，
iitfml;;!， 
ンヤワ ー

品主主( ? )1 民\:のN~'聞のピアノ

1 50j~NFつ1:街路の f 1 1BI LE 1 35 4 

~'~ゴミ力、 υ のシャワ ー 135 ? 

減 ;汗の高さ 他主への影響

一- -161'j'C;二|直 l二居Illlへ355 二
165 ? 

，85 ? 

176 ? I食堂へ 60 ? 
i 86 ? I ? 70 多

66 ? 50 ? 多

9J ? I ? 74 ? 

44 ? 1 N:'問へ 51 ? 

71 ? 

1 7 ~. ~ 
65.-84ク

70 ? 

60 ? 

78 ? 

68〆-91"'1i立¥'地階へ51"'-70.

74 ? 1ホールへ 54 ? 

? 46 ? 

71 ? ? 50 

75 ? ? 53 ? 

145.-62ク

らぬのでめる 3 かit_ ，l以ひゐLt.せ 今この11;;r~ヵ : 1立ちに読者eの会~'tこ

て心、 ~ii'l し〈させ Cれること{士、こ なるといふのではない力、 Architcct

うして我々の)I・が本n的に退化して -ural Recordの!In~ ， アメワヵに於

~ r ¥のではめるよし、かといムことで げ る ill .:$~1)常識事[しよl;で3ヘヵ:、 こう

みるo我々の外)I・が、TIーによる反射 して吋11)<.1) JÍ' *IU の訓ft~ 0t J<:す:る Flt
的開問機能を忘れ、もtGlこ悩lfであ j互に也、アメリカ人のi'

ると 1か〉ト、、見1刊下でめると力か、¥、布棺2くゐし へカが~;;屯lli んでゐる呈勃占 5を. "沼忍:鴻成して蚊き 1仁; 

らは.11、全く悠}lJの長1勿化しにょう L、。

に、我4の内HLやがて、i'i'l務t授 床に糾包含蚊〈など、忽ち 3去のか

，('d主主MI:1ごげの似る機械になり終る 、るJnと{工、我々のや;の限度 t一致

のではめる主いかd 白、、る心西日に到 しないが、孜々のill1勿に)たいてい

して11施す術(，.J!~ ，、のであ る が、 我 現状より一歩進めてi113E底地に就い

々として我々の)1'.i，';にj冷り る:;-'1の111: てのザ胞をヶ~ll: ;i! の \.ーに試みることを'

']，l ~今少しく紫7屯 し下1;rf; 1ごてる こ !:. :ì~ す、めす る 。

!:t、1:1ごにI干のにめ1:げでな ，;、我‘ 枝々の(1宅LU(¥!;にj冷いt、:illl*-¥

々 のti1ijj1'ドへの大 き な若手~1 とな る であ ]'1 (J)liJ ち際問勝ちであるから、7T響

らうoJillち、我々 の(1:むと ころの米 1:11道内fci!litlょう 1:'，、でめる。:炊事

IV 1 10 

場:でMかii';.をにてる、滋ちl丞内にひ

びき波る 3 設か1;:1，授'fi砲をI/J:.つ、

直ちにそれは全家族の知るところと

なる。我#の{七む小住宅で(J::wr.eこ
の主主りなのでめる0*答(士、今この
家の 1:紡が茶を入れれこ t を~)，i1り 、

必にそれを運んで階段を，JfJ:ってクkる

ことを知り、=tM;I:t.客』暑のyl文にう豆

沼 1-1で 'l~をひそめ、 活じにくいのに

じれつにがむれは'な ~~ rJ10こういっ

れことカ;小住宅にjたりる tiーのヒでの

悩みでみcうoiJ、、る鉄則に狩して
x:高床天 ) 1二~防 ìl!.&lll!する と/J、、ill只

合紙併にして白を.~i!.lli iるとかいしこと

は忽ち往築:l'tの (.I~. むことになり宝1・施

¥1，d!ltでdうるから、そんな風にではな

い向き を槌へて少しく よ犬伝.1;'ヘ



るこ主 を7提案し'n、。その第 !の刀
法は、室のiJis置に営って音響ヒの考

慮をするこ主でめる。如何なる達人

の構成せる住宅不前で L首響民主主屯に

まで完全な取扱ひ営巣してゐるのは

少い。第2は構造的な工夫である。

例へば2階床と 11晴天井kの問の空間

会開放して湿気o充分なら lノめる。
これは2併床卜ーに一寸 し1:街容を宍

へ?;場合に幸子遜け 2~符床 C 1 ~i汗天井と

の形成する空間ヵ:太鼓の役目そして

案外大きな'a!0似へるしのでめるが

こうして開放することにより そのわ

yゎひをまぬがれ得るみ或ひ!主夫、

! ~作君子、仁の庇!..t、その形態によって

は巧みに室内の話i怒を 2階にNFへな

L、。つま るところ、こんな風にJJm'長

哨を騒i!eして質問oかりす，にl坊背的
効果をあげるこ c0列党する持、第で

ある。
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-ゴーツ・ゴク :-'c勢ひょ〈汚物ケ
流し去るもので、そのすさまじさを?

以って、それ(ftjまる人主主はその機能

の優秀さを0"寄ってゐる我が閣の現駄

である。公衆便所やヨ11;務所の傾向fな

にばとしか〈 、ホ テルの夜、室や住宅

のf!J!:JiJfなどで此7ラッシユパルプの

議背は全く1F!tWめである。背無し フ

ラッシユ ・パルプ i:11~.主に結構な工

夫である。 7 ラツジユ・パル プ同段、

我が憾で 11'1干のすることは1l~9部!と

足、!まれてゐるものに電気のスイッチ

がある。ィモ rjlに誌か便所に起きる、

廊 i、や便所に対灯するスイッチのif

l士、切角綴静つに;主主主に響jき!IJ[って、

人々に寝返りを干T1:せる。ガング ・
3えイツチで L、 タンブラー・ λ イツ

チでも、{吋れも大きなE干を立十にli
開閉できない。

住宅には向かないナイフ、スイッ

ナか、原始的なプノレ ・λ4ツチが僅

かに静かに開閉できるに過ぎなL、。

電機製誼家この勲一工夫ゐって然る

べきである o (IH.20) 

倉 崎君の死か悼む

All執務rllj向い脳溢血のをま[乍カ:ゐ

って、 1 J]末以米休食してゐ るとは

iJ f;~ 、てゐにが、 i奨lI多↑古の然見舞に

行かうと思ひ乍らしつい延引し1:"

しかるに4)]9円動脈1iiI!化症よ りL腎

臓病がl'iJ};{-七 してi~~告に限り 、 l 雨11

が革f~ しいとの知己せを受付?こので驚

いて早速大阪市民病院へ駅りつげ

?こ。

燃作し?こlf白の顔に1浮力:長<(1中び

て、君の面最多(土少し Lない。

(':%1士再三合崎君と言iい廷で思は十

日子八で、野〈手o握りしめれが、pft
大きく限{t>防:JL、てゐるのみで、意識

(1 :!eくなく、 fii'iくこた L H';司そなかっ
、診、
』、。

月時n'l'bう駄目t:'" 

:'Fli:最後の一言すら L交すこ主力:

:1'13fそないコ

こんなことになにうとは、 僕U:~

にし思はなかっ1:ので、病rl'一度も

見焼はや、 今痛ましい:%~:終の君主十目

見え、同窓の友として甚;・7ご無情であ

っ1:こHe、心から1毎ひ悲しむので

あっ仁コ

君(土*t:'春秋に箭み、蛍雲の功o
積んで、人々ーの花を咲かしよき賓を

結J;11~h後にめるに、 君を?杖とも怯

!: (，頼む家族の方々や、君の手!協議

見に侠つ令社のさ作業をKの倫竣して
逝〈のか。 1向に竣念でめらう。死ん

でも死にきれないでめらうと思ふ。

かくて奥絞や令姉令般の手w-い若

絡も空しく 、越えて1111午前11時早

咲きの拠カ:夜半の嵐に祈る Ei'i、永遠

の眠につい1:。

ミ，Up44歳でめる。

君は井|前頑張な身骨宣伝してゐて、

病気になっJ.ことは子会どなかっ1:。

年と共に身骨量1土肥u¥'qして来れが、慢

打 111奇 ，IL: -)に良巨

十i:腎臓病でゐつ1:こ左は、を2病ilIJま

で清白身カ:ク¥iむな;;~つ 1:っ

君に1.1了三女があり 、長女!よ今春ろノ

陽丘高等女聖書校に'8毘よく入惨され

れ。その吉報公開いて、病1月主君11

苦しい内に L 、 i投笑を~r手べて詩人 7:'

とL、ム。

花l1it!!るとい年h 主主々 @り:plそる春

に聞くげれども、君lま永久に生還し

ない故人と なっ1:。

君0aび込1族を思ふ時、卒事々 断腸

の情にl甚へない。

君は松江中里裂を卒へて、大豆61，ド

E考古il建築科に入塁手しれ。

父親カ :~1喜多校の先生を してゐる と

かで、教育者の坊ちゃん らしい慮が

あり、性質は至怪混11慣で物事に隠拐

な男でめっ?二が、入製以来lfi商目に

よ〈勉強し1:。図面 もよくかL、につ

IJ;与にはポート 01哲ぎ出して、向島

へ波り関子を日食つれり 、荒川の堤で

殊勝にし拡l草を摘んだりし1:0

クラ λ合の名古?ロ ータス{具築部と

いって、 背でよく 1~野の三橋や、 新

井の薬師ぽ注まで :H掛げて洞 ~'}fó\ む

ことを箆えに。

クラユ件には;肩11鉄さす'11'，)市しれ

ヵ:、干1t度合位えれ思い交際11せなか

っ1:。
'3 ~Iニの Iql こ 、 感校に51-絡運動力 Z勃

努し1:。
線部Iよりし大阪の方が早く大製に

Tよると いふので、全校砕一同騒ぎm
し1:。もう談 l人授:当告を受げない。

校堂に苦宮城して禁/Hしまでして徹夜

で騒いfご。

-1免賀行委員公文相のな邸へ交渉

にやるといふので、一同隊伍を組ん

で:古草I;~': r) 麹l町 3~罫l司f 土でJ 示威
行進oし?、3 警官ヵ:大勢H'J勃勃i_.l-C-
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幸喜戒する騒ぎであっ1:。

r.B主主靖凶榊社境内の大村主左手(ti¥1の
銅像のドで、聖書涙共にドる報告減税

金聞いて、)1を仰いで港、憤↑tld慨し

れ。しかし君は何事も率先してやる

こtはなかっ1:。常に控目で、衆と
共に行動しれ。

その匁存在は認められなかっ7こが

善文なる友として、究ちゃん究ちゃ

んと愛稀されてゐ7こ。

昇給運動力;絡:t;uしれ後は、勉強し

せす'大言J仕誇し?こ り、i肉色に耽る者

ヵqH来1:カ:、 君{ま絡始一貫聖是々の本

分ぞ忘れす'よ〈勉強しれ。

所々の卒業しれ大正911"-!i、第l攻

隊洲大戦後で、建築界もttsaのよい
絶頂であつれ。

親の金で終へ-/'債の頗る'，r.)t、背町
営者て、情意気揚ke面士舎へ2ltなっ

1:のであっ1:。

君と僕 tは大阪の大林系且へ入るこ

とになってゐ1:ヵ:、待遇問題で君カ:

聖書館しれので、僕 l人入ることにつ

つれ。採用試験ぱなし、僕11111<.1， : 

都落ちを し1:。

君は恩師故土居怯市民の11ト話で、

*京に止り日本電系株式令耐:に入社

し1:。
K後図枚工務所に処り、 岸和問紡

績津工壊の工事監督をしれこtもめ

つ1:。
大正14年に先輩故吉井長七氏の終

旋で、 とうとう大林組 へ入って来

1:。豊島校卒業後5ヶ年間協進::eiYい
れが、タミ張大林組の人となる閃絃、IJ:

あつれのである。

入社後は工事現場勤務で、大阪府

総合、武田長兵衛荷山本f.5、新府高自

の住友傘.素肥料工場工事を経て、大

阪堺筋の鮮成案内所新築工事主任主

'J-っす二。

昭和4~ Iムに 11大林組工作所読とな

りその木工昔日に入 り、昭和6年間所

が内外木材工望号株式合社として溺な

するや、 同社* ÎJ~ ~ Pl 張所に将じて同日

来 7ヶ年半東京に (f{主しれ。

j毛の問議院建築や、常主主簿4勿官官の

VI 1 1 2 

工事で、干す貢t !J:遺作工事0~青気、

れそ熔岱して;な源に完成 しに。

昭和14年4)]工作部長に命せ'心れ

て大阪の本社に腕り今111こ返っ?、が

1!:1、々 これか乙木工のエツキλ"ート

として帰一層住築界に京献 し、叉千干

jd:の可~J!混として縦慌にオ能をt辰ふベ

かりしに、惜しくも中途にしてイトれ

1:のである。

かへすがへす も泣憾の歪りに思

ム。駁るに象;容を日うる時ク ラλ メー

ト の l 人入慨す育大Ii[1君カ:早〈色詰fr~

歳J1をまEねると共に病後するもの次

第に多〈 、卒業後利2011"の今 11己に

7 ，r，の問慾fe亡ひ、司t?ir.にl-lの9Eに

Wj'"、。 30名の同悠!主主主に22名となり

湖、しさを夏いこ加へて来1:0

大限には胃 erl'品管:存君 e{奨の3

人しかゐなかっ1:が、'!'.(:i'Fl't.1降:m:

技師として遠<1¥'交に赴L 又有 1.1

f聖l人::e脅して慌し〈逝去しれコ

僕!ま本常に剤、しし、ι

せめてー夕、君の修生時代を治憶

しで、殺のJiE0悲しみ語Cふ友カ:1ま

しいと思ム。

それし逗〈出f!れでゐるので、力、fJ

!士ぬ ことであるつ

宥1 1 '11同Iに肉号線せ争、 ~I'e共に従L

~1!: 備へ、 例の笑撃を習をして快活に

人主終し、事に主君み焦うす'台:ヵ:す，.!}:

言の内に賀行する風力:ゐつ?73

外にめつでは、情動怖勤工場の純

物に従ひ、 r~t情， 0 以て部ド伝統被指

導し1:。内に入つては、内:1二に孝笈

を殺し慈愛深志X:):して叉央としで

閥的な家庭制下り 、常に耳11主主総々 ..'

るものがめつ1:。これを思ひ、それ

そ察する時、す吐かす'に!土ゐうれなL、

しかしいつまで L悲しむこ kを止

めやうつ最早や際念するより数I.;};
2・...
;1 • i ~炉、 -。

(1'崎宏、今や未亡人1:1.汚 1'.¥こ1H

2へ分の王手廷を 穏し、一二令燥!::e擁し

てlJIlJ:.の道へ、カ恨o何;".11'， ~れ
れ::> ~! }.~に 11吉岡 兄一家カ:ゐ 仁れ

る3

却f，!ι:11令姉夫ヨ::1;;健平Eでのる。

僕等同期生 L~ \ I \ ゐ る 。

及u-:す'乍 Ci立族の)j に 、 II'I~収 る限

の力派へ合しゃう G

どうか後顧の疫を絶って地下で、

安 らかに眠って呉れ給へ。

悲しみの絵、長々と拙き女自?綴っ

て君のi誌に捧げ、 哀心より修11又.i1ii~{"， 

断る次第でゐる u

(う)，]711 L'l:七11¥こ際して〕

( 118頁よリ鰭 ()

(I宅、生以改善、等に自iJ問問

→Jの草 されれ随筆的論文を13;鍛
ミ)":.1:¥，のでその内符./:l

現代の円本t1r~~

住宅の将 flì 十七に --:) ~、 で

食8:問究の素材

策室

州洋台所の:沿:If!

住宅'4jt築研究の応

武隊、女様、建築伐

11'本住宅の!風土的努建

l 日本主活用具の税制一件
!下の意義

| の IO V')~~灯 、 何れ L Tf11l.ja-l 
L、随官自力記述であるが、中でし

|餓研究の素材、問 、 11本付

宅風土的後主主、 11本の'HfifliJI
|の控規統 -，'1''1:の 4'f;t1i、持入悶

|航珍リ Lの多し阿版を
ながむるTごげで、苦しの日本へ

の牛J舌、丙洋への中活を?商のめ

i 1:り見るやうで、興味主共に叉

、知識を輿へ九れる Lのである

。苔kl:J:、 としする t普の人々

L現夜の吾々と同じゃうな '1:汚

をしてゐ1:と忠、ひちがふお「それ

があるが、 本~1干の挿入悶)援によ

って昔の人がなII("Jにして食ひ、

飲み、三のしみ、ま1:ねむつ1:

かがわかり、幸子遁の述築}Iには

全然とり扱はれないー百五?教へ

| 一きものがある。 I
若き建築家の随管集が盟主咽]-U~

て、持とりどりに興味ふかきも 自

|のがめるが、前回博士、大熊時 |

|セの史的随筆のl吠の奥深草に比 |

| しては、{pJか新時代人の、製問 |

iに鈎する考ヘリ机机 i
うてゐるのでないか主いふゃう

1 ~i. 疑問をぬ守るのである o (絡) 1 
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3 階陳列 室

位 型 テラゾープロック

~ キノLクペンキ塗

天井プラスターペ ノキ塗

2階中央階段
勝局側明記テラゾープロック 限設都主同左
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2 階 陳列 護
往 1¥1 テラゾープ口ツク
墜 キ'lクペ yキ塗

天井プヲスターペンキ塗

VI 2 池畏美術館 (神
戸)

趨主・池.. ~ 
施工・4陣式.世・梅木工務唐



2 府笥号室奈
月ミ チーグオーク容4主張
箆 紛1チークペ=ヤ羽目
天井 プラスターペノキ塗

スチーノLサッシユ

2 際関管f室

床 チー クオ ー ク寄~~長
壁 縞チークィ=ヤ羽目

天 井プフスターペ yキ盗

ス ト Fプ泰山タイノ~，大明白

I'!面パネルモザイツク

2 階館長室
床 モザイツクタイノL
l草 鋸宵ペ〆キ塗
天弁プラスターペンキ塗
主主作 オークヲツク塗

池長美術館 〈神戸〉
鎗主・池長 量
施工・様式含駐・積木ヱおl苫 3 VI 
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玄関入口

マイアミ海岸に出来た，この消防容は

くJ)ごてつの消防組合のmりであること
【 2) 百ijH有の火災E苦手自の~ì掴

【:})中央滑1/:i;;J1閥、甲7
【4)消i坊署長勺宮舎のあること

L云った多蔚多僚な目的から建亡られたもの

でゐる。

zp面闘士見7.iに惰図形のポーチコから入「
たロビーが警報受信ならmこfii!信ならびに中
縫:cなす室である。その後方が トラック室，
左方の府下が綾城及rfW"総室，的上は市内の

~手掛 í<1 f言主である3 お方は習長官舎になろ，

後方の三角形は訓練答である。

くArchitecluralRecord. April. 1940よワ〉

金 景

2階苧面個

fRUCI( 1100101 

，仇1・4
'・叫
国 国

A • ，" "1 1. ‘ " 
と=云T云=エロー=ヱι=--=~7- コ

l勝苧面悶

(アメリカ) マイアミ海岸の消防署建築家・ RobertLow Weed及び E.T. Reed町・ 5 VI 



図形 の陳列室

州主催わ樽穏曾の建1陶。多くは，一時的のものであ

るが，これは用設の目的を以って建棄された陳列場で

ある。

本館は直径1] 6択もある中庭の周医にあり，その

外周に沿ふて州の工業と段梁に掬するヂオラマ (2(i 

ケ所〉があり，内周及ひ'中央には'碍列のケースが置か

れてゐる。そLてこの本館に. 2つの附恩恵I防があり

片方は小オーデトリアム， f山守は美術と墜をの小!専陶

自自がある。

(Frori¥ Architecturl Record Feb. 1940ょヮ〉

fje 景悶

オーデイトリウム

美術とffi!定陳列套

zp 面倒

VI 6 (アメリカ) JL.ージヤナの常設陳列場 建築1¥. t-.eild Somdal及び NeildJr. 



道筒側目正百全景

?閣とを望むテラス

(ドイツ) Chiem湖畔の休養場

湖上より見たる全景

ホテル寝室

ホテノL康調

ミュンヘンより自動車にて竿持羽

の Chie;;¥湖の民に建つ大焼漢に休

~所であるo

(Mcde[ne Baufor;nen. 

P.pril.lNOよ))

k童書E家・ Frih:NQrkauer 7 VI 



8 

園

8 j魯築部分。l廊下
J O 看護婦製~
] J増築部分
J ~ 講堂(計箆)
]:1暦製授
J4動物飼養場

ユダヤ大~勺 ] 部をなす濁墜つ殿堂と Lてエルサレム0郊外高さ約45 mの丘
上に題設されたのであるが，死海に面Lたs撲のやうな荒地で，1"l暑く冬怒し
その上地震の危織もある つで，設計に富つては之.~1:に飴して将81Jの笹窓が必要で
あった。
外~はコンクリ ート澄切石姑付仕上げ，屋上は・来週1IJ~秘つため霞石の暦を設け
てある。

くArchitecturalReview. Feb.. 1934) 

直記

門苔
外来部〈青f澄)
事務 lls
産院
噌舜部
l(iI察部分

病 室

1
り
d
qけ
必
官

v
b
n
H
V
6

本館1:)日外槻

若迎t1百塁塁唆2階平面潤

一二~

九 四 5 同 r、

一一一、t" l f IH M [ I ， i、
:t:.要人口外観

連梁家 ・ErichMen .lelso~n 

宕f&盟嬬望校1階平面溜

Scopus山上の大串病院(パレスタイン〉VI8  



月三ー司副・・脳陣::p
1-1 111fT I I I '・

屋上より本飽を笠む 本館市直W~外観

本館
2階平面闘

」ι >ι' 本 自白
け "万五" ~f.三地階平面倒

i.l>国
1階平函館

〈パレスタイン) Scopus山上の大串病院 建築家・ErichMendelsohn 9 VI 
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新モノリツト矯

からの外観
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記 置 閲

曾銭室内部

d一F一.:~ドん./~人，ぺ/
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]階卒面 図

句ご了二コ句

h 戸戸1に:

E弘山斗中叶JF子記:七ド ~ ..........汁 F l-JUju 
託託斑号夜f瓦忠zL己;三2:1立Eロ:三Eど:::コI弓

2階卒面園

(Archileltura， Gen.， 1940より〉

(イタリー) ローマに建つI.N. F. P. S.新廊舎建築の規技設計案
10 遺書提家・ PasqualeC町 bonara及び ConcezioPetrucci 



西 側 正面

北側側 而

講堂 内 部

型肝而 岡

〈アメリカ) Connecticut大串の講堂

地島幸卒面圏

A， 

1 

1階卒面圏

Connecticut大祭の講堂と NewLondonの町の公曾堂とを重量
ねたオーデイトリウムで，町の]住民の寄附が工'伎の一部に加へ

られてゐる。
大事の講堂とLては，先づ式場として砲2長時に]，3X)・舞翠に
140の席が必要で，叉手里生演劇場として充分な舞墨袋置タ，及び
音雪聖堂としてヨ:x)名のコーヲスを容れる舞彊と40の祭器を用ひ得
るオーケストヲと合要求してゐるL，一万町の公曾堂としては，
鐸盈の設摘よりも出来るだけ多くの勝家席作求めてゐるわけであ
るから，この溺者の調和には多くの苦心がE曜はれてゐる。
時豪商におしては，町の要求の最，]'>)喪度と大型の必要の最大限
度とのl1l圏内で設計せられ，強算の凋[唱でオーケストラ・ピッ ト
の上下皇室置が出来なかったのを致ふおには，オーケストラの邸分
に舞台を~r足すことが出来る擦に工夫せられてゐる。プロセニ
ヤム ・オープニJグは時と場合に感じて幅46択，高さ24択の
大さまで儲大出来る。土地の高低を利用して畢生入口と一般入口
とを3宅金に鼠別したのも苦心の存Fる明であろう。li'!算不足の苦言
小鐸~装鐙の不備な勲は将来億遣を蜜更しないで過補出来る棟に
考へられてゐる。

銭侍カ ーテン ・ ウォー ノ~，外部花詞岩及びインデイヤナ産石灰
宕仕上，内自Ilプラスター。

くArchitecturalForu;n， March. 1910よりJ

建婆家・ Shreve，Lamb及び Harmon 1 1 VI 



古 建築新抄
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1 東福寺浴室

室町時代の建築で.i!'i!宗伽産に於げる浴室の

古い質伊jである。内部の磁~が治んど失は
れて了コて伺うなってゐたかよ〈解らない

が，f也の~J 上旬 f住 L て~LIilí1.呂の設備があ
ったものと考へられる。

藤 義原

浴室

浴室の臨11は仰奇伽盤始まって以来'つ古い殴史

をもっ。法!径奇にも四天王寺Jこも普からあって

それぞれの法に依って:t!l(呂ゎ行〈ギヨウ)とLて

汰浴されたのみならずs 一投大袈の亙陵つ目的

にももl!用された。併しそんな古い符代の浴室it

現存Lてゐない。現在法隆寺町主室町時代とヨラ

へられる浴室が一棟あるが，最初からの測を字

け縫いだ初志満[うかは狼らない。東大寺にも大

湯豆とwtするものが一敏あり/<之も室町湾代hこ
属するが浴室り走li;'liとしては笹目されるもので

ある。現在百守護の陥I)~:明確に台‘するものは碗宗

伽盤であって東福寺，大徳寺，妙心寺など;エ典

型的な建初が見られる。!:JFl本抵本願寺飛'};:[{{!

のYii.鈎盛VIIUくi邸宅浴室Q;j口議もある。

2 本渡本願寺飛a閤浴室内蒸風呂
浴室は策筒設と呼ばれ，もと衆無実にらったのを元相元年に飛'1::閣と夕、に古書され

たものである。この蒸風呂{i罵震に去す如〈相笛頑丈に主主られ，正面の引混声v
開けて中に入ると奥シこ腰掛があり， ~rJ手Zコ下に~;I:室外と話を通ずる設備があ句，
叉引isひの上部1には閥窃があって均気ぞ調節するft聞になってえる。i+i室から時?
殴で上にとるとlri鱒護があって夏なピ林泉術祭週を見附らL'1;ら{京十納れる次第
である。

VI 12 



3 大徳寺浴室

正面入口のあたりを示す。江戸時代の

建夜。調宗浴室の入口の形式と云へf-j"
大抵こんなものである。

5 妙心寺浴室風呂釜

今の浴室は江戸1寺1"¥に造りI宣さ
れた建察でーあるが，この釜は干

の以附のもので口径2尺2寸あ
り，慶長U;年応作られ，大工
篠原朝臣封馬守図久と云ふこと

が記Lてある。

4 妙心寺浴室

正面入口な入ると瓦o.1l1土羽の向ふに目隠し

の陳鮮があり柵を設けて浴室の本命政陀縦
喜磁が安宣され，それから内方1，主板張の流
場となり，奥問主蒸楓呂が澄られてあ7.i。

~風呂の形状は1'i:鶴怨のと似たととろがあ
り叉湯気や遡度を調節する設備も出来てゐ
る背後十こfi径の焚口があって蒸気を俊生さ
せる僚になってゐる。

1 3 VI. 



6 HOURS CONCRETE 
1:2:4 Jlctt 656府間 217'11c~ 28日410'11係

1:2:4 71ctt45 6隣簡 300うぷ 28日580町品

施工 6時間後

完全使用が

出来ます

寧楽屋家具斐飾定 大阪市西隠南揖虹遜-)三四(ホ錦織Il!惇前〕

電話11)1:(②二大大 三、士九 二三

ル山川

及
川
町
時
閉
山
訓
刈
単
勿
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田園都市
、、、
'- 英 図 的計 圭

民
一

題の
同
1
』:
 

H
F
E
E
 

f血 郎 持チi二 三ド ヲく

市周回iI11のilii:ti (七の首長大に役立ち、
ほんの僅かの威子トとして自給白氾の

社合単位として、l珂図書i¥i市又は衛星

者F市のfti1Eがめつにに過ぎなかつれ
のでめる 3 そしで大英図的告百i主主局

(The advisory planning boal ds of 

Creat Britain )によるカゥ る単位の

猫立社合建設の焚関lが再三再凶繰 り

返へされ?こにも拘も子、London

County Conncilによる Becontreeの

大化宅建設事や或は(1，宅政策に従っ

て格安とされれ リ，γアプーんの(1，宅絡

第 ] 附現在までに俄寂されたウエノレウイ '-'111凶行~I rllの工場地(The
Architects Journal) 

第三世，~ マシチェスター市L、内'勺ワイゼノンヨウと其/-f出':IZ経営; 
t也(Manchesterguardianよヮ〉

~J也等は、 自給自足の術足的苦~rlï主主

築の可能性fc全然等院Jに附しれとこ

ろのi-!:日すべき'fl:i9JJであっ?二。

最近侍別地 ~'，;;委員合(Special 

Arcas Commission) (工、低地への工場

誘致築としての工場地織後池山1授に

待5)11なる隙J心を持つ絞になっす二ので

あるが、是等の工j説野手単位(;J:，住宅

計:JI{t>用意 ltす，に構築されに故に、

比の鮎に除Iして(;J:，f鉾般市Ilif(neighb-

ouring town;の諸施設を訴にして府

つナのでめる。然るに久-;)には猫

IH[ 仁川 v0' 

MANCHE5TE肉

1938 

I)J; ~ 築地 幽

!I..倍(1，宅地盤Z

公共:li:t也 亡コ
其{也の白山~，色 仁ヨ

:....ff 5， Creen Problems of the garden city and sritish Planning American City， march， 1940. P.P.39-41 
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立しれ衛星都市への試験的事業の二

三が試み られて応つれのである。J1IJ

ちリヴアプール組合による Spel日の

半猫立的都市としての住宅及工業IJ目

授の質例や或は叉λ コツトランドに

於げる Aberdenn版。の Kincorth

に避する同級な計査の賀行と更に都

市住宅政策の要求は Glasgow へ田

園都市開授の好機合金提供しれので

める。が然し、か 、る言|設を?摘用し

れ Lのが現存して居るか否は今 日疑

問である。

田園都市の社曾問題

田園都市の行政機織 CThegovern 

mental Structure)は電大問題を構成

して居るot云ふのは、行政ヒの蹴念
ではレ ツチ ワ兄、 ウエルウイy問図

書F..liは的立し土地方の行政単位でめ

り、ワ司 ぜンショウは完全に7::'/チ

ェス タ :.~ の 一昔日分でめ る から ーであ

る。 而 ì， ~:/ナエス IJ.-Tn合のワイ
ぜy ショウ委民合lま此の衛星都市関

手をに封するft任者なのでめ り、数多

い意凡'1'、 ソイゼ ':/:/ヨウマネ ージ

ヤー規定(ま願[ましき Lのでめる。此

の規定の賀行は可能性な Lのでめっ

1:0 Speke l.， ij);同十;去に リ・yァプーん

の一部分に過ぎなかっ1:。

大都市組織 CThn gr四 tmunicipal 

corporation)営、隣はする閉会地域の

範悶内で、獄立的¥'i!位として枝 、止す

るのは反狩でめる。彼等が).u.!:々“命寄与

しれ如¥¥、比の尽に!干1合の近隣1'('.位

の1m税"f¥協力;Jt)'lmすると云つれr;:立な

空想o抱L、てj片る慨に L凡えなか、っ
f:，比の事は郊分的に叫解 されて)&11'

Srnilh Street. West，ritinSler. S. W. 1， 
London. England P.5. King & 50n. Ltd.， 

で193"勾に袋行されたAlbredP.Sirnonの本
に成る いManche5t町 MadeOver"に於τ若
者l主同隊な分析的な吉~を以って次の卯!( 云
ってIて る 。 I!l l ちワイセ'ン ショウなる Wj!il ~11の
医肢は会慌の部分たる111)1需にmて Manche5'
terに包合される。芭 xiv.PP.loe 

1) A county in Scottoland. 

るが故に、砂くとも ;Ii!f く の問I~者ß市

は或る 程一皮の施設を準備しなげれば

ならなかっ7二。然 るに是等の施設の

或 るものは地主 として常然殺都市に

よって準備さるべきものでめっ1:。

残留者 Cremainder)の矯には、例へ

樹立的な単位が組織され且つ設置さ

れれと 1"，てい園家行政隠 CThe 

national government) からの或態度

の補助が礎資でなげればならないo

fごから英一民主に、例へばワイぜンン ヨ

ウの立11きが、 只単な る Lancashire

conurbationのイ也 の披張に過 ぎない

ものになると云ム挺 の危険 がゐつ

7:。
レツチワ ス及 ウエル ウイ :/1土利盆

西日常全長い間行はす，して率、'%f0数年

総捜し1:ikに株 hへの即日公開始し

にのであ る 。 同 なな ~j ~像力 ;、 資本企

業と利 主主酎~lÏt'が非認 さ れ ?匂企業η 1:11

で長〈幾年 L待宅 されて肘つ7・ので

行政単位に附す る か 〉 る 開設v;t~振の

義務自?投げ出しれのでゐる。現ず'E&

等の|苅授が利盆を~，:1しi!"l:るf，!i互に正E

殺 されて屠らないに し析。，j_.子、マジ

チェス担 ーしリウ"/7・-1{... Gワイゼ

ンy ヨウや Speke-，争の |耳jiEか ら比

践的多くの利潤を苅 り取 る ~p: を~J切侍

して居つれ事{土事lieでめる。

英国に於げ る多盟主のit宅経よ当地(土

}._lA，る待殊階級のみが居il:し得るのみ

でめると云ふ湾出の iに社舎科事的

問題 ~惹起せしめて舟つ 1 :。充分瓦

心的な意味ぞ持つ政策であると隅へ

られて居れに しJ句ら守、此の政策11

結果として大都市のmcomegroupsり

を分隊孤立せしめる事公強く主張す

例の一つである。

か 、る都市の種々様々な IOCome

groupsが混然と融和 し且つ釣合の

とれに状態を構成すべきでめ ると主

!}長する のが悶園都市岡有の理想、でゐ

。るのは砲でめる。そ してか〉る理想、

はワイぜンシ ョウ織念の内に も包含

されて居つ1:0 が然し現代に於ては

個人間!授の Lのより自治慢による経

怨地の力が数に於で[主主重力・に多いの

である。

比の故に、例へは'マンチ ヱ λ タ一

組 合による住宅事業の立川 、衛足音s
Tb的存夜 として卵jで押し1:t乏な一つ

の形式o似つ1:のでゐる。同時に個
人的事業のしのl士、般かされて逗ひ遺

られれのでめる。

日i 園都市自ít.~の範脳 内に於 ては

mcome groupsが弘存ーする と云ふ理

;恨がu:抗して舟'....1:のでゐる3 住居

jiÞ. ~'， ;;として選定さ るべき 或る株定な

地Jj\~に決し では短めて自然的な見界

ではめるが、市 Lそれは恐らく は必

然でし めらう力、 終し徹底しれ理想

的状態に於て、 階級分雌 (Clas5

Segregation) な期待ーする Lのでない

と云ふのは明かでめる。そしてスラ

ム11存伝し併ないのである。

ウエル ウイ:/i， レツチワ λ1.未Tご

人IJit \J阪を考慮 する ~n:合必要と す

る限にをま主主して居らなL、。が然し、

逃雫"人口の放に必要なる波張的堅カ

が加はって*1二易ー合lこ{土、果 して比
の1Mカに抵抗し得るでdらも うカ・?'7 

イぜ y ショウの接合I.i.}、口100.000

を怨定して計是正されれのでめるa

が然し比の大さが岡図書F市の政治的

る傾向がめつ1:0.t!IJち Becontreeに 及社合的沌怨を賀現するのに果して

於り る LondonCounty Councilの経

管地は大さが足首大過ぎる放を以つで

分自liされれ'，Lt例で最 L目立ってj汗る

もの、一つであ り又 リヴ アソ・ール

の NorrisGreen経t基地 もの:他のま1:

i盛.~官で める否やは頗る疑問でみ る 。

保健計霊に釘する貢献:~ ~ 

問図書f.Tb'の主主怨[土砂くと L*凶に

於げ るす十五fに到し二つの偉大な る貢

2) ~事者設 [ncolrle group5・・・1:'俸給'1:=.活苦I!IIち動努階級の意味のも主であるが確貨なる意味がぶ1!Jlである。

3) Contribution to Physical Planning 
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〈第3 í~]) The Shredded Wheat 令枇の工場を背;止とせるハソ ーF'門 CHowardsgate)-ウエJレウイン

献をな し1:0I!Jlちその第一11、引iiE

の成功{t>全〈純*'に期待する J~の基

礎と して自治慢が土地を Ji) i'{l する ~J~

の重要性を認識させすこ と同時に引;!!

の失敗がrti~î地獲得不能の放でめ る

と云ふことからJ1hの教訓11が相官有fiig:.

されれ~]í:でめる。而してその第二は

岡園都市と云ふしのは、都市が近隣

単位を合併して同国吉1\の市街化を~

l暗に拍車ぞ矧げて僚がって行くのを

抑制すベ<'，1I' ~!Eされすこ民.i\Jt地41F設佐

の思想、でみる。

J1bの}l主主JH也併的思想は、:Jk凶に於

てU:、岡図書1て市的姥想を控えて全図
的に績がって行つ7こ。 所前ヴエル ト

として公園及良品Jt地から成~r. してゐ

る力、、る}虫1/f~( 立 、 }J!，]; くともロンドン

パーミンガム、 及 リヴアプーノレの

問問昔日には用意されて居る口が然し

それは、充分に決定的でめること、

激烈なる反主主に抗し得るカを!必要と

するが放lこ、何慮にでも 自由に質現

しH~J:ると云ふ しのでなく 、 言生定する

には常に相常の困難の伴ふしのでゐ

るのを究悟する必要がゐる。 レツチ

ワスに設定しれ農耕地併は比絞的強

力なものでめつに故心商Bt1~j. ~、が、

若 しか、る地平静の幅が狭いm合に11
近隣都市のリホ・ン的をま主主のJ~に合併

され る危険に l燥され る ;I":~}でめる。

此の放に ワイ ぜンショウに設定 さ

れれ12耕地併は充分な る l隔を~ 1i して

居 らない放に、マンチエ λ タ-fl¥l](1 

将来 7;/エスダ ーに合併されて仕舞

ふであ Cうと想像されて居る。或11

'"Cottages 

うえウエルウイ y の傾向はどうかと云

へ:王、民主JI1也併がl延々建築AI地とし

て利fllさ;ILるので、向治惚のメ ムパ

ー から l刷斤ち告力、後せら れて)I~:' る始

末でめる。行政似合を以て11;1'，Ef-七 さ

れつ、ゐる都市川辺によって組合

CCo rporation ) を i制限する:f~のí:J民;ζ

~i'i-;在が従業されてめつれのでめ る 。

此の~J~から rf!- -;!:の械 I浪カ:fII;!人令耐と

してのウエルウイ ンにr.1-t.W さ れて tf~

つれのである。久 リヴア ./ーんと

Spel刊と の聞に {:f.:(Eし1:FI Eb空地は

:笠;告として大L、に利トIlされて!万る も

のである。

数多くの住宅地経;苫の経験から、

};!l 1M也併殺i定の失tt土による結果合検

討してみるに、リ':'"アプールのNorris

Green はその日liRJヵ:持<，i!iの僚出にf位

なって}~ る のにし父 Beco u t ree L大

惚同絞の傾向を辿って1，';'るのでめ

，る。 ifril，J1bの傾向 lこめ る 'ft例で ~l-i L 

I}1J))，、のある LのI:J:G，tesheadの交[1外
にめる T白 myValle T rading Eslatc 

によって注楽されれしのの内に凡In
すのである。 J!iJち !U:J:只WI.{こ段Mjs'.

41ゆ :官邸、と云」、':hばか りでなく 、そ

の[1;11亙1mの土地が上地投i没者によっ
て|銅授の見込が樹てられ敏速に収得

されれものであっ1:crfii Lその結果

[土工業m;J ~i の:1V~Úì;1が1il土れ、flU合:?r1

伎の形式を引!(r')さ9る住宅事業主結J、

f.J'いておl立な往築I主f.fif!J:派別 され、

従に半間図書~， '"的;;t在日を:;JW'， して 1，'~.

るのでめる。

~ll 図司勺11 11今 1 1 1 こ到るし求t:'完全?

に建築'ぶのはっきりし土砂!心が之に

I('Jって日;らない絞でめる。一般的な

11，宅問題の分野に於では、"は円火ア

ご ート メ y の如l~k:ill:築提唱者 と m

図臥11:宅.;.;- $(持者と の|品!に於げる，沿
っ子[士、主主~設 dl に件 kな る好機舎を

.Jj1，供する放を以て建築家の主主 UI'怠

( 第4~D i. l~湿なる労務者11:宅の1.j割弱~ ウエルウイン阿園者~I"
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合意さ、乙に共同住宅s¥IJに賛成する

I:~~ ~1~ ア パ ート街の人々が参加して主主

有 事~!r!~の度合を冷して借る が、 :x_­

Jj に於て~、 I:t!園都市のæJt築技術力 :

Thomas Sharp氏 によってMr.!lなる
攻市営被ってmつ1:0彼の反狩説の
iji;なる鮎lま市街地以からr!1府大の都

diCMediumsized City)は分自f[し{千トな

L、、 と云 ムより寧ろ側々のfli園風fl:

宅0fiーむj毒に建築に附する“Urban"

の秩序と利宮とを~1既日乱するのは怪し

からんと云ムのでゐつ 1:0 Sharp 

11田園都市の建築に附して39:るf'日立

B100msburyの](11~ 7アサードを府p

l氏し1"::，;;， L のと;t!H~< してJ;î:'つ 1: の l 土

日月;ンのほでみるo t:然し、似のか、

る 批ザ1J 力 ~ f日1へ1>X る F，l. 皮 :;)1 ・ 't~;: こ 11存二H主

i)~:・-:~ l)のでめっ1:にしてい共闘に

iたける IJI問者:r.diのfi:宅建築の段式1):

皮肉ーる閃吸j(Jt.:，*凶極J、がその建築1主

術の¥-.1こ卵l然と夕、現;されて早;つにの

11'巨1'"1:でめる。 而 L現代的な機能!i(J

rftJ:~ヘの接近なりじi1f: r;!(主工桜花築

の内 lこ jjf} \:ï; に !I:: の ù~j)止金求めUIまな

らなかっt:のでめる。

ふ.，二、 ::/，ゲイツタ七ンターグコJ{t.e~: 

に闘しす~:{1主百蹄 1:の守告別なるnu~tf! f!~ 
æ:~包せしめて肘る つ ウエルウイン>>.

レツチワ λ のゆ.~:{トに[土通常なる単位

をも'If来する f?)¥.き過ぎない仏ソイ

ゼン Y ヨウのら，~:(i'l土比のii1i::: ¥::併lす

る疑問カ:火力主11~伐に説明されてl丹

る_ J:!1l ち f!{~í巨 μ ヴイツヅ七 y タ ー の

'自:J)げ1::土古川j"，m，&'m;分がうJ出仕する傾
向台克服する Lのでめる1:0 1ごが然

lノワイゼ Y:/ヨウの場合11分総ヘの

fι月段門カ:tキに大きいのであるoM放

なれば之に封燃すべき政策的法令を

M手持仁なし、と云.>、事力:、資際的に
ん二ゆる見J也からみてl'li切なるハン

ダ干十ツ 7・でめるか〉でめる a

明〈の ~II き l柑員iÊ ::5 ，tI~不充分さに L

j'Iij " ，守 、 I ll lÆIr.~ di 11 尖;倒的 ~:I'AE 

C 8ritish Pl a uu i n ~) の故し系11占しい

{卒後ρーっとして(f(1二して肘るので

のるつ引iiEに榊Iする組、首霊的な¥-1，;命SL

に暗唱し彼等!:I.I".J:してffi阪がjな)ifi'J

VI 1 1 6 

に一つの也系を将iJ伝して1;1:る。rfliし

その惚系1.:1.最初全惚(I(J';凡、透の 1-，で

11否泡設であっ1:のである。何故な

れば、 念館(I'~~': '~~ 凶的，il' :r!::として

はこ|ーとして地域問題に刷係し且つ投

機的主践を持つ土地の夜、 (î音色~;lìil喫

する匁には、 凡て不利主主なる企抗

CScheme) でめる ~l~公示され 7ーから

でめる。か、る凡常に於て、JIJiくの如l

き共闘の大事業を以って凶民自~.，特 '1:

せしめ る と云ムヰ~1土相?吉岡目!Ê な L の

である。放に英凶のれ3E家[士、彼等

向身が比の事業に忍耐恨<oftひ込ん

で行つにJ]l: 0筒 \'111 こ~Jlべて知 る ので

あるコ間関者f:11iーは建築;n-;lEの|二に J~

の忠礎が也かれてR:'るが、作成され

1 :lf{争制(J法規のトーには~~!楚 !J : j主力、れ

て ij.l 、、であるか~llb乃ー二つの Lの

の活E告に[士院怜なる巧・r;(./J:if)る。

~するに、 1Jlr.iJ丹f> di と云ふしの11

人間'1:祈の全穏に ~Hf系する しのでめ

ると云ふ見地に 伝つ唯一の(1・宅事、!(:;

要綱 CHousin耳 Pro胃ram) を・JM(共

しt:のでゐる、同uyに供k，なる*閥

会慌のilXc を， p丸巳する 'I~になつれの

で、 fl'宅経将にI<lll する~:~~.ちにして本

'f((i(J な frz: íi'U i1:'，主 l 二 日I1する ii止~\lt足首11 や

或(.1~ι近J涛 \'I~，位 fJI の品Il(;'等hl!Iil心L

ないのに、全iill.!II，JにfLつ会問的にf!:

土乞終;替地 1)~i底力: ~ f¥つ、;，jf:花、して1i 

つ f二のである。でめるら、)~凶ü政

財5 のfI:主主政能力 :~:dî~:I':作に J，l: :r しに

訂後なる効果に :1..1:て幾 う~<の百可?

を~ 'J.'(_ しでも内i土品 'f~T i( 吋↑平に JE、

ムコが然しな;'! 、には U~!f';結巣立・ 杭f

しにしのしゐつにの[士、|下町でめるコ

園業と田園都市

lJir.iJ者¥¥dí1:1.国家行政収1 由、じの災~)J

色、!"rて事受けるZliなしに建設しにしの

でめるコカ;然しワイぜン νヨウの場

イ、l土マンナエス'"-dí カ : 、 1~'~，(1f正x

P，i[\( Na tional 胃overnm en l ) の m~分に MH

し官(~符(J(Jr.:作磁j-_の必要かむ軍略的
干iJ1ょに立'!.Wiしにのでめるつ故近にまIJ

h 現質的に空溌を受げる可能川口

凶'ぷの[ドirtf支ifrJ0鎚ilfするのUL'J

ちに孟IJ1) ，ロ y ドンの立11き巨大都市

に隙lして{士、主主論的計JZの鉄除を?指

摘する;，l:ではないが、JJJI々 府く 此の

' I ~力:洪'，~~ る 討論の鈎*となって w;ー

る。 ffii1， 1937イ!の秋に聞かれ1:凶立

産業人IJJtl!Jql分布委員合CTheRoyal 

Commission no the Geographical 

Distribulion of the Industriol Popula 

tion.)に於てはfJI[頁郡rliJ'Il:慢を凶l治

的SL地かちmU~1 する ?な凡が、 公衆賂

;~fii'J市の而雨Iです， l 、 に激励されTこの

でめっ j.~委員合のか、る報告がめ

るや否や、戦争に脅やか::5~l つ、行

ふ初rc及isljff[(j，うたの l'なる不安ヵ:、
1/崎長会に L'r!PJL し 1: JH によって~r音防j し

1:のでoる。
日11司郡市の設建と云ふしのば絡め

てゆるやかなしのであるが、Kの反

測にロンドン[土色、速にJiMiffiしてi'iYi次

にその-;-'/λ を1111しilliめて防l図郊の

臼 rll~t虫色'佼蝕しっ、賊カ :ってR~- る

のである。JJrr<の如lきをま透過科を t湖

代することが、何工業地で宅fL'{J'.}'t怒

しっ、あ る地IM~への再杉山 C Rehab ;

1 ;on) 介:闘に掛して設置さ iL1冷J'>)'J

J世円.-雲氏令 (SpecialAreas CO~lmiss 

iOI1 )の1士・I~のーっとなっ?のでめ

る。然し乍勺比の烈に1611寸る凶荒[土

似る緩慢にしで[lつJ)L込の欣 :~f宗にめ

り Rつ krílt~'1J :授の rJL今でし此乃~!，;!ì1t.

を'改めないでロ;y1" ;y及'1'，~I\j-世 }J の

六百r'diに1.:1.人11流入のJ4め溢れて肘

る状停を?誠l:'Jし仰るのでめる。

.*1到に於げる，努働哲へのI!'E:政策

11長い間おか11:宅自?建築供給すと云

」、理想の Lにその某礎が佳かれて}i';.

つ1:。ヵ:然し宅H.(Iーでは或るf:1，・皮大ア

、ート乃五三::;紋な共同fI:宅そ建築す

る ')jrí' l に i}:なが lí' J l 、 て ~~1: のを:-;.R し

てt.1{1 :011:然し比の傾向(士 、 山図書~di 

T抗日兵せ(，とする人々によってjlfi吉!l

に反狩::5Jlてヰミ7‘のでめる。で之等

の人々はl耳目家行政燃の助成金交降l政

策l土 、 問園者r， difj'，位 ~fι築 し fl.1 る初

)>11によりお次な公後'1もた功 11記金によ

って'"車~~; jl，同 11:宅~~を進捗す る

のに役立つでめ"うことを市川lして



居り 、妊に叉之ILにj)日J、るに共同住

宅産築に要する線、公共的経投は、rll

国都市建築に含まれる綬1'1.より克に

大きい ものでめる事を漣ベて照る。

げれど L共同住宅の建築が、膨JJUし

っ、める戎る待定の大都市に当時し4勿

質的不都合企軽減する:J~にはならな

いでめらう主云ふことは殆んど問題

にならないが、然し地{貨の高際から

焔切なる困革(~をすg?>!~ する 王li や!!9; 1 ま l :ì

久小都市の女11き術足的環境lま他ちnl

ないと云」、こと IH日常問題にされて

よし、。

戦争力;更に多くの論争01寸り1)11へ

て屑る。が然しその結論が、果して

間関都市の:f.l惣に於て指摘されて居

る秘に 、 悶民会ゐ 主り J民事I~ぜしめづ

i'l.つ地方生活のI主i又lに寄輿しれiるか

否点、l立、 まだ多〈の|問題が桟って居

るのでめるo{iiJ 11の1I;j'代;で L同4まで

めるが、腕争以l授の城間に、 IlllfiiJな

る述よ盗事業で Lその雄投活動1:i(.9:，卜

合命せ'心れるのでめる。ヵ:然しそれ

が果して都市計郊のi色んたi尚念とし

て許{賀されて鼓吹さるべきしの。でめ

るIか否IJ'I:i、総て時1;;説明するので

めらう。

見に角イ也のデモク ヲナツク;術l剥同

様に、*闘に於てし者1'"↑j.ff司:':.J..tfFl1司

都市協曾の名器~ -;!J-rrC '{i ( 1 Ionorary 

Sccrctary) F.]. Osborn カ~ Amcri-

cau City編総昔1¥にiさつに最近の諮問

に 1;1台、 の;<11<拘摘して照るο日IJ1う

ワ";!::i支術のメ jJニグムと云ふもの
は、個々に自由と大企闘とが留保さ

れ1: ものに狗 し 、 そ ~ L I当身で j~足 。問し

i耳ー るキit に~J\みる L のでゐ HVJ問

題 1 .:t:iE しい lí法 と面h合的*~~ittllの内に

見/1 1. される il141i!\の 一般i'~lgJ If!'iの 宇 部

分でめる。でめるからソピエート や

猫Lの主11<完全なる策'1'*義的な統

制l;1rl'心問題の向詰主主なる。故に業

|‘11一つのi目立悦Q~j する事は炉、要で

める。ヵ:主主しめ ，'，ゆる人11¥1の多傾多

様1''{:な要求11散請iに保IIjしろと云 I、

のではない%と去って JAるの(主役

重なる;怠吹を持つ。

筆者註一一193司ー3;の間 此の論文に含まれて昂る材料の見集に協力引昔孟江かつにがt合W:lIC!'i'i合 (The Social Scicn:e Rcsearch Councilに般
語lの意壬・表する主主協である。

グうめ ぐ さ' 佐埋め る隠rr片 日
w… 住 宅 問 題 に 寄せてー…

't~寸J1威光への勢働カ，，'!ìH呆と云ふ

ことを絞って、事手務者の住宅11:]駆と

云ふことカヘ ジヤナリズム iこ:栄って

一般識者の輿論を刺 i~~ し 、 同時に耐:

曾的問心をおめっ、めるのは我#に

取って、甚だ心強L、;鰐でめる。が然

し念激なる勢ひを以って股i仮Ok染地

帯に吸収されて行つ1:、無駄の良村

人口一一殊に背少年工ーーの都合的

不文化は現 rの住宅問題に闘し多く
の示唆そ我キに投げ奥へて居る。

RIJち素材、なる良村苦手働者の郁.-/J'集

中が、本塁H'契機として新しし、都市

問題を綾上せしめにのでめる o1I'J放

ならば都市に!汲牧されれ多倣のぬ村

人口の大部分は都市の股阪産業j也併

及其の同法に~g結 し~.~の地帯附近に

痛切なる住宅問題o惹起せしめて居
るかじである。斯〈 の虫11 き 1![ ~Æb;招

来せしめれ人口分;(Iiの極端なるiM在

位は、官・に保健術生 l二の問題のみな

らす千塁線、保安及|均空一卜の問j也:01，
恕起せしめ金々-Jtの附決01I1品iはら
しめてJT.-る。なかで1， Lþ，~カ扱充へ

の産業労働ポ土しての、背少年了.の

不良化の問題11.、誌の問題以 1-に't(

的に云って、苦手働力干呼生産に1必要な

る住宅員(~に走塁因し て居る司H' -í.lè々は

探〈認識するのでめるが、!司1I，j'にIJ

産力依充にj民向げらるべき多くの労

働力の都市集中をも不可能な Cしめ

て主寄り、既に集中されれ産業勢{制軍

公狭陥にして非術'Uよる家康乃至hii

間のなかにf申込め られ不健全なる雑

居 ，~活を強制せしめられて知る事を

忘れてはならない。

努務者に針する「住」の質的要求

が努，働力の再生iWの的I[保に1;1:，衣&.

食の問題以上に抗'_gcでI.:J:決定的意

義を'持って陪 る司i0、常時/;;深〈

反省せねばな Cな九、。而1，lJL 1:の

住宅難l士、青少年工fg;J身者に扮して

):; 1)わり雑舟生活を?71'石H~~的なる L

のとして居る。比の結果l:i彼等より

at homeな感l附を培:注し 11つー 11

のイ労働による疲奇宇佐If休養せしめる

も毎月fとしての居室o奪ひ去ることに
なり必然的に (t~忌避の感情o助長

せしめ、 主主に外 W.外泊 '&ìl監~'(の 1戊 ff

T多くすると云つ1:事滋0-t1-l来せし

めて1;片るのでめる。

最近1首都のl張り i窃.における .;".J電機

俗の結果11、J喜怒終l援の'ef卜の'm~ 
11、車産工がその9370i'占めて知ると

報告されて居る o (-)(1明15.う， 13iii:t 

枕〕此の比率fごりを以って会惚!I'~ r.:

tf日命を l、すのはilldご危険なのである

が、之は工務以主主とその環境の背少

~I'工に及ぽす影響に、 何i め て特H妥な

る日(，Jf系を持って.r~.るの':ì事官Eでめる

だが然しそのJ~i;íl1 J，兵l克とはー健何に

かと云ムlこ、それはとりもなlよさす'

労働力再生産にI.:J:紹判的な要件1:る

住宅なのでめる。

J折〈の刻1き事官li.:J:、i改jLtに於げる

i1t少年工の飲釘J守1の}1りdコ妓苦手に起

因する工場災者の誘授と云i、結果に

よって刻l買に物評られて}古る。点、、

る場合、今日土で只郎に彼等を道義

的に責めるのみで而も その}H.I'fとし

て彼等に文化的見::~特彼自110輿へる I)I:

によってml越の解決が付くほに体へ
られてた;る。之11意味なき主i淡t云
ふに非されども、その4村氏に質的な

住宅HlJl包カ:未恨の土、に筏 されて厄:

ると云ふ被4，11811[1);等間に1111-('1" '~れ

て}計る t去 L燃が多分にめる。
Ci~)十生 )
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0 両iJの世界大械に日本の製合、工

業界が凶革佐しれやうな状態が、今の

|注界大戦によっても招旅されつつめ

ι 。丸善への洋替の輸ふもつ大なるil，IJ
l浪を受げてゐる。丸善の旬刊の到着

洋替の紹介誌 AnnouncementIこも、

洋昏ばかりでなしに、和望書の新刊を

も入れるやうになっ1:。夫、大阪の

丸善支}苫で!1、和'i!}阪賢官s!ま従来l

階のみであっ1:が、最近、 l階2階

が利容の版賀になり、第 2階の利出

!1W (， 工業の 岡容の部になっ?こ。

O 工業闘替は日支事豊富以来なかな

かの賀行で、殊に機械、際化、カ商

の替絡は賞、量共に可成りのも のが

どんどん出版される。丸善の工業溜

の書棚をみてその占有面積の康〈

R同種の轡絡が多歎ならべられてゐ

るのに鴛〈ばヵ.1)t:'。

0 土木建築の部はど こにあるか と

さがしれがi斬〈室の片隅に、JiJi'llllr片

隅の幸悩lらし〈 土木建築の替絡が

ならべられてゐる。土木建築の訟を

可)ti.りじみとめてゐる丸善啓庖でこ

の有機であるから、イ也の嘗J苫の有機

お・して知るべしである。

0 しかしこのきびしい建築関係刊

行園訟にも筆者の最近主主戒し1:攻の

岱絡は、その内容に於て、幾多の有

告をなる資料に宮むものであるか ら、

紹介の一文を]/[しす二次第でめる。

近世住宅 前問松宮司博士3昔、菊9'lJ

374頁 3.5閲吉岡工務所:1¥1¥Jj(;tR、

nIol<l'百¥5~1三 l 月

若者白iJ岡松音i-l1W.とは住宅建築且Lの

権威で、建築雑誌.1二、内洋住宅史、

日本住宅史、に日目する幾多 (j徐なる

VI 1 1 8 

胡1 仁l &f I二I

:命女を')~決されてゐ 乙れる~; ::J: 、 合

員諸氏のつ ト、御承知のJ!l'でぜう o

p去に感位論文でめる「泌敗退りの考

究J!1、tl宅の?合当H'誌すも のは必

子参11育論文として4則及されるしので

める。

本事!f.f，tr ili1H:住宅」は博士のj~p ~室

次 になっ1:論文の集録ではな い卒

見にill.11I:住宅について議滅 され1:l.， 

のをもとにして御賢次になっ1:Lの

である。その内容は

第l主主 ili-i止以前の住宅の悦J兄

第21主 臥米の近|止に於りる 11宅

の聖堂化

第 3:y:都市幹J築地の住宅

第 4学問国市、18J村及市郊'主宅

綬告差

損~ 5 i;t 住宅の外}杉

第6:t存臥米の最近の新仮

第71手 日本近l止住宅の起源及現

状に関する進路

第8J与 現副Iの臼ヌド住宅

となってゐる。第 lヰに於て"iL¥院

ili.l)以前迄の住宅此の淑似合総俗物

を星雲考にして述べ乙れ、外凶では、

伊、例、獄、英、米の¥8世紀泡の住

宅後惑を、各図に共通の駄をみとめ

つつ、 各園の待績の+日を悶l仮 ~1~2~

にして述べられ?このであるo._m21;t
は181世紀、¥9'，帥巴の臥米各図の住宅

の設建fe::主主しτ間取りの)j面から

論ぜられれ しので、第3.lit11第2i;'tに

於てj紋扱lまれ1:のが主として19;j立住

宅でみつにに針し、者F市神i集地の住

宅について述べられれ Lので、rnの
:送球のアパート メレ トハウエの授£

をのべられてゐる。第 4立はこれ土

1: ili 1止の産物であるf.1I1遡1:1τ宅Rc.CYil

宅経営について述べられ1:1.のであ

る。第51再{土{七宅の外形についての

~C~で 、 県; lttfe O.);~ 宮; に fiji 人さ れて 1 8

'il: ~巴より 201昨巴に 入る迄力説L米の住

宅の外形の鎚化について主主べSuて

ゐる cw; 6学は畝米の宣言jc:1仮につい
ての fiiJ3lItで 、{存続的泌総r..~皇、 相ij ii'!

源flli， 1久源、表現源の弟íl~\l拘置E等の住

宅建築営、平荷言|劉、空間総!氏、芹1

晃界的能寺1;C住宅計剖、標準化、家具

終 市等につき 、最 L詳細に紹介され

れ Lのでゐる の第7>itl士1I本近111:1"1:

宅の起源及現代に町村する泌総への沿

革的記症で、替l淀巡 り完呪以後現代

までの記述である。第8~l'1現前の

日本住宅lこ主主寸る記述で、本吟の結

論とも 解すべきネで、 都m;: ~宣1] の，包

務より 、分散式濁立家屋の授泌'-共

に都市に於て!:t銭筋コy ク リート It

宅の最 L日本の闘に;直し、R安償容

易に造り得るもの、標準型の提唱に

及ばれにもので、最も¥.lli歩的なiip考

でめる。

円本ilt築家に謀ぜられれ最し大な

る問題でめる、座式、精子式に謝し

ては、 長き歴史的í~P研究の結果の詳

細なる記述がめる。

EEするに本替は住宅の柊の中、最

も内容~宮な 寄与で吾人建築に附係す

るも の、是非一皮は讃むべきの容で

める。

住宅の考究 部I 問 f~~航跡士舘:菊

9'lJ 173頁 2悶吉岡工務所H!tl¥"反im、
I昭初 14~1，2 月 、

本格[士昨年 H~版されれ L ので 、「近

|引を宅Jより L前に出されれことに

なってゐるが、 近 111 1t宅の第 l 版~.:l: 

大JF.12A-7 JJ に:I~It反されて、多く Ilt

にひろま ら山間に、大震災にで燥り

てしまはれれので、本年夏に大なる

改訂をなされて~I'，)摂されれので 、 本

「住宅の考究J11 r近|リ.住宅」識後
に誠まれる jjがよりよくま屯附しやす

いのでみる 。，

r 住宅の~.先.1 1よ本誌、 組E築綿花、

cm頁へ緩 く〉



会

本協曾員 中軍勢公用者氏名

'!iii枕設ぷ後に於:tる本協令LH"'P:f労公JIJ.x.下d己のj必りでありま す。(受付111m

千;; L 1 

地 方併 Li 
者j凶11JJ)Ji_j

抗 野 手千 一良1)

1 ;1・ H~ r，r;. 

Ai't 子 秀 辿

ーーーーーーーーーーーーーーーーー，ーーーーーーーー・・・ーー・ーーーー・ーーーーーーーーー・ーーーーーーー------ー，ーーーーーーーーーーーーーーーーーー---ーー・ーーーー ーーーーーーーーーー一ー

イJT

故倉崎寛一郎氏

昭和151，1三4J'lll F1 合員企崎究-lïl~

J"¥:病を以て逝去せら る。向に犬怖に

l比へやる、にに'ト1mと略照合挑げJ巨人

でゆ怠を大すο

1.氏11明治30{1三9Jj2911松江di1ヒ

矧111r稲作命lこ'Lる

l・大ilそうイド 3Jj .C'fN限、工怯江'1'1)'，

校卒業

1.同9!Iュ3) 1 点以お等T.ネ~fÿ!校建

築科卒業

1.同年五 川11.4:鬼気株式合jrtに人

百止

1.問13!1ニ12)11場校工務所に入所

l・同14"1'12JI株式合社大林組に人

m: 
1.昭和3/'10，2)12011 11本往築協什

合只に入手干

1.同4イド10)1 大休組工作 }~ i' ， :ti とな

る

1.同 61，ド10川内外木材工裂株式令

祉へ11'，向~! !;~ 1111張所f，Jn多

!. 17iJl 01，1. 8 月 間 品t ~i !;~/ \'l ij長 jiJi. ~t j;~ 

ー仁Jt寺，、'1Ydii1

1.同14イ|二4JI工作J(目長全命せ'じれ

kl坂本社工場に付任今111二五 る

1.同151，ド4).j1l11心臓府にて逝必

~~{1;:4~ j気

ぷ汁

故大 浦 悦郎氏

1171利 l う1， 1ミ~ )1261 1 合l1 killì悦H\~氏

み，，0以て逝去せら るo i'f，J に:if'I~~ に i比

へす'蕊に小照t;1ll存l候ft'WM'"VLで'Il

窓をえす。

1.何，(土明治351，1'.1 JI 2611 It海道小

干持lこ守二る

l・11?1相131，1・3)1平mrn人般住築明

科卒業

1.1，;) 5 {ド11) 1 村山主ß'~ ・ IQ:Jf- J'Ji' に人

)'Ji 

H手

)~ i' 

ト同8jl'.村Nk主築事務所を面干し木

子建築事務)iJi'に入)iJi'

トJ;;J{I'.II )12011 11み建 築協I'fifn

に入令

1.同141，1・大阪市 |じいは淀川町34にm
築事務付lーを自信開設す

1. 同 15 /' 10• 4 ) 12 6 11 逝去 ~~1 1ュ 39歳

陳列場ニ白曾春季懇親舎

4 )12111-2211 

害者間榊宮古主伊勢紳宮参拝、

内匁自官怨線合

/II.J市哲 二 11令、浅野物産株式令祉

大阪日l 九賂 nlf七 :.0朱]~千Htt

kIIH#.W，灯火J~ i 、 オ リ エ y

Fルメ "'1レ製巡州、tllf神米

兵袋 ;~Ii山、 IllI城化修工業株

式手向上IlHlJljペイン 1.株式台

首1:、 つ十三 1 :~1i三 1m !占、 佐久間i

工業株式合計.、目白牛11コy ヂ

Yト株式w抗、 リーダ往材
I染株式千T枇、mnr街件、
高松菊治郎1稲山、内外木材

工芸基株式千円札、 11本機i滅工

業株式合祉、松jトヂH彦jlijJ占

矢橋大E屯石商j占、 ライトラ

パ一工業合ff合言t

幹II';fill) 幹事長

常任幹ヲH

幹

池1:11

小林、

'蕊I乏

iilil 

~l:i t司、 i1'1"'1' 

夕、問、

職 員 大平fI、戸川

1. 4 )J20 H午前 811与7分大阪牒袋主将

1 1 9 VI 



1片蟻に向ひ午後'存il.r14うJ熱仔|鰐 1--
車

1.一同需品開紳宮に参拝後名餓電車に

て知多半島内海官官に向('.

1.阿'fil~ J より「パス Jに乗り換へ途中

総の池遊覧並野r141;k坊 (源義靭の

墓〉に参拝の|て午後五ー時宿舎内海

館着

1.午後 611寺一同宴合場に着席池田幹

事長の挨拶めりて小林常任幹事よ

り言者報告のj開宴

1.午後9時癒合1"11に開宴各自制常の

古¥i屋に引き揚げ就1遣す

J. 21日午前 9時内海官官をパスにて/11.

置を途中燦ケ i~ì を?見物のヒ一路1 1司辛口

に向ひ問所より電車にて名古屋に

圭IJ者側念;定車に乗り換への 1:111fa 

窮着

l・大!l¥九食堂にて主食合なし比慮にて

解散の t各自外宮 ・内宮に参拝随

意蹄|奴す

1.201-1 (I貨に天気11青即lにして行禦H

和211:1l，早朝は風雨強かりしし午

前101時頃より恢復終日好天気なり

き

陳列場幹寧曾小委員曾(第2同〉

時 4 Jj 261:1午後6時-8仕事30分

所 陳列場別室

H~席者小休、 i段、 松久保各委員

協議事項

1.外地建材界の事情‘を総〈令に除J

するイ'~:

2.主主築材料集成に附する件

材料委員曾 (第6回〉

時 5 ))21-1午後6時50分-9時20

分

戸~r 陳列島耳目1)室

1111席者委員長松久保

幹事楠瀬

協議事項

委員 1号制、総'点、泉州

後川、退問

1・木材規絡協令官室の煩)]1){f基礎と

して品等全審議すること

2.品等の基準のI叙)jにつき打合ぜ

VI 120 

常務舎 (第9同) j 辞任の府11~ めり Jトーも、会 f浮きる1，の

Ik'f 5)j 6 I-l午後 5H130 ~J-611♀ ! と認め就ては之が補級選滋制rC、
30分 1:，、と厄lひますが先づ定款第19{1隊

所 陳列復)]1)室 I 1旦脊に よる術選の可否[e.i'作りにる
1111席者理事 坂吊1)令長 | に玉従評議員より必要と認め締選

Et事鈴木腎' tl~ I 念行ふことの槌集めり(具議なし
常務 Jじ垣おじ、玉置N口 | 異議なしの撃めり〉

三浦主;口、厳 rl'ーに，tl I 依て議長は右挺主主に賛成と認め補
岩尾主計、久保問主 | 鉄選主主を行ム旨{f覚す

;;'1・、亀井編総 I 1次で選者証方法(1前例により詮衡委
議 II~ I 員制に依りて(:t.!lllr"jと'"年り全員資
1. 5 ))伊Ij合に附する件 I )，x，めり?二るを?以て議長(土委員に1.r.
2.材料委員合より経費要求の1*' I ，;t.: 5 民全指名 し J I~承諾 (e í ~~ 1:. り

3. i'Jk築と社合組jJ改正の件 | 石井春従氏 IlJ眉熊之介~

4.全閣都市美協議合提11'.論文正JJ何1II 楠井 敏光氏 三浦 花氏

の件 | 厳r¥-，一文氏

5.満員長支関空苦展覧合後仮に附する I 1・議長只今の 5氏は直へにかl室に於
件 | て詮衡されにしと述べJt間休憩す

6.給仕鋭戦並探用に附する1'¥:

7.合員詮待T報告

報告

‘.合勢幹事合一主催見易色合絡了報告

2.陳列携:二H合春季懇親令終了報

ょι
口

3.入管及除隊報告

評議員曾

1. 昭和1 5 ~f. 5 j) 9 日 大阪市北~.:;r¥'之

品3T闘3番地靭 11ピルヂングに於

て評議員合~関合す

1.11'，席者左記の通り評議員13名、存在

司王 1 ;名

石井春雄、石川純一郎、今林彦一太

郎、勉弁幸次郎、 ~U買熊之介、玉

低'l.'.'I.:次郎、塚本猛次、rl1同六日¥l、

野中駒市、攻附基攻、府井敏充、

三浦f芝、並走中ー夏 以|二評議員

弁ヒ市民J歳 以七段事

午後6時15分開令刷合長理事今林

彦太郎氏議長となり只今H¥席者13

名なる L本 11(主再度の招集に(，j定

款第24僚により定倣に依らす'}Ix.i[.
の旨{f告げて直ちに議II~に入る

誠実第517};l常務l 名納欽選患に ~Il

するf斗

議長より常務(二七.iLl)伊波正文民よ

り今般*);~In内に勤務の1: め常務

る旨営責す

1.午後6時計分再合只今詮衡委員よ

り詮衡の結果を受"11:る故報告す

とて左の通り俊夫す

常務(主記〉 ヰ'ii百六日¥l氏

方の通り首選せる旨~告ぐ〈ー同

拍手)

1・夫れより議長(1本合議事録ーの代表

署名者・に左の 2 民営指名 し ! 1~ 7芥諾

{fjヰ1:り

石川純一郎民 釘"¥'駒市民

1.議長之を?以て本11の議案終了し1:

るに付評議員千f {f l剥干すする旨{f~

し散合す時に午後 611れ0分

記念事業委員舎 (第う同)

l侍 5jl 6 11午後 611与-8H，j'

)~r 陳列場);1)室

/1'1席者委員長松本

協議事項

幹事北垣、鈴木

ii可弁、坂

委員 i也同('1:01也阿(宮〉

満足、亀井、

久保問、玉 [白¥

松久保、三 浦、

厳，¥，

).iil1念事業中、耳鼻校肢にアパー ト



に附する検討の件

都市計重委員曾 (第6回〉

時 う)!7B午後6時一7時30分

対t 陳列~lJIJ 室

tH席者委員長井上

幹事翁井、錦問

委員川勝、貿 崎

寺|問、中村

科問、森口

協議事項

1.都市問題合議議題に闘し各小委

員令より研究経過の報告のイ牛

1.都市美協議舎/1~席者の人選に除I

するイ牛

陳列場=日曾続演曾

(i前洲 ~[:;支産材界の事情ーを聴く合〉

時 う丹 7A午後61時50分-9時

20分

断 i具集部室

:lJj席者昭和コンヂツ ト株式合祉(1 

名〉、詩画戸焼瓦製法阪貿組令

( 1名〉、東洋陶器株式合id:

(2名〉、東洋理化豊島工業所

(4名〉、卒松釣戸車ー製造所

( 1宰;)、ペトナー化祭研究

所(1名〕、清光社(1名〉、合

員安剖則11t、池l'Ii幹事長、

小林、 i縫常任幹事、 ~[:;垣、

野中幹事

l・午後 6時50分池同幹事長|耳1合の挨

拶をなし今般~t，・支i制州方商守秘察

の t締阪めりし石川山間隔民~t.頁

{まし視察地方面の建材界Jt-他につ

き感想をl億<1: め本合~催し1: る

旨説明の七十 IÜ~雨民を紹介す

株式合祉竹中工務}苫(技師〉

石川純一郎氏

株式合祉大林組(技師〉

UI岡 昭氏

l.石川氏 líi品洲方面殊に新J;(~ 中心

61 

月r

法制委員舎 (1f.;4向〉

5)1 9日午後6時20分-81時

30分

陳列場lJlJ室

/1 ~席者委員長池間

幹事玉置皇、仲間

委員高木、竹下l'

平野、本間

宮 l品、森 IJ

績見、中野

中村、

協議:Jj:~頁

ト 建築附係法規抄~II'，版に附する

経過

1.次回よりの研究l包囲に附する併

住宅委員舎 (第4回〕

時 5月9H午後 6s寺30分-8時

20分

所 f具築部室

11'，席者委員長石川

協議事項

委員法尾、小林

~[:;垣、 中村

1.記念事業として住宅2600年史編

薬の件

1.住宅讃本聖堂行に除!する原縞綬'!l

の件

l.古代民家見当持に制する件

杷念事業委員曾総事舎(第6問〉

時 5 jl13日午後6時-6時30分

所 陳列場})IJ室

n~席者委員長松本

協議事項

幹事今林、北 垣

il司井、中 丙

I.!!j昼校建設に附する分科合設置の

f牛

[.アパート産設に側スル分科合設

従の件

に山岡氏は-1[:;文 }j面待に北J;(~ri' I 委員長総事長連絡打合曾〈第2回〉
心として共に建材方面住宅衛生土 I 1時 5 月 13H 'l~1ま 61博30 分-81時

地交滋等所有角度から品n擦の内容 I 30分

を詳細に座談的に各 l時間にF-i.1) I所 倶楽部室

講演あり質疑1M芥の後午後9時終 I tI ~席者今林則合長、 近!J.開法制、 都

了散合す | 市武装、松久保材料、松本

合勢、組念事業、 石井間設

骨 (代〉、波古1I災害強度各長
協議事項

1.各委員合幹事合の経過報告

1.各曾の経質に附す るイ牛

1.見祭合講演合に日目す るf牛

陳列者傷幹事曾 (第う回〕

I侍 5月14H午後6時20分-8時

30分

戸')r 陳列復・5)IJ室

fP，席者常任幹事小林、湘
幹 事 勉井、 ~[:; 民主

野中、松久保

矢 田

協議事項

1.建築材料集成に闘するf牛

1-6月中の事業計笠の件

1 • i1I品目りJ誘に附する件

材料委員舎 (第7回〉

時 5月16l:l午後6時40分-9時

ド')r j.具築部室

出席者委員長松久保

委員背樹、鍵'IX

繭部、黒海

後川

協議事項

l木材品等規格に付検討す

倶集部室幹事曾(第2回〉

時 5 )~ 17 H午後6時一8時

)i)r 倶禦苦E室

/H席者幹事長鈴木

常任幹事高坂、三浦

幹 事西湾、村井

協議事項

時

所

¥.本1具幾百I1室主催春季大舎開催に

慨するf牛

l.同趣氷の合開催に闘するf牛

災害強度委員曾(第5回〕

5月17日午後 6時20分-8時

30分

陳列場lJlJ室

1¥1.席者委員長波部

幹事浅野

委員大野、小泉

1 21 VI 



協議事項

佐々木、園古li

竹花、厳 ψ

r!' !Il:f'、JF-. !i' 

I'可 問、大 ii‘

松本

l.思，~規準 : 1'.Itl互 に至る までの経過

報告

l無筋コンク リート機造の宮E例蒐

集に附する経過報告

l.釘打恨皮の研究に糊する打合せ

見拳曾 (曾勢幹事合主催)

時 う)11811午後2時-3時30分

戸~ j' M!洋製鉱革関工場
/H席者(次第不同〉松本儀入、川人繁

一、北関熊之介、重量中一支

池間賞、坂口正雄、'(11，'口種

雄、尾必?者四郎、谷村忠一

r¥i肉真夫、利回友吉、吉岡

祭吉、高木大作、柿原月払ミ太

郎、高橋健三郎、鈴太子系市

小林情、土屋光太i{fi、'1'村

牧太郎、島問義太郎、花谷

降、鈴木辺、、佐々木俊Ji)j、

中島敏雄、星炭女、川合安

卒、佐野一義、大和1件記長

岡畑、111内古記

1./r'後21可15分全員集合同工場2階

待合所にて茶菓の援侍めり

ネ;で工場1先任者鈴木勝巳氏

より裂緩工仰につき説明を

聴取

l・夫れより工場o草子に見皐し一同科
主をするところ多かりし就小、木製

画、ハンダ付等の機械化並にプリ

キ版印刷等一同奥/*深〈感じ1:り

1.午後31時30分凡撃終了工務部Iにて

解散す

曾努幹事舎 (第6同〉

l時 5J11811午後6時一8時30分

所 陳列挙~>; IJ安

:111席者幹事長松本

全~1壬幹事大 1・\川人

1為政事項

1.6)]並に7JI凡筆先に附する1'1二

1 . 合勢1x展協議開催に ~.I する1'1'

1.令員募集に曲目する件

1. JU也の事業機長iの件

常務舎 (第10同〉

i!号 5 fJ 20 H午後 6ß寺30 ~t-8]寺

20分

所 陳列場別主

:1 1•席者姥事今林hilJ台二長坂MI時T長

常務 ~I:;垣 jて ri L.! 玉1覧 l:.nL!

t山1，丙E主t主一1一-"必;c 草絞正 『刊!ド'c寸寸主t.，日E
岩尾 k口百訂1- 硲井編総

棚橋編転紛t政問編{柑紛t討t 
日h -:j~ 

1.6 )!i列台に糊する件

?災害強度委員干すより経費要求の

f牛

3 . 合勢幹事作よ 1) 終 1~要求の件

4. (1二宅委員合より緩慢要求の件

5， nL!念事業委員合より委員委1脳)j

要求の件

6.健康保険IJlI入にゆjする件

7会図書F.rlI問題合議総合要以曾誌

に掲載}j依慣のf牛

8.m業協合より入fq-)J tl'.l!誘の件
9.千rn詮衡報告
報 ι

，~ 

JI寺

均f

l. 4 JI分合計報告

2米，j':製綴見型軽終了報告

3.)?: '1二大台経過報告

3.片岡合長rd吉報告

5. II~征、 除隊報告

書s市計霊委員舎 (第7同〉

5)121 11 午 i毛 61~r30分ー7 11-~

f具割程部室

:n席者委員長 井 七

幹事勉弁、錦 [U

委員 rl' 村、科聞

1糸口、音問

川 勝、松謀長

寺附、

~I:;垣、 篠原 |協議事項

特 司王池高、勉弁 I 1・都市美協議制足1111の研究議題の

l.全園都市問題研究議題作成に要

する主主'!:'t.のf牛

紀念事業事段分科委員曾〈第l回〕

i時 5)12111午後61侍-91時

所 陳列場別室

出席者委員長松本

主査池町、

幹事 11:'， J司、

委員飯問、久真剣l

篠原、白木

永 ;側、野中

J-l1 i¥1、111 11 

協議事項

1.工業率校佳殺に附する件

1.既設皐校見祭に附Jする1'1

紀念事業率役分科曾見皐曾(貫主2同〉

時 5 )12311午前10;時一午後l時

所 住友穣工長?皮肉l

/¥1.席者主査池間

幹事北問、川 井

委員飯凶、篠 l京

、鈴木、!b'f' '1' 

111 1 j、

職員大平fI

1.午前101時協合1具集部主集合、同10

1時30分!七友職工3主jぷ)iJj者

l.問所、総務f(日長粂(11勉氏よりた惚

の説明を聴取、π疑腹手Fの1麦、同
f¥:の案内により禿'，x，JiJj'内を限なく

見祭大いに参考に資するところあ

り

l.午後 111与茶菓立tにr!'食の姥伺ーに'f.i'i

り1:る後散手干す

紀念事業アパート分科委員

曾 (第I[同〉

時 5 )12311午後6時-8時30分

所 陳列湧別室

:¥1.席者 h 変必l.!1

幹事石井

委員荒川|、 万以

岩尾、問問

小林、!b'f'巾

欠 !日、

坂口 | 件 | 協議事項
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1.アパート建設 t二附する件

1.以殺アバート凡皐に附する件

設備委員会 (第4回〉

日寺 5刀24U午後611寺ー71時

所 {具集部室

出席者委員長新名

幹事石 井

委員伊藤、府升

協議事項

t.r坊宅建築の兵程的研究に除lする

イ牛

1.建築言者殺uWT.事州代)1-1，，:;，に隙Jす

るfキ

u七宅のI~Ìj空設術研究に附する件

都市武装促進幹事曾 (第3同〉

時 5)12411午後611寺ー7時

)i)i 1味列場日'1室

/¥1，席者幹事長池阿

常任幹事弁卜，

幹事境、 清水

瀧、 塚本

協議事項

1.工場l幼宅施設の!日f'先に附す る1*
1.'-')!_終に糊する講演想1[(の['1

1. 防火改 II~に附する研究の件

舎員

1也釘 r，号 l(-f 1" 忠能1II1 尚i'~!!，(:íH

字原岡889の3(株式

合社¥1''1'工務
j占〉

粟 9幸之輔京都市右)j;.以ドEl*田f

16の9

ヲf~H 吉逃尼崎市昭和北通 5 の

143掘悶燕方L株式合

社鴻池組〕

自反問繁二lill 尼崎市肩'HH-It;m_8の
217(大阪築業セメ y

ト株式合社〉

井凶吉兵衛 l垣L54阿波堀逼13の30

(株式合言t竹中工務

J占〉

i也 IFlオ次Iill 此花品:;1-_脳品 lの24

(建築工事設，:1ì)j~施

L仁〉

伊丹-Wi ー 岸本flflijlj一宮本町 156

〈南海銭道株式合耐:

T.1'多課後絡掛〉

大塚日哲夫涙i丞版元町lの752

(株式合最土木村組〉

大森 準大正加;1有恩 )JIl島町 う

(大l仮築業セメント

株式令祉〉

慢 1>: 清明石市人丸町274(株 制

式合計:1'1"1'工務j占点

.ht支庖〉

担当治 千代松 IH 1、泉北~I日焔寺:Hr 1、

597(南海鍛道株式合

計工務課包絡鋤〕

形 1]1.義喜 l!-f1・三島1111千里村n
1112.340(株式合社鴻
池組〉

岸問房磯西宮市府間字初回49
〈白後〉

語長坂盟主 歩 jl!i's'iH分銅町21(何
宮市役所建築家〕

久保王ー旭民生江町202(株式
曾枇竹中工務底〉

小堀川~i 尉京都市左京区内引b

園町6の87(株式合祉

清水車且京都支底〕

後藤幸男西淀川凶f専法町南 2

の16(株式合社鴻池
組〕

小II~ì也 55 西~'.:;阿波姻j単3の3~，，1

波堀病院公舎内(株

式手町Ut'l'工務j占〉

佐々木 一 夫 |凶五都品<J;:~il! 7の59

(株式合前Ul・'1'工務
1，5) 

t寝;}t-金f台ti[1 liB JsX.~" :; 佼l京滋8のう

(南海域、道株式合枇〉

~ !必春吉西淀川以降?と町南 3

の96(株式合前1才鳴池
組〕

il可jド三治兵庫版川法'1111な花村

尾涜376の5

鈴ヮK 貨同淀川L14海老江中 2

の24(株式合剣こ注11池
組〉

鈴木そ破 l!-fl'ぷItWII的寺田fl'
1.0L4のう

末朕賀城 IJlj淀川1M;1Ji1，(:iV1f 234 

総務課替縫1系〉

111 '[， "1王街J司 法以西田中田f¥の65

の1(株式合祉鴻池

組〕

EIi宮忠 義 和歌山県系伊都1: 11~日丸

村橋谷(南海餓道株

式合社〉

竹中利』在住吉V14昭和田rliB 1の
28 (大阪繊道局工務

官11建築課〉

武同J1t業京都市右京阪大奈多

桜町14の40

常盤 卯 作品fド-It河内郡守r-Ivlr 

大字守口465(株式合

枇竹中工務底〉

土佐正作 1次岡市pj(岡町片1]1古il

2.376(株式合社竹中

工務底〉

'1' pJi ii.(之助丙宮市戸田町18(凶

宮市役所〉

難波正一尼崎市東町It積 4の

113 

1有保米治郎商宮市河原町18(兵

庫版建築課〕

西岡 清天王寺院ー勝山遜2の

31(株式合最士鴻池組〉

両端一雄 *JsX.匝林寺町2の280
(同〕

西同様吉池~\~Ûミ問中町 5 の 97

(大阪窯業セメン ト

株式含最土建築(系〉

長谷川信太昔日 北~'.:;中崎町60 (株式

合批鴻池組〕

原田昇馬天王寺医大道lの170

(同〉

l京岡武雄明'1'市衛藤木504(大

l仮司i官主主主局主 ~i 音~J~

塊課管絡f系〕

ぬ11 BI 滋 I次SIdi糸岡田r3.316 
(株式合社竹中工務

j占言宣言~l!ß)

前川三 iill 岸和問市野間IHj"130 

〈南海餓道株式合iicl:)

宮山 I~I 彦 ，~~'1' di外附田I竹'1'5笑

内(松市合批竹'1'工
務j占〕

の3(ili\，~下同総務部| 本悩 't:~ 古 (同) (日〉
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森脇秀雄尼崎市潮江字シイレ 1管 友 i克浩)~~ ~転問中田r5の97 7k級九州支庄内(株

8 C 同 〉 (株式合計.鹿島組〉 式合最士清水車R九州支

森岡 徳手:郎京都市柳馬場竹屋町 m 111 練東j点以中本町638C小 』占〕

下J~ (京都工畢校〉 同組〕 飯塚源 吉応根県系人東~m川津村

1]1中古 Ii[1 .1じい百網島町21C株式 附 111与え 三 1!-)I!I賛助員より甲単純 大字 ~ij川津2 .5 70 (株

曾枇竹中工務底〉 谷口謙三京都市中京以丙ノ • .!).!. "，:;曾耐t鴻i¥腺Il.liJ陰/H

安阿倍 一 住吉凶卒野馬場町45 '1'御門田T7C永矧¥JH 5長月li)

う(失望悶紡績株式合 建築課〉 石岡義雄 ijiuil河市枇家田m 清
量土〕 問 '1'}蕊彦京都市右京阪大秦組 7k~1l.九州支出内(株

池野健裁堺市中之町東之町17 石田flのl (同〉 ヲロ舎枇清水量R九州支

(南海銭道株式台枇 谷脇清泉 jt岡山崎町18のl }お〉

工務課替繕掛〉 土屋悦次郎東L54船路田f l の36(~ i向同文夫兵庫県系城崎郡H高田I
吉村種敏 1M1、泉北部再王寺町 l、 築言青気楽自主き〉

育問(兵庫版総務部

128 C 同〉 手応定雄天王寺阪大道2の10
修繕諜〉

米国夏男天王寺区主主l仮上ノIlIT (小河建築事務所〉
大村勢一脳fi!u市馬IH御所目f67

7 C株式曾祉竹中工 '1'村 二 郎京都市東111区今熊野

務底設計部〉 識者ケ匡住宅36放 (zji
6の2C株式合祉竹中

井上主主ー此花区朝日橋主主2の8 都府主主築課〉
工務底脳間支出〉

(自宅華建築誇気楽〉 両川鶴吉吹岡市大字片1112.97
務合勇一函館市唆町8の7C株

今弁理三郎府下北河内郡枚方町 l 大林組占賀止~詩Ji)Î"
式合量土鴻池組北海道

字坂(小?可建築事務 (株式含祉大林組〉
出張所〉

月j-) 古川久吉丙l品沼紛演中之町r1 大 ;念由卒名古屋市熱関係勲四

井ヒ由卒京都市中京区高倉主主 の21C自宅華J 夜寒町83C同 名古

二係上 J~天守町 768 用語烏議郎此花区秀野町28の l 屋出張所〉

(自修〉 (株式舎量土附本工務 大木喜義 兵庫県長官fli尾軍部飾磨町

梅本語~!I!:郎旭以天王田町222 C米 底〉 惑美洞(同

回建築事'務所〉 7k谷茂雄 IHl'泉北郡忠附町忠 金築源市島根県系簸川郡園'17.村

関岡正夫京都市上京阪紫竹 1" 関東洋紡社宅(東洋 字園宮297C岡 山陰

芝本町85C京都府ー建 紡績株式合枇修繕課 出張所〕

築課〉 忠間工場:勤務〉 ;育問政義天津市第二以議安街

静岡~(告郎西宮市久喜川町45 向 井~士-flll 榊戸市兵庫版淡町 3 う放局面昌公言l内 (株

(株式合拡大林組〉 の23C株式合社t'l''1' 式合元土脳畠公言])

樫原 遜商hlf，西道頓熔.1ヒ主!i5 工務j占〉 小林清治兵庫県系自(ji)脅都府村康

の4のl熊谷方(熊谷 森川泰磁東淀川"'，i~ 闘次回T 524 知|字小偽新聞 2.540

組工業株式合社〕
のl 鴻池組作業所内(株

黒柳丑男」じ同玉江町lの2C株
重ま 清治紳戸市林間以駒栄町 式合前t泌池組〉

式合社日本化空各機械
3丁目 大林組駒祭

近 j族幸卒名古屋市中偏見i陽田f

製作所建築諌〉
同J:B張所内(株式曾

lの5C愛知県系建築課〉

久頁知丑二郎 兵庫県系川退部伊丹開f
祉大林組〉

清水長Iill ボ天市大和尚加茂町

有益ノ木2の37 副主主是正治港民入)1)日flの11(株 16盟主 ii%'ii:州大林組内

五代貞雄京都市右京隔議安寺
式合制:L砲，i:，組〉 〔株式合祉満洲大林

西 /川町12C京都府 地方倉員 組〕

建築謀〉 泳江久U~彦編jlr;jdiふ院制止品i竹 i隼j体朝一岩岡市錦凡1.986C常

~(l.弘 主主 京都，11'1'ぶEA壬ー生10' I '1'工務以内〈株式台 凶人絹株式令社管給

町16C株式含量士末佼 最士市長閑支l占〉 議〕

工務}苫〉 ffl 桜 ~1号版i;f，j dj~1仕家間f21 ;，!i li;l木久夫総i工rli雑貨同l鳥背
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(株式合社鴻池おi山 大;合土木合批作業所 自宅去)

陰出張所〉 〈大倉土木株式合社〕 越 泰之助納戸市袋町沼6の172

居費橋隠ー瓶岡市白金町51(株 械井清 N~ 中支渓口日本Hl.界丙 書長田丁ホテル〈同 〉

式合社竹中工:務底脳 小路26i也聞方(武iiJi 多聞久夫市中戸市中原題6の163

岡支J苫〉 特別市1M述自立周〕 自主悶利 |止 西区京町如上池lの

藤原新太郎天津市第二区ì，!.~安tij 仲間孝雄舞ï~ß市繍 r. ( 1111'，紡 14村井純方〈除j減イ七

う盟主悩昌公司内(株式 絞株式曾枇〉 製工業株式合祉大阪

'ijjd:幅昌公司〕 中村文男字部市菌防ー海岸埋立 管業所〉

降幡太郎戸畑市打越町2の56 地松尾橋梁株式合枇 三木一男港区九鱗南、:illl2の116

(株式合主主竹rll工務 字音s:臼5長所〈松尾橋 (三木塗塁走底〉

底〉 梁株式合社〉 森山芳治布路市荒川 l の 19(~

藤岡 登函館市末!長町98(株
渓t Ilj 敏東京市四谷区南伊賀 築材料商〉

式合社鴻池組It海道
町21(内外木材工義 IJ 1口衣一郎紳戸市灘阪永手町 l

1i15長所〉 株式合枇東京lI~5長 の37(三機工業株式

増間関一足青島脇佐伯1m大11町
所〉 合祉大阪支}苫庶務主

官事8以(株式合員士た 中川敬三大垣市笠縫町 100若 任)

林組〉 林製糸紡ー絞株式ii枇 米原義雄」じ阪曾根崎中!の26

松本清一天津市第2阪滋安r.tf 内(橋本秋閃建築事 (米原防空換気装置

5!成紙昌公司内(株式 務所〕 製造元〉

合社脳昌公言J)
縮問見E 吉凶日市市盟N![.627 

吉村 勇京阪清水谷西之町

吉岡 l在日青脳間市社家町21 11!f 
( 111九運輸株式合枇

366 (吉村商合給水

lk組九州支庄内〈株
工事部〉

給湯衛生目印筒工事綾

式合祉活7.k組九少l'ほ
}8f 111 ij除作 !尚111市悩，(b.f公ケ(;:'.A

7汁施工〉

庖〉
林中且/l t~:長所内(株式

;/f.俗淳之ZZ 舞鶴市民名井滋入幡情
~祉大林組〉 普通賛助員

It諸〈舞T(;!，II毎箪建築
御図4・.緋 I台 岩国市大字今津字孫 吉林専り住吉航回没東之町 5

部〉
右衛ノ地(静岡人組 の24 阿部t務1;5内

池内久夫洲本.11船長毎回[11'l477 
糸株式合枇麻布里工 (阿部工務j占〉

の1(洲本市役所主It築
場経裕一f系〉 尾柳欣一 j也阪赤)1問Tl.788(来

三宅 任 ド開市長I~f町大林組 畑建築事務所〉
係長〕

牛.悶 LE 淡口江淡路 159減綴
長府/I~!f長所内〈株式 東角 千代治 j也~!~'.

組内(綴組tW口文j占〕
iijd:大林組〕 語調光行方

近藤滋治姫路市紳屋町156の2
IJJf. ~金利雄稲岡市八幡本町15原 中村亮吉東淀川区十三西之町

(株式合祉大林組〉
問可幸}J(J.I!邦電力 3のう5(合資合社堅回

1普旅金次郎 1'-附市中土居 し498
株式合社悩岡支}占〉 興業所〉

(株式合拡大林組〉 特別賛助員

l1f疎開 Ji!1 点京市田谷悩寺町 l 杉 111i爾ー西宮市懐谷町158(束

. c内外木材工袋株式 京芝浦億五正株式合枇

モT耐土*京出張所〉 大阪Hj張所〉 舎 員

佐藤金 治三重版白子町鈴胸if~ l 村上元三itlJ，岡市字保町222(耐
土佐義雄

軍航空隊内横須賀海 | 火煉瓦販問〉

宮建築部出張所内 大西幸七住吉区阪南町点2の9 地方曾員

〈横須賀海寧建築dlD 〈佐久間工染株式合 右主主太郎

丹野正 一下除l市長がf町南ノ演 拡大阪支j占〉
普通賛助員

(株式合祉大林組〉 門弁松吉紳戸市須磨区~J('l.町
-五十川貞彦 和中正r

武中政一岩園市岩園航空隊内 4の12(工業薬品業
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官ra宥 1荷旭匝森小路45
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本多長次静岡市i亘手町 古手間
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冴!5の846

西 i甫文歩:浪速民惑美須町3の
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柴垣食雄東京市主主~'i主新問問 11[1
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合祉東京 H~ H:長Nr

吉 i宰苓好函館1'li末股町98 株

式合祉i鳴池組北海道

出張所内

竹内佐卒治京都市伏見頃最.1:-.37

大阪府警察官E聖子防課

大 谷 慌次郎明石市槌町2の1.162

竹内)J

氏瀬初夫{-t:吉~\:;:干if~ 111 ~I' 4の

33 

成本善博此花区商九{傑ド遁 2

の26

キ目 原門五郎旭阪森小路町52

間本忠行山口脇大津11日後111村

う145

問 '1'文雄尼崎市衣屋字砂 子

330 

~井駒之助海南市烏府85

守;樫 dikJilI 点京市旭町レ~ ，'~九之内

l了討!七友ピノレ内長

谷部 ¥'rW型建築専務Ji)j:

内

地方舎員

~ 谷五郎清津IHiilì明111[2 10 r;~ 

71¥組ri!r出li'l張所内
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IH或府)Jij製俄)iJr工務
部建設課

i盆際 青] 徳 111 市 総 1 11'~i建材t

。式合前l !-l~焔建築事

務月Iril'，仮JiJi'内

佐々木 保位rf1市大字腕岡1.23

3清林舎内

三好 fq~ 二路間限入女協理問犬塚

町鹿，巴組{休業務内

特別賛助員

Jf~ 1:11千 里兵庫脇氏庫1l日本山村

附本字司':;JH57の9

板谷 j~[ 1也i日赤川町1.lo5の

14 

杉 illi竹之助 J.liJ;t市 11上 回ヶ谷~'，:;: ~G 

内:うの775

1糸町政側jJlj~\jt 主主J1lJ :iil1 1 のうO 幸

予定商合内

普通賛助員

辻本義男東京府 ド立川町 lの

3793 

井奥 ー准名古屋ïIï千樋 IM': ~尚昆

上野宮脇2.168

i$i i;!j次Jill 張家口~善街玉合旦

2統一部品R内

阪本政一新))~特別市大同大街

l~ _\~ι大皐新京工鍛技

術院建築科教~f

?宇治 域別1戸市灘b"J'~ 高潮字ーセー

総313の9

f質問 11山手(U[Ill'y' rl' <li新屋敷布砂遁

3の7のl

久芳一雄東京rþ'rl' !JlH\~新井町 | 地方曾員

456 I 111本 jf_ m: 昭和15{ド5)] 巡.1
波法珍久京都市左j;t~'.~ 閃小野 I (謹んで哀'I~rの:立をえす)

市中間r36

昭和十五年改訂第十版
昭和十五年三 月下旬強行

本ー鰻 ・荊 ぬ ~I~IJ 

市街地建築物法令

日本建築協曾議行
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日本建築協舎版

・定債65銭 送料6銭・

大阪市北区朝日 ピノレ4階 | 丸若木支応
| 貸捌

振容口座大阪 39975 I 柳々主主Jぷ



司2 輯編

後 ~E 

0 印刷用紙の偲皮の不j止とlJIi!-.りにより減頁のjト

むなきにまで立ち到つ?二。ヵ:然し之れと反到に各-Ji

面からの玉主主は素晴しい勢ひ台以って絡まって氷

る。比の二つの相矛盾する鮎な如何しれら調節H~来

るかを?段々に考究しに結果本放の伐に一つの試みと

して全面的に組みつぢの攻後五?断行し1:。我キは之れ

でil~~足して舟るのではな L 、。が然し図慌の紋に沿J、

と同時に内容を可及的に充'j;(させ 1:~ 、と云ふ雨カw

の要求を7同時に ù~~ しれすべく一つの試合断行し 1: で

のあるが故に、法廠のない御批評を期待して舟る。

O 特色める「住宅問題Jの4寺嶋践として、紗<C 

L現代の輿論を代決し1!同 f全力商の!脅威力、らの玉平

を?蒐集しt~~1:のを若干符に感じて居り 、 同時に20 有

係イF~íI片『司令長の創iなにな る附ï!hl建築協合続紳の復

興に幾らかでも得興するところがあるのではないか

と自:Qして居る。

0 筆者、政治米、世e務家そして技術家等の意見'l'
綜介的に検討しHトる好適の而 L生々しい資料を千i.Q

言者凡に主主る事のIIHIミるのを拝んで知るが、之は識者

による建築協令への社合的認識の水準がおま りつ〉

める詮擦のほな気がする。

0 書きりに飯沼一合氏松村氏卒野氏三氏のみなら子

大熊宰邦氏、伴¥1111 ~I '，刀氏等の害者権威からの御寄稿

の快諾を得1:のでめるが、種々なる故隊で玉竿が間

に合なかっ1:のが惜しい阪な糸がするが、J之等の人

-'< L r建築t社主i"Jの社合的任務自?ぱ充分御認識下

さって庶つにのを感謝して居る。

0 紫焔室も毎減mA主'!r呈してJ1そであ，]iに肩をこら

やに物語って居るのをにのもしく忠J、。 fごがもう少

し縫っ1:顔仮も此の安へn~ 入 しです{き 1:~ 、と思って

居る。(勉弁u日〉
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撃を行 ・編崎 戸 川 弘
印刷人
大阪市北院籾 Uピル日本建築協舎内

印刷liJr プラトン印刷iJlid: 
大阪市西広江戸姻I有遜2了目 13苦手i也

聖堂行所 ER 日本建築協件
大阪市北院中之，~ 3ノ 3 朝日ピル

電話長北涜(23)4501番(9)
娠筈口座大阪39975番

待約販問占 柳々堂書庖
大阪市商品E京町姻羽子板橋西

電話土佐織2440番
盟主替口座大阪2084番

禁轄載

本畳Eに掲載せるものは、一切これを無断にて
将戦し又は単行本iこ上梓その他の複製行匁を?
なすことそ書聖子。

震告掲載料金

普 主主 I 1 頁 I 1 図 15，00 

普 遁己主己主I 8，00 

日一口
一山一山

川
一4

4

t
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す
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司

表紙 3I 1頁 I1図 I 45，00 

表紙 4I 1頁 I1回 I 80，00 

1m築事務所銭 I1欄 I 1回 I 1，50 

(唾築制係業者集内)I 1欄 I 1 図 I 5，00 

ffIt告掲載御申込は本舎へ直接願ひますQ
本誌続殺御注文はすべて前金で本合直接叉

lま待約j占へ、t辰替貯金又は処幸子で御拶1)込を
願ひます。郵券代用は一刻精、代金引換は

お断り致します。
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大阪都市計壷防火地匡園を頒布す

今回下記内務省告示に依って大阪の防火地直が康範囲に渉

って追加指示されましたに就いて、同防火地w園を突の遁

り賓費にて頒布仁ますから御入用の方は至急お申込下きい

大阪都市計重防火地匡園(ニ禽分ノー)1部

-寅 費 15銭 (外に謹料3鑓)

-送金方法 掻替 (複替口座大阪39975)

内務省告示

a・ー・ ー
一・--

大阪都市計霊防火地区迫力u嬰更ノ件

昭和十年十月三十八日附議議事第一一九披第六O四

内務省告示第百八十八鵠

大正十二年七月十三日内務省告示第二百二十七技大阪都市計聾防火地区迫力11獲更ノ件

昭和十一年四月四日内閣ノ認可ヲ受ケ昭和十一年四月二十九日ヨリ之ヲ施行ス共ノ係

開問商ハ大阪府臨及大阪市役所ニ備へ置キ従賢ニ供ス

111 1 28 

昭和十 一 年四月九日

申込所 社閣
法人

内務大 臣

日 本

潮忠之輔

建 築 協 曾
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